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凡  例 
 

1. 本業績集は、令和2（2020）年に発表された論文、著書、研究発表等を収録した。 

2. 収録は、所属別とし、業績の種類により、 

1）論文 ①原著 ②総説等 ③症例報告 ④研究報告書 ⑤その他  

2）著書・訳書  

3）研究発表等 ①研究発表 ②シンポジウム ③特別講演 ④招待講演 ⑤その他  

4）その他の業績・作品等 の順に記載した。 

3. 記載方法 

（1） 論文については、著者名、標題、掲載誌名、出版年月、巻（号）、頁の順に記載した。 

（2） 著書・訳書については、著者名、書名、出版地、出版者名、出版年の順に記載した。ただし、

分担執筆の場合は、担当論題、頁を記入した。 

（3） 研究発表等については、発表者名、発表題名、発表会議名、発表年月日、開催地、掲載資料名、

巻（号）、頁の順に記載した。 
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理事長 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Watanabe T, Shibata M, Soeda S, Furukawa S, Fujimori K, Kono K, Takenoshita S. IL-17A in Ovarian 
Cancer. Journal of Cancer Therapy. 202010; 11(10):605-616. 
 
Takeishi Y, Kiko T, Yokokawa T, Kunii H, Ichimura S, Takizawa S, Masuda A, Kaneshiro T, Ando T, 
Takenoshita S. Takayasu arteritis detected by PET/MRI with 18F-fluorodeoxyglucose. Journal of Nuclear 
Cardiology. 202002; 27(1):333-335. 
 
Yokouchi Y, Suzuki S, Ohtsuki N, Yamamoto K, Noguchi S, Soejima Y, Goto M, Ishioka K, Nakamura I, 
Suzuki S, Takenoshita S, Era T. Rapid repair of human disease-specific single-nucleotide variants by One-
SHOT genome editing. Scientific Reports. 202008; 10(1):13927. 
 
 
 

常任顧問 
 
 

論  文 

 
〔その他〕 
 
菊地臣一. 運動器診療の昔を偲び未来に思いを馳せる. Loco Cure. 202002; 6(1):92-93. 
 
菊地臣一. Message 流した汗を信じなさい. Primaria. 202002; 40:7. 
 
菊地臣一. 国際腰椎学会（ISSLS）ウィルジ・ライフタイム・アチーブメント賞を受賞して. 福島医大同窓会報. 
2020; 49:78. 
 

著 書・訳 書 

 
菊地臣一, 清水伸一, 勝野浩, 寺本純, 吉原潔, 内田毅, 久野木順一, 銅谷英雄, 河西稔, 竹谷内康修, 北
原雅樹, 加茂淳, 住田憲是, 木村裕明, 戸田佳孝, 出沢明, 平野薫, 五十嵐孝, 西良浩一, 湯澤洋平. わかさ

出版 編. In: 脊柱管狭窄症 腰の名医20人が教える最高の治し方大全, 2020. 脊柱管狭窄症 腰の名医20人が教
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える最高の治し方大全. 東京: 文響社; 202001. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
大谷晃司, 菊地臣一, 矢吹省司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 腰部脊柱

管狭窄症に対する身体所見の意義 一般住民における10年経過観察. 第93回日本整形外科学会学術総会; 
20200521-24; 福岡. 日本整形外科学会雑誌. 94(3):S1128. 
 
渡邉和之, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰部脊柱

管狭窄の無症候性狭窄は症候性狭窄となるか－術後10年経過例での検討－. 第93回日本整形外科学会学術総会; 
20200611-0831; Web. 日本整形外科学会雑誌. 94(3):S1222. 
 
大谷晃司, 菊地臣一, 矢吹省司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 下肢深部

反射に影響を与える因子の検討－南会津スタディより－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神
戸. Journal of Spine Research. 11(3):304. 
 
渡邉和之, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰椎変性

すべりを伴う腰部脊柱管狭窄に対する除圧術の長期成績－術後10年での検討－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術

集会; 20200907-09; 神戸. Journal of Spine Research. 11(3):551. 
 
大谷晃司, 菊地臣一, 紺野愼一. 性の違いが腰部脊柱管狭窄症状を有する地域在住住民のQOLに与える影響－

南会津スタディより－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸. Journal of Spine Research. 
11(3):601. 
 
渡邉和之, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰部脊柱

管狭窄に対する除圧術の適応限界－術後5年での検討－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神
戸. Journal of Spine Research. 11(3):743. 
 
渡邉和之, 大谷晃司, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰部脊柱

管狭窄に対する除圧範囲の選択－神経学的所見により手術範囲を縮小できるか－. 第28回日本腰痛学会; 
20201030-1129; Web. プログラム・抄録集. 111. 
 
〔その他〕 
 
菊地臣一. リリカ10周年企画全国応援メッセージ. リリカ10周年企画全国応援メッセージ DVD動画出演; 
202001. 
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神経解剖・発生学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Nagashima H, Koga D, Kusumi S, Mukaigasa K, Yaginuma H, Ushiki T, Sato N. Novel concept for the 
epaxial/hypaxial boundary based on neuronal development. Journal of Anatomy. 202009; 237(3):427-438. 
 
〔総説等〕 
 
橋本光広. 小脳における、睡眠－覚醒サイクルの調節に関わる新規神経回路の同定. 細胞. 202009; 52(10):566-
567. 
 

著 書・訳 書 

 
橋本光広. 第1章 各ウイルスベクターの特徴と作製の基本 5 アデノウイルスベクター. In: 平井宏和, 日置寛

之, 小林和人 編. 決定版 ウイルスベクターによる遺伝子導入実験ガイド. 東京: 羊土社; 202011. p.81-89 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
橋本光広, 八木沼洋行. 視床下部外側野から小脳へのオレキシン入力. 第125回日本解剖学会総会・全国学術集

会; 20200325-27; 誌上(宇部). 
 
向笠勝貴, 佐久間千恵, 八木沼洋行. ニワトリ胚脊髄V3介在ニューロンの発生過程におけるSIM1および

ROBO3の発現解析. 第125回日本解剖学会総会・全国学術集会; 20200325-27; 誌上(宇部). 
 
向笠勝貴, 佐久間千恵, 八木沼洋行. 脊髄神経発生過程におけるRobo3の発現制御機構とその種間多様性の解

析. 日本解剖学会第66回東北・北海道連合支部学術集会; 20200905-06; Web(岩手). 
 
向笠勝貴, 佐久間千恵, 八木沼洋行. 脊椎動物における神経管パターニングに関わる遺伝子群の転写制御領域の

多様化. 第43回日本分子生物学会年会; 20201203; Web(京都). 
 
橋本光広. Wnt7bは、Phelan-McDermid症候群の責任遺伝子のひとつである. 東京理科大学研究推進機構総合研

究院脳学際研究部門第4回公開シンポジウム; 20201212; Web. 
 

〔特別講演〕 



 
 

－4－ 

 
八木沼洋行. 頚髄運動神経細胞の発生・分化から見た「くび」の進化. 日本解剖学会第66回東北・北海道連合支

部学術集会; 20200905-06; Web(岩手). 
 
 
 

解剖・組織学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Horigome Y, Ida-Yonemochi H, Waguri S, Shibata S, Endo N, Komatsu M. Loss of autophagy in 
chondrocytes causes severe growth retardation. Autophagy. 202003; 16(3):501-511. 
 
Ueda S, Tamura N, Mima J. Membrane Tethering Potency of Rab-Family Small GTPases is Defined by the C-
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論  文 

 
〔原 著〕 
 
Kariya Y, Oyama M, Ohtsuka M, Kikuchi N, Hashimoto Y, Yamamoto T. Quantitative analysis of 
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西形里絵, 加藤菜穂, 武田紗希, 須藤美和子, 林王真美, 黒田直人. 徐放性ナイアシン製剤中毒による薬剤性

肝障害が疑われた一剖検例. 法医学の実際と研究. 202011; (63):41-44. 
 
三澤友誉, 全田吏栄, 菅谷一樹, 小野寺誠, 武田紗希, 伊関憲. パラコート中毒の1死亡症例. 臨床麻酔. 
202008; 44(8):1113-1115. 
 
〔総説等〕 
 
村上友太, 星京香, 伊藤浩美, 橋本康弘. 脳脊髄液減少症における髄液バイオマーカー. 脳神経内科. 202004; 
92(4):397-404. 
 
黒田直人. 回転性脳損傷の剖検診断における課題. 法医学の実際と研究. 202011; (63):1-10. 
 
〔その他〕 
 
西形里絵. 福島「県」受動喫煙防止条例の制定に向けて. 福島県医師会報. 202005; 82(5): 402-411. 
 

著 書・訳 書 
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Methods in Molecular Biology 2132: Lectin Purification and Analysis, Methods and Protocols. Ed. by 
Hirabayashi J. Chapter 17. Humana Press, USA; 2020. p.165-171. 
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Ed. by Hirabayashi J. Chapter 18. Humana Press, USA; 2020. p.173-182. 
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〔研究発表〕 
 
杉山一洋, 加藤菜穂, 西形里絵, 黒田直人. 階層ベイズモデルによる頭蓋骨からの年齢推定. 第104次日本法医
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20200924; 京都. 日本法医学雑誌. 74(1):85. 
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104次日本法医学会学術全国集会; 20200924-25; 京都. 日本法医学雑誌. 74(1):88. 
 
佐藤健. Study on significance of ear lobe crease (ELC) in Japanese autopsy cases. 第104次日本法医学会学術全

国集会; 20200924; 京都. 日本法医学雑誌. 74(1):100. 
 
御木容. Study on staining pattern of anti-beta-amyloid precursor protein (BAPP) in infant injured brains. 第
104次日本法医学会学術全国集会; 20200924; 京都. 日本法医学雑誌. 74(1):100. 
 
高橋識志, 黒田直人. 気管カニューレによる気管腕頭動脈瘻の一剖検例. 第21回日本法医学会学術北日本地方集

会; 20201016; 弘前. 
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20201017; 弘前. 
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高橋識志, 黒田直人. 肺動脈血栓塞栓症の誘因として肉眼上硬膜下血腫が疑われた一剖検例. 第21回日本法医学
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〔シンポジウム〕 
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Sakai A, Nakano H, Ohira T, Maeda M, Okazaki K, Takahashi A, Kawasaki Y, Satoh H, Ohtsuru A, 
Shimabukuro M, Kazama J, Hashimoto S, Hosoya M, Yasumura S, Yabe H, Ohto H, Kamiya K; 
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202001; 99(1):e18486. 
 
Takahashi H, Yasumura S, Takahashi K, Ohira T, Ohtsuru A, Midorikawa S, Suzuki S, Shimura H, 
Ishikawa T, Sakai A, Suzuki S, Yokoya S, Tanigawa K, Ohto H, Kamiya K. Nested matched case control 
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study for the Japan Fukushima Health Management Survey's first full-scale (second-round) thyroid 
examination. Medicine. 202007; 99(27):e20440. 
 
Ma E, Ohira T, Sakai A, Yasumura S, Takahashi A, Kazama J, Shimabukuro M, Nakano H, Okazaki K, 
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Kudo K, Takabatake M, Nagata K, Nishimura Y, Daino K, Iizuka D, Nishimura M, Suzuki K, Kakinuma S, 
Imaoka T. Flow Cytometry Definition of Rat Mammary Epithelial Cell Populations and Their Distinct 
Radiation Responses. Radiation Research. 202007; 194(1):22-37. 
 
〔総説等〕 
 
阿左見祐介, 坂井晃. 【造血器腫瘍学（第2版）－基礎と臨床の最新研究動向－】造血器腫瘍の基礎 造血器発

がんリスク 放射線による発がんリスク. 日本臨床. 202008; 78(増刊3):44-50. 
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工藤健一, 高畠賢, 永田健斗, 西村由希子, 臺野和広, 飯塚大輔, 西村まゆみ, 鈴木啓司, 柿沼志津子, 今
岡達彦. Distinct difference of radiation response between luminal and basal cells in rat mammary glands. 第
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の探索）. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
Kudo K, Takabatake M, Nagata K, Nishimura Y, Daino K, Nishimura M, Iizuka D, Suzuki K, Kakinuma S, 
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日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
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響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
Tsuyama N, Abe Y, Sugai M, Azami Y, Kudo K, Kamiya K, Sakai A. Induction of sequence-specific 
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岡崎可奈子, 大平哲也, 坂井晃, 中野裕紀, 林史和, 長尾匡則, 安村誠司, 神谷研二. 東日本大震災後5年間
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Earthquake: a cross-sectional study from the Fukushima Health Management Survey. BMC Public Health. 
202005; 20(1):677. 
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Yokoyama H. The results of an entry-oriented strategy for acute type A aortic dissection in octogenarians: an 
18-year experience. European Journal of Cardio-thoracic Surgery. 202011; 58(5):949-956. 
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室田定洋, 肱岡奈保子, 金城貴士, 冨田湧介, 天海一明, 山田慎哉, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石

恭知. 高周波アブレーションによる右側肺静脈隔離術中に、上大静脈も隔離に至った一例. 第170回日本循環器学

会東北地方会; 20200823; Web. 
 
芳賀文香, 清水竹史, 武藤雄紀, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 若年発症の

冠攣縮性狭心症の一例. 第170回日本循環器学会東北地方会; 20200823; Web. 
 
芳賀文香, 谷哲矢, 遠藤圭一郎, 喜古崇豊, 佐藤崇匡, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. 急性心筋梗塞を発症した単冠動脈症の一例. 第171回日本循環器学会東北地方会; 20201205; 福島/Web. 
 
佐藤勇太朗, 及川雅啓, 五十嵐崇, 冨田湧介, 武藤雄紀, 清水竹史, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石

恭知. 経時的左室拡大を呈し開心術を行なった右冠動脈－左房瘻の1 例. 第171回日本循環器学会東北地方会; 
20201205; 福島/Web. 
 
黒沢雄太, 清水竹史, 安藤卓也, 赤間浄, 安齋文弥, 武藤雄紀, 君島勇輔, 喜古崇豊, 義久精臣, 八巻尚洋, 
國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 経皮的冠動脈形成術を施行した患者の出血イベントに対する血清ア

ルブミン値の影響についての検討. 第171回日本循環器学会東北地方会; 20201205; 福島/Web. 
 
武藤雄紀, 小林淳, 清水竹史, 五十嵐崇, 及川雅啓, 義久精臣, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 
横山斉, 竹石恭知. 糸球体腎炎を併発したBartnella henselaeによる血液培養陰性の感染性心内膜炎の一例. 第
171回日本循環器学会東北地方会; 20201205; 福島/Web. 
 
冨田湧介, 山田慎哉, 金城貴士, 室田定洋, 肱岡奈保子, 清水竹史, 竹石恭知. 心筋虚血による左室リード閾

値の上昇に対して血行再建後に改善が得られたCRT-D植え込み患者の一例. 第171回日本循環器学会東北地方会; 
20201205; 福島/Web. 
 
関根虎之介, 野﨑祐司, 根橋健, 中村裕一, 鈴木聡. 幼少期に大動脈離断症に対して治療歴があり、成人になり

拡張型心筋症を呈した1例. 第171回日本循環器学会東北地方会; 20201205; 福島/Web. 
 
八重樫大輝, 及川雅啓, 佐藤彰彦, 義久精臣, 中里和彦, 竹石恭知. Gly47Ala変異による家族性アミロイドポ

リニューロパチーの一例. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
横川哲朗, 義久精臣, 三阪智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 竹石恭知. Prognostic impacts of 
anti-mitochondrial antibodies in patients with dilated cardiomyopathy. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-
0914; Web. 
 
及川雅啓, 佐久間真悠, 磯松大介, 八重樫大輝, 和田健斗, 義久精臣, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹
石恭知. β遮断薬投与により心機能の改善が得られたA3243G変異によるミトコンドリア心筋症の2症例. 第6
回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 横川哲朗, 三阪智史, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. アントラサイクリ
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ン心筋症発症予測に対するトロポニン Iの有用性. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
喜古崇豊, 横川哲朗, 三阪智史, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 竹石恭知. 心臓サルコイドーシス患者におけ

る 18F-FDG PET/MRI 所見と予後に関する検討. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
三阪智史, 横川哲朗, 君島勇輔, 清水竹史, 金城貴士, 義久精臣, 竹石恭知. 心不全における心筋細胞特異的

セルフリーDNAの臨床的意義. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 杉本浩一, 皆川敬冶, 中里和彦, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617Fクローン性造血はALK1を介して肺高血圧症を増悪させる. iHF seminar; 20201010; 東京/Web. 
 
横川哲朗, 三阪智史, 君島勇輔, 和田健斗, 皆川敬治, 杉本浩一, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617F変異陽性細胞が大動脈瘤形成を促進させる. 第8回Heart Science Club; 2020128 ; Web. 
 
片平正隆, 八巻尚洋, 大河内諭, 八重樫大輝, 清水竹史, 佐藤崇匡, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石

恭知. 8ヶ月間のスタチン療法後に、DCAを施行した一例. 第52回Cardiovascular Intervention Conference 
(CIC); 20200222 ; 郡山. 
 
肱岡奈保子, 金城貴士, 室田定洋, 冨田湧介, 天海一明, 山田慎哉, 竹石恭知. 高周波による右肺静脈隔離術

中に上大静脈の隔離が得られた一例. 第17回福島不整脈懇話会; 20200709; 福島. 
 
清水竹史, 佐藤勇太朗, 冨田湧介, 武藤雄紀, 及川雅啓, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 竹石恭知. 
Impella補助下にPCIを施行した低心機能虚血性心筋症の一例. 第53回Cardiovascular Intervention 
Conference (CIC); 20201003; 郡山. 
 
〔シンポジウム〕 
 
東雲紀子, 茅原まゆみ, 福原之博, 出羽仁, 佐藤崇匡. DT時代を迎えたVAD治療の課題：A病院における植

込型補助人工心臓患者の在宅療養の傾向と課題（シンポジウム）. 第48回人工心臓と補助循環懇話会学術集会; 
20200313; 誌上. 
 
佐藤崇匡, 藤宮剛, 東雲紀子, 福原之博, 出羽仁, 横山斉, 竹石恭知. DT時代を迎えたVAD治療の課題：当

院における植込型補助人工心臓患者における有害事象の検討（シンポジウム）. 第48回人工心臓と補助循環懇話

会学術集会; 20200313; 誌上. 
 
君島勇輔. Meet the Expert：骨髄増殖性疾患と肺高血圧症：JAK2 V617F変異の意義（シンポジウム）. 第84回

日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
義久精臣. 人生100年時代の健康長寿：循環器疾患と睡眠（シンポジウム）. 第84回日本循環器学会学術集会; 
20200727-0802; Web.  
 
及川雅啓. シンポジウム5：がん・がん治療から学ぶ心筋症：CTRCD の発症予測と診断・治療（シンポジウ

ム）. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
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義久精臣, 竹石恭知. シンポジウム10 男性医学2020：心不全患者における血中テストステロン濃度の意義に

関する検討（シンポジウム）. 第20回日本抗加齢医学会総会; 20200925-27; Web. 
 
石田隆史. シンポジウム14 病態における酸化ストレス研究の最前線：DNA損傷と心血管疾患（シンポジウ

ム）. 第20回日本抗加齢医学会総会; 20200925-27; Web. 
 
義久精臣, 佐藤悠, 三阪智史, 竹石恭知. シンポジウム17 高齢者心不全の治療介入ポイントはどこにあ

る？：心不全患者における睡眠障害と認知機能低下（シンポジウム）. 第24回日本心不全学会学術集会; 
20201015-17; Web. 
 
國井浩行. シンポジウム：COVID-19 対策と当科の現状. 第11回会津心臓病・心血管疾患研究会; 20201113; 
Web. 
 
〔特別講演〕 
 
竹石恭知. 特別講演：Once-cardiologyに対する取り組み. Onco-Total Care Seminar; 20200124; 鹿児島. 
 
石田隆史. 健康連続講座：塩と人と病－減塩の根拠から実践まで－. いきいき健康づくりフォーラム in南相馬; 
20200211; 南相馬. 
 
竹石恭知. 特別講演：心肥大診療のポイント－二次性心筋症を見逃さないために－高血圧も含めて. いわき循環器

談話会; 20200213; いわき. 
 
石田隆史. 基調講演：塩と高血圧～生活習慣病は人類進歩の陰か？～. 第12回ふくしま市民フォーラム; 
20200216; 福島. 
 
及川雅啓. 基調講演：当院における薬剤関連心筋障害発症とがん関連血栓症治療の現状. 第2回福島Onco-
Cardiology研究会; 20200228; 福島. 
 
佐藤崇匡. 特別講演：心不全診療における心拍数の重要性. 心不全治療を考える会 in 会津; 20200713; Web. 
 
義久精臣. 教育講演：睡眠呼吸障害の診断と治療の重要性および進歩. 第69回日本医学検査学会; 20200905-06; 
千葉/Web. 
 
金城貴士. 基調講演：アブレーションにより逆伝導のみ離断、術後慢性期に順伝導も消失した傍His束起源

WPW症候群の1例. 福島循環器学術講演会; 20200914; 郡山. 
 
鈴木聡. 特別講演：心疾患を踏まえた2型糖尿病治療を考える. 福島地区糖尿病学術講演会; 20200924; 福島. 
 
義久精臣. ランチョンセミナー16：心不全患者における心臓突然死予防. 第24回日本心不全学会学術集会; 
20201015-17; Web. 
 
中里和彦. レクチャー：慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）に対する治療の進歩. 第229回県北循環器疾患研

究会; 20201029; Web. 
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鈴木聡. 特別講演：心不全治療における利尿薬の重要性と最近の話題. 第229回県北循環器内科学講座疾患研究

会; 20201029; Web. 
 
武藤雄紀. 基調講演：TAVIの現状と展望－最新のガイドラインを踏まえて－. Structural Intervention 
Conference; 20201105; 福島. 
 
竹石恭知. 教育講演：狭心症、心筋梗塞の病態と治療：予防の重要性. 第56回日本循環器病予防学会学術集会; 
20201201-21; Web. 日本循環器病予防学会誌. 55(3):212-212. 
 
竹石恭知. 特別講演：腫瘍循環器学の展開－がん関連血栓症（CAT）を含めて－. web版 静脈血栓症連携セミナ

ー; 20201203; Web. 
 
中里和彦. 特別講演：経皮的冠動脈インターベンション（PCI）後の抗血栓療法の変遷. Meet the Specialists in 
Fukushima; 20201210; Web. 
 
杉本浩一. 特別講演：福島県立医科大学病院における肺高血圧診療. Meet the Specialists in Fukushima; 
20201210; Web. 
 
佐藤崇匡. 特別講演：心不全診療における心拍数の重要性. 心不全地域連携セミナー; 20201210; Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：慢性心不全治療の最新治療. 第343回木曽医師会講演会生涯教育講座; 20201215; Web/木曽. 
 
〔招待講演〕 
 
三阪智史. 心不全における細胞内品質管理：心筋細胞老化から多臓器連関まで. 令和元年度福島医学会表彰受賞授

与式及び受賞記念講演会; 20200123; 福島. 福島医学雑誌. 70(1):65-66. 
 
山田慎哉. 心房細動の包括的管理－薬物療法・非薬物療法－. AF心房細動Webセミナー 高齢者AFのトータル

ケア＠東北; 20200217; Web. 
 
國井浩行. カテーテルで行う低侵襲大動脈弁治療：TAVI～診断・適応から抗血栓療法まで～. Cardiology 
Seminar in SHIRAKAWA; 20200219; 白河. 
 
石田隆史. 腫瘍循環器学（Onco-Cardiology）は何故必要か. Cardiology Seminar in SHIRAKAWA; 20200219; 
白河. 
 
竹石恭知. 腫瘍循環器病学の新展開. 循環器Forum in FUKUI; 20200220; 福井. 
 
義久精臣. 睡眠呼吸障害の診断と治療の重要性および進歩. 第15回日本PSG研究会東北支部例会. 20200222; 郡
山. 
 
武藤雄紀. TAVIの現状－当院での治療成績を踏まえて－. 第36回磐梯循環器カンファランス; 20200710; Web. 
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竹石恭知. 心不全管理の新たな展開. WEB LIVE SEMINAR 循環器 UP-TO-DATE; 20200716; 東京. 
 
義久精臣. 人生100年時代の健康長寿：循環器疾患と睡眠. 第84回日本循環器学会学術集会 市民公開講座; 
20200727-0802; Web.  
 
義久精臣. 心不全のうっ血評価と管理. 心不全WEBセミナー; 20200804; Web. 
 
坂本和哉. 当院におけるイバブラジンの使用経験. 心不全フォーラム; 20200806; 福島. 
 
中里和彦. 福島肺高血圧症研究会2020. 福島肺高血圧症研究会2020; 20200826; Web. 
 
國井浩行. 改訂ガイドラインを踏まえたTAVIの展望と抗血栓療法. 福島循環器疾患WEBセミナー; 20200904; 
Web. 
 
義久精臣. ARNI時代の心不全診療におけるバイオマーカーの活用. ARNI Webセミナー; 20200914; Web. 
 
及川雅啓. 当科においてサクビトリルバルサルタンを使用した心不全の1例. 県北地区循環器ARNI勉強会; 
20201001; 福島. 
 
國井浩行. ブレインハートチームで取り組む脳梗塞2次予防の閉鎖治療「循環器内科医から」. Web Seminar ブ

レインハートチームで取り組む脳梗塞2次予防の閉鎖治療; 20201002; 福島. 
 
及川雅啓. 心アミロイドーシスを見つけ出すための心肥大診療のポイント. 心アミロイドーシスWEBフォーラム 
in 福島; 20201022; Web. 
 
金城貴士. 心房細動：ガイドライン等のup to date. Meet the Specialist in Fukushima; 20201030; Web. 
 
國井浩行. 改訂ガイドラインを踏まえたTAVIの展望と抗血栓療法. 第11回会津心臓病・心血管疾患研究会; 
20201113; Web. 
 
義久精臣. ARNI時代の心不全診療におけるバイオマーカーの活用. Akita ARNI Web Conference; 20201203; 
Web. 
 
〔その他〕 
 
義久精臣. 睡眠時無呼吸症候群～いびきと関連する身近な生活習慣～. テレビ放送「福島県医師会シリーズ

No.81」; 20201017; 福島放送. 
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阿部和道, 幕田倫子, 松田美津子, 山寺幸雄, 林学, 大平弘正. 超音波Bモード，SW 
Elastography/Dispersionで評価したフォンタン術後肝合併症. 日本超音波医学会第93回学術集会; 20201202; 
Web(仙台). 
 
鈴木玲, 高木忠之, 大平弘正. マイクロアレイ血液検査を用いた膵嚢胞性腫瘍の良悪性診断法の開発（ワークシ

ョップ）. 第106回日本消化器病学会総会; 20200813; Web/誌上(広島). 日本消化器病学会雑誌. 117(臨増総

会):A206. 
 
鈴木玲, 高木忠之, 大平弘正. 膵癌微小環境における補体C3aの働きに関する検討（ワークショップ）. 第62
回日本消化器病学会大会JDDW2020; 20201106; 神戸. 日本消化器病学会雑誌. 117(臨増大会):A652. 
 
中村純, 引地拓人, 橋本陽, 加藤恒孝, 高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 髙住美香, 入江大樹, 菅谷竜朗, 小原

勝敏, 大平弘正. POEMで治療しえた憩室合併食道アカラシアの1例. 第164回日本消化器内視鏡学会東北支部

例会; 20200131; 仙台. プログラム・抄録集. 147. 
 
中村純, 引地拓人, 加藤恒孝, 橋本陽, 小橋亮一郎, 高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 髙住美香, 持
丸友昭, 大平弘正. 胃静脈瘤治療における内視鏡的組織接着剤注入法（HA/EO併用法）の実際とコツ. 第27回

日本門脈圧亢進症学会総会; 20201028-1030; Web. 日本門脈圧亢進症学会雑誌. 26(3):130. 
 
中村純, 引地拓人, 加藤恒孝, 佐藤雄紀, 橋本陽, 小橋亮一郎, 高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 髙住美香, 持
丸友昭, 大平弘正, 小原勝敏. 胃静脈瘤予防例に対する内視鏡的ヒストアクリル注入法の極意. 第27回日本門脈

圧亢進症学会総会; 20201028-1030; Web. 日本門脈圧亢進症学会雑誌. 26(3):134. 
 
中村純, 引地拓人, 大平弘正. 福島市胃がん内視鏡検診の発見胃癌からみた問題点と精度管理の必要性. 第100
回日本消化器内視鏡学会総会（JDDW2020）; 20201106; Web. Gastroenterological Endoscopy. 62(Suppl.2):1970. 
 
杉本充, 高木忠之, 鈴木玲, 紺野直紀, 浅間宏之, 佐藤雄紀, 入江大樹, 中村純, 加藤恒孝, 橋本陽, 引地

拓人, 大平弘正. 膵胆道癌診断における十二指腸細菌叢の有用性の検討. 第99回日本消化器内視鏡学会総会; 
20200902; 京都. Gastroenterological Endoscopy. 62(Suppl.1):1338. 
 
杉本充, 阿部和道, 林学, 高木忠之, 鈴木玲, 紺野直紀, 浅間宏之, 佐藤雄紀, 入江大樹, 中村純, 加藤恒

孝, 橋本陽, 引地拓人, 大平弘正. 胆道癌診断における cell death biomarkerの有用性. 第62回日本消化器病学

会大会JDDW2020; 20201105-08; 神戸. 
 
髙住美香, 引地拓人, 橋本陽, 藁谷雄一, 菊地眸, 中村純, 渡辺晃, 加藤恒孝, 高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 
佐藤雄紀, 小橋亮一郎, 大平弘正. 上部消化管粘膜下腫瘍のEUS-FNAにおける穿刺針内生理食塩液充満法と従

来法の比較試験. JDDW2020; 20201105; 神戸. 
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藤田将史, 高橋敦史, 林学, 阿部和道, 大平弘正. ソラフェニブで治療された肝細胞癌患者における骨格筋量減

少と予後の関連. 第106回日本消化器病学会総会; 20200811; Web/誌上(広島). 日本消化器病学会雑誌. 117(臨増総

会):A296. 
 
藤田将史, 林学, 阿部和道, 高橋敦史, 大平弘正. 外傷により発生した肝炎症性偽腫瘍に腫瘍内膿瘍を来した症

例. 第43回日本肝臓学会東部会; 20201211; Web(盛岡). 肝臓. 61(Suppl.3):A934. 
 
藤田将史, 阿部和道, 林学, 高橋敦史, 大平弘正. レボカルニチン内服中の肝硬変患者における骨格筋量低下と

予後の関連性についての検討. 第43回日本肝臓学会東部会; 20201211; Web(盛岡). 肝臓. 61(Suppl.3):A945. 
 
加藤恒孝, 引地拓人, 中村純, 橋本陽, 大平弘正. （合同シンポジウム3）薬物による粘膜障害 薬物に関連し

たと考えられる胃潰瘍症例の臨床的特徴. 第208回日本消化器病学会・第164回日本消化器内視鏡学会東北支部例

会; 20200201; 仙台. 抄録集. 93. 
 
加藤恒孝, 引地拓人, 高木忠之, 鈴木玲, 中村純, 杉本充, 橋本陽, 入江大樹, 木村友哉, 佐藤賢太郎, 菅
谷竜朗, 橋本長一朗, 大平弘正, 小原勝敏. Helicobacter pylori未感染者の胃に発生した高分化型管状腺癌の1
例. 第92回日本胃癌学会総会; 20200306; 横浜. 抄録集. 157. 
 
加藤恒孝, 引地拓人, 高木忠之, 鈴木玲, 中村純, 杉本充, 髙住美香, 佐藤雄紀, 橋本陽, 小橋亮一郎, 大
久保義徳, 佐竹隼輔, 大平弘正. （要望演題3）門脈圧亢進症の超音波診断 食道静脈瘤に対するゼリー充填法

を用いたEUS. 第27回日本門脈圧亢進症学会総会; 20200911; Web(福岡). 
 
加藤恒孝, 引地拓人, 高木忠之, 鈴木玲, 中村純, 杉本充, 橋本陽, 佐藤雄紀, 小橋亮一郎, 大平弘正. 化学

放射線療法後の異時性食道癌に対するESDの検討. JDDW 2020 KOBE; 20201105-08; 誌上(神戸). 
 
橋本陽, 引地拓人, 中村純, 加藤恒孝, 大平弘正. （合同シンポジウム）胃・十二指腸腫瘍に対するLECSの

現状. 第164回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20200131; 仙台. 
 
橋本陽, 引地拓人, 中村純, 加藤恒孝, 高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 髙住美香, 佐藤雄紀, 入江大樹, 小橋

亮一郎, 大平弘正. ESDを施行された脈管侵襲陽性の粘膜内胃癌の臨床的特徴と予後. JDDW2020; 202011; 誌上

(神戸). 
 
入江大樹, 高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 大平弘正. 当院におけるERCP困難な悪性胆道狭窄に対する超音波内

視鏡下胆道ドレナージ術の治療成績. 第164回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20200201; 仙台. プログラ

ム・抄録集. 86. 
 
入江大樹, 高木忠之, 鈴木玲, 杉本充, 引地拓人, 大平弘正. 当院における小児に対するERCP施行成績の検

討. 第56回日本胆道学会学術集会; 20201001; Web/誌上(福岡). 
 
中島勇貴, 根本大樹, 勝木伸一. AIは何を見て大腸p-T1b癌を診断しているか？：Class Activation Mappingか

らみた検討. 第99回日本消化器内視鏡学会総会; 20200902; 京都. Gastroenterological Endoscopy. 
62(Suppl.1):1126. 
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佐久間千陽, 間浩正, 今村秀道, 綿引優, 橋本健明, 生井良幸, 迎慎二. 当院における小児の消化管内視鏡検

査の10年間の後方視的検討. 第99回日本消化器内視鏡学会総会; 20200902; 京都. Gastroenterological 
Endoscopy. 62(Suppl.1):1301. 
 
持丸友昭, 藁谷雄一, 小橋亮一郎, 阿部直人, 高橋裕太, 大沼忍, 熊川宏美. 後方視的にメラノーシスを指摘

可能であった直腸肛門部悪性黒色腫の1例. 第164回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20200201; 仙台. プロ

グラム・抄録集. 168. 
 
持丸友昭, 藁谷雄一, 高橋裕太, 小橋亮一郎, 阿部直人, 八巻英郎, 高山純, 三浦祐一, 馬目雅彦, 熊川宏

美. 長期の病悩期間と疑診後1年半の経過観察ののち手術に至った結腸膀胱瘻の1例. 第16回日本消化管学会総

会学術集会; 20200207; 兵庫. 日本消化管学会雑誌. 4(Suppl.):295. 
 
持丸友昭, 藁谷雄一, 阿部直人, 小橋亮一郎, 高橋裕太, 熊川宏美. ERCP後高アミラーゼ血症の危険因子の

検討. 第106回日本消化器病学会総会; 20200811-13; Web/誌上(広島). 日本消化器病学会雑誌. 117(臨増総

会):A299. 
 
持丸友昭, 引地拓人, 橋本陽, 中村純, 加藤恒孝, 佐藤雄紀, 小橋亮一郎, 鈴木玲, 杉本充, 髙住美香, 大
久保義徳, 佐竹隼輔, 高木忠之, 小原勝敏, 大平弘正. 食道静脈瘤に合併した食道癌に対するESDの検討. 第
27回日本門脈圧亢進症学会総会; 20201028; Web(福岡). 
 
阿部直人, 藁谷雄一, 持丸友昭, 小橋亮一郎, 高橋裕太, 熊川宏美. ズーノーシスによるヘリコバクター属感

染が考えられたAGMLの1例. 第208回日本消化器病学会東北支部例会; 20200131; 仙台. 
 
阿部直人, 藁谷雄一, 持丸友昭, 小橋亮一郎, 高橋裕太, 熊川宏美. 当院ESDにおけるHP陽性未除菌胃癌

及びHP除菌後発見胃癌の比較検討. 第106回日本消化器病学会総会; 20200811; 誌上(広島). 
 
竹田悠太郎, 佐藤秀紀, 横山健介, 石野淳, 牛尾純, 大平弘正. 総胆管結石治療後に遷延した黄疸を契機に診

断されたRotor症候群の1例. 第208回日本消化器病学会東北支部例会; 20200131; 仙台. プログラム・抄録集. 
156. 
 
竹田悠太郎, 佐藤秀紀, 横山健介, 石野淳, 牛尾純, 大平弘正. 当院におけるSpy Glass DSによる胆管狙撃生

検の有用性. 第208回日本消化器病学会東北支部例会; 20200201; 仙台. プログラム・抄録集. 90. 
 
木村友哉, 引地拓人, 中村純, 橋本陽, 大平弘正. 胎児消化管類似胃癌の1例. 第164回日本消化器内視鏡学会

東北支部例会; 20200131; 仙台. 
 
木村友哉, 杉本充, 入江大樹, 高木忠之, 鈴木玲, 中村純, 橋本陽, 加藤恒孝, 山田匠希, 引地拓人, 大平

弘正. 主膵管内に広範進展を呈した膵神経内分泌腫瘍の1例. 第208回日本消化器病学会東北支部例会; 
20200131; 仙台. 
 
石崎優斗, 齋藤桂悦, 高畑陽介, 綿引優, 山野辺邦美, 佐川恵一, 阿部和道, 大平弘正. 脾腫を認めたクロー

ン病の1例. 第208回日本消化器病学会東北支部例会; 20200201; 仙台. プログラム・抄録集. 169. 
 
大塚充, 藤原達雄, 渡辺晃, 大平俊一郎, 石幡良一. 詳細な経過を追うことができた急性胆管炎に起因する門脈
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血栓症の一例. 第208回日本消化器病学会東北支部例会; 20200131; 仙台. 
 
村上舞, 児玉健太, 黒田聖仁, 小嶋祐紀, 紺野直紀, 菅野有紀子, 寺島久美子, 宮田昌之, 田崎和洋. 急性

発症自己免疫性肝炎の一例. 第208回日本消化器病学会東北支部例会; 20200201; 仙台. 
 
村上舞, 引地拓人, 中村純, 髙住美香, 橋本陽, 加藤恒孝, 小橋亮一郎, 鈴木玲, 杉本充, 佐藤雄紀, 大久

保義徳, 高木忠之, 大平弘正. 残胃癌に対するESD. 第93回日本胃癌学会総会; 20210303-05; Web(大阪). 
 
〔特別講演〕 
 
大平弘正. B型・C型慢性肝炎の治療の進歩. 日本肝臓学会肝がん撲滅運動医療講演会; 20200912; 郡山. 
 
高木忠之. 膵疾患に対する集学的治療～上部消化器疾患の話題を含め～. 第9回Next Expert Gastroenterologist 
Meeting in Koriyama; 20200207; 郡山. 
 
高橋敦史. 非アルコール性脂肪性肝疾患における糖・脂質管理. KOWA Web Conference; 20200122; 福島. 
 
高橋敦史. 脂肪肝～どうすれば予防できるの？ いきいき健康づくりフォーラム; 20200211; 南相馬. 
 
高橋敦史. 生活習慣病としての脂肪肝の病態と治療. STR（Southern Tohoku Research Medical Conference）; 
20200214; 郡山. 
 
高橋敦史, 大平弘正, 安斎幸夫, 丹治伸夫. 更年期女性のメタボリックシンドロームにおけるエクオールのイン

パクト. 公益財団法人不二たん白質研究振興財団 第23回研究報告会; 20200526; 東京. 
 
高橋敦史. 脂肪性肝疾患の病態と対応. 日本肝臓学会肝がん撲滅運動医療講演会; 20200912; 郡山. 
 
高橋敦史. 肝臓病教室の紹介. 令和2年度肝炎医療コーディネータースキルアップ研修会; 20201017; 郡山. 
 
高橋敦史. 肝疾患診療の現状と今後の課題. Liver Forum in 筑西; 20201130; Web(小山,郡山). 
 
阿部和道. ウイルス性肝炎とその治療. 市民公開講座; 20200208; 福島. 
 
阿部和道. 肝硬変の合併症と対応. 日本肝臓学会肝がん撲滅運動医療講演会; 20200912; 郡山. 
 
阿部和道. HCC診療における現状. 中外製薬株式会社社内勉強会; 20201207; 福島. 
 
鈴木玲, 藁谷雄一, 浅間宏之, 大平弘正. 膵癌微小環境におけるmicroRNAを介した間質形成機序の解明. 第
28回若手膵臓研究会; 20201104; 神戸. 
 
郡司直彦, 鬼澤道夫, 大平弘正. 当科における潰瘍性大腸炎治療の現状と病診連携について. UC治療を考える

会; 20200129; 福島. 
 
郡司直彦, 鬼澤道夫, 川島一公, 大平弘正. Good症候群に難治性の腸炎を合併した一例. The 2nd Interactive 
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Meeting in Fukushima; 20200918; 福島. 
 
浅間宏之, 杉本充, 高木忠之, 鈴木玲, 佐藤雄紀, 入江大樹, 大久保義徳, 中村純, 髙住美香, 橋本陽, 加
藤恒孝, 小橋亮一郎, 小林靖幸, 橋本優子, 引地拓人, 大平弘正. 切除不能膵腫瘍のマイクロサテライト不安

定性検査におけるFranseen穿刺針を用いたEUS-FNBの有用性の検討. 第33回東北膵・胆道癌研究会; 
20201205; 仙台. 
 
川島一公, 斎藤豊, 高丸博之, 山田真善, 坂本琢, 松田尚久, 坂本良平, 森谷弘乃介, 塚本俊輔, 志田大, 
金光幸秀. 内視鏡治療された大腸pT1b癌における同時性／異時性転移再発の転移リスク因子解析. 築地キャンパ

ス若手職員研究発表会; 20200217; 東京. 
 
藤田将史, 高橋敦史, 林学, 阿部和道, 大平弘正. 非アルコール性脂肪性肝疾患に対する薬物治療. 県北肝・代

謝疾患研究会; 20200218; 福島. 
 
大平弘正. 自己免疫性肝疾患の最近の動向. 第117回日本内科学会総会・講演会; 20200807; 東京. 
 
大平弘正. 自己免疫性肝疾患の現状と課題. 第106回日本消化器病学会総会ポストグラデュエイトコース; 
20200813; Web(広島). 
 
高木忠之. 胆道癌の診断と治療. 第32回日本消化器内視鏡学会東北セミナー; 20201115; Web(盛岡). 
 
 
 

リウマチ膠原病内科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Migita K, Nakamura M, Aiba Y, Kozuru H, Abiru S, Komori A, Fujita Y, Temmoku J, Asano T, Sato S, 
Furuya M, Naganuma A, Yoshizawa K, Shimada M, Ario K, Mannami T, Kohno H, Kaneyoshi T, Komura T, 
Ohira H, Yatsuhashi H. Association of soluble T cell immunoglobulin domain and mucin-3 (sTIM-3) and mac-2 
binding protein glycosylation isomer (M2BPGi) in patients with autoimmune hepatitis. PLOS ONE. 202012; 
15(12):e0238540. 
 
Sato S, Zhang XK, Temmoku J, Fujita Y, Matsuoka N, Yashiro-Furuya M, Asano T, Kobayashi H, 
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浅野智之. 当科におけるイグラチモドの使用経験. DMARDsを語る会 in Fukushima; 20200327; 福島. 
 
浅野智之. 関節リウマチ治療に関して. 旭化成ファーマ株式会社社内勉強会; 20201007; 福島. 
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風間順一郎, 田中健一, 中島彩, 青栁佳子, 小田朗, 岩崎剛史, 風間咲美, 山内健士朗, 及川友好. 遠隔医療

を用いた地域の維持血液透析診療サポートの試み. 第117回日本内科学会総会・講演会; 20200809; Web(東京). 
 
小田朗, 田中健一, 齋藤浩孝, 岩崎剛史, 渡辺秀平, 中島彩, 青柳佳子, 菅野真理, 島袋充生, 旭浩一, 渡
辺毅, 風間順一郎. 血清カリウム値レベルと透析導入前CKD患者の腎予後との関連. 第63回日本腎臓学会学術

総会; 20200819; Web(横浜). 
 
田中健一, 藤原もも子, 齋藤浩孝, 岩崎剛史, 小田朗, 渡辺秀平, 中島彩, 菅野真理, 島袋充生, 旭浩一, 
渡辺毅, 風間順一郎. 高齢CKD患者における血清ヘモグロビンレベルと腎予後の関連. 第63回日本腎臓学会学

術総会; 20200819; Web(横浜). 
 
藤原もも子, 田中健一, 齋藤浩孝, 岩崎剛史, 小田朗, 渡辺秀平, 中島彩, 菅野真理, 風間順一郎. エリスロ

ポエチン抵抗性指数（ERI）と血液透析患者の予後の関連について. 第63回日本腎臓学会学術総会; 20200819; 
Web(横浜). 
 
藤原もも子, 菅野真理, 岩崎剛史, 渡辺秀平, 小田朗, 田中健一, 小林敦, 風間順一郎. 猫ひっかき病による

感染性心内膜炎が原因と思われた感染関連腎炎の一例. 第50回日本腎臓学会東部学術大会; 20200926-27; Web. 
 
渡邊凱, 高野早也香, 藤原もも子, 岩崎剛史, 小田朗, 渡辺秀平, 菅野真理, 田中健一, 風間順一郎. 腹腔

内出血を来し救命し得た顕微鏡的多発血管炎（MPA）の1例. 第50回日本腎臓学会東部学術大会; 20200926-27; 
Web. 
 
小田朗, 田中健一, 藤原もも子, 岩崎剛史, 渡辺秀平, 中島彩, 青栁佳子, 小針英理, 菅野真理, 浅井淳, 
佐藤啓二, 風間順一郎. 慢性血液透析患者における処方薬剤数と死亡リスクの関連. 第65回日本透析医学会学術

集会・総会; 20201102; Web. 
 
風間順一郎, 風間咲美, 田中健一, 浅井淳, 佐藤啓二, 谷良宏, 鈴木穂孝. 喫煙習慣は医師透析患者の予後と

密接な関連を示す. 第65回日本透析医学会学術集会・総会; 20201102; Web. 
 
田中健一, 中島彩, 菅野真理, 谷良宏, 浅井淳, 鈴木穂孝, 佐藤啓二, 中山昌明, 風間順一郎. 慢性血液透析

患者の透析後疲労と生命予後の関連. 第65回日本透析医学会学術集会・総会; 20201102; Web. 
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風間順一郎. 新しい時代を迎える二次性副甲状腺機能亢進症治療. 県北の透析治療を考える会; 20200123; 那須塩

原. 
 
風間順一郎. 地域で考えるCKD連携. エベレンゾ発売記念講演会; 20200128; 福島. 
 
田中健一. 腎性貧血治療の現状と問題点～Roxadustatの可能性～. エベレンゾ発売記念講演会; 20200128; 福島. 
 
菅野真理. 腎保護の観点から糖尿病治療を考える（症例提示）. 福島の糖尿病と腎臓を考える会; 20200128; 福島. 
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風間順一郎. クリーデンス博士が展望するカナグルの未来. 糖尿病・腎臓病セミナーin会津; 20200129; 会津若

松. 
 
風間順一郎. クリーデンス博士が展望するカナグルの未来. 県央地区学術講演会; 20200130; 三条. 
 
風間順一郎. 骨粗鬆症治療をガチで考えてみよう. 骨粗鬆症プライマリーケア研究会; 20200204; 相馬. 
 
田中健一. 腎性貧血治療の現状と問題点～Roxadustatの可能性～. エベレンゾ発売記念講演会; 20200206; いわ

き. 
 
渡辺秀平. メサンギウム増殖性腎炎におけるTh17細胞の意義. 福山会（腎・透析医療連携研究会）; 20200206; 
山形. 
 
風間順一郎. 透析患者の骨を守る～ぶっちゃけエディロールってどうなのよ？～. 第10回透析運動療法研究会; 
20200208; 郡山. 
 
風間順一郎. ちょっとマジに考える骨粗鬆症. 第42回長崎骨粗鬆症研究会; 20200212; 長崎. 
 
風間順一郎. 作用機序から考える経口リン吸着薬. 岐阜透析懇話会; 20200214; 岐阜. 
 
田中健一. 腎性貧血治療の現状と問題点～Roxadustatの可能性～. エベレンゾ発売記念講演会; 20200218; 白河. 
 
田中健一. NSAIDSによる腎機能障害リスク. 運動器疼痛治療WEBセミナー2020in福島; 20200219; 福島. 
 
風間順一郎. リーデンス博士、糖尿病と慢性腎臓病はどーなんすか？ 一般社団法人上十三医師会学術講演会; 
20200220; 十和田. 
 
田中健一. 腎性貧血治療の現状と問題点～Roxadustatの可能性～. 腎性貧血治療講演会 in石巻; 20200323; 石巻. 
 
風間順一郎. CKDどうやって予防しようか？ 内科を学ぶ研修医の集い; 20200408; 南相馬. 
 
風間順一郎. 生活習慣病とCKD・糖尿病、そしてCOVID-19. 地域医療を考えるWEB講演会 inいわき; 
20200528; Web. 
 
田中健一. CKD診療における問題点と今後の課題～カリウム管理の話題も含め～. CKD診療WEBセミナー; 
20200707; Web(福島). 
 
田中健一. 福島医大におけるADPKD診療の現状と課題. ADPKD WEB Seminar; 20200728; Web(福島). 
 
風間順一郎. 血清尿酸レベルって、腎臓の働きに影響するの？ 第63回日本腎臓学会学術総会 ランチョンセミ

ナー; 20200821; 横浜. 
 
風間順一郎. これでいいのか腎性貧血. m3.com会員向けWeb講演会; 20200826; Web(福島). 



 
 

－102－ 

 
田中健一. CKD診療における問題点と今後の課題～高カリウム血症改善薬ロケルマの位置づけを含め～. 
LOKELMA WEB SEMINAR FOR PHARMACIST; 20200827; Web(福島). 
 
風間順一郎. パーサちゃんと共に考える二次性副甲状線亢進症治療薬. 透析医療について考える in中北; 
20200901; Web. 
 
風間順一郎. オルケちゃんがくる. 透析合併症治療セミナー2020; 20200903; Web(福島). 
 
風間順一郎. 腎機能検査の原理と解釈. 第69回日本医学検査学会; 20200905; Web(千葉). 
 
風間順一郎. パーサちゃんと共に考える二次性副甲状線亢進症治療薬. SHPT治療サミット in CHIBA2020; 
20200906; Web. 
 
田中健一. 腎性貧血治療の現状と問題点～Roxadustatの可能性～. 腎性貧血治療Webセミナー; 20200910; 
Web(福島). 
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葉/Web. 
 
長塚美樹, 岡野舞子, 後藤かおり, 大河内千代, 松嵜正實, 片方直人, 野水整. パネルディスカッション14
「HBOCを考える－最適な治療方針とは－」HBOCに対するBRCA遺伝学的検査の疾病・病診連携. 第82回日

本臨床外科学会総会; 20201029-31; Web. 
 
徳田恵美, 阿左見亜矢佳, 片方直人, 立花和之進. イブランスの適格症例について考える－3年間の経験から－

（パネルディスカッション）. 福島県乳がんオンライン講演会－イブランス3周年記念オンライン講演会－; 
20201113; Web. 
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岡野舞子. 家族歴から遺伝性乳癌を疑い、遺伝子学的検査後に予定術式を変更した1例. 郡山 Breast Cancer 
Workshop; 20201204; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
大竹徹. 乳がんを学ぼう（特別講演）. 令和2年度福島県保健衛生協会研修会; 20200406; 福島. 
 
木村隆, 河野浩二, 鈴木眞一, 横山斉, 鈴木弘行, 大竹徹, 丸橋繁, 田中秀明. 外科系新専門医制度のあるべ

きグランドデザイン GeneralityとSpecialtyのバランスのとれた外科医の育成を目指して－なんでもできる外科

医の魅力をもう一度－. 第120回日本外科学会定期学術集会; 20200813-15; Web. 
 
大竹徹. がんを学ぶ（特別講演）. 令和2年度県北地区健康教育推進者研修会; 20200903; 伊達. 
 
大竹徹. 福島県のがん対策について（特別講演）. 第3回福島県がんシンポジウム; 20200905; 福島. 
 
立花和之進. HER2陽性乳癌における治療戦略－カドサイラによる術後補助療法を中心に－. Fukushima Breast 
Cancer Symposium; 20200925; Web. 
 
大竹徹. がんを学ぶ（特別講演）. 令和2年度相双地区健康教育推進者研修会; 20201001; 富岡町. 
 
立花和之進. Beyond the HBOC－HBOC診療の現状とこれからの課題－. Breast Cancer Medical Staff Seminar; 
20201107; 郡山. 
 
立花和之進. 乳癌と女性ホルモンの関係. 第45回内分泌グランドカンファレンス; 20201208; 福島. 
 
〔招待講演〕 
 
立花和之進. 乳癌とホルモン療法について. アストラゼネカ株式会社オンライン社内研修会; 20200623; Web. 
 
星信大. 乳がんを学ぶ. 学生がん予防サポーター養成セミナー（福島学院大学こども学科）; 20201218; Web. 
 
星信大. 乳がんを学ぶ. 学生がん予防サポーター養成セミナー（福島学院大学福祉心理学科）; 20201222; Web. 
 
〔その他〕 
 
村田陽子, 山川卓, 吉田雅行, 大田浩司, 立花和之進, 玉城研太朗, 野村長久. 乳癌検診学会広報委員会ニュ

ースメールの10年とアンケート調査の報告. 第30回日本乳癌検診学会学術総会; 20201122-23; 仙台. 
 
吉田雅之, 山川卓, 大田浩司, 立花和之進, 玉城研太朗, 野村長久, 村田陽子. 広報委員会のこれまでの活動

と今後の課題. 第30回日本乳癌検診学会学術総会; 20201122-23; 仙台. 
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心臓血管外科学講座 
 

 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Igarashi T, Sato Y, Satokawa H, Takase S, Wakamatsu H, Seto Y, Iwai-Takano M, Fujimiya T, Shinjo H, 
Yokoyama H. The results of an entry-oriented strategy for acute type A aortic dissection in octogenarians: an 
18-year experience. European Journal of Cardio-thoracic Surgery. 202011; 58(5):949-956. 
 
柴崎郁子, 碓氷章彦, 森田茂樹, 横山斉, 日本心臓血管外科学会外科医師活動支援委員会男女共同参画

WG. 心臓血管外科医の働き方改革 処遇改善のためのアンケートの結果報告. 日本心臓血管外科学会雑誌. 
202001; 49(1):1-11. 
 
〔その他〕 
 
孟真, 広川雅之, 佐戸川弘之, 八杉巧, 八巻隆, 伊藤孝明, 小野澤志郎, 小畑貴司, 白杉望, 諸國眞太郎, 
菅野範英, 杉山悟, 保科克行, 小川智弘. 「下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術のガイドライン2019」不適切治

療症例に関する追補. 静脈学. 2020; 31(1):39-43. 
 
広川雅之, 佐戸川弘之, 八杉巧, 八巻隆, 伊藤孝明, 小野澤志郎, 小畑貴司, 白杉望, 諸國愼太郎, 菅野範

英, 杉山悟, 保科克行, 孟真. 下肢静脈瘤に対するシアノアクリレート系接着材による血管内治療のガイドライ

ン. 静脈学. 202012; 31(3):141-152. 
 
横山斉. Passion for the Future 第50回日本心臓血管外科学会学術総会開催にあたって. 日本胸部外科学会 

NEWSLETTER JUST NOW JATS. 202001; 52:6. 
 

著 書・訳 書 

 
佐戸川弘之. 深部静脈血栓症. In: 永井良三 総編集. 今日の診断指針 第8版. 東京: 医学書院; 202003. p.924-
928. 
 
佐戸川弘之, 横山斉. 深部静脈血栓症の評価・診断について. In: 松尾汎. 標準下肢静脈エコー. 東京: 日本医事新

報社; 202008. p.130-149. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
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Iwai-Takano M, Fujimiya T, Ishida K, Yokoyama H. Increasing of Left Ventricular Wall Shear Stress and 
Worsening of diastolic function after Endovascular Aortic Repair in Patients with Aortic Aneurysm. The 31st 
Annual ASE Scientific Sessions; 20200808-10; Live Broadcast, Poster (Denver, USA). 
 
横山斉. 教育セミナー3 基調講演 若手心臓外科医に伝えたいグラフト採取のあれこれ. 第63回関西胸部外科学

会学術集会; 20200626; Web. 
 
Iwai-Takano M, Fujimiya T, Ishida K, Yokoyama H. Increasing of Left Ventricular Wall Shear Stress and 
Diastolic Dysfunction after Endovascular Aortic Repair in Patients with Aortic Aneurysm. 第84回日本循環器

学会学術集会; 20200727-0802; Web(京都). 
 
木村隆, 横山斉, 鈴木眞一, 河野浩二, 丸橋繁, 鈴木弘之, 大竹徹, 田中秀明. 特別企画3 外科新専門医制

度のあるべきグランドデザイン Generality Specialtyのバランスのとれた外科医の育成を目指して－なんでもで

きる外科医の魅力をもう一度－. 第120回日本外科学会定期学術集会; 20200814; Web. 
 
五十嵐崇, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
高齢者急性A型大動脈解離緊急手術の早期・遠隔成績と問題点（会長要望演題）. 第50回日本心臓血管外科学会

学術総会; 20200817-19; Web(福島). 
 
五十嵐崇, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
18年の遠隔成績から見た生体弁および機械弁Bentall手術の問題点（会長要望演題）. 第50回日本心臓血管外科

学会学術総会; 20200817-19; Web(福島). 
 
五十嵐崇, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
いかにスクリーニングを受けていただくか－腹部大動脈瘤 啓発活動の試み（ポスターセッション）. 第50回日

本心臓血管外科学会学術総会; 20200817-19; Web(福島). 
 
瀬戸夕輝, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 若松大樹, 黒澤博之, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
当院での腹部ステントグラフト（EVAR）の年齢別手術成績の検討. 第50回日本心臓血管外科学会学術総会; 
20200817-19; Web(福島). 
 
高瀬信弥, 佐戸川弘之, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
3枝病変に対する完全血行“動脈”グラフト再建と静脈グラフトの役割：遠隔成績から治療戦略を考える 多枝病

変に対する動脈グラフトを多用した冠動脈バイパス術の遠隔期における優位性. 第50回日本心臓血管外科学会学

術総会; 20200817-19; Web(福島). 
 
高瀬信弥, 佐戸川弘之, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
非解離性大動脈弓部瘤に対する治療選択と成績 Zone I TEVARの妥当性の検討. 第50回日本心臓血管外科学会

学術総会; 20200817-19; Web(福島). 
 
藤宮剛, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
術前の栄養状態不良は術後の在院日数延長に関与する（会長要望演題）. 第50回日本心臓血管外科学会学術総会; 
20200817-19; Web(福島). 
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山本晃裕, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 若松大樹, 瀬戸夕輝, 黒澤博之, 五十嵐崇, 藤宮剛, 石田圭一, 横山斉. 
簡便でより安全な大動脈切開法（additional parallel incision法）. 第50回日本心臓血管外科学会学術総会; 
20200817-19; Web(福島). 
 
若松大樹, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
当院における術後乳び胸の検討（会長要望演題）. 第50回日本心臓血管外科学会学術総会; 20200817-19; Web(福
島). 
 
新城宏治, 佐戸川弘之, 高瀬信弥,若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 藤宮剛, 石田圭一, 横山斉. 
13年前にPrima Plusによる大動脈弁置換を行なった若年女性を再手術した1例. 福島心臓血管外科研究会; 
202008; Web. 
 
若松大樹, 佐戸川弘之, 高瀬信弥, 瀬戸夕輝, 黒澤博之, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
大静脈へ浸潤した悪性腫瘍の外科治療（要望演題）. 第40回日本静脈学会総会; 20200917; Web. 
 
佐戸川弘之. 静脈瘤血管内レーザー焼灼術後合併症の検討（一般・要望演題）. 第5回東北静脈フォーラム学術集

会; 20201010; Web. 
 
佐戸川弘之. VTE-下肢深部静脈血栓症の病態と抗凝固療法. 会津心臓病・心血管疾患研究会; 20201113; 会津. 
 
五十嵐崇. 急性A型大動脈解離における頸部分岐解離と遠隔期大動脈イベントの関連. 第48回日本血管外科学会

学術総会; 20201127-29; Web. 
 
新城宏治. 腹部ステントグラフト内挿術術後の合併症－脊髄虚血－. 第48回日本血管外科学会学術総会; 
20201127-29; Web. 
 
瀬戸夕輝. 偽腔開在型B型大動脈解離のTEVARによるPrimary enter tear閉鎖後の追加治療の現状. 第48回日

本血管外科学会学術総会; 20201127-29; Web. 
 
高瀬信弥, 佐戸川弘之, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
非解離性大動脈弓部瘤に対する治療選択と成績 Zone TEVERの妥当性の検討. 第48回日本血管外科学会学術総

会; 20201127-29; Web. 
 
高野真澄, 藤宮剛, 石田圭一, 大平哲也, 横山斉. 大動脈瘤患者に対するステントグラフト内挿術後の左室

wall stress増加と拡張能低下. 日本超音波医学会第93回学術集会; 20201203; Web(仙台). 
 
〔シンポジウム〕 
 
佐戸川弘之（座長）. シンポジウム6 大静脈・末梢静脈疾患の外科と血管内治療の最前線. 第50回日本心臓血

管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
佐戸川弘之. 最適な下肢静脈瘤血管内治療の手技と併用治療－下肢静脈瘤血管内焼灼術ガイドライン改定を踏ま

えて（パネルディスカッション）. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
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高瀬信弥, 佐戸川弘之, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
多岐病変に対する動脈グラフトを多用した冠動脈バイパス術の遠隔期における優位性（パネルディスカッショ

ン）. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
佐戸川弘之（座長）. シンポジウム3 下肢静脈瘤：血管内焼灼術の適応と限界. 第40回日本静脈学会総会; 
20200917; Web. 
 
高瀬信弥, 佐戸川弘之, 若松大樹, 黒澤博之, 瀬戸夕輝, 五十嵐崇, 藤宮剛, 新城宏治, 石田圭一, 横山斉. 
災害時静脈血栓塞栓危機管理とチーム医療 震災時静脈血栓症にたいする外科医としての役割（シンポジウム）. 
第40回日本静脈学会総会; 20200917; Web. 
 
佐戸川弘之（座長）. シンポジウム4 がんの種類別に見たCATのエビデンス. 第61回日本脈管学会総会; 
20201013; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
横山斉. 理事長講演. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 

横山斉. 会長講演. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
〔その他〕 
 
佐戸川弘之（座長）. 一般口演11. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
瀬戸夕輝（座長）. ポスターセッション46 腹部大動脈瘤2. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 
20200817-19; Web(福島). 
 
高瀬信弥（座長）. 招請講演3. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
高瀬信弥（座長）. 会長要望演題20 次世代の心臓血管外科治療に向けたトランスレーショナルリサーチ. 第50
回日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
高瀬信弥（座長）. ランチョンセミナー 大動脈解離の最前線. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 
20200817-19; Web(福島). 
 
横山斉（座長）. 招請講演8 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
横山斉（座長）. 50周年企画3 心臓血管外科の「過去・現在・未来」. 第50回日本心臓血管外科学会学術集会; 
20200817-19; Web(福島). 
 
横山斉（座長）. ランチョンセミナー Off-Pump CABGを極める－達人への道標－. 第50回日本心臓血管外科

学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
横山斉（座長）. ランチョンセミナー 僧帽弁&三尖弁－次代に引き継いでいきたいテクニック－. 第50回日本
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心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
横山斉（司会）. 第120回企画Selected Surgical Forum 7 高難易度手術（心血管・呼吸器・小児）. 第50回

日本心臓血管外科学会学術集会; 20200817-19; Web(福島). 
 
佐戸川弘之（座長）. ランチョンセミナー3. 第40回日本静脈学会総会; 20200917; Web. 
 
佐戸川弘之（座長）. ランチョンセミナー5. 第40回日本静脈学会総会; 20200918; Web. 
 
佐戸川弘之（座長）. 一般要望演題. 第5回東北静脈フォーラム学術集会; 20201010; Web. 
 
横山斉（座長）. テクノアカデミー 心臓3 中枢吻合を科学する. 第73回日本胸部外科学会学術総会; 
20201029; Web. 
 
横山斉. 特別企画 領域横断3 2030年を語ろう. 第73回日本胸部外科学会定期学術集会; 20201101; Web. 
 
佐戸川弘之（座長）. 一般口演Oral Presentation34 末梢動脈 その他. 第48回日本血管外科学会学術総会; 
20201127-29; Web. 
 
 
 

外科研修支援担当 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Kikuchi T, Mimura K, Ashizawa M, Okayama H, Endo E, Saito K, Sakamoto W, Fujita S, Endo H, Saito M, 
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佐久間潤, 蛭田亮, 飯島綾子, 山田昌幸, 市川優寛, 佐藤拓, 齋藤清. 経眼窩的穿通外傷の2例. 第43回日本

脳神経外傷学会; 20200307; 神奈川. 
 
佐藤拓, Wrede K, Sure U, 齋藤清. 血栓化脳動脈瘤における造影7T-MRIを用いたvessel wall imaging. 第49
回日本神経放射線学会; 20200610-30; Web. 
 
伊藤裕平, 上出智也, 吉川雄一郎, 渡部寛史, 吉田馨次朗, 小林広樹, 福岡真惟, 亀井孝昌. 腎機能障害を伴

う患者に対する未破裂脳動脈瘤治療：開頭クリッピング術が腎機能に与える影響について. 第141回日本脳神経外

科学会関東支部会; 20200613-0710; Web. 
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春山祐樹, 髙橋直人, 二瓶健司, 斉藤力, 岩崎稔, 谷津田尊寛, 金澤美香, 矢吹省司. 筋量が低下した慢性腰

痛患者における栄養管理下での運動プログラムについて. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-1225; Web. 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 器質的異常の有無による運動器慢性痛に対する集学的入院プログラムの

治療効果の相違. 第42回日本疼痛学会; 20201204-05; Web. 
 
吉田勝浩, 髙橋洋二郎, 紺野愼一. 当院における膝関節疾患に対する体外衝撃波の治療経験. 第12回日本関節

鏡・膝・スポーツ整形外科学会; 20201217-19; 神戸. 東日本整形災害外科学会雑誌. 33(3):431. 
 
過年業績 
 
畑下智, 川上亮一, 江尻荘一, 伊藤雅之, 佐藤俊介, 増子遼介, 水野洋佑, 紺野愼一. 四肢外傷の深部感染に

対する治療. 第32回日本創外固定・骨延長学会; 20190301-02; 秋田. 
 
〔シンポジウム〕 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 運動器慢性痛に対する集学的痛み治療 －現状と問題点－. 第93回日本

整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
二階堂琢也, 関口美穂, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省司, 紺野愼一. 脊椎疾患

における神経障害性疼痛の診断と特徴. 第69回東日本整形災害外科学会; 20200918; Web. 東日本整形災害外科学

会雑誌. 32(3):307. 
 
二階堂琢也, 矢吹省司, 大谷晃司, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 運動器難治性疼痛に

対する多職種連携の現状と課題. 第69回東日本整形災害外科学会; 20200918; Web. 東日本整形災害外科学会雑誌. 
32(3):311. 
 
関口美穂, 紺野愼一. MRI（fMRI）を用いた腰痛診断－有用性と課題－. 第28回日本腰痛学会; 20201030-1129; 
Web. 
 
髙橋直人, 矢吹省司. 入院ペインマネジメントプログラムを用いた多職種連携集学的痛み治療. 第35回日本整形

外科学会基礎学術集会; 20201015-16; Web(東京). 
 
〔特別講演〕 
 
Aota S. Soft tissue management in total hip arthroplasty. Asia Pacific Orthopaedics Master Series; 20201020; 
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Web. 
 
紺野愼一. 慢性腰痛に対する新しい治療. 福井県整形外科医会学術講演会; 20200125; 福井. 
 
青田恵郎. 今どきのTHA. 会津整形外科医会 学術講演会; 20200206; 会津若松. 
 
紺野愼一. 慢性腰痛の現状と課題－神経障害性疼痛を中心に－. リリカ発売10周年記念講演会 神経障害性疼痛

治療の「これまで」と「これから」; 20200408; 仙台. 
 
紺野愼一. 非器質性腰痛. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
紺野愼一. 慢性疼痛. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
二階堂琢也. 腰痛診療ガイドライン2019に基づく最新の薬物療法. 第135回中部日本整形外科災害外科学会・学

術集会; 20201010; Web. 中部日本整形外科災害外科学会雑誌. 63(秋季学会):56. 
 
二階堂琢也. 腰痛診療における“標準”と“こだわり”－病態に基づいたアプローチの重要性－. 第28回日本腰

痛学会; 20201030-1129; Web. 
 
矢吹省司, 髙橋直人, 二階堂琢也. 慢性腰痛患者における心理社会的要因の把握. 第28回日本腰痛学会; 
20201030-1129; Web. 
 
〔その他〕 
 
青田恵郎. 病院の実力 新たな挑戦. 読売新聞; 20200621. 
 
山田仁, 箱﨑道之, 金内洋一, 田地野崇宏, 守岡トシイ, 渡部ほなみ, 三浦浅子, 齊藤信也, 紺野愼一. さ
くら会10年のあゆみ. 第53回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会; 20200911-30; Web. 
 
青田恵郎. 筋腱温存の後方アプローチTHA. 第47回日本股関節学会; 20201023-24; 津. 
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論  文 

 
〔原 著〕 
 
Horikiri M, Saito M. Simple and Aesthetic Treatment for Pincer Nail. International Journal of Surgical Wound 
Care. 2020; 1(3):92-96. 



 
 

－184－ 

 
Taku M, Yamamoto Y, Oyama A, Sasaki S, Hayashi T, Murao N, Osawa M, Funayama E. A Comparison of 
Outcomes After Palatoplasty in Patients With Non-Syndromic Pierre Robin Sequence Versus Patients With 
Non-Syndromic Isolated Cleft Palate. Journal of Craniofacial Surgery. 202011; 31(8):2231-2234. 
 
佐藤順紀, 齋藤昌美, 阪場貴夫, 木村眞之介, 古川杏奈, 小山明彦. 歩行機能を獲得した乳児深達性両下肢熱

傷の1例. 創傷. 202007; 11(3):147-151. 
 
佐藤順紀, 上田和毅. ストーマ閉鎖とステロイド外用によりすみやかに治癒したストーマ周囲壊疽性膿皮症の1
例. 日本形成外科学会会誌. 202008; 40(8):402-406. 
 
永峰恵介, 齋藤昌美, 北村成紀, 小山明彦, 木村直弘. 動脈血栓救済時における静脈移植の一工夫 伴走静脈の

利用. 日本マイクロサージャリー学会会誌. 202009; 33(3):172-177. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
北村成紀, 齋藤昌美, 蔵持大介, 佐瀬道朗, 小山明彦. 漏斗胸での大動脈弁置換術時の胸骨挙上術の工夫. 第
63回日本形成外科学会総会・学術集会; 20200826-28; 名古屋. 
 
齋藤昌美, 藤田宗純, 永峰恵介, 北村成紀, 小山明彦, 木村直弘. 白蝋病が疑われた指尖部欠損に対して

hemi-pulp flapで再建した1例. 第63回日本形成外科学会総会・学術集会; 20200826-28; 名古屋. 
 
藤田宗純, 齋藤昌美, 小山明彦. 血管腫・血管奇形専門外来起ち上げの取り組み－大学病院の役割とは？ 第63
回日本形成外科学会総会・学術集会; 20200826-28; 名古屋. 
 
永峰恵介, 藤田宗純, 渡部将伍, 前田藍, 北村成紀, 齋藤昌美, 小山明彦. 頭蓋骨・硬膜露出に対する人工真

皮（インテグラ®）およびSorbact®の使用経験. 第2回人工真皮セミナー; 20201017; 札幌. 
 
佐藤順紀, 福屋安彦, 渡辺太朗, 櫻井裕基, 小笹俊彦. 当院で行った指動脈穿通枝皮弁による手指の皮膚軟部組

織欠損の再建. 第1回遠友學舎; 20201107; 福島. 
 
永峰恵介, 齋藤昌美, 藤田宗純, 加藤美野里, 前田藍, 北村成紀, 木村眞之介, 小山明彦. 歯性原発の重症壊

死性軟部組織感染症の経験. 第38回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会; 20201112-13; 東京. 
 
永峰恵介, 齋藤昌美, 藤田宗純, 北村成紀, 小山明彦, 木村直弘. 実際の症例におけるMicrodissection法と

Macrodissection法の比較. 第47回日本マイクロサージャリー学会学術集会; 20201120-21; 北九州. 
 
藤田宗純, 齋藤昌美, 北村成紀, 永峰恵介, 小山明彦, 木村直弘. 皮膚穿通枝の脂肪層内解剖を考慮した皮弁

の肉眼的Thinning法の有効性. 第47回日本マイクロサージャリー学会学術集会; 20201120-22; 北九州. 
 
阪場貴夫, 半田千紘. 手指再建における肩拘縮予防のための有茎groin flapの工夫. 第16回福島形成外科研究会; 
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20201205; いわき. 
 
佐藤順紀, 福屋安彦, 渡辺太朗, 櫻井裕基, 小笹俊彦. 指動脈穿通枝皮弁による手指の皮膚軟部組織再建の検

討. 第16回福島形成外科研究会; 20201205; いわき. 
 
〔シンポジウム〕 
 
小山明彦. シンポジウム6 小耳症の長期経過. 第63回日本形成外科学会総会・学術集会; 20200826-28; 名古屋. 
 
〔招待講演〕 
 
小山明彦. 招待講演 領域講習. 第38回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会; 20201112-13; 東京. 
 
〔その他〕 
 
小山明彦. ランチョンセミナー「創意工夫のCraniofacial Surgery」. 第38回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会; 
20201112-13; 東京. 
 
 
 

産科婦人科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Nakao M, Okumura A, Hasegawa J, Toyokawa S, Ichizuka K, Kanayama N, Satoh S, Tamiya N, Nakai A, 
Fujimori K, Maeda T, Suzuki H, Iwashita M. Fetal heart rate pattern in term or near-term cerebral palsy: a 
nationwide cohort study. American Journal of Obstetrics & Gynecology. 202012; 223(6):907. 
 
Soeda S, Watanabe T, Kamo N, Sato T, Okabe C, Ueda M, Endo Y, Manabu K, Nomura S, Furukawa S, 
Nishigori H, Takahashi T, Fujimori K. Successful Management of Platinum-resistant Ovarian Cancer by 
Weekly Nedaplatin Followed by Olaparib: Three Case Reports. Anticancer Research. 202009; 40(9):5263-5270. 
 
Kyozuka H, Murata T, Fukuda T, Yamaguchi A, Kanno A, Yasuda S, Sato A, Ogata Y, Kuse M, Hosoya M, 
Yasumura S, Hashimoto K, Nishigori H, Fujimori K; Japan Environment and Children’s Study (JECS) 
Group. Association between pre-pregnancy calcium intake and hypertensive disorders during the first 
pregnancy: the Japan environment and children's study. BMC Pregnancy and Childbirth. 202007; 20(1):424. 
 
Omoto T, Takahashi T, Fujimori K, Kin S. Prenatal diagnosis of fetal microhydranencephaly: a case report and 
literature review. BMC Pregnancy Childbirth. 202011; 20(1):688. 
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Kojima M, Sugimoto K, Tanaka M, Endo Y, Kato H, Honda T, Furukawa S, Nishiyama H, Watanabe T, 
Soeda S, Fujimori K, Chiba H. Prognostic Significance of Aberrant Claudin-6 Expression in Endometrial 
Cancer. Cancers. 202009; 12(10):2748. 
 
Murata T, Kyozuka H, Shiraiwa A, Isogami H, Fukuda T, Kanno A, Yamaguchi A, Fujimori K. Maternal 
pulmonary edema after 46 h of ritodrine hydrochloride administration: A case report. Case Reports in Women's 
Health. 202001; 25:e00173. 
 
Murata T, Fukuda T, Kanno A, Kyozuka H, Yamaguchi A, Shimizu H, Watanabe T, Fujimori K. 
Polyhydramnios and abnormal foetal heart rate patterns in a foetus with Prader-Willi syndrome: A case report. 
Case Reports in Women's Health. 202007; 27:e00227. 
 
Murata T, Fukuda T, Sato T, Kanno A, Kyozuka H, Yasuda S, Yamaguchi A, Kin S, Fujimori K. Potential 
effects of transdermal nitric oxide donor on fetal growth restriction and oligohydramnios. Clinical Case 
Reports. 202010; 8(12):3288-3293. 
 
Toyokawa S, Hasegawa J, Ikenoue T, Asano Y, Jojima E, Satoh S, Ikeda T, Ichizuka K, Takeda S, Tamiya 
N, Nakai A, Fujimori K, Maeda T, Masuzaki H, Suzuki H, Ueda S. Weekend and off-hour effects on the 
incidence of cerebral palsy: contribution of consolidated perinatal care. Environmental Health and Preventive 
Medicine. 202009; 25(1):52. 
 
Endo Y, Takahashi T, Matsumiya T, Fukuda K, Ueda M, Owada A, Nomura S, Ota K, Hashimoto S, Soeda 
S, Nomura Y, Fujimori K, Tanaka M. Successful management of preoperatively diagnosed torsion of a 
subserosal uterine fibroid by pneumoperitoneum laparoscopic single-port surgery. Fukushima Journal of 
Medical Science. 202001; 65(3):128-132. 
 
Ono Y, Goto A, Maejima Y, Maruyama I, Suzuki T, Shikama Y, Yoshida-Komiya H. Work-life conflict, gender-
based discrimination, and their associations among professionals in a medical university and affiliated 
hospitals in Japan: A cross-sectional study. Fukushima Journal of Medical Science. 202004; 66(1):25-36. 
 
Toba N, Takahashi T, Ota K, Takanashi A, Iizawa Y, Endo Y, Furukawa S, Soeda S, Watanabe T, 
Mizunuma H, Fujimori K, Takeichi K. Malignant transformation arising from mature cystic teratoma of the 
ovary presenting as ovarian torsion: a case report and literature review. Fukushima Journal of Medical 
Science. 202004; 66(1):44-52. 
 
Suzuki N, Kyozuka H, Fukuda T, Murata T, Kanno A, Yasuda S, Yamaguchi A, Sekine R, Hata A, Fujimori 
K. Late-diagnosed cesarean scar pregnancy resulting in unexpected placenta accreta spectrum necessitating 
hysterectomy. Fukushima Journal of Medical Science. 202012; 66(3):156-159. 
 
Ishii K, Goto A, Watanabe K, Tsutomi H, Sasaki M, Komiya H, Yasumura S. Characteristics and changes in 
the mental health indicators of expecting parents in a couple-based parenting support program in Japan. 
Health Care for Women International. 202003; 41(3):330-344. 
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Kyozuka H, Murata T, Yasuda S, Fujimori K, Goto A, Yasumura S. The effect of the Great East Japan 
Earthquake on hypertensive disorders during pregnancy: a study from the Fukushima Health Management 
Survey. Journal of Maternal- Fetal and Neonatal Medicine. 202012; 33(24):4043-4048. 
 
Yasuda S, Tanaka M, Kyozuka H, Suzuki S, Yamaguchi A, Nomura Y, Fujimori K. Association of amniotic 
fluid sludge with preterm labor and histologic chorioamnionitis in pregnant Japanese women with intact 
membranes: A retrospective study. Journal of Obstetrics and Gynaecology Research. 202001; 46(1):87-92. 
 
Yasuda S, Kyozuka H, Nomura Y, Fujimori K. Effect of magnesium sulfate on baroreflex during acute 
hypoxemia in chronically instrumented fetal sheep. Journal of Obstetrics and Gynaecology Research. 202007; 
46(7):1035-1043. 
 
Ota K, Takahashi T, Kamo N, Endo Y, Furukawa S, Soeda S. Successful management of a submucosal 
fibroid using a hysteroscopic morcellator system in a patient with a history of total proctocolectomy: A case 
report. Journal of Obstetrics and Gynaecology Research. 202011; 46(11):2450-2453. 
 
Shimizu H, Hashimoto K, Sato M, Sato A, Sato M, Maeda H, Kyozuka H, Kawasaki Y, Yokoyama T, 
Fujimori K, Yasumura S, Hosoya M. Association Between Neutralizing Antibody Titers against Parechovirus 
A3 in Maternal and Cord Blood Pairs and Perinatal Factors. Journal of the Pediatric Infectious Diseases 
Society. 202007; 9(3):320-325. 
 
Natori Y, Sasaki E, Soeda S, Furukawa S, Azami Y, Tokuda E, Kanbayashi T, Saji S. Risk of 
immunotherapy-related narcolepsy in genetically predisposed patients: a case report of narcolepsy after 
administration of pembrolizumab. Journal for Immunotherapy of Cancer. 202010; 8(2):e001164. 
 
Ishibashi M, Kyozuka H, Yamaguchi A, Fujimori K, Hosoya M, Yasumura S, Masahito K, Sato A, Ogata Y, 
Hashimoto K; the Japan Environment and Children's Study (JECS) Group. Effect of proinflammatory diet 
before pregnancy on gestational age and birthweight: The Japan Environment and Children's Study. Maternal 
& Child Nutrition. 202004; 16(2):e12899. 
 
Furukawa Y, Takahashi T, Suganuma R, Ohara M, Ota K, Kyozuka H, Yamaguchi A, Soeda S, Watanabe 
T, Komiya H, Mizunuma H, Fujimori K. Successful Planned Pregnancy through Vitrified-Warmed Embryo 
Transfer in a Woman with Chronic Myeloid Leukemia: Case Report and Literature Review. Mediterranean 
Journal of Hematology and Infectious Diseases. 202001; 12(1):e2020005. 
 
Watanabe T, Soeda S, Nishiyama H, Kiko Y, Tokunaga H, Shigeta S, Yaegashi N, Yamada H, Ohta T, 
Nagase S, Shoji T, Kagabu M, Baba T, Shimizu D, Sato N, Terada Y, Futagami M, Yokoyama Y, Fujimori K. 
Clinical and reproductive outcomes of fertility-sparing surgery in stage I epithelial ovarian cancer. Molecular 
and Clinical Oncology. 202001; 12(5):44-50. 
 
Kyozuka H, Murata T, Fukuda T, Yamaguchi A, Kanno A, Yasuda S, Sato A, Ogata Y, Kuse M, Hosoya M, 
Yasumura S, Hashimoto K, Nishigori H, Fujimori K; Japan Environment and Children's Study (JECS) 
Group. Dietary Inflammatory Index during Pregnancy and the Risk of Intrapartum Fetal Asphyxia: The 
Japan Environment and Children's Study. Nutrients. 202011; 12(11):3482. 
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Murata T, Kyozuka H, Fukuda T, Yasuda S, Yamaguchi A, Sato A, Ogata Y, Kuse M, Hosoya M, Yasumura 
S, Hashimoto K, Nishigori H, Fujimori K; Japan Environment and Children’s Study Group. Risk of adverse 
obstetric outcomes in Japanese women with systemic lupus erythematosus: The Japan Environment and 
Children's Study. PLOS ONE. 202005; 15(5):e0233883. 
 
Watanabe T, Nanamiya H, Kojima M, Nomura S, Furukawa S, Soeda S, Tanaka D, Isogai T, Imai JI, 
Watanabe S, Fujimori K. Clinical implication of oncogenic somatic mutations in early-stage cervical cancer 
with radical hysterectomy. Scientific Reports. 202010; 10(1):18734. 
 
Kyozuka H, Fukuda T, Murata T, Endo Y, Kanno A, Yasuda S, Yamaguchi A, Ono M, Sato A, Hashimoto K, 
Fujimori K. Comprehensive metabolomic analysis of first-trimester serum identifies biomarkers of early-onset 
hypertensive disorder of pregnancy. Scientific Reports. 202008; 10(1):13857. 
 
Watanabe T, Nanamiya H, Kojima M, Nomura S, Furukawa S, Soeda S, Tanaka D, Isogai T, Imai JI, 
Watanabe S, Fujimori K. Clinical implication of oncogenic somatic mutations in early-stage cervical cancer 
with radical hysterectomy. Scientific Reports. 202010; 10(1):18734. 
 
Murata T, Kyozuka H, Yamaguchi A, Fukuda T, Yasuda S, Sato A, Ogata Y, Shinoki K, Hosoya M, 
Yasumura S, Hashimoto K, Nishigori H, Fujimori K; Japan Environment, Children’s Study (JECS) Group. 
Gestational weight gain and foetal acidosis in vaginal and caesarean deliveries: The Japan Environment and 
Children's Study. Scientific Reports. 202011; 10(1):20389. 
 
小宮ひろみ. 【生殖医学と漢方療法】不妊治療女性の冷え症に対する漢方. 漢方と最新治療. 202011; 29(4):243-
248. 
 
添田周, 植田牧子, 藤森敬也. 【分子標的薬を極める－基礎から臨床まで－】分子標的薬と臨床 PARP阻害薬

を用いた自験例. 産科と婦人科. 202010; 87(10):1187-1190. 
 
経塚標. 【日本の周産期事情update－出生コホート研究からわかったこと－I】母体年齢と早産. 産婦人科の実際. 
202001; 69(1):41-45. 
 
藤森敬也, 安田俊. 【知っておきたい周産期にかかわる法律・制度】産科医療補償制度. 周産期医学. 202001; 
50(1):74-78. 
 
佐藤賢一, 郷勇人, 山口明子, 柏原祥曜, 羽田健太郎, 知識美奈, 佐藤真紀, 若松大樹, 桃井伸緒, 細矢光

亮. PGE1製剤を長期に投与したFallot四徴症・肺動脈閉鎖の超低出生体重児の1例. 小児科臨床. 202001; 
73(1):75-80. 
 
加茂矩士, 太田邦明, 佐藤哲, 三浦秀樹, 植田牧子, 野村真司, 添田周, 髙橋俊文. 原発性腹膜妊娠に対する

免疫組織化学的診断の確認と腹腔鏡治療. 日本産科婦人科内視鏡学会雑誌. 202012; 36(2):278-282. 
 
小宮ひろみ, 鈴木朋子, 海老潤子, 中野裕子, 北村拓也, 安斎圭一, 三潴忠道. 精神疾患を有する患者の月経

随伴症状に対して漢方治療が長期間有効であった3例. 日本東洋医学雑誌. 202001; 71(1):41-47. 
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Akaihata Hidenori, Kataoka Masao, Ogawa Soichiro, Kojima Yoshiyuki. Transient renal dysfunction due to 
rhabdomyolysis after robot-assisted radical prostatectomy. 第108回日本泌尿器科学会総会; 20201222-24; Web. 
 
Tanji Ryo, Haga Nobuhiro, Matsuoka Kanako, Hoshi Seiji, Koguchi Tomoyuki, Hata Junya, Sato Yuichi, 
Akaihata Hidenori, Kataoka Masao, Ogawa Soichiro, Yanagida Tomohiko, Murakami Fusao, Kojima 
Yoshiyuki. Predictive factors of prolonged severe urinary incontinence after robotic-assisted radical 
prostatectomy（RARP）. 第108回日本泌尿器科学会総会; 20201222-24; Web. 
 
小川総一郎, 今井仁美, 吉田祐樹, 目黒了, 本田瑠璃子, 松岡香菜子, 星誠二, 秦淳也, 佐藤雄一, 赤井畑

秀則, 片岡政雄, 羽賀宣博, 小島祥敬. シスプラチンunfit尿路上皮癌症例に対するGC療法－薬剤用量強度と

制癌効果からみた治療戦略の考案－. 第108回日本泌尿器科学会総会; 20201222-24; Web. 
 
丹治亮, 栁田知彦, 松岡香菜子, 星誠二, 胡口智之, 秦淳也, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 小川総一

郎, 羽賀宣博, 村上房夫, 小島祥敬. ロボット支援前立腺全摘除術術後に遷延する重症過活動膀胱の予測因子の

探索. 第108回日本泌尿器科学会総会; 20201222-24; Web. 
 
松岡香菜子, 今井仁美, 本田瑠璃子, 星誠二, 秦淳也, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 小川総一郎, 羽
賀宣博, 細井隆之, 小島祥敬. 蓄尿機能の恒常性維持における利尿適応性の意義－OABの病態解明にむけた新し

い概念の提唱－. 第108回日本泌尿器科学会総会; 20201222-24; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
佐藤雄一, 本田瑠璃子, 松岡香菜子, 星誠二, 胡口智之, 秦淳也, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 小川総一郎, 小
島祥敬. 腹腔鏡下上位腎摘除術（経腹膜アプローチ）. 第34回日本泌尿器内視鏡学会総会; 20201120; Web. 
 
秦淳也, 吉田祐樹, 今井仁美, 目黒了, 本田瑠璃子, 松岡香菜子, 星誠二, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政

雄, 小川総一郎, 羽賀宣博, 小島祥敬. 自己免疫反応による前立腺肥大症発症機序の解明. 第108回日本泌尿器

科学会総会; 20201222; Web. 
 
胡口智之, 星誠二, 秦淳也, 佐藤雄一, 赤井畑秀則, 片岡政雄, 小川総一郎, 羽賀宣博, 栁田知彦, 村上房

夫, 小島祥敬. 胎生期における尿道形成の機序と日本人尿道下裂症例のSNP解析. 第108回日本泌尿器科学会総

会; 20201223; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
小島祥敬. 前立腺肥大症と過活動膀胱に対する薬物療法. 二本松薬剤師会新年特別講演会; 20200109; 二本松. 
 
赤井畑秀則. 過活動膀胱の病態と薬物治療. 第174回北西会; 20200123; 盛岡. 
 
小島祥敬. ロボット支援前立腺全摘除術－術後尿失禁の危険因子と術式の工夫. 山梨前立腺癌検診フォーラム; 
20200707; 甲府. 
 
小島祥敬. 小児泌尿器疾患に対する腹腔鏡手術の現状とロボット支援手術の展望. 愛宕泌尿器医会WEBセミナー; 
20200716; Web. 
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小島祥敬. 男性過活動膀胱の背景と治療. 第27回日本排尿機能学会; 20201016; 東京/Web. 
 
松岡香菜子. 利尿適応性の機序解明と蓄尿機能障害の新規治療法開発にむけた基礎的研究. 第70回うつくしま泌

尿器科研究会; 20201019; 福島. 
 
小島祥敬. 過活動膀胱の病態と薬物治療. 第49回阪神泌尿器科医会プログラム; 20201029; Web. 
 
小島祥敬. プロクター制度の運用状況. 第34回日本泌尿器内視鏡学会総会; 20201121; Web. 
 
小島祥敬. 前立腺疾患と男性下部尿路症状. 第16回静岡県LUTS研究会; 20201128; Web. 
 
小島祥敬. 2020年卒後教育プログラム（6）泌尿器科腫瘍 前立腺全摘術と術後尿失禁. 第108回日本泌尿器科学

会総会; 20201222; 神戸. 
 
〔招待講演〕 
 
小島祥敬. 泌尿器救急疾患とその対処法. 星総合病院研修医勉強会; 20200117; 郡山. 
 
小島祥敬. 過活動膀胱と性. 第202回香川県泌尿器科医会; 20200218; 高松. 
 
小島祥敬. 前立腺肥大症と過活動膀胱に対する薬物療法. 過活動膀胱診療セミナーinいわき; 20200302; いわき. 
 
小島祥敬. 泌尿器科救急疾患とその対処法. 大原綜合病院泌尿器科勉強会; 20200709; 福島. 
 
長谷川暁久. 福島県立医科大学泌尿器科学講座医局紹介. 大原綜合病院泌尿器科勉強会; 20200709; 福島. 
 
小島祥敬. 泌尿器科救急疾患とその対処法. 福島赤十字病院研修医勉強会; 20200730; 福島. 
 
針金佑樹. 福島県立医科大学泌尿器科学講座医局紹介. 福島赤十字病院研修医勉強会; 20200730; 福島. 
 
小島祥敬. 泌尿器科救急疾患とその対処法. 南相馬市立総合病院泌尿器科勉強会; 20201113; 南相馬. 
 
小島祥敬. まじめな性のはなし. 公益財団法人ときわ会先端医学研究センター院内勉強会; 20201215; いわき. 
 
〔その他〕 
 
秦淳也, 小島祥敬. 免疫成分で前立腺肥大 世界初、発症の仕組み解明. 福島民報; 20200131; 3面. 
 
秦淳也, 小島祥敬. 前立腺肥大発症仕組みを初解明. 福島民友; 20200131; 22面. 
 
秦淳也. 医学研究のすゝめ－医師としての‟土台”作りのために－. IFO Urology Forum 2020; 20200208; 盛岡. 
 
松岡香菜子. 女性ももっと気軽に受診できる科に. 活躍する先輩たちからのメッセージ 福島で医学を学ぶという



 
 

－225－ 

こと; 202004; 6-7. 
 
遠藤侑. Message 福島で研修しませんか？ 臨床と研究の両立をしていきたい. 令和2年度専攻医募集要項 福島

県立医科大学附属病院; 2020. 
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論  文 

 
〔原 著〕 
 
Umeno H, Hyodo M, Haji T, Hara H, Imaizumi M, Ishige M, Kumada M, Makiyama k, Nishizawa N, Saito 
K, Shiromoto O, Suehiro A, Takahashi G, Tateya I, Tsunoda K, Shiotani A, Omori K. A summary of the 
Clinical Practice Guideline for the Diagnosis and Management of Voice Disorders,2018 in Japan. Auris Nasus 
Larynx. 202002; 47(1):7-17. 
 
Imaizumi M, Suzuki T, Ikeda M, Matsuzuka T, Goto A, Omori K. Implementing a flexible endoscopic 
evaluation of swallowing atelderly care facilities to reveal characteristics of elderly subjects who screened 
positive for a swallowing disorder. Auris Nasus Larynx. 202008; 47(4):602-608. 
 
Yokoya S, Iwadate M, Shimura H, Suzuki S, Matsuzuka T, Suzuki S, Murono S, Yasumura S, Kamiya K, 
Hashimoto Y, Suzuki SI. Investigation of thyroid cancer cases that were not detected in the Thyroid 
Ultrasound Examination program of the Fukushima Health Management Survey but diagnosed at 
Fukushima Medical University Hospital. Fukushima Journal of Medical Science. 202001; 65(3):122-127. 
 
Suzuki M, Nakaegawa Y, Kobayashi T, Kawase T, Ikeda M, Murono S. Indications for partial superficial 
parotidectomy for benign parotid gland tumors using the retrograde approach. Fukushima Journal of Medical 
Science. 202008; 66(2):73-77. 
 
Matsuzuka T, Uemura H, Yoshimoto S, Miura K, Shiotani A, Sugasawa M, Homma A, Yokoyama J, 
Tsukahara K, Yoshizaki T, Yatabe Y, Kobari T, Kosuda S, Murono S, Hasegawa Y. Attempting to define 
sentinel node micrometastasis in oral squamous cell carcinoma. Fukushima Journal of Medical Science. 
202012; 66(3):143-147. 
 
大谷巌，鈴木康士. 迷路振盪症が疑われた心因性難聴の1症例. Otology Japan. 202010; 30(3):203-208. 
 
鈴木俊彦, 野本美香, 川瀬友貴, 垣野内景, 鈴木政博, 室野重之. 原発性扁桃結核例. 耳鼻咽喉科臨床. 
202011; 113(11):713-718. 
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池田雅一, 富岡利文, 森下洋平, 岡野渉, 篠崎剛, 矢野友規, 藤井誠志, 林隆一. 頸部放射線照射歴のある下

咽頭癌に対する経口的切除術の検討. 頭頸部癌. 202010; 46(3):254-257. 
 
池田雅一, 岡野渉, 富岡利文, 篠崎剛, 林隆一. 妊娠中に頭頸部癌を合併した4症例の検討. 頭頸部癌. 202012; 
46(4):360-364. 
 
松見文晶, 三ッ井瑞季, 室野重之. 涙道外・経内眼角ライトガイド法下に行う涙道ステントを留置しない涙囊鼻

腔吻合術鼻内法のリノストミー所見. 頭頸部外科. 202002; 30(3):291-296. 
 
〔総説等〕 
 
小林徹郎, 室野重之. ＜特集 私の新しい耳鼻咽喉科診療スタンダード－10～20年前とどう変わったか－＞

HPV関連中咽頭癌の診断と治療について. ENTONI. 202005; (245):68-72. 
 
室野重之. ＜特集 気管切開術マニュアル＞ 気管切開術の合併症. JOHNS. 202002; 36(2):187-190. 
 
鹿野真人. ＜特集 気管切開術マニュアル＞ 輪状軟骨切開術. JOHNS. 202002; 36(2):204-208. 
 
〔症例報告〕 
 
橋本英樹, 佐藤和則, 室野重之. 多数の唾石を伴った頬部小唾液腺唾石症の1例. 口腔・咽頭科. 202006; 
33(2):119-122. 
 
〔その他〕 
 
野本美香. ＜研修ノート＞音響鼻腔計測検査と鼻腔通気度検査による手術前後の鼻閉の評価. 耳鼻咽喉科臨床. 
202006; 113(6):402-403. 
 
室野重之. ＜特別講演＞性感染症と咽頭癌：新たなリスク因子としてのHPV. 福島医学雑誌. 202004; 70(1):67. 
 
室野重之. ＜耳の日＞耳を大切に. 福島民報（新聞）. 20200303. 
 
室野重之. ＜耳の日＞耳を大切に. 福島民友（新聞）. 20200303. 
 
今泉光雅. 「きこえない」で悩まれている方へ 正しく知ろう最新の難聴治療と人工聴覚機器. 福島民報（新聞）. 
20200926． 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Imaizumi M, Suzuki T, Nakaegawa Y, Kawase T, Murono S. Is cone beam computed tomography with oral 
contrast more useful than videofluoroscopy for evaluation of pharyngeal leakage & fistula? 100th Annual 
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Meeting of the American Broncho-Esophagological Association-COSM 2020: Combined Otolaryngology Spring 
Meetings; 20200515-0615; Virtual Poster Session(Atlanta, USA). 
 
Nakamura H, Tada Y, Murono S. A Case of Angiomyolipoma Located in the Larynx. 141st American 
Laryngological Association-COSM 2020: Combined Otolaryngology Spring Meetings; 20200515-0615; Virtual 
Poster Session(Atlanta, USA). 
 
Nakaegawa Y, Kawase T, Imaizumi M, Murono S. A First Case of Multiple Warthin’s Tumor in the Pharynx 
and Larynx. 141st American Laryngological Association-COSM 2020: Combined Otolaryngology Spring 
Meetings; 20200515-0615; Virtual Poster Session(Atlanta, USA). 
 
小針健大, 小川洋, 鹿野真人. 舌下腺癌に対し頸部島状皮弁を用いて舌下腺全摘術を行った1例. 第30回日本頭

頸部外科学会; 20200130-31; 宜野湾. 予稿集. 227. 
 
中村宏舞, 多田靖宏. 喉頭に発生した血管筋脂肪腫の1例. 第30回日本頭頸部外科学会; 20200130-31; 宜野湾. 
予稿集. 230. 
 
松塚崇, 鈴木政博, 垣野内景, 室野重之. 下咽頭梨状窩瘻の2例の超音波所見. 第30回日本頭頸部外科学会; 
20200130-31; 宜野湾. 予稿集. 233. 
 
三ッ井瑞季, 松見文晶, 室野重之. 篩骨洞放線菌症の1例. 第30回日本頭頸部外科学会; 20200130-31; 宜野湾. 
予稿集. 273. 
 
仲江川雄太, 川瀬友貴, 小林徹郎, 池田雅一, 鈴木政博, 松塚崇, 室野重之. 当科で施行した頸部リンパ節生

検術の検討. 第30回日本頭頸部外科学会; 20200130-31; 宜野湾. 予稿集. 292. 
 
鈴木亮, 野本幸男, 鹿野真人. 上顎洞コレステリン肉芽腫の1例. 第30回日本頭頸部外科学会; 20200130-31; 
宜野湾. 予稿集. 303. 
 
川瀬友貴, 今泉光雅, 室野重之. 当科における声帯ポリープ手術例の検討. 第32回日本喉頭科学会; 20200312-
13; 横浜. 予稿集. 67. 
 
今泉光雅, 川瀬友貴, 室野重之. ICU管理を要する重症小児例における、外科的気道確保方法決定を目的とする

フローチャート作成の試み. 第32回日本喉頭科学会; 20200312-13; 横浜. 予稿集. 79. 
 
鹿野真人, 髙取隆. 在宅介護への移行と継続に対する声門閉鎖術の検討. 第43回日本嚥下医学会; 20200314-15; 
東京. 抄録集. 86. 
 
松塚崇, 小林徹郎, 鈴木政博, 池田雅一, 仲江川雄太, 川瀬友貴, 長谷川泰久, 室野重之. 唾液腺腫瘍の

VTIQ所見による良悪性鑑別の可能性. 第44回日本頭頸部癌学会; 20200717-27; Web. 頭頸部癌. 46(2):153. 
 
室野重之, 吉崎智一, 橋本英樹. 癌以外におけるmodified Killian’s methodの有用性. 第33回日本口腔・咽頭

科学会; 20200903-04; 仙台. 口腔・咽頭科. 33(3):185. 
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池田雅一, 鈴木政博, 小林徹郎, 仲江川雄太, 川瀬友貴, 松塚崇, 室野重之. 当科で治療を行った上顎洞扁平

上皮癌症例の検討. 第121回日本耳鼻咽喉科学会; 20201006-07; 岡山/Web. 日本耳鼻咽喉科学会会報. 
123(4):1116. 
 
鈴木政博, 池田雅一, 仲江川雄太, 川瀬友貴, 室野重之. 良性顎下腺腫瘍摘出時の顔面神経同定の有無による

麻痺についての検討. 第121回日本耳鼻咽喉科学会; 20201006-07; 岡山/Web. 日本耳鼻咽喉科学会会報. 
123(4):1120. 
 
鈴木雪恵, 今泉光雅, 鈴木輝久, 馬場陽子, 大槻好史, 菊地大介, 黒田令子, 山田奈保子, 原田綾, 小川洋. 
福島県総合療育センターにおいて新生児聴覚スクリーニングをパス後、両側難聴と診断された42例の検討. 第65
回日本聴覚医学会; 20201008-09; 名古屋/Web. AUDIOLOGY JAPAN. 63(5):442. 
 
大槻好史, 今泉光雅, 菊地大介, 馬場陽子, 鈴木雪恵, 西尾信哉, 宇佐美真一, 室野重之. 当科における難聴

遺伝子検査の現況. 第65回日本聴覚医学会; 20201008-09; 名古屋/Web. AUDIOLOGY JAPAN. 63(5):488. 
 
大槻好史, 今泉光雅, 菊地大介, 室野重之. 顔面神経走行異常を合併した小児真珠腫性中耳炎手術におけるナビ

ゲーションシステムの使用経験. 第30回日本耳科学会; 20201111-14; 北九州/Web. 抄録集. 118. 
 
今泉光雅, 大槻好史, 菊地大介, 室野重之. 難治性の特発性髄液耳漏に対する、硬膜内操作を伴う inlay法を中

心とする多層再建の有用性. 第30回日本耳科学会; 20201111-14; 北九州/Web. 抄録集. 223. 
 
尾股千里, 大槻好史, 菊地大介, 今泉光雅, 室野重之. Charcot-Marie-Tooth病およびWarrdenburg症候群重

複例に対する人工内耳埋込術：術後1年の経過について. 第30回日本耳科学会; 20201111-14; 北九州/Web. 抄録

集. 374. 
 
三ッ井瑞季, 仲江川雄太, 室野重之. 当院での新型コロナウイルス感染症への対応. 第136回日本耳鼻咽喉科学

会福島県地方部会学術講演会; 20201115; 福島. 抄録. 1. 
 
鈴木聡崇, 多田靖宏, 大河内幸男, 谷亜希子, 川瀬友貴, 室野重之. 当科で施行した嚥下造影検査において頸

椎骨棘の形成を認めた2症例について. 第136回日本耳鼻咽喉科学会福島県地方部会学術講演会; 20201115; 福島. 
抄録. 2. 
 
松見文晶, 三ッ井瑞季, 齋藤友紀子, 鶴岡美果. 当科における鼓膜穿孔に対するリティンパⓇの使用経験. 第
136回日本耳鼻咽喉科学会福島県地方部会学術講演会; 20201115; 福島. 抄録. 2. 
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堀越裕子, 藤倉佑光, 挾間章博, 勝田新一郎, 志村浩己, 清水強, 白井厚治. ジルチアゼム投与に対する大動

脈Betaと総腸骨動脈 大腿動脈Betaの応答は相反する. 第52回日本動脈硬化学会; 20200717-31; Web. プログ

ラム・抄録集. 252. 
 
嶋田有里, 菅野喜久子, 金子裕眠, 山寺幸雄, 池添隆之, 志村浩己. 血栓止血学会DIC診断基準2017を用い

た凝固分子マーカーの評価. 第21回日本検査血液学会学術集会; 20200711-12; 金沢. 
 
石橋伸治, 松田美津子, 早川莉沙, 幕田倫子, 山寺幸雄, 志村浩己, 風間順一郎. 頸動脈エコーにてステント

外側に可動性を伴う潰瘍型プラークを認めた1例. 第69回日本医学検査学会; 20200905-06; 千葉. 
 
大橋ゆかり, 松田美津子, 石橋伸治, 幕田倫子, 山寺幸雄, 志村浩己, 風間順一朗. 膀胱癌術後において超音

波検査が有用であった2症例. 第69回日本医学検査学会; 20200905-06; 千葉. 
 
金子亜矢, 大沼秀知, 松田美津子, 山寺幸雄, 志村浩己, 風間順一郎. 左心耳縫縮術後に左房内血栓を生じた

1例. 第69回日本医学検査学会; 20200905-06; 千葉. 
 
三浦里織, 豊川真弘, 大橋一孝, 高野由喜子, 大花昇, 山寺幸雄, 志村浩己. 抗酸菌検査における遺伝子検査

装置μTAS Wako g1の性能評価. 第69回日本医学検査学会; 20200905-06; 千葉. 
 
鈴木英明, 田近洋介, 小菅優子, 小林浩二, 黒崎祥史, 井本明美, 石井直仁, 青山直善, 志村浩己, 市川尊

文. ヒト血小板はヒートショックプロテイン72より凝集が促進される. 第60回日本臨床化学会年次学術集会; 
20201030-1101; 東京. 
 
斎藤恭一, 志村浩己. 液体培地を用いた迅速・簡便なカルバペネマーゼ産生菌検出法. 第67回日本臨床検査医学

会学術集会; 20201119-22; Web. 
 
堀越裕子, 勝田新一郎, 志村浩己. 降圧薬ジルチアゼム投与に対する大動脈Betaと総腸骨動脈～大腿動脈Beta
の相反的応答. 第67回日本臨床検査医学会学術集会; 20201119-22; Web. 
 
斎藤恭一, 志村浩己. 高菌量微量液体希釈法を用いたカルバペネマーゼ産生腸内細菌科の検出. 第67回日本臨床

検査医学会学術集会; 20201119-22; Web. 
 
金子裕眠, 嶋田有里, 伊藤祐子, 菅野喜久子, 山寺幸雄, 志村浩己. DIC診断基準2017年版の病型別におけ

る凝固線溶分子マーカーの評価. 第67回日本臨床検査医学会学術集会; 20201119-22; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
Shimura H. Diagnosis of pediatric thyroid cancer. 16th International Thyroid Congress; 20201216-20; 
Web(Xian, China). 
 
志村浩己. セッション2「小児・若年者における甲状腺がんの特徴と甲状腺結節の取り扱い」2.3甲状腺検査にお

ける結節の取扱い. 第2回福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター主催国際シンポジウム; 20200202-



 
 

－263－ 

03; 福島. 
 
志村浩己. 痛みを伴う甲状腺疾患 オーバービューと甲状腺嚢胞による疼痛. 第44回日本乳腺甲状腺超音波医学

会学術集会; 20200404-05; 奈良. 
 
岩舘学, 志村浩己, 鈴木眞一. 甲状腺結節血流評価の多施設研究. 第44回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集

会; 20200404-05; 奈良. 
 
志村浩己. 日本乳腺甲状腺超音波医学会における甲状腺超音波ガイド下穿刺コーディネーター資格の創設. 第69
回日本医学検査学会; 20200905-06; 千葉. 
 
志村浩己. 甲状腺超音波ガイド下穿刺専門資格の概要. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-
20; Web. 乳腺甲状腺超音波医学. 9(4):80. 
 
松本佳子, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣, 伊藤祐子, 志村浩己, 鈴木眞一. CNB
の適応と実際. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-20; Web. 
 
志村浩己. Current status of Thyroid Ultrasound Examination program: The Fukushima Health Management 
Survey. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
志村浩己. Management of thyroid nodules in Thyroid Ultrasound Examination program: The Fukushima 
Health Survey. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
志村浩己. 福島県県民健康調査「甲状腺検査」からみえてきた小児・若年者の結節性甲状腺疾患の実像. 第12回

神奈川臨床甲状腺研究会学術講演会; 20200129; 横浜. 
 
志村浩己. 震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」の歩みと明らかになりつつある小児甲状腺が

んの実像. 第62回日本小児血液・がん学会学術集会; 20201120-22; Web. 
 
志村浩己. 震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」の現在と得られたエビデンス. 第25回日本生

殖内分泌学会学術集会; 20201212-25; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
志村浩己. 福島県県民健康調査甲状腺検査」から見えてきた小児・若年者甲状腺結節性疾患の実像. 第13回静岡

東部内分泌・代謝疾患治療研究会; 20201112; Web. 
 
志村浩己. 超音波検査に基づく甲状腺腫瘍の診断. 第30回臨床内分泌代謝Update; 20201113-14; Web. 日本内分

泌学会雑誌. 96(2):487. 
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感染制御学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Kashiwazaki J, Nakamura K, Hara Y, Harada R, Wada I, Kanemitsu K. Evaluation of the Cytotoxicity of 
Various Hand Disinfectants and Ozonated Water to Human Keratinocytes in a Cultured Epidermal Model. 
Advances in Skin & Wound Care. 202006; 33(6):313-318. 
 
仲村究. 【オリンピック&パラリンピックに向けた市中病院で何を備える？輸入感染症対策】輸入感染症の趨勢. 
INFECTION CONTROL. 202005; 29(5):512-517. 
 
仲村究, 柏崎潤, 原田莉衣, 原靖果, 金光敬二. 【一人ひとりの管理と実施で解決 手指の健康と手指衛生】手

指の健康と手指衛生の最新知見 手指衛生と手荒れ対策の最新知見 様々な手指消毒剤とオゾン水の皮膚組織に対

する影響について. 感染対策 ICTジャーナル. 202007; 15(3):177-184. 
 
江場俊介, 箕輪宗生, 原靖果, 沼倉忠久, 松浦圭文, 松村輔二, 岡田克典. 肺実質切除を伴わないモンタージ

ュ型気管支形成術を施行し完全切除した気管支グロムス腫瘍の1例. 気管支学. 202001; 42(1):76-81. 
 
仲村究. 【周産期医療と細菌叢】新生児編 母乳より検出される細菌と感染. 周産期医学. 202003; 50(3):371-375. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
金光敬二. 院内感染の経路とその対策（3）. 令和元年院内感染対策3 地域の医療機関向け講習会; 20200122; 東
京. 
 
仲村究. 新型インフルエンザ等について. 令和元年度県北地域新型インフルエンザ等対応訓練; 20200122; 福島. 
 
仲村究. 医療機関における院内感染対策について. 令和元年度郡山市医療安全研修会; 20200129; 郡山. 
 
仲村究. 手指衛生に伴う皮膚障害の科学的な検討と対策～オゾン水の可能性を探る～. 第35回日本環境感染学会

総会・学術集会; 20200214; 横浜. 
 
仲村究. 新型インフルエンザ等対策とオリパラ感染症対策について. 令和元年度感染症対策研修会; 20200227; 会
津若松. 
 
金光敬二. 医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応. 新型コロナウイルス感染症対策研修会; 
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20200301; 郡山. 
 
金光敬二. 薬剤耐性グラム陰性菌感染症とその治療戦略. 日本病院薬剤師会東北ブロック第10回学術大会; 
20200509; 仙台. 
 
金光敬二. 宿泊施設等における感染対策. 新型コロナウイルス感染症対策講習会; 20200729; 天栄村. 
 
金光敬二. COVID-19の検査方法と検体採取時の感染対策. 新型コロナウイルス感染症の検査に係る研修会; 
20200808; 郡山. 
 
仲村究. COVID-19の検査方法と検体採取時の感染対策. 新型コロナウイルス感染症の検査に係る研修会; 
20200808; 福島. 
 
金光敬二. COVID-19の感染対策. 白河市新型コロナウイルス感染症に関する感染対策研修会; 20200901; 白河. 
 
仲村究. 避難所における新型コロナウイルス感染症への対応について. 令和2年度全国保健師長会福島県支部研修

会; 20200905; 郡山. 
 
仲村究. 福島医大での取り組み. 東北 ICDアカデミー2020; 20200911; Web. 
 
仲村究. 新型コロナウイルス感染症に関する基礎知識・感染管理の基本. 臨床検査技師に対する新型コロナウイル

ス感染症の診断を目的としたPCR検査のための鼻腔・咽頭拭い液採取に関する研修会; 20200912; 福島. 
 
仲村究. 新型コロナ感染症診断に関するPCR並びに抗原検査について. 会津医学会学術講演会; 20200915; 会津

若松. 
 
金光敬二. 避難所における感染症対策. 令和2年度新型コロナウイルス当感染症対策に配慮した避難所対応研修; 
20200915; 福島. 
 
金光敬二. COVID-19の診断・管理と感染対策. 会津医学会学術講演会; 20200917; 会津若松. 
 
金光敬二. 新型コロナウイルス感染症の今までとこれから. 第10回福島県議会議員勉強会; 20200925; 福島. 
 
仲村究. 新型コロナウイルスの現状と対策について. 健康経営セミナー; 20200930; 福島. 
 
金光敬二. 新型コロナウイルス感染症の現況と感染対策. 福島県副町村研修会; 20201001; 福島. 
 
金光敬二. 歯科医が知っておくべきCOVID-19の感染対策. 令和2年度歯科医療安全管理研修会; 20201001; 福
島. 
 
金光敬二. 新型コロナウイルス感染症対策と社会に与える影響. 会津経済研究会10月例会; 20201015; 会津若松. 
 
仲村究. 野兎病の概要と野生動物からの感染リスクについて. 第69回日本感染症学会東日本地方会学術集会・第

67回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会; 20201022; 東京. 
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金光敬二. アウトブレイク対応の実際. 第69回日本感染症学会東日本地方会学術集会・第67回日本化学療法学会

東日本支部総会合同学会; 20201023; 東京. 
 
仲村究. 新型コロナウイルス感染症の概要について. 飲食店向け感染防止対策セミナー; 20201109; 郡山. 
 
金光敬二. 日常診療における新型コロナウイルスの感染対策. 慢性疼痛UP Date Seminar on WEB; 20201112; 
Web. 
 
仲村究. 今季のインフルエンザと新型コロナウイルス感染症に備えて. 院内感染講演会（竹田綜合病院）; 
20201113; 会津若松. 
 
仲村究. 新型コロナウイルス感染症の現状と感染防止対策. 交通安全活動最前線における感染症防止対策; 
20201120; 福島. 
 
金光敬二. 新型コロナウイルス感染症の対策－これまでの歩み－. 第153回福島県医師会医学大会; 20201123; 郡
山. 
 
金光敬二. 日常診療における新型コロナウイルスの感染対策. 郡山腰痛診療セミナー～COVID19を踏まえて～; 
20201126; 福島. 
 
仲村究. 福島医大におけるCOVID-19への対策. Influenza Web Seminar in Fukushima; 20201202; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
金光敬二. 新型コロナウイルス感染症対策の現状. 令和2年度 県南地区高等学校PTA連合会研修会・専門委員

会; 20201119; 郡山. 
 
〔その他〕 
 
金光敬二. インフルエンザとその感染対策. 2019年度専門医共通講習会; 20200126; 郡山. 
 
金光敬二. 救急医療における新型コロナウイルス感染症対策. 令和元年度救急医療研修会; 20200310; 郡山. 
 
金光敬二. 新型コロナウイルス感染症・感染防止対策とは. メディカルクリエーションふくしま2020; 20201005; 
Web. 
 
 
 

  



 
 

－267－ 

輸血・移植免疫学講座／輸血・移植免疫部 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Shide K, Kameda T, Kamiunten A, Ozono Y, Tahira Y, Yokomizo-Nakano T, Kubota S, Ono M, Ikeda K, 
Sekine M, Akizuki K, Nakamura K, Hidaka T, Kubuki Y, Iwakiri H, Hasuike S, Nagata K, Sashida G, 
Shimoda K. Calreticulin haploinsufficiency augments stem cell activity and is required for onset of 
myeloproliferative neoplasms in mice. Blood. 202007; 136(1):106-118. 
 
Kikuchi T, Mimura K, Ashizawa M, Okayama H, Endo E, Saito K, Sakamoto W, Fujita S, Endo H, Saito M, 
Momma T, Saze Z, Ohki S, Shimada K, Yoshimura K, Tsunoda T, Kono K. Characterization of tumor-
infiltrating immune cells in relation to microbiota in colorectal cancers. Cancer Immunology, Immunotherpy. 
202001; 69(1):23-32. 
 
Ujiie D, Okayama H, Saito K, Ashizawa M, Thar Min AK, Endo E, Kase K, Yamada L, Kikuchi T, 
Hanayama H, Fujita S, Sakamoto W, Endo H, Saito M, Mimura K, Saze Z, Momma T, Ohki S, Kono K. 
KRT17 as a prognostic biomarker for stage II colorectal cancer. Carcinogenesis. 202007; 41(5):591-599. 
 
Go H, Ohto H, Nollet KE, Takano S, Kashiwabara N, Chisiki M, Maeda H, Imamura T, Kawasaki Y, Momoi 
N, Hosoya M. Using Platelet Parameters to Anticipate Morbidity and Mortality Among Preterm Neonates:A 
Retrospective Study. Frontiers in Pediatrics. 202003; 8:90. 
 
Kono K, Nakajima S, Mimura K. Current status of immune checkpoint inhibitors for gastric cancer. Gastric 
Cancer. 202007; 23(4):565-578. 
 
Nakayama Y, Mimura K, Kua LF, Okayama H, Min AKT, Saito K, Hanayama H, Watanabe Y, Saito M, 
Momma T, Saze Z, Ohki S, Suzuki Y, Ichikawa D, Yong WP, Kono K. Immune suppression caused by PD-L2 
expression on tumor cells in gastric cancer. Gastric Cancer. 202011; 23(6):961-973. 
 
Watanabe M, Ohto H, Tormey CA, Yasuda H, Takano N, Minakawa K, Ono S, Yamada-Abe M, Suzuki H, 
Sugawara A, Kawabata K, Nollet KE, Ikeda K. Immunogenicity of red cell alloantigens in the Japanese 
population. International Journal of Blood transfusion and Immunohematology. 202010; 
10(2):100053Z02MW2020. 
 
Fujiwara SI, Ikeda K, Kino S, Tanaka A, Hasegawa Y, Fujino K, Makino S, Matsumoto M, Yokohama A, 
Takeshita A, Muroi K. Clinical significance of autologous blood transfusions in bone marrow harvest from 
unrelated donors. International Journal of Hematology. 202006; 111(6):833-839. 
 
Yokohama A, Okuyama Y, Ueda Y, Itoh M, Fujiwara SI, Hasegawa Y, Nagai K, Arakawa K, Miyazaki K, 
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Makita M, Watanabe M, Ikeda K, Tanaka A, Fujino K, Matsumoto M, Makino S, Kino S, Takeshita A, Muroi 
K. Differences among hemoglobin thresholds for red blood cell transfusions in patients with hematological 
diseases in teaching hospitals: a real world data in Japan. International Journal of Hematology. 202010; 
112(4):535-543. 
 
Matsumoto T, Okayama H, Nakajima S, Saito K, Nakano H, Endo E, Kase K, Ito M, Yamauchi N, Yamada 
L, Kanke Y, Onozawa H, Fujita S, Sakamoto W, Saito M, Saze Z, Momma T, Mimura K, Kono K. Tn 
Antigen Expression Defines an Immune Cold Subset of Mismatch-Repair Deficient Colorectal Cancer. 
International Journal of Molecular Sciences. 202011; 21(23):9081. 
 
Go H, Ohto H, Nollet KE, Kashiwabara N, Ogasawara K, Chishiki M, Hiruta S, Sakuma I, Kawasaki Y, 
Hosoya M. Risk factors and treatments for disseminated intravascular coagulation in neonates. Italian 
Journal of Pediatrics. 202004; 46(1):54. 
 
Sano H, Mochizuki K, Kobayashi S, Ono S, Ikeda K, Ohto H, Kikuta A. Two Occurrences of Leukemia 
Relapse Due to Mismatched HLA Loss After Haploidentical Stem Cell Transplantation From Different Family 
Donors With KIR Ligand Mismatch. Journal of Pediatric Hematology/Oncology. 202003; 42(2):e104-e106. 
 
Kimura S, Imagawa J, Murai K, Hino M, Kitawaki T, Okada M, Tanaka H, Shindo M, Kumagai T, Ikezoe T, 
Uoshima N, Sato T, Watanabe R, Kowata S, Hayakawa M, Hosoki T, Ikeda K, Kobayashi T, Kakinoki Y, 
Nishimoto T, Takezako N, Shibayama H, Takaori-Kondo A, Nakamae H, Kawaguchi A, Ureshino H, 
Sakamoto J, Ishida Y. Treatment-free remission after first-line dasatinib discontinuation in patients with 
chronic myeloid leukaemia (first-line DADI trial): a single-arm, multicentre, phase 2 trial. Lancet Haematology. 
202003; 7(3):e218-e225. 
 
Endo E, Okayama H, Saito K, Nakajima S, Yamada L, Ujiie D, Kase K, Fujita S, Endo H, Sakamoto W, 
Saito M, Saze Z, Momma T, Ohki S, Mimura K, Kono K. A TGFβ-dependent stromal subset underlies 
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池田和彦. JAK2V617Fに関する新たな知見～検査から病態まで～. MPN Conference Online; 20200929; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
池田和彦. 造血再構築とクローン性造血. 信州次世代血液研究会; 20200215; 松本. 
 
〔その他〕 
 
池田和彦. 骨髄増殖性腫瘍（MPN）と骨髄異形成症候群（MDS）について. 骨髄増殖性腫瘍患者・家族会

（MPN-JAPAN）講演会; 20200113; 浦和. 
 
大戸斉. 指定教育セミナー3 学会認定・臨床輸血看護師制度協議会：看護師ブラッシュアップセミナー～認定開

始10周年記念～ 学会認定・臨床輸血看護師制度の幕開けから現在まで. 第68回日本輸血・細胞治療学会学術総

会; 20200530; 誌上. 日本輸血細胞治療学会誌. 66(2):291. 
 
Mimura K, Nakajima S, Kanke Y, Hanayama H, Watanabe Y, Hayase S, Okayama K, Saito M, Saze Z, 
Momma T, Kono K. The possibility of phosphor-STAT1 as a biomarker in anti-PD-1 antibody therapy for 
gastric cancer. 第58回日本癌治療学会定期学術集会; 20201022-24; 京都/Web. 
 
安田広康. 【教育講演】認定輸血検査技師更新必須講座－輸血療法実施に関する指針と赤血球型検査GLの改正

点：乳児の輸血検査について. 第27回日本輸血・細胞治療学会; 20201023; Web. ブログラム・抄録集. 23. 
 

その他の業績・作品等 

 
池田和彦. 輸血：どんな治療？治療を受けるべき人は？治療内容や代替手段、リスク、合併症は？ お医者さんオ

ンライン; 20201111-. 
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地域・家庭医療学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Kassai R, van Weel C, Flegg K, Tong SF, Han TM, Noknoy S, Dashtseren M, Le An P, Ng CJ, Khoo EM, 
Noh KM, Lee MC, Howe A, Goodyear-Smith F. Priorities for primary health care policy implementation: 
recommendations from the combined experience of six countries in the Asia-Pacific. Australian Journal of 
Primary Health. 202010; 26(5):351-357. 
 
Tsuboi S, Mine T, Kanke S, Ohira T. All-Cause Mortality After the Great East Japan Earthquake in 
Fukushima Prefecture: Trends From 2009 to 2016 and Variation by Displacement. Disaster Medicine and 
Public Health Preparedness. 20200706; doi: 10.1017/dmp.2020.130. 
 
Nakamura K, Kanke S, Hoshi G, Toyoda Y, Yoshida K, Kitamura T, Kassai R. Do Family Medicine 
Clerkships Complement Clerkships at Teaching Hospitals in Japanese Undergraduate Medical Education?: An 
Observational Study. Journal of Asia Pacific Family Medicine. 202009; 18(2):211. 
 
Dowrick C, Kassai R, Lam CLK, Lam RW, Manning G, Murphy J, Ng CH, Thuraisingham C. The APEC 
Digital Hub-WONCA Collaborative Framework on Integration of Mental Health into Primary Care in the Asia 
Pacific. Journal of Multidisciplinary Healthcare. 202011; 13:1693-1704. 
 
菅家智史, 中村光輝, 葛西龍樹. 一般外来で何をどう教育するか. 福島医学雑誌. 202008; 70(2):123-129. 
 
〔総説等〕 
 
菅家智史. ビデオアレルギーにさせない外来診療ビデオレビュー. ジェネラリスト教育コンソーシアム. 202007; 
14:198-201. 
 
〔その他〕 
 
葛西龍樹. プライマリ・ヘルス・ケアと地域包括ケアシステム. 日本内科学会雑誌. 202003; 109(3):506-511. 
 

著 書・訳 書 

 
Dowrick C, Ariba JA, Fortes S, Griswold K, Gupta PP, Kassai R, Al-Khatami A, Lam C, Li D. How 
investment in primary care can promote access to mental health in primary care. In: World Federation for 
Mental Health. Mental Health for All: Greater Investment - Greater Access. Kuala Lumpur: World Federation 
for Mental Health; 202010. p.61-66. 
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研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Sasae R, Ii M, Hara C, Ichikawa M, Stanyon M, Kassai R. Decision-making under uncertainty: results from 
a multisector 'think tank' exploring how to make a difference in Japan. 25th WONCA Europe Conference; 
20201217-19; Web(Berlin, Germany). 
 
中村光輝, 菅家智史, 星吾朗, 豊田喜弘, 吉田一隆, 葛西龍樹. 家庭医療科実習における印象的経験と学び：

テキストマイニングによる分析. 第11回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会; 20200723-0831; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
森冬人, 櫻井広子, 下川純希, 武田裕子, 中村光輝, 佐和明裕, 小林直子, 吉田伸, 齊藤麻由子, 長哲太郎, 
佐藤英之. ハロー！世界の家庭医！～国際交流で君は変わる～. 第32回学生・研修医のための家庭医療学夏期セ

ミナー; 20200810; Web. 
 
菅家智史. 総合診療医からみたがん医療の現状と課題. 第11回日本プライマリ・ケア連合学会学術大会; 
20200829; Web(広島). 
 
〔招待講演〕 
 
中村光輝, 菅家智史, 遠藤芽依, 星吾朗, 菅藤佳奈子, 森冬人, 本多由李恵, 岡崎愛弥伽, 原國悠, 佐々木

聡子. メンタルヘルスと患者中心の医療の方法～患者の癒しになる言葉の力と見つけ方～. 第32回学生・研修医

のための家庭医療学夏期セミナー; 20200809; Web. 
 
葛西龍樹. 外来診療のロールプレイ教育（オンライン版）. 長野県立信州医療センター 総合医育成教育セッショ

ン; 20200818; 須坂. 
 
菅家智史. 地域医療と医療従事者の役割. 1学年「総合的な探求の時間」（葵ゼミ）; 20201028; 会津若松. 
 
菅家智史. 人生を最期までよりよく過ごすためにできること～大切な人と話をしよう、伝えよう～. 令和2年度第

1回「医療と介護の連携に関する研修会」; 20201127; Web(郡山). 
 
〔その他〕 
 
菅家智史. 本人の意思決定する力を考える. 令和2年度厚生労働省委託事業「人生の最終段階における医療体制整

備事業」本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会; 20200111; 盛岡. 
 
菅家智史. ACPの実践を学ぶ もしものときについて話し合いを始める. 令和2年度厚生労働省委託事業「人生の

最終段階における医療体制整備事業」本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会; 20200125; 山形. 
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菅家智史. ACP・人生会議～人生の終末期に専門職ができること～. 福島市介護支援専門医連絡協議会講演会; 
20200731; Web(福島). 
 
菅家智史. ACPの実践を学ぶ もしものときについて話し合いを始める. 令和2年度厚生労働省委託事業「人生の

最終段階における医療体制整備事業」本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会; 20200912; Web. 
 
菅家智史. 人生の最終段階における意思決定支援. 令和2年度厚生労働省委託事業「人生の最終段階における医療

体制整備事業」本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会; 20201108; Web. 
 
菅家智史. 本人の意志が確認できる場合の進め方. 令和2年度厚生労働省委託事業「人生の最終段階における医療

体制整備事業」本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会; 20201206; Web. 
 
 
 

放射線健康管理学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hori A, Takebayashi Y, Tsubokura M, Kim Y. PTSD and bipolar II disorder in Fukushima disaster relief 
workers after the 2011 nuclear accident. BMJ Case Reports. 202009; 13(9):e236725. 
 
Oum V, Kobashi Y, Tsubokura M, Hori A, Hayashi Y, Chhim S. Factors Affecting the Help-Seeking 
Behaviours of Patients with Schizophrenia in Rural Cambodia. Case Reports in Psychiatry. 202006; 
2020:8065058. 
 
Ozaki A, Nomura S, Leppold C, Tsubokura M, Sawano T, Tsukada M, Morita T, Tanimoto T, Saji S, Kato S, 
Yamaoka K, Nakata Y, Ohira H. Breast Cancer Provider Interval Length in Fukushima, Japan, After the 2011 
Triple Disaster: A Long-Term Retrospective Study. Clinical Breast Cancer. 202004; 20(2):e127-e150. 
 
Saito H, Ozaki A, Mizuno Y, Todo K. Difficulty in diagnosing mild cases of COVID-19 without respiratory 
symptoms during the Novel Coronavirus Pandemic: Careful monitoring needed for patients with persistent 
upper gastrointestinal symptoms. Clinical Case Reports. 202008; 8(12):2787-2790. 
 
Tanaka I, Saito H, Matsuda T, Matsumoto T, Munehisa Y, Fujii R, Hirasawa D. Massive esophageal 
hemorrhage after a MitraClip procedure successfully treated by balloon compression. Clinical Journal of 
Gastroenterology. 202010; 13(5):693-696. 
 
Nishikawa Y, Fujioka S, Tachiya Y, Morita T, Tsubokura M, Ozaki A, Sawano T, Ogawa M, Shineha R. 
Securing Access to Hemodialysis Care After Typhoon Hagibis in Fukushima. Disaster Medicine and Public 
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Health Preparedness. 20200511; doi: 10.1017/dmp.2020.44. 
 
Ozaki A, Kanemoto Y, Morita T, Nishikawa Y, Sawano T, Fujioka S, Shimada Y, Higuchi A, Tsubokura M, 
Kanzaki N. Nail Wound and Cellulitis Following Typhoon Hagibis in Fukushima, Japan. Disaster Medicine 
and Public Health Preparedness. 20200603; doi: 10.1017/dmp.2020.78. 
 
Hori A, Ozaki A, Murakami M, Tsubokura M. Development of Behavior Abnormalities in a Patient Prevented 
From Returning Home After Evacuation Following the Fukushima Nuclear Disaster: Case Report. Disaster 
Medicine and Public Health Preparedness. 20200724; doi: 10.1017/dmp.2020.158. 
 
Kudo T, Inano A, Midorikawa S, Kubo H, Hayashi K, Nakashima S, Fukushima C, Maeda K, Oriuchi N, Irie 
S, Yamashita S, Kusuhara H. Determination of the Kinetic Parameters for 123I Uptake by the Thyroid, 
Thyroid Weights, and Thyroid Volumes in Present-day Healthy Japanese Volunteers. Health Physics. 202004; 
118(4):417-426. 
 
Takebayashi Y, Murakami M, Nomura S, Oikawa T, Tsubokura M. The trajectories of local food avoidance 
after the Fukushima Daiichi nuclear plant disaster: A five-year prospective cohort study. International Journal 
of Disaster Risk Reduction. 202006; 46:101513. 
 
Murakami M, Takebayashi Y, Ono K, Kubota A, Tsubokura M. The decision to return home and wellbeing 
after the Fukushima disaster. International Journal of Disaster Risk Reduction. 202008; 47:101538. 
 
Orui M, Nakayama C, Moriyama N, Tsubokura M, Watanabe K, Nakayama T, Sugita M, Yasumura S. 
Current Psychological Distress, Post-traumatic Stress, and Radiation Health Anxiety Remain High for Those 
Who Have Rebuilt Permanent Homes Following the Fukushima Nuclear Disaster. International Journal of 
Environmental Research and Public Health. 202012; 17(24):9532. 
 
Tani Y, Sawano T, Kawamoto A, Ozaki A, Tanimoto T. Nosocomial SARS-CoV-2 Infections in Japan: A Cross-
sectional Newspaper Database Survey. International Journal of Health Policy and Management. 202010; 
9(10):461-463. 
 
Yamamoto K, Ozaki A, Senoo Y, Sawano T, Tanimoto T, Sah R, Wang J. Underperformance of Reverse-
Transcriptase Polymerase Chain Reaction in Japan and Potential Implications From Diamond Princess Cruise 
Ship and Other Countries During the Ongoing COVID-19 Pandemic. International Journal of Health Policy 
and Management. 202011; 9(11):498-500. 
 
Ozaki A, Sawano T, Saito H, Tanimoto T, Tsubokura M. Will initial consultation patterns among undiagnosed 
cancer patients be the same after this COVID-19 pandemic? Experiences from the 2011 triple disaster in 
Fukushima, Japan. Journal of Global Health. 202012; 10(2):020343. 
 
Sonoda Y, Matsuzaki Y, Tsubokura M, Takebayashi Y, Ozaki A, Moriya H, Hiroaki S. Ethnic-minority health 
care workers discrimination: An example from Japan during COVID-19 pandemic. Journal of Global Health. 
202012; 10(2):020393. 
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Hashimoto T, Sawano T, Ozaki A, Tsubokura M, Tsuchiya T. Need for more proactive use of pharmacists in 
the COVID-19 pandemic following lessons learnt from the Great East Japan Earthquake. Journal of Global 
Health. 202012; 10(2):020397. 
 
Sawano T, Tanaka H, Watanabe D, Ozaki A, Tsukada M, Nishikawa Y, Saito H, Shimada Y, Morita T, Ohira 
H, Tsubokura M. Concealment of trauma and occupational accidents among Fukushima nuclear disaster 
decontamination workers: A case report. Journal of Occupational Health. 202001; 62(1):e12123. 
 
Kobashi Y, Sawano T, Crump A, Kami M, Tsubokura M. Unambiguous evidence is required to accurately 
understand the health impacts of nuclear accidents. Journal of Radiation Research. 202001; 61(1):90-91. 
 
Nomura S, Murakami M, Naito W, Yasutaka T, Sawano T, Tsubokura M. Low dose of external exposure 
among returnees to former evacuation areas: A cross-sectional all-municipality joint study following the 2011 
Fukushima Daiichi nuclear power plant incident. Journal of Radiological Protection. 202003; 40(1):1-18. 
 
Kobashi Y, Sawano T, Ozaki A, Tsubokura M. Misunderstanding of the purpose and intermediate results of 
the Fukushima health management survey could impede progress in the radiation protection field. Journal of 
Radiological Protection. 202009; 40(3):924-927. 
 
Kobashi Y, Saeki K, Tsubokura M, Srou L, Prum T, Kuratani N, Ishii T, Sakisaka K. Surgical symptomatic 
knowledge among medical staff and community health workers in rural Cambodia: a descriptive study for 
workforce improvement. Journal of Rural Medicine. 202004; 15(2):57-62. 
 
Kobashi Y, Chhay H, Savat T, Okawada M, Tsubokura M, Hayashi Y. Health disparity toward 
noncommunicable diseases among residents in rural Cambodia: a descriptive study. Journal of Rural Medicine. 
202010; 15(4):212-216. 
 
Sigdel S, Ozaki A, Basnet M, Kobashi Y, Pradhan B, Higuchi A, Uprety A. Anxiety evaluation in Nepalese 
adult patients awaiting cardiac surgery: A prospective observational study. Medicine. 202002; 99(9):e19302. 
 
Higuchi A, Yoshii A, Takita M, Tsubokura M, Fukahori H, Igarashi R. Nurses' perceptions of medical 
procedures and nursing practices for older patients with non-cancer long-term illness and do-not-attempt-
resuscitation orders: A vignette study. Nursing Open. 202004; 7(4):1179-1186. 
 
Bhandari D, Ozaki A, Kobashi Y, Higuchi A, Shakya P, Tanimoto T. Cancer information seeking and scanning 
behavior among Nepalese migrants in Japan and its association with preventive behavior. PLOS ONE. 
202006; 15(6):e0235275. 
 
Ohsawa Y, Tsubokura M. Stay with your community: Bridges between clusters trigger expansion of COVID-
19. PLOS ONE. 202012; 15(12):e0242766. 
 
Tsubokura M, Nabeshima Y, Murakami M, Nemoto T, Kambe T, Nonaka S, Shimada Y, Kobashi Y, Ozaki 
A, Oikawa T. Usefulness of the whole-body counter for infants and small children (BABYSCAN) as a risk 
communication tool after the Fukushima Daiichi nuclear power plant incident. Proceedings of the Japan 
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Academy. Series B, Physical and Biological Sciences. 2020; 96(2):70-78. 
 
Saito H, Tanimoto T, Kami M, Suzuki Y, Morita T, Morita M, Yamamoto K, Shimada Y, Tsubokura M, Endo 
M. New physician specialty training system impact on distribution of trainees in Japan. Public Health. 202005; 
182:143-150. 
 
Ozaki A, Elstow L, Murakami M, Tsubokura M, Abeysinghe S. Lessons learned from Fukushima, Japan: In 
what ways can the social sciences help to mitigate some of the health impacts of disaster? QJM. 202004; 
113(4):237-238. 
 
Sawano T, Ozaki A, Rodriguez-Morales AJ, Tanimoto T, Sah R. Limiting spread of COVID-19 from cruise 
ships: lessons to be learnt from Japan. QJM. 202005; 113(5):309-310. 
 
Sawano T, Kotera Y, Ozaki A, Murayama A, Tanimoto T, Sah R, Wang J. Underestimation of COVID-19 
cases in Japan: an analysis of RT-PCR testing for COVID-19 among 47 prefectures in Japan. QJM. 202008; 
113(8):551-555. 
 
Croüail P, Schneider T, Gariel JC, Tsubokura M, Naito W, Orita M, Takamura N. Analysis of the modalities of 
return of populations to the contaminated territories following the accident at the Fukushima power plant. 
Radioprotection. 202006; 55(2):79-93. 
 
Bertho JM, Tsubokura M. Les dates anniversaires des accidents de Tchernobyl et de Fukushima : une 
évolution des centres d’intérêt dans la gestion post-accident nucléaire. Radioprotection. 202010; 55(4):259-261. 
 
Ozaki A, Sawano T, Tsubokura M. Transition of originally external healthcare providers into local researchers: 
A case study of support activities in So-so District, Fukushima after the 2011 triple disaster. Radioprotection. 
202010; 55(4):263-270. 
 
Sawano T, Ozakiand A, Tsubokura M. Review of health risks among decontamination workers after the 
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant Accident. Radioprotection. 202010; 55(4):277-282. 
 
Kuroda Y, Tsubokura M, Sasaki K, Hara T, Chiba A, Mashiko K, Schneider T. Development of radiation 
education in schools after the Fukushima Daiichi nuclear power plant accident - a study from the perspectives 
of regionality, multidisciplinarity and continuity. Radioprotection. 202010; 55(4):317-324. 
 
Saito H, Igarashi K, Hirasawa D, Okuzono T, Suzuki K, Abe Y, Nawata Y, Tanaka Y, Tanaka I, Unno S, 
Nishikawa Y, Tsubokura M, Nakahori M, Chonan A, Matsuda T. The risks and characteristics of the delayed 
bleeding after endoscopic submucosal dissection for early gastric carcinoma in cases with anticoagulants. 
Scandinavian Journal of Gastroenterology. 202010; 55(10):1253-1260. 
 
Ohba T, Ishikawa T, Nagai H, Tokonami S, Hasegawa A, Suzuki G. Reconstruction of residents' thyroid 
equivalent doses from internal radionuclides after the Fukushima Daiichi nuclear power station accident. 
Scientific Reports. 202002; 10(1):3639. 
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Mori J, Kaji S, Kawai H, Kida S, Tsubokura M, Fukatsu M, Harada K, Noji H, Ikezoe T, Maeda T, Matsuda 
A. Assessment of dysplasia in bone marrow smear with convolutional neural network. Scientific Reports. 
202009; 10(1):14734. 
 
Shimazu Y, Otsuki R, Murakami M, Konishi A, Kan K, Seto I, Yamaguchi H, Tsubokura M, Hattori H. Age as 
a decisive factor in general anaesthesia use in paediatric proton beam therapy. Scientific Reports. 202009; 
10(1):15096. 
 
Higuchi A, Takita M, Yoshii A, Akiyama T, Nemoto T, Nakahira R, Nakajima T, Fukahori H, Tsubokura M, 
Igarashi R. Absence of Relatives Impairs the Approach of Nurses to Cardiopulmonary Resuscitation in Non-
Cancer Elderly Patients without a Do-Not-Attempt-Resuscitation Order: A Vignette-Based Questionnaire 
Study. Tohoku Journal of Experimental Medicine. 202001; 250(1):71-78. 
 
坪倉正治. 原子力災害リスクとその社会的な合意形成をめぐる専門家と市民. 環境情報科学. 202010; 49(3):41-45. 
 
吉田和樹, 齋藤澄子, 弓屋結, 大葉隆, 谷川攻一, 後藤あや. 地震・津波・原子力発電所の事故の影響を受け

た被災地の避難所支援 地域包括支援センター保健師の経験から見える健康危機管理への示唆. 地域保健. 202003; 
51(2):78-81. 
 
安井清孝. 福島第一原子力発電所視察を終えて. 日本放射線看護学会誌. 202012; 8:40. 
 
〔症例報告〕 
 
Saito H, Tanaka I, Matsuda T. Small But Invasive Colorectal Cancer: Do Not Miss It. Journal of the Canadian 
Association of Gastroenterology. 202011; 4(6):254-258. 
 
Shimada Y, Tanimoto T, Nishimori M, Choppin A, Meir A, Ozaki A, Higuchi A, Kosaka M, Shimahara Y, 
Kitamura N. Incidental cerebral aneurysms detected by a computer-assisted detection system based on 
artificial intelligence A case series. Medicine. 202010; 99(43):e21518. 
 
Tanaka I, Hirasawa D, Saito H. A case of duodenal polyp at superior duodenal angle successfully treated by 
cap-assisted endoscopic mucosal resection. VideoGIE. 202008; 5(12):681-683. 
 
〔その他〕 
 
坪倉正治. あの日から未来へ「コロナ感染症と、福島原発事故の教訓」. 医療タイムス. 2020年4月22日号. 
 
坪倉正治. あの日から未来へ「データを１つひとつ残していくということ」. 医療タイムス. 2020年8月26日号. 
 
坪倉正治. あの日から未来へ「震災後の出来事と教訓を残す作業とは」. 医療タイムス. 2020年12月16日号. 
 
坪倉正治. 坪倉先生のいきいき健康ナビNo.9-No.17. 葛尾村広報誌『かつらお』. 2020年4月号-2020年12月号. 
 
坪倉正治. Qちゃんのつぼくら先生！放射線のこと教えてコーナー. 広報そうま. 2020年4月1日号-2020年12



 
 

－282－ 

月1日号. 
 
大葉隆. 日本診療放射線学教育学会の広報活動の充実を目指して. 診療放射線学教育学. 202012; 8:3. 
 
坪倉正治. 坪倉先生の放射線教室No.272-No.310. 福島民友新聞（毎週日曜日連載）. 202004-12. 
 
大葉隆. 10年目を迎える福島第一原発事故からの原点回帰. 放射線防護部会誌. 202010; 20(2):巻頭言. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Ohtsuru A. Methods for conducting disease monitoring in low-dose exposure condition as a counter-measures 
during a nuclear disaster. The 4rd International Symposium of the Network-type Joint Usage/Research Center 
for Radiation Disaster Medical Science; 20200212; Hiroshima. 
 
Liutsko L, Fattibene P, Monaca SD, Brescianini S, Angelis CD, Nuccetelli C, Bottollier-Depois JF, Trompier 
F, Oughton D, Tomkiv Y, Ohba T, Goto A, Laurier D, Charron S, Chumak V, Barquinero JF, Sarukhan A, 
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習会; 20200830; 会津若松. 
 
鈴木眞一. 甲状腺穿刺吸引細胞診精査基準と穿刺における臨床検査技師との連携. 第69回日本医学検査学会; 
20200905; 千葉. 
 
小野田尚佳, 杉谷巌, 伊藤研一, 鈴木眞一. UICC TNM分類第8版による甲状腺未分化癌の予後. 第32回日

本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 
 
塩功貴, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. 血漿交換療法が奏功した甲状

腺クリーゼの1例. 第32回日本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 日本内分泌外科学会雑誌. 37(増刊

1):S150. 
 
松本佳子, 塩功貴, 長谷川翔, 鈴木聡, 中野恵一, 岩舘学, 水沼廣, 鈴木眞一. 当科における甲状腺良性結節

の手術適応についての検討. 第32回日本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 
 
松本佳子, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣, 伊藤祐子, 志村浩己, 鈴木眞一. CNB
の適応と実際. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-20; Web. 
 
鈴木眞一. 甲状腺疾患の治療と最近の話題2020. 令和2年度甲状腺検査者育成事業更新講習会; 20200927; 郡山. 
 
鈴木眞一. 超音波の基礎と超音波画像診断. 令和2年度甲状腺検査者育成事業講習会; 20201004; 郡山. 
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野田勝, 立花和之進, 阿部貞彦, 星信大, 村上祐子, 阿部宣子, 吉田清香, 中村泉, 大竹徹. 福島県における

マンモグラフィ併用乳がん検診の成績. 第28回日本乳癌学会学術総会; 20201009-31; Web. 
 
鈴木眞一. 甲状腺疾患の治療と最近の話題2020. 令和2年度甲状腺検査者育成事業更新講習会; 20201108; 郡山. 
 
岩舘学, 光武範吏, 松本佳子, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 山谷幸恵, 斎藤勝治, 鈴木

眞一. 甲状腺癌におけるBRAFV600E変異検出のための免疫組織学染色の有用性について. 第63回日本甲状腺学

会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
塩功貴, 松本佳子, 尾崎章彦, 鈴木聡, 岩舘学, 鈴木眞一. 乳頭癌と髄様癌を偶発的に認めた甲状腺癌の1手

術症例. 第63回日本甲状腺学会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
松本佳子, 塩功貴, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 武藤淳, 鈴木眞一. 甲状腺クリーゼを繰り返し、ドクターヘ

リにて2度搬送されたバセドウ病の2例. 第63回日本甲状腺学会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 塩功貴, 鈴木聡, 中野恵一, 鈴木眞一. Bモード、血流、硬さの指標を用いたス

コア化解析による甲状腺濾胞性腫瘍の鑑別. 日本超音波医学会第93回学術集会; 20201201-03; Web. 
 
鈴木眞一, 松本佳子, 長谷川翔, 大河内千代,岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣. 甲状

腺結節の術前鑑別診断における shear wave elastographyの有用性. 日本超音波医学会第93回学術集会; 
20201201-03; Web. 
 
松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 鈴木眞一. 転移性甲状腺腫瘍の2例. 日本超音波医学会第

93回学術集会; 20201201-03; Web. 
 
過年業績 

 
峯勇人, 岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 岡田良, 鈴木眞一. 肝腫瘤の精査で発

見された甲状腺濾胞癌の超音波所見. 日本超音波医学会第57回東北地方会学術集会; 20190303; 仙台. 
 
佐久間芽衣, 松本佳子, 大河内千代, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 水沼廣, 福島俊彦, 大石理江子, 
五十嵐崇, 松塚崇, 鈴木悟, 鈴木眞一. 経過中に窒息を呈し救命し得た難治性バセドウ病の1例. 第31回東北甲

状腺談話会; 20190309; 仙台. 
 
岩舘学, 鈴木聡, 水沼廣, 大河内千代, 松本佳子, 中村泉, 福島俊彦, 中野恵一, 鈴木眞一. 甲状腺濾胞癌を

鑑別する分子マーカーの解析. 第119回日本外科学会定期学術集会; 20190418-20; 大阪. 
 
岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 佐藤直哉, 小船戸康英, 石亀輝英, 岡田良, 
木村隆, 見城明, 志村龍男, 丸橋繁, 鈴木眞一. 肝腫瘤の精査で発見された甲状腺濾胞癌の1例. 日本臨床外科

学会 第6回福島県支部学術集会; 20190427; 福島. 
 
東孝泰, 岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 水沼廣, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 鈴木眞一. 当科で

手術を施行した甲状腺濾胞性腫瘍287例の検討. 第92回日本内分泌学会学術総会; 20190509-11; 仙台. 日本内分
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泌学会雑誌. 95(1):395. 
 
岩舘学, 木村芝生子, 鈴木眞一. 遺伝子改変マウスを用いた甲状腺再生メカニズムの解明. 第92回日本内分泌学

会学術総会; 20190509-11; 仙台. 日本内分泌学会雑誌. 95(1):449. 
 
片方雅紀, 岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 水沼廣, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 鈴木眞一. 静脈

内腫瘍塞栓を形成した甲状腺濾胞癌の3例. 第92回日本内分泌学会学術総会; 20190509-11; 仙台. 日本内分泌学

会雑誌. 95(1):477. 
 
深井智司, 松本佳子, 大河内千代, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 水沼廣, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴
木眞一. 当科における甲状腺分化癌に対する放射性ヨウ素内用療法の経験. 第92回日本内分泌学会学術総会; 
20190509-11; 仙台. 日本内分泌学会雑誌. 95(1):478. 
 
岩舘学, 松本佳子, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. MEN2のRET変異保有未発症者に

対する予防的甲状腺全摘術の試み. 第25回日本家族性腫瘍学会学術集会; 20190614-15; 東京. 
 
山谷幸恵，岩舘学，松本佳子，長谷川翔，鈴木聡，水沼廣，橋本優子，鈴木眞一. 甲状腺濾胞性腫瘍の穿刺

吸引細胞診の検討. 第7回日本甲状腺病理学会総会学術集会; 20190713 ; 福井. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 志村浩己, 鈴木眞一. 甲状腺

嚢胞性病変の超音波画像. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺甲状腺超音波

医学. 8(4):58. 
 
松石彬, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. 他院で同定されなかった原発

性副甲状腺機能亢進症の超音波所見. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺甲

状腺超音波医学. 8(4):117. 
 
塩功貴, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. 甲状腺腫瘍との鑑別が必要で

あった軟骨腫瘍の1例. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺甲状腺超音波医

学. 8(4):143. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. 細胞診で甲状腺未分化癌が疑われた甲

状腺硝子変性組織の1例. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺甲状腺超音波

医学. 8(4):159. 
 
鈴木眞一, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦. 小児

若年者甲状腺癌片葉切除後のTSH機能の推移について. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
 
長谷川翔, 岩舘学, 松本佳子, 中野恵一, 水沼廣, 鈴木聡, 鈴木眞一. 甲状腺癌におけるCRP、好中球・リン

パ球比の検討. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
 
岩舘学, 木村芝生子, 鈴木眞一. 甲状腺幹細胞におけるNKX2-1の発現とTGF-βシグナルの役割について. 第
62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
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鈴木聡, 長谷川翔, 松本佳子, 大河内千代, 岩舘学, 中野恵一, 中村泉, 水沼廣, 鈴木眞一. 過去14年間の

当科における縦隔内甲状腺腫手術症例の検討. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
 
塩功貴, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 岡田良, 鈴木眞一. 肝腫瘤の精査で発見された甲状

腺濾胞癌の1例. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 20191010-12; 前橋. 
 
松石彬, 岩舘学, 鈴木聡, 松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 水沼廣, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴木眞

一. 当科における甲状腺分化癌に対する放射性ヨウ素内用療法の経験. 第62回日本甲状腺学会学術集会; 
20191010-12; 前橋. 
 
塩功貴, 岩舘学, 東孝泰, 松石彬, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 中野恵一, 水沼廣, 鈴木眞一. 当科で手術

を施行した甲状腺濾胞性腫瘍の検討. 第52回日本内分泌外科学会学術大会; 20191017-18; 東京. 日本内分泌外科

学会雑誌. 36(増刊):S314 . 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中村泉, 福島俊彦, 中野恵一, 鈴木眞一. 甲状腺濾胞性腫瘍

を鑑別する発現マーカーの解析. 第52回日本内分泌外科学会学術大会; 20191017-18; 東京. 日本内分泌外科学会

雑誌. 36(増刊):S320. 
 
松石彬, 岩舘学, 松本佳子, 鈴木聡, 長谷川翔, 水沼廣, 中野恵一, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴木眞

一. 当科における甲状腺分化癌に対する放射性ヨウ素内用療法. 第52回日本内分泌外科学会学術大会; 20191017-
18; 東京. 日本内分泌外科学会雑誌. 36(増刊):S353 . 
 
関野瑞希, 岩舘学, 山谷幸恵, 松本佳子, 大河内千代, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 鈴
木眞一. 甲状腺癌におけるProgrammed death-ligand 1（PD-L1）発現の検討. 第52回日本内分泌外科学会学術

大会; 20191017-18; 東京. 日本内分泌外科学会雑誌. 36(増刊):S137. 
 
塩功貴, 松本佳子, 岩舘学, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 鈴木眞一. 甲状腺中毒性周期性四肢麻痺を呈した自

律性機能性甲状腺結節の1例. 第81回日本臨床外科学会総会; 20191114-16; 高知. 日本臨床外科学会雑誌. 80(増
刊):671. 
 
山谷幸恵, 岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木理, 鈴木眞一. 免疫染色が有用で

あった甲状腺乳頭癌による癌性胸膜炎の1例. 第58回日本臨床細胞学会秋期大会; 20191116-17; 岡山. 日本臨床

細胞学会雑誌. 58(増刊2):637. 
 
〔シンポジウム〕 
 
鈴木眞一. 甲状腺用語診断基準委員会企画シンポジウム「超低リスク微小乳頭癌のアクティブサーベイランス」内

分泌外科学会のアンケート. 第44回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200405-06; 誌上. 
 
過年業績 

 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 志村浩己, 鈴木眞一. 甲状腺

疾患における shear wave elastography. 第43回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20191005-06; 福島. 乳腺

甲状腺超音波医学. 8(4):64. 
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〔特別講演〕 
 
鈴木眞一（座長）. 機能性膵消化管神経内分泌腫瘍の治療. 第2回東北GEP-NET研究会; 20200111; 仙台. 
 
鈴木眞一. 甲状腺疾患における薬物療法について. 福島県病院薬剤師会 郡山支部学術講演会; 20200115; 郡山. 
 
鈴木眞一（座長）. 甲状腺機能評価の5つのポイント. 第21回うつくしま甲状腺フォーラム; 20200221; 郡山. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 塩功貴, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. RET遺伝子変異部位からみた

MEN2手術の検討. 第32回日本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 日本内分泌外科学会雑誌. 37(増刊

1):S97. 
 
中野恵一（座長・発表者）, 佐々木英司. 「原点から飛躍へ」甲状腺 超音波ガイド下甲状腺細胞診練習のた

めのファントムの作り方と練習方法について. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-20; Web. 
 
鈴木眞一. 小児甲状腺腫瘍に関係する治療経験. 第62回日本小児血液・がん学会学術集会; 20201122; Web. 
 
過年業績 

 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 鈴木聡, 水沼廣, 鈴木眞一. 外科医の立場からみた境界病変（NIFTP, WT-
UMP）. 第52回日本内分泌外科学会学術大会; 20191017-18; 東京. 日本内分泌外科学会雑誌. 36(増刊):S239 . 
 
岩舘学, 鈴木聡, 松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 水沼廣, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴木眞一. 放射性

ヨウ素治療施設におけるバセドウ病手術の検討. 第81回日本臨床外科学会総会; 20191114-16; 高知. 日本臨床外

科学会雑誌. 80(増刊):422 . 
 
岩舘学, 木村芝生子, 鈴木眞一, 竹之下誠一. NIH留学と一期一会. 第81回日本臨床外科学会総会; 20191114-
16; 高知. 日本臨床外科学会雑誌. 80(増刊):529. 
 
〔招待講演〕 
 
Suzuki Shinichi. 日本における小児・若年者の甲状腺がん診療“Surgical treatment of pediatric thyroid cancer 
in Japan”. 第2回放射線医学県民健康管理センター国際シンポジウム; 20200203; 福島. 
 
〔その他〕 
 
鈴木眞一（座長）. 甲状腺用語診断基準委員会企画シンポジウム 超低リスク微小乳頭癌のアクティブサーベイ

ランス. 第44回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200405-06; 誌上. 
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の有効性. 第28回日本乳癌学会総会; 20201014-15; Web. 
 
徳田恵美, 佐々木駿太, 坪井洸樹, 佐藤祐太, 豊澤大地, 飯田雅史, 丹羽俊文, 佐治重衡, 林慎一. 内分泌療

法耐性乳癌細胞株の抗エストロゲン薬の感受性はPI3K経路阻害薬により回復できる. 第28回日本乳癌学会総会; 
20201014-15; Web. 
 
中山貴寛, 川口英俊, 増田慎三, 青儀健二郎, 阿南敬生, 伊藤良則, 大谷彰一郎, 金子耕司, 佐治重衡, 徳
永えり子, 中村清吾, 長谷川善枝, 藤澤知巳, 山口美樹, 山下年成, 山本豊, 森田智視, 戸井雅和, 大野真

司. 術後内分泌療法がER+HER2-進行再発乳癌の内分泌療法に及ぼす影響：JBCRG-C06サブ解析. 第28回日本

乳癌学会総会; 20201014-15; Web. 
 
松嵜正實, 片方直人, 長塚美樹, 岡野舞子, 野水整, 二瓶光博, 橋本優子, 佐治重衡. 乳癌における術前抗が

ん剤治療後の病理学的形質転換症例の検討. 第28回日本乳癌学会総会; 20201014-15; Web. 
 
増山美里, 川口英俊, 増田慎三, 中山貴寛, 青儀健二郎, 阿南敬生, 伊藤良則, 大谷彰一郎, 金子耕司, 佐
治重衡, 徳永えり子, 中村清吾, 長谷川善枝, 藤澤知巳, 山口美樹, 山下年成, 山本豊, 森田智視, 戸井雅

和, 大野真司. ホルモン陽性HER2陽性進行再発乳癌におけるフルベストラントの治療成績（JBCRG-C06 
Safari試験）の検討. 第28回日本乳癌学会総会; 20201014-15; Web. 
 
村上祐子, 杉本幸太郎, 阿部貞彦, 星信大, 野田勝, 立花和之進, 阿部宣子, 佐治重衡, 千葉英樹, 大竹徹. 
CLDN4の乳癌悪性形質増強機構の解明. 第28回日本乳癌学会総会; 20201014-15; Web. 
 
森田翠, 下村昭彦, 樋口徹, 徳田恵美, 堀本義哉, 関根克敏, 河村雪乃, 尾林紗弥香, 田口哲也. 高齢者乳癌
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における周術期化学療法の意義に関する後方視研究:多施設共同研究. 第28回日本乳癌学会総会; 20201014-15; 
Web. 
 
過年業績 
 
斎藤優美, 松浦範子, 菅野信子, 本多通孝, 河村英恭, 河野浩二, 佐瀬善一郎, 佐治重衡. 当院の大腸癌 IV
期の院内がん登録データの精度管理. 日本がん登録協議会第28回学術集会; 20190619-21;札幌. JACR 
Monograph. 25:10. 
 
河村英恭, 本多通孝, 神賀貴大, 滝口光一, 岩尾年康, 山崎繁, 武藤淳, 山下直行, 白相悟, 河野浩二, 佐
治重衡. 福島県におけるステージ IV期大腸癌の実態調査 院内がん登録と診療録の統合データの利用. 日本がん

登録協議会第28回学術集会; 20190619-21;札幌. JACR Monograph. 25:22. 
 
〔シンポジウム〕 
 
佐治重衡. 乳癌診療におけるリキッドバイオプシーの将来展望. 第4回 liquid biopsy研究会; 20200117; 東京. 
 
山田顕光, 隈丸拓, 宮田裕章, 中山可南子, 清水千佳子, 宮下美香, 本間尚子, 平成人, 遠藤格, 佐治重衡, 
澤木正孝. NCDデータを用いた本邦における高齢者進行乳癌における局所治療の実態と予後. 第120回日本外科

学会定期学術集会; 20200813; Web(横浜). 
 
Saji S, Tokuda E, Sasaki E. Prospects of Immunotherapy for Breast Cancer. 第79回日本癌学会学術総会; 
20201001; 広島/Web. 
 
佐治重衡, 徳田恵美, 佐々木栄作. 乳癌診療の新たな構築2020. 第58回日本癌治療学会学術集会; 20201023; 
Web. 
 
〔特別講演〕 
 
佐治重衡. 乳癌（初期薬物療法） 教育講演 13 応用編. 第18回日本臨床腫瘍学会学術集会(JSMO2021); 
20200301-31; Web. 
 
河村英恭, 本多通孝, 滝口光一, 神賀貴大, 斎藤賢将, 山崎繁, 武藤淳, 白相悟, 山下直行, 岩尾年康, 佐
治重衡, 河野浩二. 遠隔転移を伴う大腸癌に対する集学的治療の実際 遠隔臓器切除不能Stage IV大腸癌におけ

る原発切除の予後延長効果 多施設共同過去起点コホート研究. 第120回日本外科学会定期学術集会; 20200814; 
Web(横浜). 
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放射線災害医療学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Iyama K, Ikeda S, Inokuma T, Sato S, Yamano S, Tajima G, Hirao T, Nozaki Y, Yamashita K, Kawano H, 
Maemura K, Tasaki O. How to Safely Prevent Venous Thromboembolism in Severe Trauma Patients. 
International Heart Journal. 202009; 61(5):993-998. 
 
Iyama K, Takano Y, Takahashi T, Hasegawa A. Factors associated with the intention to participate in 
activities during a nuclear disaster situation among firefighters. Journal of Radiation Research. 202011; 
61(6):871-875. 
 
Ohba T, Ishikawa T, Nagai H, Tokonami S, Hasegawa A, Suzuki G. Reconstruction of residents' thyroid 
equivalent doses from internal radionuclides after the Fukushima Daiichi nuclear power station accident. 
Scientific Reports. 202002; 10(1):3639. 
 
Ohba T, Ishikawa T, Nagai H, Tokonami S, Hasegawa A, Suzuki G. Author Correction: Reconstruction of 
residents' thyroid equivalent doses from internal radionuclides after the Fukushima Daiichi nuclear power 
station accident. Scientific Reports. 202004; 10(1):6262. 
 
林卓哉, 真船浩介, 松田尚樹, 長谷川有史, 加藤尊秋, 神田玲子, 島田義也, 佐藤健一, 森晃爾, 立石清一

郎, 香崎正宙, 岡崎龍史. 福島第一原発作業者に対する放射線知識と不安に関する質問調査. 産業医科大学雑誌. 
202012; 42(4):339-346. 
 
安藤秀律, 竹林由武, 長谷川有史, 林田直美, 村上道夫. 福島県と静岡県の消防職員の原子力災害への準備性

とその関連要因の解明. 福島医学会雑誌. 202012; 70(3):151-159. 
 
〔総説等〕 
 
長谷川有史. 災害医療体験記（第12回） 福島第一原発事故急性期の経験 COVID-19との類似点・相違点. 救
急医学. 202009; 44(10):1324-1329. 
 
井山慶大. 【ICU治療指針 III】中毒と管理 放射線障害 急性放射線症候群（ARS）. 救急・集中治療. 
202003; 31(4):1870-1875. 
 
井山慶大. 福島リポート（第31回） 長崎から福島に移って見えてきたもの. 日本医事新報. 202003; (5002):52-
54. 
 
〔症例報告〕 
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Iyama K, Kawano H, Ando T, Ikeda S, Maemura K. Sudden onset of thyrotoxicosis induced by amiodarone 
mimicking low cardiac output syndrome in a patient with dilated cardiomyopathy. Journal of Cardiology 
Cases. 202006; 22(2):81-84. 
 
Kawano H, Iyama K, Abe K, Ishijima M, Yonekura T, Koga S, Ikeda S, Maemura K. A case of chronic 
myocarditis. Pathology International. 202010; 70(10):793-797. 
 
〔その他〕 
 
小池祐未, 上澤紀子, 橋本京子, 保坂ルミ, 栗原由美, 長谷川有史, 菅原茂耕, 織内昇. 核医学治療患者の急

変対応システム整備 多職種シミュレーションに向けて. 核医学. 202010; 57(Suppl.):S110. 
 
齋藤清, 長谷川有史. ふくしま国際医療科学センター～福島の経験をサイエンスとして展開し、世界が共有でき

る未来をめざして～. 目で見るWHO. 2020; (74):12-13. 
 
神田正輝, 井山慶大, 長谷川有史. 新開発シャツ型心電計の災害時危機対応における生体モニタリングへの応用. 
日本救急医学会雑誌. 202011; 31(11):1109. 
 
永田高志, 有嶋拓郎, 長谷川有史, 山村仁, 赤星朋比古, 廣橋伸之, 宇佐俊郎, 花田裕之, 山口芳裕, 坂本

哲也, 明石真言. 原子力災害拠点病院BCPワークショップ開発と実施. 日本救急医学会雑誌. 202011; 
31(11):1912. 
 
孔秀和, 井山慶大, 長谷川有史. 福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえた原子力災害における病院BCPの

提案. 日本診療放射線技師会雑誌. 202012; 67(12):1327. 
 

佐藤良信, 長谷川有史. 交流集会「医療職が積極的に原子力災害に関わる意識を啓発するためには？－意識に影

響を与える因子の検討－」. 日本放射線看護学会誌. 202003; 8(1):55. 
 
長谷川有史. 救急医療の視点から見た原子力災害と放射線リスク 私たちが学んだリスクの相場観. 法医学の実際

と研究. 202011; (63):179. 
 
過年業績 

 
林卓哉, 松田尚樹, 長谷川有史, 佐藤健一, 立石清一郎, 加藤尊秋, 神田玲子, 簑原里奈, 森晃爾, 岡崎龍

史. 放射線教育プログラムによる放射線業務従事者の知識向上と不安低下度の定量的解析. 産業衛生学雑誌. 
201905; 61(臨増):453. 
 

著 書・訳 書 

 
長谷川有史. 急性放射線障害. In: 福井次矢, 高木誠, 小室一成 総編集. 今日の治療指針 私はこう治療している 

2020年版. 東京: 医学書院; 202001. p.1098-1099. 
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井山慶大. 放射線障害：急性放射線症候群（ARS）. In: 岡元和文 総監修. 重症患者診療指針. 東京: 総合医学社; 
202010. p.1234-1239. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Iyama K, Ikeda S, Yonekura T, Koga S, Tsuneto A, Kawano H, Maemura K. A Novel Prophylaxis of Venous 
Thromboembolism with Routine Administration of Unfractionated Heparin after Severe Trauma. 第84回日本

循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
長谷川有史. 原子力災害後の放射線不安・関心事の経時的変化. 第25回日本災害医学会総会・学術集会; 
20200220-22; 神戸. 
 
大葉隆, 石川徹夫, 永井晴康, 長谷川有史, 深谷紀元, 鈴木元. 福島第一原発事故時の吸入による小児甲状腺

線量の分布と避難行動パターンの関連性の解析. 第76回日本放射線技術学会総会学術大会; 20200515-0614; Web. 
予稿集. 76:1327. 
 

高橋司, 井山慶大, 村上道夫, 長谷川有史. 救急救命士を目指す学生における原子力災害対応への意識とその要

因の解明. 第23回日本臨床救急医学会総会学術集会; 20200827-28; 東京. 日本臨床救急医学会雑誌. 23(3):455. 
 
井山慶大, 長谷川有史. 消防学生と消防士における、原子力災害活動に対する従事意図の実態. 第48回日本救急

医学会総会・学術集会; 20201118-20; 岐阜. 日本救急医学会雑誌. 31(11):1908. 
 
長谷川有史, 菅谷一樹, 井山慶大. 2019年度韓国原子力防災訓練参加報告：我が国の原子力防災訓練との比較か

ら. 第48回日本救急医学会総会・学術集会; 20201118-20; 岐阜. 日本救急医学会雑誌. 31(11):1910. 
 
〔招待講演〕 
 
井山慶大, 猪熊孝実, 立川温子, 上村恵理, 泉野浩生, 山野修平, 田島吾郎, 平尾朋仁, 野崎義宏, 山下和

範, 田﨑修. 外傷後静脈血栓塞栓症を安全かつ効果的に予防するための提案. 第34回日本外傷学会総会・学術集

会; 20201207-08; Web. 
 
〔その他〕 
 
Takano Y, Iyama K, Kobayashi T, Murakami M, Hasegawa A. Proposal of construction of support and support 
system in firefighting organizations from the viewpoint of group interdependence. The 4th International 
Symposium of the Network-type Joint Usage/Research Center for Radiation Disaster Medical Science; 
20200212; 広島. 
 
Yoshinaga S（Chair）, Hasegawa A（Chair）. Social impact of a radiation disaster and radiological 
protection studies:Effective mass communication on health risk. 放射線災害・医科学研究拠点第4回国際シンポ

ジウム; 20200212; 広島. 
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長谷川有史. その後の被ばく医療. ラジオNIKKEI医学講座; 20200317. 
 
長谷川有史. 2011.3.11、その時現場では：福島県立医科大学附属病院「救急医失格」. 日本放射線影響学会第63
回大会; 20201015-16; 福島. 講演要旨集. 18. 
 
長谷川有史（座長）, 高村昇（座長）. 危機時のクライシスコミュニケーション：誰が、いつ、どこで、どのよ

うに行うのか（放射線災害を中心に）. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; 福島. 
 
 
 

リハビリテーション医学講座／リハビリテーションセンター 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
藤井正純, 二村美也子. 言語に関連する解剖構造を読影する方法. 高次脳機能研究. 202006; 40(2):217-226. 
 
二村美也子. 専門医に求められる最新の知識 脳腫瘍 これであなたも「失語症」のことが話せるようになる！ 

Let's talk about"aphasia". 脳神経外科速報. 202002; 30(2):184-192. 
 
〔その他〕 
 
過年業績 

 
大井直往. 失敗から学ぶということ 心に残ったできごと－リハビリテーション科の現場から. Journal of Clinical 
Rehabilitation. 201910; 28(11):1122-1123. 
 

著 書・訳 書 

 
鈴木秀基. THA後において体幹に対する理学療法が有効であった症例. In: 対馬栄輝. 人工股関節全置換術の理学

療法 明日の臨床を変えるArt & Science. 東京: 文光堂; 202010. p.311-319. 
 
鈴木秀基. 生活指導・ホームエクササイズのパンフレット. In: 対馬栄輝. 人工股関節全置換術の理学療法 明日

の臨床を変えるArt & Science. 東京: 文光堂; 202010. p.326-344. 
 
鈴木秀基（分担執筆）. In: 木村貞治, 対馬栄輝 監修. EBPT用語集（Web）. 一般社団法人日本理学療法学会連

合; 2020. 
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研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
二村美也子. 出来ますか？ 失語症の診断 Diagnosis of aphasia, can you do it？ 国際核医学フォーラム2020; 
20200118; 湯河原町. 
 
佐藤真理, 五百川和明, 横塚美恵子, 伊橋光二, 長峯沙紀子, 鴫原和昭, 菅野和広, 大内一夫, 大井直往. 
橋中心及び橋外性髄鞘崩壊症に対するリハビリテーションの経験. 第57回日本リハビリテーション医学会学術集

会; 20200819; 京都. Japanese Journal of Rehabilitation Medicine. 57(特別):S605 
 
渡辺祐樹, 二階堂琢也, 矢吹省司, 佐藤真理, 大井直往. 術後早期のQOLと心身機能・日常生活動作能力との

関係－腰椎手術例での検討－. 第57回日本リハビリテーション医学会学術集会; 20200819; 京都. Japanese 
Journal of Rehabilitation Medicine. 57(特別):S839 
 
野村潤, 鴫原智彦, 菅野健一, 舟見敬成, 半谷智辰, 志和智美, 大井直往. 2019年台風19号に対する福島県

災害リハビリテーション推進協議会（福島JRAT）の活動報告. 第57回日本リハビリテーション医学会学術集会; 
20200820; 京都. Japanese Journal of Rehabilitation Medicine. 57(特別):S1623. 
 
二村美也子, 藤井正純, 蛭田亮, 小林俊輔, 黒見洋介, 鴫原和昭, 芥川奈央, 大井直往, 齋藤清. 楽器演奏能

力を温存して社会復帰を目指した小学校教員の1例－覚醒下手術で高次運動機能を守る我々の挑戦－. 第44回日

本神経心理学会; 20201001; Web. プログラム・予稿集. 44:98. 
 
藤井正純, 二村美也子, 鴫原和昭, 芥川奈央, 蛭田亮, 小林俊輔, 大井直往, 齋藤清. 覚醒下手術における頭

頂葉性の高次運動機能を評価するタスクの開発. 第44回日本神経心理学会; 20201001; Web. プログラム・予稿集. 
44:98. 
 
髙橋雄一, 星野大, 刑部有祐, 吉田久美, 松本貴智, 青田美穂, 今野嶺, 藤井進也, 青木俊太郎, 菅野和子, 
各務竹康, 森湧平, 和田知紘, 志賀哲也, 疋田雅之, 板垣俊太郎, 三浦至, 大井直往, 福島哲仁, 矢部博興. 
統合失調症患者におけるリズム感とミスマッチ陰性電位（mismatch negativity）の関係性の検討. 第50回日本臨

床神経生理学会学術大会; 20201126; 京都. 臨床神経生理学. 48(5):551. 
 
野村潤, 鴫原智彦, 菅野健一, 舟見敬成, 半谷智辰, 志和智美, 大井直往. 災害リハビリテーションの現場に

常時携行する福島JRATハンドブックの作成. 第4回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会; 20201120; 神
戸. 
 
過年業績 

 
二村美也子, 藤井正純, 前澤聡, 岩楯兼尚, 市川優寛, 佐久間潤, 大井直往, 齋藤清. 覚醒下手術中の皮質マ

ッピング時に語音認知障害を呈した2例－優位半球上側頭回の語音認知への関わりについて. 第21回日本ヒト脳

機能マッピング学会; 20190315; 東京. 
 
二村美也子. 言語の神経基盤 －ネットワークで考えよう－. 平成30年度福島県言語聴覚士会専門研修分科会(失
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語高次脳領域); 20190317; 郡山. 
 
二村美也子, 藤井正純, 蛭田亮, 岩楯兼尚, 市川優寛, 佐久間潤, 大井直往, 齋藤清. 覚醒下手術中の皮質マ

ッピング時に復唱障害を呈した4例 優位半球上側頭回の言語情報処理過程について考える. 第24回日本脳腫瘍

の外科学会; 20190913; 浜松. 
 
二村美也子, 藤井正純, 蛭田亮, 岩楯兼尚, 市川優寛, 佐久間潤, 大井直往, 齋藤清. 優位半球上側頭回は語

音認知処理に関わるため、復唱課題での評価が必要である. 第17回日本Awake Surgery学会; 20191012; 大阪. 
 
二村美也子, 藤井正純, 小林俊輔, 平山和美, 黒見洋介, 大井直往, 齋藤清. 『カテゴリー特異性』を呈した

連合型視覚失認をどう考えるか. 第43回日本高次脳機能障害学会; 20191126; 仙台. 高次脳機能研究. 40(1):65. 
 
〔シンポジウム〕 
 
大井直往. 2019年台風19号災害における福島JRATの活動報告. 第57回日本リハビリテーション医学会学術集

会; 20200820; 京都. Japanese Journal of Rehabilitation Medicine. 57(特別):S314. 
 
大井直往. 口腔・脳・身体の融合 そして、こころの重要性の気づき. 第12回多職種連携 医療・福祉セミナー; 
20201008; 福島. 
 
〔特別講演〕 
 
大井直往. 効果的な運動の仕方について. 石川町健康運動推進員フォローアップ講座; 20200221; 石川町. 
 
大井直往. 認知症を合併する高齢者の運動器リハビリテーションの留意点. 第57回日本リハビリテーション医学

会学術集会; 20200821; 京都. Japanese Journal of Rehabilitation Medicine. 57(特別):S406. 
 
大井直往. 健康作りの基礎基本（健康作りの取り組み方）. 三春町健康教室; 20200929; 三春町. 
 
大井直往. 身体からのフレイル予防. 第12回多職種連携 医療・福祉セミナー フレイル予防のための地域包括

ケアシリーズ; 20201008; 福島. 
 
大井直往. 他職種協働の観点から在宅の人を支援する. 南達地区地域包括ケア研修会; 20201016; 本宮. 
 
大井直往. 地域リハビリテーション・災害リハビリテーション. 福島医学会; 20201022; 福島. 
 
大井直往. がんリハビリテーションについて. 会津中央病院研修会; 20201218; 会津若松. 
 
過年業績 
 
大井直往. 地域包括ケアシステムを支えるリハビリテーション. 平成30年度地域包括ケアシステム研修会（県北

保健福祉事務所主催）; 20190122; 福島. 
 
大井直往. リハビリテーションによる疼痛マネジメント. 脳心血管病・リハビリテーションセミナー 2019; 
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20190606; 弘前. 
 
大井直往. ロコモティブシンドローム. NPOチロル浪江町講演会; 20190711; 二本松. 
 
大井直往. 認知症を合併する高齢者の運動器リハビリテーションの留意点. 秋田県リハビリテーション研究会; 
20190803; 秋田. 
 
大井直往. 地域包括ケアシステムを支えるリハビリテーション. 令和元年度伊達市地域包括システム研修会; 
20190823; 伊達. 
 
大井直往. 2019年台風19号災害における福島JRATの活動報告. 2019年地域JRAT全国研修会; 20191130; 東
京. 
 
 
 

人間科学講座 生命倫理学分野 
 
 

論  文 

 
〔その他〕 
 
藤野美都子. 藤野美都子・佐藤信行編著「憲法理論の再構築」（書籍情報）. 国際女性. 202012; (34):145. 
 
藤野美都子. 鳴子博子編著「ジェンダー・暴力・権力－水平関係から水平・垂直関係へ－」（書評）. 女性空間. 
202012; (37):127-129. 
 

著 書・訳 書 

 
末永恵子. 外地「いのち」の資料集（二）－満洲医科大学 第1巻. 金沢: 金沢文圃閣; 202011. 
 
末永恵子. 外地「いのち」の資料集（二）－満洲医科大学 第2巻. 金沢: 金沢文圃閣; 202005. 
 
末永恵子. 外地「いのち」の資料集（二）－満洲医科大学 第3巻. 金沢: 金沢文圃閣; 202005. 
 
末永恵子. 外地「いのち」の資料集（二）－満洲医科大学 第4巻. 金沢: 金沢文圃閣; 202011. 
 
末永恵子. 外地「いのち」の資料集（二）－満洲医科大学 別巻. 金沢: 金沢文圃閣; 202005. 
 
藤野美都子. 日本国憲法・戦後75年－コロナ禍のなかで日本国憲法について考える. In: 日本婦人団体連合会 編. 
ジェンダー不平等を超える「北京+25」（女性白書2020）. 東京: ほるぷ出版; 202008. p.136-140. 
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研究発表等 

 
末永恵子. 衛生学者戸田正三の欧州留学－第一次世界大戦下の軍事研究に注目して. 東北史学会山形大会; 
20201004; 山形/Web. 
 
 
 

人間科学講座 言語語学分野 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Martin P. Healing Heroes: surveying the Greek text of the Hippocratic Oath (Part II: Comments on sections 
3.i.–8ii.b.). 総合科学教育研究センター紀要. 202011; 9:1-44. 
 
 
 

自然科学講座 数理情報学分野 
 
 

著 書・訳 書 

 
 
Okada T, Fujita Y, Nagase N, Kikuchi M, Machida Y (Jointly translated). Sanpo Jojutsu: A Wasan Handbook 
of Formulas. Fukushima: self-published; 2020. 
 
 
 

自然科学講座 先端化学分野 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
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Taniguchi N. Brønsted Acid-Assisted Zinc-Catalyzed Markovnikov-Type Hydrothiolation of Alkenes Using 
Thiols. Journal of Organic Chemistry. 202005; 85(10):6528-6534. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
谷口暢一. 亜鉛触媒によるチオールを用いたアルケンのマルコフニコフ選択的ヒドロスルフェニル化. 第100回

日本化学会春季年会; 20200324; 野田. 
 
 
 

自然科学講座 分子細胞生物学分野 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Kitanishi K, Igarashi J, Matsuoka A, Unno M. Identification and Characterization of a Redox Sensor 
Phosphodiesterase from Ferrovum sp. PN-J185 Containing Bacterial Hemerythrin and HD-GYP Domains. 
Biochemistry. 202003; 59(8):983-991. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
五十嵐城太郎, 松岡有樹. 魚類ホキ・ミオグロビンのX線結晶構造解析. 第93回日本生化学会大会; 20200914-
16; Web. 
 
五十嵐城太郎, 松岡有樹. ホキ・ミオグロビンのX線結晶構造解析. 日本動物学会2020年度東北支部大会; 
20201206; Web. 
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自然科学講座 数理物質科学分野 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hiraki KI, Takahashi T, Akiba H, Nishio Y, Zhou B. Microscopic observation of π spin polarization by d 
localized spin in λ type bets based organic superconductors. Crystals. 202011; 10(11):1055. 
 
Hiraki K, Takahashi M, Takahashi T, Hasegawa T, Kondo R, Kagoshima S. Spin Dynamics in the Mixed 
Stack Charge Transfer Complex, (BEDO-TTF)(Cl2TCNQ). Journal of the Physical Society of Japan. 202007; 
89(7):074706. 
 
Sari DP, Rui N, Hiraki KI, Nakano T, Hagiwara M, Nozue Y, Kusakawa T, Hori A, Watanabe I, Ishii Y. 
Anisotropy of lower critical field in organic layered superconductor λ-(Bets)2gacl4. Key Engineering Materials. 
202008; 860:137-141. 
 
〔その他〕 
 
開康一. 新著紹介「共鳴型磁気測定の基礎と応用」北岡良雄著 内田老鶴圃. 日本物理学会誌. 202003; 75(3):177-
178. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Dita PS, Retno A, Hiraki K, Nakano T, Nozue Y, Hillier A, Ishii Y, Watanabe I. Distortion of Nodal Lines in 
the Superconducting Gap Symmetry of Organic Superconductor lambda-(BETS)2GaCl4. 日本物理学会第75回

年次大会; 20200316-19; Web. 
 
関根孝彦, 岸田直也, 須波圭史, 宮川和也, 開康一, 加藤礼三, 鹿野田一司. α-(BETS)2I3における伝導面

平行磁場下13C NMR研究. 日本物理学会第75回年次大会; 20200316-19; Web. 
 
澤博, 鬼頭俊介, 圓谷貴夫, 開康一, 中村敏和. α-(BETS)2I3の電子状態のX 線回折および第一原理計算によ

る解析. 日本物理学会第75回年次大会; 20200316-19; Web. 
 
開康一. 実験から. 科研費合同研究会「分子性導体でみられる異常軌道磁化率の研究会」; 20200729; Web. 
 
圓谷貴夫, 鬼頭俊介, 澤端日華瑠, 石井史之, 鈴村順三, 開康一, 中村敏和, 澤博. 擬2次元分子性導体α-
(BETS)2I3の常圧下におけるディラックバンド分散とスピン軌道相互作用の効果. 日本物理学会2020年度秋季大
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会; 20200909-12; Web. 
 
 
 

生体物質研究部門 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Takasumi M, Omori T, Machida T, Ishida Y, Hayashi M, Suzuki T, Homma Y, Endo Y, Takahashi M, Ohira 
H, Fujita T, Sekine H. A novel complement inhibitor sMAP-FH targeting both the lectin and alternative 
complement pathways. FASEB Journal. 202005; 34(5):6598-6612. 
 
Shakespear N, Ogura M, Yamaki J, Homma Y. Astrocyte-Derived Exosomal microRNA miR-200a-3p 
Prevents MPP+-Induced Apoptotic Cell Death Through Down-Regulation of MKK4. Neurochemical Research. 
202005; 45(5):1020-1033. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Homma MK, Hashimoto Y, Nomizu T, Homma Y. Nuclear localization of protein kinase CK2 as a prognostic 
factor for breast cancer. The 79th Annual Meeting of Japan Cancer Association; 20201001-31; 広島/Web. 
 
長塚美樹, 野水整, 岡野舞子, 大河内千代, 松嵜正實, 片方直人, 二瓶光博, 喜古雄一郎, 橋本優子, 本間

美和子. 乳癌における新規予後規定因子CK2の検討. 日本乳癌学会学術総会; 20201009-31; Web. 
 
 
 

細胞科学研究部門 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Kashiwazaki J, Nakamura K, Hara Y, Harada R, Wada I, Kanemitsu K. Evaluation of the Cytotoxicity of 
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Various Hand Disinfectants and Ozonated Water to Human Keratinocytes in a Cultured Epidermal Model. 
Advances in Skin & Wound Care. 202006; 33(6):313-318. 
 
Matsui Y, Hirata Y, Wada I, Hosokawa N. Visualization of Procollagen IV Reveals ER-to-Golgi Transport by 
ERGIC-independent Carriers. Cell Structure and Function. 202007; 45(2):107-119. 
 
Inoue N, Saito T, Wada I. Unveiling a novel function of CD9 in surface compartmentalization of oocytes. 
Development. 202008; 147(15):dev189985. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Saito T, Wada I, Inoue N. Sperm IZUMO1 dependent gamete fusion influences male fertility in mice. 
Fertilization and Activation of Development /Gordon Research Conference; 20200728-0802; Holderness, US. 
 
Noda Y, Arai S, Wada I, Yoda K. Efficient ER Exit of Mnn4 Is Dependent on Both Svp26 and Mnn6 in 
Saccharomyces cerevisiae. Yeast 2019; 20200818-22; Goteborg, Sweden. 
 
齋藤貴子, 和田郁夫, 井上直和. Izumo1遺伝子の選択的スプライシングによってマウスの配偶子融合は保証され

る. 日本動物学会 第90回; 20200912-14; 大阪. 
 
Kuiper BP, Hanafusa K, Hosokawa N, Wada I. Photon counting multiple histograms (PCMH) analysis of the 
ERdj3-SDF2L1 complex. 日本分子生物学会年会; 20201203; Web. 
 
 
 

生体機能研究部門 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hayashi T, Akikawa R, Kawasaki K, Egawa J, Minamimoto T, Kobayashi K, Kato S, Hori Y, Nagai Y, Iijima 
A, Someya T, Hasegawa I. Macaques Exhibit Implicit Gaze Bias Anticipating Others' False-Belief-Driven 
Actions via Medial Prefrontal Cortex. Cell Reports. 202003; 30(13):4433-4444. 
 
Sakayori N, Katakura M, Hamazaki K, Higuchi O, Fujii K, Fukabori R, Iguchi Y, Setogawa S, Takao K, 
Miyazawa T, Arita M, Kobayashi K. Maternal dietary imbalance between omega-6 and omega-3 fatty acids 
triggers the offspring's overeating in mice. Communications Biology. 202008; 3(1):473. 
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Lin Z, Nishikawa H, Iguchi Y, Iwanami A, Kikuchi M, Toda S. Sustaining temporal attention prevents habit 
expression during operant learning in rats. Scientific Reports. 202006; 10(1):10303. 
 
Fukabori R, Iguchi Y, Kato S, Takahashi K, Eifuku S, Tsuji S, Hazama A, Uchigashima M, Watanabe M, 
Mizuma H, Cui Y, Onoe H, Hikishima K, Yasoshima Y, Osanai M, Inagaki R, FukunagaK, Nishijo T, 
Momiyama T, Benton R, Kobayashi K. Enhanced retrieval of taste associative memory by chemogenetic 
activation of locus coeruleus norepinephrine neurons. Journal of Neuroscience. 202010; 40(43):8367-8385. 
 
Brebner LS, Ziminski JJ, Margetts-Smith G, Sieburg MC, Reeve HM, Nowotny T, Hirrlinger J, Heintz TG, 
Lagnado L, Kato S, Kobayashi K, Ramsey LA, Hall CN, Crombag HS, Koya E. The Emergence of a Stable 
Neuronal Ensemble from a Wider Pool of Activated Neurons in the Dorsal Medial Prefrontal Cortex during 
Appetitive Learning in Mice. Journal of Neuroscience. 202001; 40(2):395-410. 
 
 
 

放射性同位元素研究施設 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Takasumi M, Omori T, Machida T, Ishida Y, Hayashi M, Suzuki T, Homma Y, Endo Y, Takahashi M, Ohira 
H, Fujita T, Sekine H. A novel complement inhibitor sMAP-FH targeting both the lectin and alternative 
complement pathways. FASEB Journal. 202005; 34(5):6598-6612. 
 
Murakami-Sekimata A, Sekimata M, Sato N, Hayasaka Y, Nakano A. Deletion of PIN4 Suppresses the 
Protein Transport Defects Caused by sec12-4 Mutation in Saccharomyces cerevisiae. Microbial Physiology. 
2020; 30(1-6):25-35. 
 
 
 

実験動物研究施設 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
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Tominaga T, Yamazaki S, Fukuma S, Goto R, Sekiguchi M, Otani K, Iwabuchi M, Shirado O, Fukuhara S, 
Konno S. Association between single limb standing test results and healthcare costs among community-
dwelling older adults. Archives of Gerontology and Geriatrics. 202001; 92:104256. 
 
Sato R, Sekiguchi M, Konno S. Acetaminophen combined with tramadol is more effective than 
acetaminophen or tramadol to reduce neuropathic root pain: an experimental study with application of nucleus 
pulposus in a rat model. European Spine Journal. 202001; 29(1):169-178. 
 
Yomogida S, Sekiguchi M, Konno S. Involvement between social defeat stress and pain related behavior in a 
rat lumbar disk herniation model. European Spine Journal. 202010; 29(10):2431-2440. 
 
Suzuki T, Nishiyama K, Kawata K, Sugimoto K, Isome M, Suzuki S, Nozawa R, Ichikawa Y, Watanabe Y, 
Suzutani T. Effect of the lactococcus lactis 11/19-B1 strain on atopic dermatitis in a clinical test and mouse 
model. Nutrients. 202003; 12(3):763. 
 
大瀧遥, 大谷晃司, 関口美穂, 紺野愼一. MRIによる頸椎椎間板変性の評価－腰椎と頸椎の分類法の比較－. 
Journal of Spine Research. 202006; 11(6):890-896. 
 
〔総説等〕 
 
関口美穂, 紺野愼一. 腰痛の新しい画像診断の取り組み 脳イメージングによる腰痛の可視化. Pharma Medica. 
202001; 38(1):55-59. 
 

著 書・訳 書 

 
関口美穂, 紺野愼一. 慢性疼痛の治療 薬物療法：①疼痛治療薬. In: 牛田享宏, 福井聖, 川﨑元敬. 慢性疼痛ケー

スカンファレンス 痛みにチームでアプローチ！ 東京: メジカルビュー社; 202004. p.54-58. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
大谷晃司, 紺野愼一, 関口美穂, 小野玲. ロコモティブシンドロームと認知機能との関係. 第93回日本整形外

科学会学術総会; 20200521-24; Web(福岡). 
 
伏見友希, 大谷晃司, 中村正隆, 関口美穂, 紺野愼一. MRI横断像を用いた腰椎所見の判定評価－評価別の検

者内／検者間信頼性の検討－. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200521-24; Web(福岡). 
 
小澤和典, 山本裕子, 関口美穂, 片平清昭. ラットポリオーマウイルス2抗体検出のためのELISA構築とラッ

ト血中の抗体検査. 第67回日本実験動物学会総会; 20200523-25; 誌上. 
 
Nakamura M, Otani K, Sekiguchi M, Konno S. The significant of the fat infiltration rate of paraspinal muscle 
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in exercise induced low back pain. 第117回東北整形災害外科学会; 20200626-27; Web(山形). 
 
大瀧遥, 関口美穂, 大谷晃司, 紺野愼一. 頚椎椎間板変性のMRIによる評価と疼痛の関連. 第49回日本脊椎脊

髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸/Web. 
 
寒竹司, 紺野愼一, 川上守, 関口美穂, 橋爪洋, 金山雅弘, 金森昌彦, 紺野昇, 竹内大作, 佐藤公昭, 福井

充, 田口敏彦. Grade1の単一椎間腰椎変性すべり症に対する手術術式の比較－患者立脚型評価を用いた多施設前

向き研究－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸/Web. 
 
中村正隆, 大谷晃司, 関口美穂, 紺野愼一. 傍脊柱筋の退行性変化と脊椎圧迫骨折、腰痛性間欠跛行との関係. 
第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸/Web. 
 
渡邉剛広, 大谷晃司, 大瀧遥, 関口美穂, 紺野愼一. 腰椎MRIにおける腰椎椎間板変性と腰痛との関係－南会

津スタディーより－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸/Web. 
 
渡邉剛広, 大谷晃司, 大瀧遥, 関口美穂, 紺野愼一. 腰痛および腰痛特異的機能障害とMRI画像におけるシュ

モール結節との関係. 第69回東日本整形災害外科学会; 20200918-19; Web(軽井沢). 
 
〔シンポジウム〕 
 
関口美穂, 紺野愼一. 脳機能的MRI（fMRI）を用いた腰痛診断 －有用性と課題－. 第28回日本腰痛学会; 
20201030; 札幌. 
 
〔特別講演〕 
 
関口美穂. 脊椎疾患の痛みを考える~病態と評価からの治療選択〜. いわき疼痛セミナー; 20200217; いわき. 
 
 
 

災害公衆衛生看護学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Yamada C, Tsedendamba B, Shajbalidir A, Horiuchi T, Suenaga K, Gun-Aajav M, Enkhgerel N, Palam E. A 
Global Collaboration for Community-Based Disaster Preparation and Health Promotion: Fukushima to 
Zuunbayan in Mongolia. Disaster Medicine and Public Health Preparedness. 20201119; doi: 
10.1017/dmp.2020.290. 
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研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
山田智恵里, Tsedendamba B, Shajbalidir A, 末永カツ子, 堀内輝子, Palam E. モンゴル国ズーンバヤン地区

住民によるアセスメント：災害や緊急事態発生の可能性と対応能力. 日本国際看護学会第4回学術集会; 20201122; 
Web. 日本国際看護学会誌. 4(1):32. 
 
 
 

国際被ばく公衆衛生看護学講座 
 
 

論  文 

 
〔総説等〕 
 
Yamada C, Tsedendamba B, Shajbalidir A, Horiuchi T, Suenaga K, Gun-Aajav M, Enkhgerel N, Palam E. A 
Global Collaboration for Community-Based Disaster Preparation and Health Promotion: Fukushima to 
Zuunbayan in Mongolia. Disaster Medicine and Public Health Preparedness. 20201119; doi: 
10.1017/dmp.2020.290. 
 
〔研究報告書〕 
 
千葉靖子, 山田智惠里. 被災3県の訪問看護ステーションにおける東日本大震災前後の災害の備え. 日本災害看

護学会誌. 202005; 21(3):42-51. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
山田智恵里, Tsedendamba B, Shajbalidir A, 末永カツ子, 堀内輝子, Palam E. モンゴル国ズーンバヤン地区

住民によるアセスメント：災害や緊急事態発生の可能性と対応能力. 日本国際看護学会第4回学術集会; 20201122; 
Web. 日本国際看護学会誌. 4(1):32. 
 
山田智惠里, 長嶺めぐみ, 大植崇, 森淑江. 海外の基礎看護教育課程における国際看護学とは－文献レビュ－. 
日本国際看護学会第4回学術集会; 20201122; Web. 日本国際看護学会誌. 4(1):42. 
 
森淑江, 長嶺めぐみ, 山田智惠里, 大植崇. 国際看護学に関する教科書の構成要素. 日本国際看護学会第4回学

術集会; 20201122; Web. 日本国際看護学会誌. 4(1):43. 
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長嶺めぐみ, 大植崇, 山田智惠里, 森淑江. 日本における国際看護学教育で強化及び補完が必要な分野に関する

文献検討. 日本国際看護学会第4回学術集会; 20201122; Web. 日本国際看護学会誌. 4(1):44. 
 
 
 

生体機能イメージング講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Toyohara J, Harada N, Kakiuchi T, Ohba H, Kanazawa M, Tago T, Sakata M, Ishiwata K. Synthesis and 
evaluation of N-isopropyl-p-[11C]methylamphetamine as a novel cerebral blood flow tracer for positron 
emission tomography. EJNMMI Research. 202010; 10(1):115. 
 
 
 

多発性硬化症治療学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Tsymala I, Nigritinou M, Zeka B, Schulz R, Niederschick F, Matković M, Bauer IJ, Szalay M, Schanda K, 
Lerch M, Misu T, Fujihara K, Bennett JL, Dahle C, Pache F, Rommer P, Leutmezer F, Illes Z, Leite MI, 
Palace J, Scholze P, Reindl M, Lassmann H, Bradl M. Induction of aquaporin 4-reactive antibodies in Lewis 
rats immunized with aquaporin 4 mimotopes. Acta Neuropathologica Communications. 202004; 8(1):49. 
 
Akaishi T, Takshita T, Himori N, Takahashi T, Misu T, Ogawa R, Kaneko K, Fujimori J, Abe M, Ishii T, 
Fujihara K, Aoki M, Nakazawa T, Nakashima I. Rapid administration of high-dose intravenous 
methylprednisolone improves visual outcomes after optic neuritis in patients with AQP4-IgG-positive NMOSD. 
Frontiers in Neurology. 202009; 11:932. 
 
Akaishi T, Takahashi T, Fujihara K, Misu T, Abe M, Ishii T, Aoki M, Nakashima I. Risk factors of attacks in 
neuromyelitis optica spectrum disorders. Journal of Neuroimmunology. 202006; 343:577236. 
 
Akaishi T, Fujimori J, Takahashi T, Misu T, Takai Y, Nishiyama S, Kaneko K, Ogawa R, Abe M, Ishii T, Aoki 
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M, Fujihara K, Nakashima I. Seasonal variation of onset in patients with anti-aquaporin-4 antibodies and anti-
myelin oligodendrocyte glycoprotein antibody. Journal of Neuroimmunology. 202012; 349:577431. 
 
Whittam DH, Karthikeayan V, Gibbons E, Kneen R, Chandratre S, Ciccarelli O, Hacohen Y, de Seze J, 
Deiva K, Hintz en RQ, Wildemann B, Jarius S, Kleiter I, Rostasy K, Huppke P, Hemmer B, Paul F, Aktas 
O, Pröbstel AK, Arrambide G, Tintore M, Amato MP, Nosadini M, Mancardi MM, Capobianco M, Illes Z, 
Siva A, Altintas A, Akman-Demir G, Pandit L, Apiwattankul M, Hor JY, Viswanathan S, Qiu W, Kim HJ, 
Nakashima I, Fujihara K, Ramanathan S, Dale RC, Boggild M, Broadley S, Lana-Peixoto MA, Sato DK, 
Tenembaum S, Cabre P, Wingerchuk DM, Weinshenker BG, Greenberg B, Matiello M, Klawiter EC, 
Bennett JL, Wallach AI, Kister I, Banwell BL, Traboulsee A, Pohl D, Palace J, Leite MI, Levy M, Marignier 
R, Solomon T, Lim M, Huda S, Jacob A. Treatment of MOG Antibody Associated Disorders: Results of an 
International Survey. Journal of Neurology. 202012; 267(12):3565-3577. 
 
Whittam DH, Cobo-Calvo A, Chiriboga ASL, Pardo S, Gornall M, Cicconi S, Brandt A, Berek K, Berger T, 
Jelcic I, Gombolay G, Oliveira LM, Callegaro D, Kaneko K, Misu T, Capobianco M, Gibbons E, 
Karthikeayan V, Brochet B, Audoin R, Mathey G, Laplaud D, Thouvenot F, Cohen M, Tourbah A, Maillart E, 
Ciron J, Deschamps R, Biotti D, Rostasy K, Neuteboom R, Hemingway C, Forsyth R, Matiello M, Webb S, 
Hunt D, Murray K, Hacohen Y, Lim M, Leite MI, Palace J, Solomon T, Lutterotti A, Fujihara K, Nakashima I, 
Bennett J, Pandit L, Chitnis T, Weinshenker BG, Wildemann B, Sato DK, Kim SH, Huda S, Kim HJ, Reindl 
M, Levy M, Jarius S, Tenembaum S, Paul F, Pittock S, Marignier R, Jacob A. Treatment of MOG-IgG-
associated disorder with rituximab: an international study of 121 patients. Multiple Sclerosis and Related 
Disorders. 202009; 44:102251. 
 
Akaishi T, Takahashi T, Fujihara K, Misu T, Nishiyama S, Takai Y, Fujimori J, Abe M, Ishii T, Aoki M, 
Nakashima I. Impact of intrathecal IgG synthesis on neurological disability in patients with multiple sclerosis. 
Multiple Sclerosis and Related Disorders. 202010; 45:102382. 
 
Fujimori J, MD, Uryu K, Fujihara K, Wattjes MP, Suzuki C, Nakashima I. Measurements of corpus callosum 
index and fractional anisotropy of the corpus callosum with their cutoffs are useful to comprehend global brain 
volume loss in multiple sclerosis. Multiple Sclerosis and Related Disorders. 202010; 45:102388. 
 
Akaishi T, Takahashi T, Fujihara K, Abe M, Ishii T, Aoki M, Nakashima I, Misu T, Mugikura S. Number of 
MRI T1-hypointensity corrected by T2/FLAIR lesion volume indicates clinical severity in patients with 
multiple sclerosis. PLOS ONE. 202004; 15(4):e0231225. 
 
Akaishi T, Takahashi T, Misu T, Abe M, Ishii T, Fujimori J, Aoki M, Fujihara K, Nakashima I. Progressive 
patterns of neurological disability in multiple sclerosis and neuromyelitis optica spectrum disorders. Scientific 
Reports. 202008; 10(1):13890. 
 
〔総説等〕 
 
Misu T, Takai Y, Takahashi T, Nakashima I, Fujihara K, Aoki M. Perivenous demyelination: association with 
anti-myelin oligodendrocyte glycoprotein. Clinical and Experimental Neuroimmunology. 202003; 11(Suppl. 
1):22-27. 
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Kaneko K, Takahahi T, Misu T, Nakashima I, Fujihara K. Myelin oligodendrocyte glycoprotein 
immunoglobulin G-associated disease. Clinical and Experimental Neuroimmunology. 202003; 11(Suppl. 1):28-
33. 
 
Fujihara K, Cook LJ. Neuromyelitis optica spectrum disorders and myelin oligodendrocyte glycoprotein 
antibody-associated disease: current topics. Current Opinion in Neurology. 202006; 33(3):300-308. 
 
Hor JY, Asgari N, Nakashima I, Broadley SA, Leite MI, Kissani N, Jacob A, Marignier R, Weinshenker BG, 
Paul F, Pittock SJ, Palace J, Wingerchuk DM, Behne JM, Yeaman MR, Fujihara K; The Guthy-Jackson 
Charitable Foundation International Clinical Consortium for NMOSD. Epidemiology of neuromyelitis optica 
spectrum disorder and its prevalence and incidence worldwide. Frontiers in Neurology. 202006; 11:501. 
 
Fujihara K, Bennett JL, de Seze J, Haramura M, Kleiter I, Weinshenker BG, Kang D, Mughal T, Yamamura 
T. Interleukin-6 in neuromyelitis optica spectrum disorder pathophysiology. Neurology Neuroimmunology & 
Neuroinflammation. 202008; 7(5):e841. 
 

研究発表等 

 

〔招待講演〕 
 
Fujihara K. There are cognitive deficits in non-brain NMOSD, NO (Controversies debate). European NMO 
Meeting 2020; 20200214; Berlin, Germany. 
 
Fujihara K. Expert Talk 2: NMOSD and MOGAD: recent developments and challenges. AGRIM 
Neuroimunology Webinar Series; 20200708; Web. 
 
Fujihara K. NMOSD (Virtual module 1). Pre-ACTRIMS-ECTRIMS joint virtual meeting; 20200909; Web.  
 
Fujihara K. The treatment of NMOSD: a new era of choice (Teaching Course: Neuromyelitis optica and related 
syndromes: tackling the challenges). MSVirtual2020 (8th Joint ACTRIMS-ECTRIMS Meeting); 20200911; 
Web. 
 
Fujihara K. Does early detection reduce the burden of NMOSD? touchSATELLITE SYMPOSIUM (Seeing a 
difference in Neuromyelitis Optica Spectrum Disorder: Integrating novel strategies into care) at 
MSVirtual2020, (8th Joint ACTRIMS-ECTRIMS Meeting); 20200913; Web. 
 
Fujihara K. Neuromyelitis Optica Spectrum Disorders (NMOSD): pathophysiological and clinical aspects. 
European Charcot Foundation Symposium (Recent developments in Diagnosis and Treatment of CNS 
Demyelinating Diseases) in Chinese Medical Network of Neuroinflammation (CMNN) and Annual congress of 
Chinese Medical Society (Neurology); 20200918; Web. 
 
Fujihara K. Therapy of NMOSD (CTRIMS Session). Virtual Brazilian Committee for Treatment and Research 
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in Multiple Sclerosis (BCTRIMS) 2020 (21st Annual Meeting); 20201015; Web. 
 
Fujihara K. Pathology and Pathophysiology of NMOSD (NMOSD: Part 1). Virtual Brazilian Committee for 
Treatment and Research in Multiple Sclerosis (BCTRIMS) 2020 (21st Annual Meeting); 20201016; Web. 
 
Fujihara K. (NMO Symposium: Neuromyelitis spectrum disorders: Recognition to approved treatment in two 
decades), NMOSD) Evolution of the current concept. 14th World Congress on Controversies in Neurology 
(CONy); 20201130; Web. 
 
Fujihara K. Biomarkers and Update on Treatment of NMOSD. Indonesia Neuromyelitis Optica Spectrum 
Disorders (NMOSD). Class: A Class Program for Neurology Residents; 20201206; Web. 
 
 
 

外傷再建学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hakozaki M, Kawakami R, Sasaki N, Toshiki N, Kaneuchi Y, Yamada H, Konno S. Salvage Reconstruction 
with the Masquelet Technique Following Wide Resection for Chondrosarcoma of the Proximal Femoral 
Metaphysis: A Case Report. In Vivo. 202011; 34(6):3495-3501. 
 
箕田行秀, 伊藤雅之, 岩切健太郎, 内山勝文, 川崎雅史, 神田章男, 神野哲也, 洲鎌亮, 千葉大介, 長谷川

正裕, 藤代高明, 宮武和正. ポータブルナビゲーションシステムを用いた仰臥位THA. 関節外科. 202006; 
39(6):642-651. 
 
畑下智, 伊藤雅之, 佐藤俊介, 増子遼介, 水野洋佑, 髙橋洋二郎, 新田夢鷹, 川上亮一, 紺野愼一, 江尻荘

一. 当科プロトコルで治療した下肢Gustilo分類 type III開放骨折の治療成績. 骨折. 202001; 42(1):279-285. 
 
増子遼介, 伊藤雅之, 畑下智, 佐藤俊介, 水野洋佑, 紺野愼一. 大腿骨転子下骨折に対する small plateを用い

た先行固定法. 骨折. 202003; 42(2):555-560. 
 
水野洋佑, 畑下智, 伊藤雅之, 鈴木敏之, 増子遼介, 佐藤俊介. 外傷再建センター専属麻酔医導入により大腿

骨近位部骨折治療はどう変わるか？ 赴任前と赴任後の比較検討. 骨折. 202005; 42(3):864-868. 
 
髙橋洋二郎, 畑下智, 伊藤雅之, 新田夢鷹. 高齢者に対する大腿骨逆行性髄内釘の問題 髄内釘先端部で大腿骨

転子骨折を生じた2例. 骨折. 202008; 42(4):1303-1308. 
 
佐藤俊介, 畑下智, 増子遼介, 水野洋佑, 伊藤雅之, 紺野愼一. 大腿骨複合骨折に対する新分類と治療方針の
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検討. 骨折. 202008; 42(4):1346-1351. 
 
畑下智, 伊藤雅之, 佐藤俊介, 増子遼介, 水野洋佑, 川上亮一, 紺野愼一, 朝熊英也. 小児大腿骨骨幹部骨折

の長期経過 牽引治療では回旋変形と加速成長に注意が必要である. 骨折. 202008; 42(4):1371-1379. 
 
増子遼介, 畑下智, 伊藤雅之, 佐藤俊介, 水野洋佑. 鎖骨骨折部より遠位で腋窩動脈損傷を生じた1例. 東北整

形災害外科学会雑誌. 202006; 63(1):41-45. 
 
畑下智, 川上亮一, 江尻荘一, 伊藤雅之, 紺野愼一. 急性期の外傷性四肢軟部組織欠損に対する有茎皮弁の適

応. 日本マイクロサージャリー学会会誌. 202012; 33(4):198-206. 
 
亀田拓哉, 江尻荘一, 横田武尊, 佐々木信幸, 川上亮一, 紺野愼一. 舟状骨偽関節に対する遊離腸骨移植と血

管柄付き第2中手骨基部骨移植術（牧野法）の併用によるDISI矯正効果の検討. 日本手外科学会雑誌. 202004; 
36(6):901-905. 
 
畑下智, 伊藤雅之, 佐藤俊介. 四肢骨折症例に対する初期創外固定と内固定への conversion. 日本創外固定・骨

延長学会雑誌. 202003; 31:35-40. 
 
佐藤俊介, 畑下智, 伊藤雅之. 超高齢者のPilon骨折に対する段階的MATILDA法 1例報告. 日本創外固定・

骨延長学会雑誌. 202006; 31:139-145. 
 
〔症例報告〕 
 
増子遼介, 伊藤雅之, 畑下智, 佐藤俊介, 水野洋佑, 紺野愼一. 大腿骨転子下骨折に対する small plateを用い

た先行固定法. 骨折. 202003; 42(2):555-560. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Ito M, Shinden Y, Mashiko R, Sakai Y. Acetabular Fracture and Hip Arthroscopy. 2nd Annual Congress of 
Asia Society of Hip Arthroscopy & Preservation; 20200404-05; Kitakyushu. 
 
畑下智, 伊藤雅之, 佐藤俊介, 増子遼介, 水野洋佑, 川上亮一, 紺野愼一. 上腕遠位関節内骨折と上腕近位部

骨折を合併した重症肘関節外傷の治療. 第32回日本肘関節学術集会; 20200207-08; 奈良. 日本肘関節学会雑誌. 
27(1):S72. 
 
青田恵郎, 大橋寛憲, 山岸栄紀, 新田夢鷹, 菊池一郎, 荒文博, 紺野愼一. 若年者末期股関節症に対するTHA
の長期成績. 第50回日本人工関節学会; 20200221-22; 福岡. 
 
箕田行秀, 伊藤雅之, 岩切健太郎, 内山勝文, 川崎雅史, 神田章男, 神田哲也, 洲鎌亮, 千葉大介, 長谷川

正裕, 藤代高明. THAにおける仰臥位ポータブルナビゲーションシステムの精度評価－CTを用いた多施設前向

き研究. 第50回日本人工関節学会; 20200221-22; 福岡. 
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佐藤法義, 大橋寛憲, 山岸栄紀, 新田夢鷹, 紺野愼一. 外閉鎖筋温存法による後方アプローチTHAの成績. 第
50回日本人工関節学会; 20200221-22; 福岡. 
 
普久原朝海, 伊藤雅之, 遠藤直人. 高齢化社会における四肢脆弱性骨折の治療戦略 高齢者骨盤輪骨折の問題点

と治療戦略. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 日本整形外科学会雑誌. 94(2):S417. 
 
青田恵郎, 山岸栄紀, 新田夢鷹, 紺野愼一, 大橋寛憲, 佐藤法義, 荒文博. DSA（Direct superior approach）
によるTHAの短期成績. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
新田夢鷹, 青田恵郎, 大橋寛憲, 荒文博, 山岸栄紀, 佐藤法義, 紺野愼一. 高度の患側上骨盤側傾を有する

THAの骨盤側傾改善因子の検討. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
平井亨, 畑下智, 菅谷岳広, 須藤洋輔, 川前恵史, 伊藤雅之. 橈骨遠位端骨折に合併した尺骨遠位端骨折が術

後機能に与える影響. 第63回日本手外科学会学術集会; 20200625-0817; Web. 日本手外科学会雑誌. 37(1):O24-4. 
 
佐藤俊介, 畑下智, 伊藤雅之. 超音波エコーによる指動脈中節部横連合枝の位置の検討. 第63回日本手外科学会

学術集会; 20200625-0817; Web. 日本手外科学会雑誌. 37(1):O40-2. 
 
畑下智, 古月顕宗, 坂本和陽, 江尻荘一, 川上亮一, 高橋洋子, 小林一貴, 亀田拓哉, 平井亨, 紺野愼一. 
遠位橈尺関節症に伴う伸筋腱皮下断裂を反対側にも発症した症例の検討. 第63回日本手外科学会学術集会; 
20200625-0817; Web. 日本手外科学会雑誌. 37(1):P48-5. 
 
菅谷岳広, 伊藤雅之, 畑下智, 井樋栄二. 超高齢者の大腿骨近位部骨折 治療法の選択 大腿骨転子部骨折に対

する一期的人工骨頭挿入術. 第117回東北整形災害外科学会; 20200626-27; 山形. 東北整形災害外科学会雑誌. 
64(1):121. 
 
畑下智, 伊藤雅之, 川上亮一, 佐藤俊介, 須藤洋輔, 渡邉剛広, 新田夢鷹, 三澤友誉. 整形外科重度外傷への

アプローチと外傷医育成 自身の重度四肢外傷専門家への道のりから今後の整形外傷教育体制を考察する. 第117
回東北整形災害外科学会; 20200626-27; 山形. 東北整形災害外科学会雑誌. 64(1):125-126. 
 
佐藤俊介, 伊藤雅之, 畑下智, 島﨑睦. 関節鏡視下に内固定したHoffa骨折の1例. 第117回東北整形災害外科

学会; 20200626-27; 山形. 東北整形災害外科学会雑誌. 64(1):155. 
 
小林一貴, 佐々木信幸, 亀田拓哉, 利木成広, 畑下智, 川上亮一, 紺野愼一. 橈骨遠位端関節内粉砕骨折に対

するプレート固定の工夫. 第117回東北整形災害外科学会; 20200626-27; 山形. 
 
佐藤俊介, 伊藤雅之, 畑下智, 鈴木敏之, 紺野愼一. 当センターにおける超高齢者の大腿骨近位部骨折の治療. 
第117回東北整形災害外科学会; 20200626-27; 山形. 
 
川前恵史, 畑下智, 伊藤雅之, 菅谷岳広, 平井亨, 須藤洋輔, 紺野愼一. 初期創外固定ピン刺入部とプレート

のoverlapは術後深部感染の原因となるか？ 第33回日本創外固定・骨延長学会; 20200903-15; Web. 
 
畑下智, 佐藤俊介, 増子遼介, 水野洋佑, 川前恵史, 伊藤雅之. 足関節の一時的創外固定における，新しい踵



 
 

－330－ 

骨 cross pin挿入法. 第33回日本創外固定・骨延長学会; 20200903-15; Web. 
 
川前恵史, 畑下智, 伊藤雅之, 菅谷岳広, 平井亨, 須藤洋輔, 紺野愼一. 重度多発外傷を伴う大腿骨複合骨折

の頸部骨折に対する工夫－DCOとしての頸部ピンニングの有用性 3例報告. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 
20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S173. 
 
須藤洋輔, 畑下智, 伊藤雅之, 菅谷岳広, 平井亨, 川前恵史. Syndesmosis instabilityを伴う脛骨遠位骨幹部螺

旋骨折と足関節外果単独骨折の合併損傷. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 骨折. 
42(Suppl):S179. 
 
川前恵史, 伊藤雅之, 畑下智, 鈴木敏之, 菅谷岳広, 平井亨, 須藤洋輔, 吉田圭佑, 紺野愼一. 高齢者大腿骨

近位部骨折患者における手術前後の吸入療法の有効性. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 
骨折. 42(Suppl):S188. 
 
菅谷岳広, 伊藤雅之, 畑下智, 平井亨, 須藤洋輔, 川前恵史. 骨接合術では荷重困難な大腿骨転子部骨折に対

する一期的人工骨頭置換術. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S226. 
 
畑下智, 伊藤雅之, 佐藤俊介, 増子遼介, 水野洋佑, 菅谷岳広, 平井亨, 須藤洋輔, 川前恵史, 川上亮一. 
汚染を伴う開放骨折に対する予防的局所高濃度抗菌薬治療の有用性. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 
20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S296. 
 
反町光太朗, 畑下智, 伊藤雅之. 頸部CT矢状断における傍脊柱脂肪体の所見は, 頚椎損傷の同定に有用か？ 第
46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S323. 
 
新田夢鷹, 伊藤雅之, 畑下智, 佐藤俊介, 須藤洋輔. 寛骨臼骨折術後のJHEQを用いた臨床成績の検討. 第46
回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S368. 
 
菅谷岳広, 伊藤雅之, 畑下智, 平井亨, 須藤洋輔, 川前恵史, 水野洋佑. 大腿骨転子部骨折の術後整復位の変

化. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S376. 
 
佐藤俊介, 畑下智, 伊藤雅之, 紺野愼一. 鎖骨遠位端骨折における術後肩鎖関節脱臼症例の検討. 第46回日本

骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S403. 
 
増子遼介, 畑下智, 伊藤雅之. ビスホスホネート未使用患者における非定型尺骨骨折の一例. 第46回日本骨折治

療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S429. 
 
平井亨, 伊藤雅之, 畑下智, 菅谷岳広, 須藤洋輔, 川前恵史. ひまわり法における術後ワイヤー折損とAI pin
の位置関係の検討. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 骨折. 42(Suppl):S539. 
 
前川晃佑, 佐藤駿一, 菊地義浩, 阿部真典, 畑下智. Werner症候群患者に対する靴型装具製作の一症例. 第34
回日本靴医学学術集会; 20200911-1031; Web. 靴の医学. 34(1):53. 
 
小林一貴, 箱﨑道之, 利木成広, 佐々木信幸, 川上亮一, 紺野愼一. MRIで超急性期の画像所見を捉えたと考

えられた大腿骨非定型骨折の一例. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 



 
 

－331－ 

 
伊藤雅之, 新田夢鷹, 畑下智. 寛骨臼骨折に併用した股関節鏡. 第69回東日本整形災害外科学会; 20200918-19; 
軽井沢. 東日本整形災害外科学会雑誌. 32(3):319. 
 
畑下智, 川上亮一, 伊藤雅之, 佐藤俊介, 増子遼介, 新田夢鷹. 上肢主要動脈損傷に対する真の temporary 
vascular shoutの適応. 第69回東日本整形災害外科学会; 20200918-19; 軽井沢. 東日本整形災害外科学会雑誌. 
32(3):379. 
 
新田夢鷹, 箱﨑道之, 青田恵郎, 大橋寛憲, 山岸栄紀, 金内洋一, 山田仁, 紺野愼一. 大腿骨近位部骨肉腫に

対してSpherical Periacetabular Osteotomyによる股関節包外切除術と人工股関節全置換術を行った1例. 第69
回東日本整形災害外科学会; 20200918-19; Web. 
 
箕田行秀, 伊藤雅之, 岩切健太郎, 内山勝文, 川崎雅史, 神田章男, 神野哲也, 洲鎌亮, 千葉大介, 長谷川

正裕, 藤代高明. FPPレジストレーションの方がAPPレジストレーションよりもTHAのカップ設置精度が高い

－仰臥位THA他施設前向き研究－. 第35回日本整形外科学会基礎学術集会; 20201015-16; Web. 日本整形外科学

会雑誌. 94(8):S1886. 
 
大橋寬憲, 青田恵郎, 新田夢鷹, 草野敬悟, 山岸栄紀, 佐藤法義, 荒文博. Spherical Periacetabular 
Osteotomy（SPO）にラーニングカーブはあるか. 第47回日本股関節学会; 20201023-24; 津. 
 
新田夢鷹, 青田恵郎, 大橋寬憲, 山岸栄紀, 佐藤法義. THA後方アプローチにおいて in situ頸部骨切りは安全

か. 第47回日本股関節学会; 20201023-24; 津. 
 
畑下智, 川上亮一, 川前恵史, 須藤洋輔, 佐藤俊介, 渡邉剛広, 新田夢鷹, 三澤友誉, 伊藤雅之. 四肢重度外

傷の治療戦略:Masquelet法の適応と限界 下肢長幹骨開放骨折の骨欠損に対するAcute Masquelet法. 第47回日

本マイクロサージャリー学会学術集会; 20201120-21; 北九州. プログラム・抄録集. 95. 
 
江尻荘一, 利木成広, 川前恵史, 紺野愼一, 川上亮一. 重度分娩麻痺に対する乳幼児期での肋間神経移行術の治

療成績. 第47回日本マイクロサージャリー学会学術集会; 20201120-21; 北九州. プログラム・抄録集. 143. 
 
佐々木信幸, 亀田拓哉, 小林一貴, 紺野愼一, 川上亮一, 江尻荘一. 後方アプローチ副神経移行術と橈骨神経

上腕三頭筋枝部分移行術を行なった小児外傷性腕神経叢損傷の1例. 第47回日本マイクロサージャリー学会学術

集会; 20201120-21; 北九州. プログラム・抄録集. 144. 
 
佐藤俊介, 畑下智, 伊藤雅之, 紺野愼一. 伸筋群挫滅欠損を伴う前腕開放骨折の1例. 第47回日本マイクロサ

ージャリー学会学術集会; 20201120-21; 北九州. プログラム・抄録集. 161. 
 
反町光太朗, 畑下智, 小野寺誠, 伊藤雅之, 伊関憲. 骨盤骨折患者における転院搬送の現状. 第34回日本外傷

学会総会・学術集会; 20201207-8; Web. 日本外傷学会雑誌. 34(5):257. 
 
〔シンポジウム〕 
 
畑下智. 欠損のあるG3B－Masquelet法－. 2020日本重度四肢外傷シンポジウム; 20201031-1101; Web. 
 



 
 

－332－ 

 

医療エレクトロニクス研究講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Nakajima S, Manita S, Yu G, Ishimaru K, Kono K, Kitamura K, Nakao A. Activation of the reward system 
ameliorates passive cutaneous anaphylactic reaction in mice. Allergy. 202012; 75(12):3275-3279. 
 
Kono K, Nakajima S, Mimura K. Current status of immune checkpoint inhibitors for gastric cancer. Gastric 
Cancer. 202007; 23(4):565-578. 
 
Matsumoto T, Okayama H, Nakajima S, Saito K, Nakano H, Endo E, Kase K, Ito M, Yamauchi N, Yamada 
L, Kanke Y, Onozawa H, Fujita S, Sakamoto W, Saito M, Saze Z, Momma T, Mimura K, Kono K. Tn 
Antigen Expression Defines an Immune Cold Subset of Mismatch-Repair Deficient Colorectal Cancer. 
International Journal of Molecular Sciences. 202011; 21(23):9081. 
 
Endo E, Okayama H, Saito K, Nakajima S, Yamada L, Ujiie D, Kase K, Fujita S, Endo H, Sakamoto W, 
Saito M, Saze Z, Momma T, Ohki S, Mimura K, Kono K. A TGFβ-Dependent Stromal Subset Underlies 
Immune Checkpoint Inhibitor Efficacy in DNA Mismatch Repair-Deficient/Microsatellite Instability-High 
Colorectal Cancer. Molecular Cancer Research. 202009; 18(9):1402-1413. 
 
中嶋正太郎, 河野浩二. cutting-edge medicineがん診療の副作用マネジメント 複合がん免疫療法の発展を目指

して. Precision Medicine. 202004; 3(4):299-302. 
 

著 書・訳 書 

 
氏家大輔, 河野浩二, 中嶋正太郎 訳. 第10章 腫瘍免疫学と移植免疫学. In: 中尾篤人 監訳. 基礎免疫学 ア

バス－リックマン－ピレ 免疫系の機能とその異常 原著第6版. 東京: エルゼビア・ジャパン; 202008. p.185-
205. 
 

 

 

心臓病先進治療学講座 
 
 

論  文 



 
 

－333－ 

 
〔原 著〕 
 
Miura S, Yoshihisa A, Misaka T, Yamaki T, Kojima T, Toyokawa M, Ogawa K, Shimura H, Yamamoto N, 
Kasahara K, Takeishi Y, Kitazume S. Amyloid precursor protein 770 is specifically expressed and released 
from platelets. Journal of Biological Chemistry. 2020; 295(38):13194-13201. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Watanabe K, Hotsuki Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Kaneshiro T, 
Oikawa M, Kobayashi A, Takeishi Y. Association between platelet distribution width and prognosis in patients 
with heart failure. PLOS ONE. 2020; 15(12):e0244608. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Hotsuki Y, Watanabe K, Kimishima Y, Kiko T, Kanno Y, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, 
Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Associations of 
benzodiazepine with adverse prognosis in heart failure patients with insomnia. Journal of the American Heart 
Association. 2020; 9(7):e013982. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Kimishima Y, Yokokawa T, Abe S, Shimizu T, Misaka T, Yamada S, Sato T, Kaneshiro 
T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Atrial fibrillation is associated with impaired 
exercise capacity and adverse prognosis in patients with heart failure with mid-range ejection fraction. 
European Journal of Preventive Cardiology. 2020; 27(19):2322-2325. 
 
Yamada S, Yoshihisa A, Hijioka N, Kamioka M, Kaneshiro T, Yokokawa T, Misaka T, Ishida T, Takeishi Y. 
Autonomic dysfunction in cardiac amyloidosis assessed by heart rate variability and heart rate turbulence. 
Annals of Noninvasive Electrocardiology. 2020; 25(4):e12749. 
 
Hotsuki Y, Sato Y, Yoshihisa A, Watanabe K, Kimishima Y, Kiko T, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, Sato T, 
Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Takeishi Y. B-type natriuretic peptide is associated 
with post-discharge stroke in hospitalized patients with heart failure. ESC Heart Failure. 2020; 7(5):2508-
2515. 
 
Oikawa M, Yoshihisa A, Yokokawa T, Misaka T, Yaegashi D, Miyata M, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
Cardiac troponin I predicts elevated B-type natriuretic peptide in patients treated with anthracycline-
containing chemotherapy. Oncology. 2020; 98(9):653-660. 
 
Kaneshiro T, Kamioka M, Hijioka N, Yamada S, Yokokawa T, Misaka T, Hikichi T, Yoshihisa A, Takeishi Y. 
Characteristics of esophageal injury in ablation of atrial fibrillation using a high-power short-duration setting. 
Circulation: Arrhythmia and Electrophysiology. 2020; 13(10):e008602. 
 
Misaka T, Niimura Y, Yoshihisa A, Wada K, Kimishima Y, Yokokawa T, Abe S, Oikawa M, Kaneshiro T, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Clinical impact of sleep-disordered breathing on very short-term 
blood pressure variability determined by pulse transit time. Journal of Hypertension. 2020; 38(9):1703-1711. 
 
Yoshihisa A, Ishibashi S, Matsuda M, Yamadera Y, Ichijo Y, Sato Y, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Clinical implications of hepatic hemodynamic evaluation by 



 
 

－334－ 

abdominal ultrasonographic imaging in patients with heart failure. Journal of the American Heart Association. 
2020; 9(15):e016689. 
 
Yokokawa T, Misaka T, Kimishima Y, Shimizu T, Kaneshiro T, Takeishi Y. Clinical significance of circulating 
cardiomyocyte-specific cell-free DNA in patients with heart failure: A Proof-of-Concept Study. Canadian 
Journal of Cardiology. 2020; 36(6):931-935. 
 
Kasai T, Takata Y, Yoshihisa A, Takeishi Y, Chin K, Ando S, Kawana F, Momomura S. Comparison of the 
apnea-hypopnea index determined by a peripheral arterial tonometry-based device with that determined by 
polysomnography- Results From a Multicenter Study. Circulation Reports. 2020; 2(11):674-681. 
 
Yoshihisa A, Ichijo Y, Sato Y, Kanno Y, Takiguchi M, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, Sato T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Comprehensive clinical characteristics of hospitalized patients 
with mid-range left ventricular ejection fraction. European Journal of Preventive Cardiology. 2020; 
27(19):2084-2088. 
 
Kiko T, Yoshihisa A, Yokokawa T, Misaka T, Yamada S, Kaneshiro T, Nakazato K, Takeishi Y. Direct 
comparisons of left ventricular volume and function by simultaneous cardiac magnetic resonance imaging and 
gated 13N-ammonia positron emission tomography. Nuclear Medicine Communications. 2020; 41(4):383-388. 
 
Hotsuki Y, Sato Y, Yoshihisa A, Watanabe K, Kimishima Y, Kiko T, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, 
Kaneshiro T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Takeishi Y. Glasgow-blatchford score 
predicts post-discharge gastrointestinal bleeding in hospitalized patients with heart failure. Journal of Clinical 
Medicine. 2020; 9(12):4083. 
 
Ichijo Y, Kono S, Yoshihisa A, Misaka T, Kaneshiro T, Oikawa M, Miura I, Yabe H, Takeishi Y. Impaired 
frontal brain activity in patients with heart failure assessed by near-infrared spectroscopy. Journal of the 
American Heart Association. 2020; 9(3): e014564. 
 
Yoshihisa A, Kanno Y, Ichijo Y, Sato Y, Takiguchi M, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, Sato T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Incidence and subsequent prognostic impacts of gastrointestinal 
bleeding in patients with heart failure. European Journal of Preventive Cardiolog. 2020; 27(6):664-666. 
 
Yoshihisa A, Watanabe K, Sato Y, Ishibashi S, Matsuda M, Yamadera Y, Ichijo Y, Yokokawa T, Misaka T, 
Oikawa M, Kobayashi A, Takeishi Y. Intrarenal Doppler ultrasonography reflects hemodynamics and predicts 
prognosis in patients with heart failure. Scientific Reports. 2020; 10(1):22257. 
 
Muto Y, Higuchi R, Yoshihisa A, Hagiya K, Saji M, Takamisawa I, Tobaru T, Iguchi N, Takanashi S, 
Takayama M, Takeishi Y, Isobe M. Prevalence, predictor and mid-term outcome of non-home discharge after 
transcatheter aortic valve implantation. Circulation Reports. 2020; 2(10):617-624. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Kimishima Y, Yokokawa T, Abe S, Shimizu T, Misaka T, Yamada S, Sato T, Kaneshiro 
T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Prognostic factors in heart failure patients with 
cardiac cachexia. Journal of Geriatric Cardiology. 2020; 17(1):26-34. 



 
 

－335－ 

 
Oikawa M, Yoshihisa A, Sato Y, Nagai T, Yoshikawa T, Saito Y, Yamamoto K, Takeishi Y, Anzai T. 
Prognostic impact of moderate mitral regurgitation on hospitalized heart failure patients with preserved 
ejection fraction: A report from the JASPER Registry. Heart and Vessels. 2020; 35(8):1087-1094. 
 
Yoshihisa A, Sato Y, Kanno Y, Takiguchi M, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, 
Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Prognostic impacts of changes in left ventricular ejection fraction in heart 
failure patients with preserved left ventricular ejection fraction. Open Heart. 2020; 7(1):e001112. 
 
Ando T, Yoshihisa A, Kimishima Y, Kiko T, Shimizu T, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Takeishi Y. Prognostic 
impacts of nutritional status on long-term outcome in patients with acute myocardial infarction. European 
Journal of Preventive Cardiology. 2020; 27(19):2229-2231. 
 
Yokokawa T, Sugimoto K, Kimishima Y, Misaka T, Yoshihisa A, Morisaki H, Yamada O, Nakazato K, Ishida 
T, Takeishi Y. Pulmonary hypertension and hereditary hemorrhagic telangiectasia related to an ACVRL1 
mutation. Internal Medicine. 2020; 59(2):221-227. 
 
Abe S, Yoshihisa A, Ichijo Y, Sato Y, Kanno Y, Takiguchi M, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Recovered left ventricular ejection fraction and its prognostic 
impacts in hospitalized heart failure patients with reduced ejection fraction. International Heart Journal. 2020; 
61(2):281-288. 
 
Yaegashi D, Oikawa M, Yokokawa T, Misaka T, Kobayashi A, Kaneshiro T, Yoshihisa A, Nakazato K, Ishida 
T, Takeishi Y. Red blood cell distribution width is a predictive factor of anthracycline-induced cardiotoxicity. 
Frontiers in Cardiovascular Medicine. 2020; 7:594685. 
 
Yokokawa T, Yoshihisa A, Kiko T, Shimizu T, Misaka T, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
Residual gensini score is associated with long-term cardiac mortality in patients with heart failure after 
percutaneous coronary intervention. Circulation Reports. 2020; 2(2):89-94. 
 
Ohara H, Yoshihisa A, Ishibashi S, Matsuda M, Yamadera Y, Sugawara Y, Ichijo Y, Hotsuki Y, Watanabe K, 
Anzai F, Sato Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, Takeishi Y. Shear 
wave dispersion predicts liver fibrosis and adverse outcomes in patients with heart failure. Journal of Clinical 
Medicine. 2020; 9(12):3953. 
 
Sugimoto K, Yoshihisa A, Nakazato K, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, 
Ishida T, Takeishi Y. Significance of pulmonary vascular resistance and diastolic pressure gradient on the new 
definition of combined post-capillary pulmonary hypertension. International Heart Journal. 2020; 61(2):301-
307. 
 
Yoshihisa A, Sato Y, Kimishima Y, Ichijo Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, 
Nakazato K, Takeishi Y. Soluble fibrin monomer complex is associated with cardio- and cerebrovascular events 
in patients with heart failure. International Journal of Cardiology Heart & Vasculature. 2020; 32:100697. 
 



 
 

－336－ 

Kamioka M, Yoshihisa A, Nodera M, Misaka T, Yokokawa T, Kaneshiro T, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
The clinical implication of new－onset in－hospital atrial fibrillation in patients with acute decompensated 
heart failure. Journal of Arrhythmia. 2020; 36(5):874-882. 
 
Ando T, Nakazato K, Kimishima Y, Kiko T, Shimizu T, Misaka T, Yamada S, Kaneshiro T, Yoshihisa A, 
Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. The clinical value of the PRECISE-DAPT score in predicting long-term 
prognosis in patients with acute myocardial infarction. International Journal of Cardiology Heart & 
Vasculature. 2020; 29:100552. 
 
Kamioka M, Yoshihisa A, Hijioka N, Nodera M, Yamada S, Kaneshiro T, Oikawa M, Kobayashi A, Kunii H, 
Takeishi Y. The efficacy of combination of transcatheter atrial septal defects closure and radiofrequency 
catheter ablation for the prevention of atrial fibrillation recurrence through bi-atrial reverse remodeling. 
Journal of Interventional Cardiac Electrophysiology. 2020; 59(2):365-372. 
 
Yamada S, Yoshihisa A, Kaneshiro T, Amami K, Hijioka N, Oikawa M, Takeishi Y. The relationship between 
red cell distribution width and cardiac autonomic function in heart failure. Journal of Arrhythmia. 2020; 
36(6):1076-1082. 
 
〔総説等〕 
 
和田健斗, 三阪智史, 竹石恭知. 特集 災害・パンデミックによるストレスと循環器疾患 ストレスとたこつぼ

型心筋症. 循環器内科. 2020; 88(5):530-535. 
 
〔その他〕 
 
Yoshihisa A. Editorial Statistics and Best Reviewers Award for 2019. Circulation Journal. 2020; 84(2):133-135. 
 
義久精臣. 睡眠障害改善で心不全の予後が良好に. Medical Tribune（Web掲載）. 2020; Available from: 
https://medical-tribune.co.jp/news/2020/1223534092/ 
 
三阪智史. 福島医学会が表彰授与式. 福島民報. 20200124; 2. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Nakazato K, Ando T, Kiko T, Shimizu T, Yamaki T, Kunii H, Yoshihisa A, Takeishi Y. Impact of chronic total 
occlusion in non-culprit vessels on long-term survival of patients with acute myocardial infarction. ESC 
Congress 2020; 20200829-0901; Web. European Heart Journal. 41(Suppl2):1321. 
 
Sugimoto K, Nakazato K, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Yoshihisa A, Ishida T, Takeishi Y. 
Relationship between effects of riociguat and levels of methemoglobin in patients with chronic thromboembolic 
pulmonary hypertension. ESC Congress 2020; 20200829-0901; Web. European Heart Journal. 



 
 

－337－ 

41(Suppl2):2295. 
 
Yokokawa T, Misaka T, Kimishima Y, Wada K, Minakawa K, Sugimoto K, Ishida T, Ikeda K, Takeishi Y. 
Hematopoietic JAK2V617F mutation exacerbates aortic aneurysm development. The 64th Annual Scientific 
Meeting of The Korean Society of Cardiology; 20201016-18; Web. 
 
Misaka T, Yokokawa T, Kimishima Y, Shimizu T, Kaneshiro T, Takeishi Y. An increase in circulating 
cardiomyocyte-specific cell-free DNA in heart failur. American Heart Association Scientific Session 2020; 
20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13079. 
 
Hotsuki Y, Yoshihisa A, Sato Y, Ichijo Y, Watanabe K, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa 
M, Kobayashi A, Takeishi Y. Cardio-ankle vascular index predicts new onset stroke in patients with heart 
failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13303. 
 
Watanabe K, Yoshihisa A, Sato Y, Hotsuki Y, Ichijo Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa 
M, Kobayashi A, Takeishi Y. Cardio-ankle vascular index reflects impaired exercise capacity and predicts 
adverse prognosis in patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 
20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13334. 
 
Hotsuki Y, Yoshihisa A, Ichijo Y, Watanabe K, Sato Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Takeishi Y. Clinical implications of hepatic hemodynamic evaluation by abdominal 
ultrasonographic imaging in patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 
20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13301. 
 
Wada K, Misaka T, Yokokawa T, Kimishima Y, Minakawa K, Kaneshiro T, Yoshihisa A, Ikeda K, Takeishi Y. 
Clinical significance of clonal hematopoiesis with JAK2V617F in patients with cardiovascular diseases. 
American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13080. 
 
Sato T, Yoshihisa A, Ishida T, Takeishi Y. Clinical significance of left ventricular diastolic function on exercise 
capacity and prognosis: comparisons among heart failure patients with reduced, preserved and mid-range 
ejection fraction. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13146. 
 
Kimishima Y, Misaka T, Yokokawa T, Wada K, Ueda K, Sugimoto K, Minakawa K, Nakazato K, Ishida T, 
Oshima M, Koide S, Shide K, Shimoda K, Iwama A, Ikeda K, Takeishi Y. Clonal hematopoiesis with 
JAK2V617F promotes pulmonary hypertension through ALK1. American Heart Association Scientific Session 
2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A12873. 
 
Yokokawa T, Misaka T, Kimishima Y, Wada K, Minakawa K, Sugimoto K, Ishida T, Ikeda K, Takeishi Y. 
Crucial role of Jak2V617f-positive myeloproliferative neoplasm in the development of aortic aneurysm. 
American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A12726. 
 
Oikawa M, Yaegashi D, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Kobayashi A, Yoshihisa A, Nakazato K, Ishida T, 



 
 

－338－ 

Takeishi Y. D-dimmer is a predictor of cancer therapeutics-related cardiac dysfunction in patients treated with 
cardiotoxic chemotherapy. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13441. 
 
Sugimoto K, Yokokawa T, Misaka T, Yokokawa S, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Endothelin-1 increases 
ACVRL-1 expression at the transcriptional and post-transcriptional levels in human pulmonary arterial 
endothelial cells via Gi, RhoA and Rho kinase pathway with involvement of Sp-1. American Heart Association 
Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13010. 
 
Sugimoto K, Yokokawa T, Misaka T, Yokokawa S, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. High fat diet delays 
reverse remodeling of pulmonary artery in hypoxia-induced pulmonary hypertension mice. American Heart 
Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A12990. 
 
Watanabe K, Yoshihisa A, Sato Y, Hotsuki Y, Ichijo Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Takeishi Y. Intrarenal doppler ultrasonography reflects hemodynamics and predicts prognosis in 
patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13330. 
 
Hotsuki Y, Yoshihisa A, Watanabe K, Sato Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, Kobayashi A, 
Takeishi Y. Liver dispersion predicts adverse outcomes in patients with heart failure. American Heart 
Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13304. 
 
Watanabe K, Sato Y, Yoshihisa A, Ichijo Y, Hotsuki Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa 
M, Kobayashi A, Takeishi Y. Platelet distribution width is associated with adverse prognosis in patients with 
heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13332. 
 
Kiko T, Oikawa M, Kobayashi A, Yoshihisa A, Yamaki T, Takeishi Y. Prognostic value of simultaneous hybrid 
18F-fluorodeoxyglucose positron emission tomography/magnetic resonance imaging in cardiac sarcoidosis. 
American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A12962. 
 
Akama J, Shimizu T, Ando T, Anzai F, Muto Y, Kimishima Y, Kiko T, Yoshihisa A, Yamaki T, Kunii H, 
Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Prognostic value of the patterns of non-adherence to anti-platelet regimen in 
stented patients (PARIS) bleeding risk score for long term all-cause and cardiac mortalities after percutaneous 
coronary intervention. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13581. 
 
Misaka T, Ichijo Y, Yoshihisa A, Hotsuki Y, Watanabe K, Sato Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Takeishi Y. Serum hepatokine selenoprotein P is upregulated by hepatic hypoperfusion and 
predicts adverse prognosis in heart failure patients. American Heart Association Scientific Session 2020; 
20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13678. 
 
Kimishima Y, Yoshihisa A, Ichijo Y, Watanabe K, Hotsuki Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Takeishi Y. Soluble fibrin monomer complex is associated with cardio- and cerebro-vascular 



 
 

－339－ 

events in patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. 
Circulation. 142(Suppl3):A13309. 
 
Ando T, Shimizu T, Akama J, Anzai F, Muto Y, Kimishima Y, Kiko T, Yoshihisa A, Yamaki T, Kunii H, 
Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. The clinical value of serum albumin in predicting long-term bleeding events 
in patients who underwent percutaneous coronary intervention. American Heart Association Scientific Session 
2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13287. 
 
Muto Y, Yoshihisa A, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Fujimiya T, Takase S, Ishida 
T, Takeishi Y. The prevalence and predictors of transthyretin amyloidosis in patients underwent transcatheter 
aortic valve implantation. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A12963. 
 
Kimishima Y, Yoshihisa A, Abe S, Ichijo Y, Watanabe K, Hotsuki Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa 
M, Kobayashi A, Takeishi Y. TRACP5b, a marker of osteoporosis, is associated with adverse cardiac events in 
hospitalized patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; 
Web. Circulation. 142(Suppl3):A13324. 
 
Shimizu T, Ando T, Akama J, Anzai F, Muto Y, Kimishima Y, Kiko T, Yoshihisa A, Yamaki T, Kunii H, 
Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Validation of paris risk score to predict long-term bleeding events after 
percutaneous coronary intervention in Japanese population. American Heart Association Scientific Session 
2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13740. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Takeishi Y. Associations between daily alcohol intake and three-year decrease in 
glomerular filtration rate. 第84回日本循環器学会学術集会 ; 20200727-0802; Web. 
 
佐藤悠, 義久精臣, 寶槻優, 渡邊孝一郎, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Associations of 
benzodiazepine with adverse prognosis in heart failure patients with insomnia. 第84回日本循環器学会学術集

会 ; 20200727-0802; Web. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Kimishima Y, Yokokawa T, Abe S, Shimizu T, Misaka T, Yamada S, Sato T, Kaneshiro 
T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Atrial fibrillation is associated with impaired 
exercise capacity and adverse prognosis in heart failure patients with mid-range ejection fraction. 第84回日本

循環器学会学術集会 ; 20200727-0802; Web. 
 
寳槻優, 義久精臣, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. B-type natriuretic 
peptide is associated with post-discharge stroke in patients with heart failure. 第84回日本循環器学会学術集

会 ; 20200727-0802; Web. 
 
Oikawa M, Yokokawa T, Misaka T, Yoshihisa A, Yaegashi D, Tatsumi M, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
Cardiac troponin I increase is a predictive factor of anthracycline-induced cardiotoxicity. 第84回日本循環器学

会学術集会 ; 20200727-0802; Web. 



 
 

－340－ 

 
横川哲朗, 三阪智史, 君島勇輔, 義久精臣, 石田隆史, 竹石恭知. Cardiomyocyte-specific cell-free DNA 
analysis using methylation profile and digital polymerase chain reaction in patients with heart failure. 第84
回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Yokokawa T, Yoshihisa A, Kanno Y, Abe S, Misaka T, Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, 
Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Circulating acetoacetate is associated with poor prognosis in heart failure 
patients. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
寳槻優, 義久精臣, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Clinical implications of 
hepatic hemodynamic evaluation by ultrasonography in patients with heart failure. 第84回日本循環器学会学

術集会; 20200727-0802; Web. 
 
渡邊孝一郎, 義久精臣, 寶槻優, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Clinical implications of 
intrarenal hemodynamic evaluation by ultrasonography in patients with heart failure. 第84回日本循環器学会

学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Sato T, Yoshihisa A, Ishida T, Takeishi Y. Clinical significance of grading left ventricular diastolic function in 
chronic heart failure. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
三阪智史, 義久精臣, 新村裕子, 君島勇輔, 菅野優紀, 横川哲朗, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 竹石恭知. 
Clinical utility of pulse-transit-time to monitor beat-to-beat blood pressure in the patients with sleep disordered 
breathing. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Yamada S, Yoshihisa A, Hijioka N, Kamioka M, Kaneshiro T, Ishida T, Takeishi Y. Differences of cardiac 
amyloidosis from other causes of left ventricular hypertrophy in holter monitoring. 第84回日本循環器学会学術

集会 ; 20200727-0802; Web. 
 
杉本浩一, 横川哲朗, 三阪智史, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. High-fat diet delays pulmonary artery 
reverse remodeling in mice with hypoxia-induced pulmonary hypertension. 第84回日本循環器学会学術集会 ; 
20200727-0802; Web. 
 
Ando T, Nakazato K, Kiko T, Shimizu T, Yoshihisa A, Yamaki T, Kunii H, Ishida T, Takeishi Y. Impact of 
PRECISE-DAPT score on long-term prognosis in patients with acute myocardial infarction. 第84回日本循環器

学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Ando T, Nakazato K, Kiko T, Shimizu T, Yoshihisa A, Yamaki T, Kunii H, Ishida T, Takeishi Y. Impact of 
prognostic nutritional index on patients with acute myocardial infarction. 第84回日本循環器学会学術集会; 
20200727-0802; Web. 
 
Kimishima Y, Misaka T, Yokokawa T, Sugimoto K, Ishida T, Takeishi Y. JAK2 V617F mutation promotes 
hypoxia-induced pulmonary hypertension in mice. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 



 
 

－341－ 

 
Kobayashi A, Oikawa M, Yoshihisa A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Takeishi Y. Left ventricular septal 
bulge and thoracic kyphosis induce cardiac conduction disturbance in patients with pacemaker implantation. 
第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
鈴木聡, 義久精臣, 中村裕一, 石橋敏幸, 今野一郎, 野崎直樹, 中里和彦, 竹石恭知. Multicenter 
randomized controlled trial between febuxostat and allopurinol in chronic heart failure patients with 
hyperuricemia. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Kiko T, Yoshihisa A, Takeishi Y. Myocardial viability with chronic total occlusion assesed by a hybrid positron 
emission tomography/magnetic resonance imaging. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
清水竹史, 安藤卓也, 喜古崇豊, 義久精臣, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 
Prognostic impact of body mass index on mortality after acute coronary syndrome in japanese populations. 第
84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Oikawa M, Yoshihisa A, Yokokawa T, Misaka T, Yaegashi D, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Red blood 
cell distribution width is a predictive factor of anthracycline-induced cardiotoxicity. 第84回日本循環器学会学術

集会; 20200727-0802; Web. 
 
一條靖洋, 三阪智史, 義久精臣, 及川雅啓, 金城貴士, 石田隆史, 竹石恭知. Reduced brain activity is 
associated with anxiety and cognitive function in patients with heart failure as measured by near-infrared 
spectroscopy. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
佐藤崇匡, 義久精臣, 石田隆史, 竹石恭知. The importance of pulmonary and hemodyniamic management in 
patients with venoarterial extracorporeal membrane oxygenation. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-
0802; Web. 
 
阿部諭史, 義久精臣, 君島勇輔, 佐藤悠, 菅野優紀, 横川哲朗, 三阪智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 
八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. TRACP5b is associated with high mortality in 
hospitalized patients with heart failure. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Muto Y, Oikawa M, Abe S, Kobayashi A, Yoshihisa A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
Transcatheter aortic valve implantation in patients with amyloidosis. 第84回日本循環器学会学術集会; 
20200727-0802; Web. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 横川哲朗, 三阪智史, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. アントラサイクリ

ン心筋症発症予測に対するトロポニン Iの有用性. 第3回日本腫瘍循環器学会学術集会; 20200911-0912; Web. 
 
八重樫大輝, 及川雅啓, 横川哲朗, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 赤血球容

積粒度分布幅（RDW）によるがん治療関連心筋障害の予測. 第3回日本腫瘍循環器学会学術集会; 20200911-0912; 
Web. 
 
Wada K, Misaka T, Yokokawa T, Kimishima Y, Minakawa K, Kaneshiro T, Yoshihisa A, Ikeda K, Takeishi Y. 



 
 

－342－ 

Clinical significance of clonal hematopoiesis with JAK2V617F in patients with cardiovascular disease. 第4回

日本循環器学会基礎研究フォーラム (The 4th JCS Council Forum on Basic CardioVascular Research) ; 
20200926-0927; Web. 
 
Kimishima Y, Misaka T, Yokokawa T, Wada K, Sugimoto K, Minakawa K, Nakazato K, Ishida T, Ikeda K, 
Takeishi Y. Clonal hematopoiesis with JAK2V617F promotes pulmonary hypertension through ALK1. 第4回

日本循環器学会基礎研究フォーラム (The 4th JCS Council Forum on Basic CardioVascular Research) ; 
20200926-0927; Web. 
 
Yokokawa T, Misaka T, Kimishima Y, Wada K, Minagawa K, Sugimoto K, Ishida T, Ikeda K, Takeishi Y. 
Crucial role of hematopoietic JAK2V617F mutation in the development of aortic aneurysms. 第4回日本循環器

学会基礎研究フォーラム (The 4th JCS Council Forum on Basic CardioVascular Research) ; 20200926-0927; 
Web. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 和田健斗, 杉本浩一, 皆川敬冶, 中里和彦, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617Fクローン性造血はALK1を介して肺高血圧症を増悪させる. 第5回日本肺高血圧・肺循環学会学術集

会; 20200926-0927; Web. 
 
菅原由紀子, 及川雅啓, 八重樫大輝, 佐藤彰彦, 義久精臣, 小林淳, 中里和彦, 竹石恭知. A case of ATTRv 
amyloidosis with Gly47Ala mutation. 第24回日本心不全学会学術集会 ; 20201015-1017; Web. 
 
寳槻優, 義久精臣, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 竹石恭知. B-type natriuretic peptide is associated with post-discharge stroke in 
patients with heart failure. 第24回日本心不全学会学術集会 ; 20201015-1017; Web. 
 
寳槻優, 義久精臣, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 竹石恭知. Clinical implications of hepatic hemodynamic evaluation by 
ultrasonography in patients with heart failure. 第24回日本心不全学会学術集会 ; 20201015-1017; Web. 
 
佐藤崇匡, 義久精臣, 石田隆史, 竹石恭知. Clinical significance of grading left ventricular diastolic function 
in heart failure with reduced ejection fraction and sinus rhythm. 第24回日本心不全学会学術集会 ; 20201015-
1017; Web. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 和田健斗, 植田航希, 杉本浩一, 皆川敬治, 中里和彦, 石田隆史, 池田和

彦, 竹石恭知. Clonal hematopoiesis with JAK2V617F promotes pulmonary hypertension through ALK1. 第
24回日本心不全学会学術集会 ; 20201015-1017; Web. 
 
三阪智史, 横川哲朗, 君島勇輔, 清水竹史, 金城貴士, 義久精臣, 竹石恭知. Increases in circulating 
cardiomyocyte-specific cell-free DNA in heart failure. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
渡邊孝一郎, 佐藤悠, 義久精臣, 一條靖洋, 寳槻優, 横川哲朗, 三阪智史, 及川雅啓, 小林淳, 竹石恭知. 
Intrarenal doppler ultrasonography reflects hemodynamics and predicts prognosis in patients with heart 
failure. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 



 
 

－343－ 

八重樫大輝, 及川雅啓, 横川哲朗, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Red 
blood cell distribution width is a predictive factor of anthracycline-induced cancer therapeutics-related cardiac 
dysfunction. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
君島勇輔, 義久精臣, 横川哲朗, 喜古崇豊, 清水竹史, 三阪智史, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆

史, 竹石恭知. Residual Gensini score is associated with long-term cardiac mortality in patients with heart 
failure after percutaneous coronary intervention. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 横川哲朗, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Troponin 
I was not useful to predict cancer therapeutics-related cardiac dysfunction in patients with non-anthracycline 
chemotherapy. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
松田美津子, 山寺幸雄, 石橋伸治, 幕田倫子, 大沼秀知, 義久精臣, 志村浩己, 竹石恭知. 心不全患者の肝う

っ血評価における shear wave elastographyの有用性に関する検討. 日本超音波医学会第93回学術集会; 
20201201-03; Web. 超音波医学. 47(Supple):S267. 
 
喜古崇豊, 横川哲朗, 三阪智史, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 竹石恭知. Hybrid FDG PET/MRIを用い

た慢性完全閉塞病変に対する心筋viability評価. 第30回日本心臓核医学会学術大会; 20201218-19; Web. 心臓核

医学. 22(2):66. 
 
喜古崇豊, 横川哲朗, 三阪智史, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 竹石恭知. 心臓サルコイドーシス患者におけ

る 18F-FDG PET/MRI所見と予後に関する検討. 第30回日本心臓核医学会学術大会; 20201218-19; Web. 心臓核

医学. 22(2):66. 
 
赤間浄, 横川哲朗, 三阪智史, 和田健斗, 君島勇輔, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617F変異クローン性造血の循環器疾患における意義. 第170回日本循環器学会東北地方会; 20200823; 
Web. 
 
天海一明, 及川雅啓, 佐久間真悠, 磯松大介, 八重樫大輝, 和田健斗, 義久精臣, 國井浩行, 中里和彦, 石
田隆史, 竹石恭知. β遮断薬投与により心機能の改善が得られたA3243G 変異によるミトコンドリア心筋症の1
例. 第170回日本循環器学会東北地方会; 20200823; Web. 
 
武藤雄紀, 佐藤崇匡, 八重樫大輝, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆

史, 竹石恭知. イバブラジンが著効した拡張型心筋症の一例. 第170回日本循環器学会東北地方会; 20200823; 
Web. 
 
黒沢雄太, 清水竹史, 安藤卓也, 赤間浄, 安齋文弥, 武藤雄紀, 君島勇輔, 喜古崇豊, 義久精臣, 八巻尚洋, 
國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 経皮的冠動脈形成術を施行した患者の出血イベントに対する血清ア

ルブミン値の影響についての検討. 第171回日本循環器学会東北地方会; 20201205; 福島/Web. 
 
武藤雄紀, 小林淳, 清水竹史, 五十嵐崇, 及川雅啓, 義久精臣, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 
横山斉, 竹石恭知. 糸球体腎炎を併発したBartnella henselaeによる血液培養陰性の感染性心内膜炎の一例. 第
171回日本循環器学会東北地方会; 20201205; 福島/Web. 
 



 
 

－344－ 

八重樫大輝, 及川雅啓, 佐藤彰彦, 義久精臣, 中里和彦, 竹石恭知. Gly47Ala変異による家族性アミロイドポ

リニューロパチーの一例. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
横川哲朗, 義久精臣, 三阪智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 竹石恭知. Prognostic impacts of 
anti-mitochondrial antibodies in patients with dilated cardiomyopathy. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-
0914; Web. 
 
及川雅啓, 佐久間真悠, 磯松大介, 八重樫大輝, 和田健斗, 義久精臣, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹
石恭知. β遮断薬投与により心機能の改善が得られたA3243G変異によるミトコンドリア心筋症の2症例. 第6
回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 横川哲朗, 三阪智史, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. アントラサイクリ

ン心筋症発症予測に対するトロポニン Iの有用性. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
喜古崇豊, 横川哲朗, 三阪智史, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 竹石恭知. 心臓サルコイドーシス患者におけ

る 18F-FDG PET/MRI 所見と予後に関する検討. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
三阪智史, 横川哲朗, 君島勇輔, 清水竹史, 金城貴士, 義久精臣, 竹石恭知. 心不全における心筋細胞特異的

セルフリーDNAの臨床的意義. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 杉本浩一, 皆川敬冶, 中里和彦, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617Fクローン性造血はALK1を介して肺高血圧症を増悪させる. iHF seminar; 20201010; 東京/Web. 
 
横川哲朗, 三阪智史, 君島勇輔, 和田健斗, 皆川敬治, 杉本浩一, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617F変異陽性細胞が大動脈瘤形成を促進させる. 第8回Heart Science Club; 2020128 ; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
義久精臣. 人生100年時代の健康長寿：循環器疾患と睡眠（シンポジウム）. 第84回日本循環器学会学術集会; 
20200727-0802; Web.  
 
義久精臣, 竹石恭知. シンポジウム10 男性医学2020：心不全患者における血中テストステロン濃度の意義に

関する検討（シンポジウム）. 第20回日本抗加齢医学会総会; 20200925-27; Web. 
 
義久精臣, 佐藤悠, 三阪智史, 竹石恭知. シンポジウム17 高齢者心不全の治療介入ポイントはどこにあ

る？：心不全患者における睡眠障害と認知機能低下（シンポジウム）. 第24回日本心不全学会学術集会; 
20201015-17; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
義久精臣. 教育講演：睡眠呼吸障害の診断と治療の重要性および進歩. 第69回日本医学検査学会; 20200905-06; 
千葉/Web. 
 
義久精臣. ランチョンセミナー16：心不全患者における心臓突然死予防. 第24回日本心不全学会学術集会; 



 
 

－345－ 

20201015-17; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
三阪智史. 心不全における細胞内品質管理：心筋細胞老化から多臓器連関まで. 令和元年度福島医学会表彰受賞授

与式及び受賞記念講演会; 20200123; 福島. 福島医学雑誌. 70(1):65-66. 
 
義久精臣. 睡眠呼吸障害の診断と治療の重要性および進歩. 第15回日本PSG研究会東北支部例会. 20200222; 郡
山. 
 
義久精臣. 人生100年時代の健康長寿：循環器疾患と睡眠. 第84回日本循環器学会学術集会 市民公開講座 ; 
20200727-0802; Web.  
 
義久精臣. 心不全のうっ血評価と管理. 心不全WEBセミナー; 20200804; Web. 
 
義久精臣. ARNI時代の心不全診療におけるバイオマーカーの活用. ARNI Webセミナー; 20200914; Web. 
 
義久精臣. ARNI時代の心不全診療におけるバイオマーカーの活用. Akita ARNI Web Conference; 20201203; 
Web. 
 
〔その他〕 
 
義久精臣. 睡眠時無呼吸症候群～いびきと関連する身近な生活習慣～. テレビ放送「福島県医師会シリーズ

No.81」; 20201017; 福島放送. 
 
 
 

災害医療支援講座 
 
 

論  文 

 
〔症例報告〕 
 
Hori A, Takebayashi Y, Tsubokura M, Kim Y. PTSD and bipolar II disorder in Fukushima disaster relief 
workers after the 2011 nuclear accident. BMJ Case Reports. 202009; 13(9):e236725. 
 
Nishikawa K, Fujita Y. Cuff Failure of Spiral-Filled Polyvinyl Chloride Endotracheal Tube Immediately after 
Tracheal Intubation Using a Channeled Videolaryngoscope (Pentax Airway Scope). Case Reports in 
Anesthesiology. 202003; 2020:3658092. 
 
Hori A, Ozaki A, Murakami M, Tsubokura M. Development of Behavior Abnormalities in a Patient Prevented 



 
 

－346－ 

From Returning Home After Evacuation Following the Fukushima Nuclear Disaster: Case Report. Disaster 
Medicine and Public Health Preparedness. 202007; doi: 10.1017/dmp.2020.158. 
 
Fujita Y, Shimada K, Nishikawa K. It was not a fall, but fainting: A case report of pulmonary embolism. 
Fukushima Journal of Medical Science. 202008; 66(2):113-117. 
 
Hori A. Coming to terms with Fukushima disaster-related trauma and earlier trauma by constructing a new 
identity. About a case. Radioprotection. 202011; 55(4):283-290. 
 
〔その他〕 
 
Fukada Y, Endo Y, Nakanowatari H, Kitagawa A, Tsuboi E, Irie Y. Bronchogenic cyst of the interatrial 
septum. Fukushima Journal of Medical Science. 202004; 66(1):41-43. 
 
Iwakoshi S, Dake M, Irie Y, Katada Y, Sakaguti S, Hongo N, Oji K, et al. Management of Renal Arteries in 
Conjunction with Thoracic Endovascular Aortic Repair for Complicated Stanford Type B Aortic Dissection: The 
Japanese Multicenter Study (J-Predictive Study). Radiology. 202002; 294(2):455-463. 
 
堀有伸. 「日本的ナルシシズム」を語る意味 分断の時代に連帯を求めて. 精神科治療学. 202007; 35(7):687-691. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Irie Y, Nakanowatari H, Endo Y, Tsuboi E, Kitagawa A, Fukada Y. Transcatheter aortic valve implantation 
with concomitant coronary artery bypass grafting via left small thoracotomy for aortic valve stenosis patient 
with angina pectoris. Annual Meeting of the Asian Society for Cardiovascular and Thoracic Surgery; 20200208; 
Thailand. 
 
Endo Y, Nakanowatari H, Tsuboi E, Kitagawa A, Fukada Y, Irie Y. Early and mid-term outcomes after 
transcatheter aortic valve implantation 87 cases in Iwaki City Medical Center. Annual Meeting of the Asian 
Society for Cardiovascular and Thoracic Surgery; 20200209; Thailand. 
 
堀有伸. トラウマ・解離・スキーマ形成の視点から考えるメランコリー親和型. 日本精神病理学会第43回大会; 
20201016-17; Web. 
 
入江嘉仁, 中野渡仁, 坪井栄俊, 遠藤由樹, 北川彰信, 深田靖久, 横山斉. 胸腹部大動脈瘤（TAAA）と慢性

B型大動脈解離症例に対する胸部ステントグラフト内挿術（TEVAR）の検討. 第48回日本血管外科学会学術総会; 
20201127-29; Web(東京). 
 
 
 



 
 

－347－ 

低侵襲腫瘍制御学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hara M, Hayashi K, Kitamura T, Honda M, Tamaki M. A Nationwide Randomised, Double-Blind, Placebo-
Controlled Physicians' Trial of Loxoprofen for the Treatment of Fatigue, Headache, and Nausea after 
Hangovers. Alcohol. 202005; 84:21-25. 
 
Honda M, Hori S, Kobayashi H, Miyakawa T, Kawamura H, Nakayama Y, Todate Y, Takano Y, Yamaguchi 
H, Hamada K. Surgical manipulation related to the risk of postoperative complications in laparoscopic 
gastrectomy: A study protocol. Annals of Cancer Research and Therapy. 202001; 28(1):1-2. 
 
Nakayama Y, Kawamura H, Kobayashi H, Todate Y, Matsunaga R, Miyakawa T, Honda M. Development of 
an assessment tool for laparoscopic sigmoidectomy using the Delphi method. Annals of Cancer Research and 
Therapy. 202007; 28(2):137-142. 
 
Kinoshita T, Honda M, Matsuki A, Enomoto N, Aizawa M, Nunobe S, Yabusaki H, Abe T, Hiki N. Billroth-I 
vs Roux-en-Y after distal gastrectomy: A comparison of long-term nutritional status and survival rates from a 
large-scale multicenter cohort study. Annals of Gastroenterological Surgery. 202002; 4(2):142-150. 
 
Honda M, Kawamura H, Kobayashi H, Takiguchi K, Muto A, Yamazaki S, Teranishi Y, Shiraso S, Kono K, 
Hori S, Kamiga T, Iwao T, Yamashita N. An ascites grading system for predicting the prognosis of gastric 
cancer with peritoneum dissemination. Annals of Gastroenterological Surgery. 202008; 4(6):660-666. 
 
Kawamura H, Morishita T, Sato A, Honda M, Miyashiro I. Effect of adjuvant chemotherapy on survival 
benefit in stage III colon cancer patients stratified by age: a Japanese real-world cohort study. BMC Cancer. 
202001; 20(1):19. 
 
Ri M, Nunobe S, Honda M, Akimoto E, Kinoshita T, Hori S, Aizawa M, Yabusaki H, Isobe Y, Kawakubo H, 
Abe T. Gastrectomy with or without omentectomy for cT3 -4 gastric cancer: a multicentre cohort study. British 
Journal of Surgery. 202011; 107(12):1640-1647. 
 
Hamada K, Saitoh S, Nishino N, Fukushima D, Techigawara K, Koyanagi R, Horikawa Y, Shiwa Y, 
Sakuma H, Kondo F. An elderly man with progressive focal nodular hyperplasia. Clinical Journal of 
Gastroenterology. 202006; 13(3):413-420. 
 
Ogawa K, Honda M, Akashi Y, Inagawa S, Kaneda A, Hori S, Owada Y, Ohara Y, Hisakura K, Enomoto T, 
Shimomura O, Takahashi K, Oda T. Comparison of 2- and 4-week S-1 administration as adjuvant 
chemotherapy for advanced gastric cancer. International Journal of Clinical Oncology. 202010; 25(10):1807-



 
 

－348－ 

1813. 
 
Osawa T, Wei JT, Abe T, Honda M, Yamada S, Furumido J, Kikuchi H, Matsumoto R, Hirakawa K, Sato Y, 
Sasaki Y, Harabayashi T, Takada N, Minami K, Tanaka H, Morita K, Kashiwagi A, Miyajima N, Akino T, 
Murai S, Ito YM, Fukuhara S, Ogasawara K, Ogasawara K, Shinohara N. Health-related quality of life in 
Japanese patients with bladder cancer measured by a newly developed Japanese version of the Bladder 
Cancer Index. International Journal of Clinical Oncology. 202012; 25(12):2090-2098. 
 
Yamaguchi H, Honda M, Hamada K, Kobayashi H, Todate Y, Seto I, Takayama K, Suzuki M, Wada H, 
Kikuchi Y, Murakami M. The effectiveness of proton beam therapy for liver metastatic recurrence in gastric 
cancer patients. Japanese Journal of Clinical Oncology. 202008; 50(8):903-908. 
 
Nakayama Y, Kobayashi H, Kawamura H, Matsunaga R, Todate Y, Takano Y, Takahashi K, Yamauchi S, 
Sugihara K, Honda M. The long-term outcomes in adolescent and young adult patients with colorectal cancer - 
A multicenter large-scale cohort study. Journal of Cancer. 202003; 11(11):3180-3185. 
 
Fukushima D, Nishino N, Hamada K, Horikawa Y, Shiwa Y, Nishida S, Koyanagi R, Abe T, Suzuki N, 
Takano Y, Teranishi Y, Munechika H, Miura Y, Nakasato T, Sakuma H. Characteristic Radiological Features 
of Retrospectively Diagnosed Pancreatic Cancers. Pancreas. 202001; 49(1):76-88. 
 
Nishikawa M, Honda M, Kimura R, Kobayashi A, Yamaguchi Y, Hori S, Kobayashi H, Waragai M, 
Kawamura H, Nakayama Y, Todate Y, Takano Y, Yamaguchi H, Hamada K, Iketani S, Seto I, Izumi Y, Seto 
K. The bacterial association with oral cavity and intra-abdominal abscess after gastrectomy. PLOS ONE. 
202011; 15(11):e0242091. 
 
Hamada K, Horikawa Y, Koyanagi R, Shiwa Y, Techigawara K, Nishida S, Fukushima D, Nishino N, Honda 
M. Wider downward angle of the GIF-H290T endoscope improves operability in esophageal endoscopic 
submucosal dissection. Techniques and Innovations in Gastrointestinal Endoscopy. 202007; 22(3):91-92. 
 
藁谷暢, 本多通孝, 小林拓史, 堀創史, 鈴木伸康, 外舘幸敏, 中山祐次郎, 河村英恭, 宮川哲平, 高野祥直, 
寺西寧, 寺島雅典. 胃癌に対するロボット支援手術導入時の安全性を評価する臨床試験. 福島医学雑誌. 202008; 
70(2):99-104. 
 
〔総説等〕 
 
本多通孝. 【外科臨床に役立つ統計学】「当科の過去30の○○手の分析」の落とし穴. 外科. 202007; 82(8):810-
813. 
 
本多通孝. 【英語論文作成のコツ】外科医が臨床論文を国際誌に投稿する意義. 消化器外科. 202008; 43(9):1299-
1303. 
 
本多通孝. 【内科医として知っておくべき非がん疾患の手術】手術のアウトカムとは. 内科. 202005; 125(5):1131-
1134. 
 



 
 

－349－ 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Kawamura H, Morishima T, Sato A, Honda M, Miyashiro I. Effect of adjuvant chemotherapy on survival 
benefit in stage Ⅲ colon cancer patients stratified by age: a real-world cohort study. The American Society of 
Colon and Rectal Surgeons 2020 Annual Scientific Meeting; 20200601-05; Cleveland, USA/Web. 
 
濱田晃市, 斎藤聡, 近藤福雄. B型肝炎非活動性キャリアに発生した良性肝細胞性結節の一例. 第26回肝血流動

態・機能イメージ研究会; 20200208-09; 金沢. 
 
永橋尭之, 濱田晃市, 志波慶樹, 堀川宜範, 鉄地川原香恵, 小栁亮太, 福島大造, 西野徳之. 動注化学療法後

再発胃癌に対して内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）を行った1例. 第42回日本癌局所療法研究会; 20200529; 誌
上. 
 
小林拓史, 本多通孝, 藁谷暢, 堀創史, 小鹿山陽介, 河村英恭, 宮川哲平, 外舘幸敏, 中山祐次郎, 髙野祥

直. 市中病院におけるニボルマブの治療成績－導入時のPS不良例とニボルマブの治療効果の検討－. 第92回日本

胃癌学会総会; 202007; Web. 
 
高野稔, 松澤宏樹, 細山裕樹, 早尾啓志, 小林拓史, 藁谷暢, 本多通孝. 胃癌術前後体組成変化と活動の関係. 
第92回日本胃癌学会総会; 202007; Web. 
 
Honda M, Kobayashi H, Hori S, Kawamura H, Takano Y, Takiguchi K, Shiraso S, Muto A, Yamashita N, 
Saito K, Kamiga T, Iwao T, John A. Comparison of Survival between East and West in Stage IV gastric cancer. 
第92回日本胃癌学会総会; 202007; Web. 
 
叢岳, 藤生浩一. 温存肺機能から考察する肺底区域切除の適応. 第120回日本外科学会定期学術集会; 20200813-
15; Web. 
 
河村英恭, 本多通孝, 滝口光一, 神賀貴大, 斎藤賢将, 山崎繁, 武藤淳, 白相悟, 山下直行, 岩尾年康, 佐
治重衡, 河野浩二. 遠隔臓器切除不能 Stage IV 大腸癌における原発切除の予後延長効果:多施設共同過去起点コ

ホート研究. 第120回日本外科学会定期学術集会; 20200813-15; Web. 
 
小林拓史, 本多通孝, 藁谷暢, 堀創史, 宮川哲平, 河村英恭, 外舘幸敏, 中山祐次郎, 髙野祥直. 上部胃癌に

対する噴門側胃切除術 vs 胃亜全摘術－DEXA法による術後筋肉量減少および後遺症の比較. 第120回日本外科

学会定期学術集会; 20200813-15; Web. 
 
堀創史, 布部創也, 本多通孝, 李基成, 大橋拓馬, 八木秀祐, 高橋遼, 磯崎正典, 天田塩, 宗岡悠介, 太田

絵美, 幕内梨恵, 井田智, 熊谷厚志, 大橋学, 佐野武. 胃癌の病変周在とリンパ節転移部位との関連. 第120回

日本外科学会定期学術集会; 20200813-15; Web. 
 
本多通孝, 小林拓史, 中山祐次郎, 高野祥直, 佐藤直. 胃全摘後患者の飲酒の安全性を評価する臨床試験. 第
120回日本外科学会定期学術集会; 20200813-15; Web. 



 
 

－350－ 

 
本多通孝, 小林拓史, 河村英恭, 堀創史, 中山祐次郎, 濱田晃市, 山口久志, 高野祥直. 胃癌腹膜播種におけ

る腹水量評価と予後予測. 第58回日本癌治療学会学術集会; 20201022-24; 京都/Web. 
 
河村英恭, 本多通孝, 絹田俊爾, 神賀貴大, 山崎繁, 武藤淳, 白相悟, 山下直行, 岩尾年康, 河野浩二. 
Stage Ⅳ大腸癌における腫瘍マーカーCEA, CA19-9の血中濃度と予後との関連調査：多施設共同研究. 第75回日

本大腸肛門病学会学術集会; 20201113-15; Web. 
 
外舘幸敏, 宮川哲平, 河村英恭, 櫻井悠人, 中山祐次郎, 本多通孝, 高野祥直. 減圧チューブによるoutlet 
obstructionの予防効果の検討. 第75回日本大腸肛門病学会学術集会; 20201113-14; Web. 
 
橋本克彦, 添野祥子, 原湖楠, 白川透, 園生智弘, 中村謙介, 後藤匡啓. 感染症患者における体温及びCRP値

と院内死亡との関連. 第48回日本救急医学会総会・学術集会; 20201118-20; 岐阜/Web. 
 
橋本克彦, 添野祥子, 原湖楠, 白川透, 園生智弘, 中村謙介, 後藤匡啓. 感染症入院患者における発熱及び

CRP値と血液培養施行との関連. 第48回日本救急医学会総会・学術集会; 20201118-20; 岐阜/Web. 
 
本多通孝, 堀創史, 小林拓史, 西川真央. 術前口腔機能管理は消化器外科術後合併症を減らすか. 第31回日本

臨床モニター学会総会; 20201121-22; Web. 
 
堀創史, 今村裕, 上月亮太郎, 高橋慶太, 問端輔, 大竹玲子, 金森淳, 岡村明彦, 渡邊雅之. 食道癌術後早期

の血糖管理の重要性. 第74回日本食道学会学術集会; 20201210-12; 徳島/Web. 
 
河村英恭, 本多通孝, 滝口光一, 神賀貴大, 斎藤賢将, 武藤淳, 白相悟, 山下直行, 岩尾年康, 河野浩二. 
Stage IV大腸癌の原発部位が転移様式および予後に与える影響:多施設共同研究. 第75回日本消化器外科学会総会; 
20201215-17; 和歌山/Web. 
 
小林拓史, 本多通孝, 堀創史, 藁谷暢, 河村英恭, 宮川哲平, 外舘幸敏, 中山祐次郎, 髙野祥直. 鏡視下手術

が胃癌術後の身体活動量維持に与える影響－前向きコホート研究. 第75回日本消化器外科学会総会; 20201215-17; 
和歌山/Web. 
 
中山祐次郎, 河村英恭, 宮川哲平, 外舘幸敏, 高野祥直, 本多通孝. 多職種が参画するスクラム周術期管理で

高齢者大腸癌患者の合併症を減らす取り組み. 第75回日本消化器外科学会総会; 20201215-17; 和歌山/Web. 
 
堀創史, 今村裕, 上月亮太郎, 高橋慶太, 問端輔, 大竹玲子, 岡村明彦, 渡邊雅之. 食道癌術後早期の血糖管

理の重要性. 第75回日本消化器外科学会総会; 20201215-17; 和歌山/Web. 
 
本多通孝, 小林拓史, 堀創史, 藁谷暢, 高野祥直, 鈴木伸康, 河村英恭, 中山祐次郎, 宮川哲平. 胃癌術後の

腹腔内感染起炎菌に関する細菌学的検討. 第75回日本消化器外科学会総会; 20201215-17; 和歌山/Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
Honda M, Kobayashi H, Hori S, Kawamura H, Hamada K. Current issues with gastric cancer registry for 
comparative studies between Japan and United States. 第92回日本胃癌学会総会; 202007; Web. 



 
 

－351－ 

 
Ri M, Nunobe S, Honda M, Akimoto E, Kinoshita T, Hori S, Aizawa M, Isobe Y, Kawakubo H, Abe T. Long-
term outcome of omentum-resecting vs omentum- preserving gastrectomy for cT3/T4 gastric cancer. 第92回日

本胃癌学会総会; 202007; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
本多通孝. 地域医療に求められる臨床外科医 －高い技術と豊かな人間性を育むことができるか. 第82回日本臨

床外科学会総会; 20201029-31; Web. 
 
〔その他〕 
 
本多通孝. 倫理の壁を乗り越えて、楽しくて役に立つ臨床研究をしよう. 第60回日本産科婦人科内視鏡学会学術

講演会; 20201214-28; Web. 
 
 
 

地域救急医療支援講座 
 
 

論  文 

 
〔症例報告〕 
 
上野智史, 小野寺誠, 佐藤ルブナ, 反町光太郎, 鈴木剛, 塚田泰彦, 伊関憲. VA-ECMOの迅速な導入により

救命し得たトリカブト中毒の1例. 日本救急医学会雑誌. 2020; 31(12):2422-2426. 
 
三澤友誉, 全田吏栄, 菅谷一樹, 小野寺誠, 武田紗希, 伊関憲. パラコート中毒の1死亡症例. 臨床麻酔. 2020; 
44(8):1113-1115. 
 
角田拓也, 反町光太郎, 菅谷一樹, 鈴木剛, 塚田泰彦, 伊関憲. 気道内出血による心停止から救命した胸部刺

傷の1症例. 臨床麻酔. 2020; 44(11):1495-1497. 
 

著 書・訳 書 

 
小野寺誠. 中毒性疾患 塩素ガス中毒. In: 福井次矢, 高木誠, 小室一成 総編集. 今日の治療指針 私はこう治療

している 2020(Vol.62). 東京: 医学書院; 2020. p.149. 
 
小野寺誠. 中毒・環境要因疾患 毒キノコ. In: 矢﨑義雄. 新臨床内科学 第10版. 東京: 医学書院; 2020. p.1870-
1871. 
 



 
 

－352－ 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
佐藤ルブナ, 小野寺誠, 伊関憲. 間欠性外斜視を呈したマムシ咬傷の1例. 第34回日本中毒学会東日本地方会; 
20200208; 東京. プログラム・抄録集. 29. 
 
鈴木剛, 上野智史, 海老原研一, 伊関憲. 成人肺炎球菌性肺炎に対しveno-veno extracorporeal membrane 
oxygen（VV-ECMO）導入により救命し得た1症例. 第47回日本集中治療医学会学術集会; 20200306; 誌上(名古

屋). 公式ガイドブック. 163.  
 
全田吏栄, 菅谷一樹, 上野智史, 海老原研一, 佐藤ルブナ, 反町光太朗, 鈴木剛, 塚田泰彦, 小野寺誠, 伊
関憲. 高度肥満の呼吸不全に対し呼吸ECMOを導入して管理した1例. 第47回日本集中治療医学会学術集会; 
20200306; 誌上(名古屋). 公式ガイドブック. 163.  
 
菅谷一樹, 全田吏栄, 佐藤ルブナ, 反町光太郎, 小野寺誠, 伊関憲. 無呼吸により増悪する洞不全症候群に対

しペースメーカー植え込み術を要した睡眠呼吸障害の1例. 第47回日本集中治療医学会学術集会; 20200307; 誌
上(名古屋). 公式ガイドブック. 186. 
 
菅谷一樹, 全田吏栄, 佐藤ルブナ, 反町光太郎, 小野寺誠, 伊関憲. 軽微な外傷を契機に発症した頸部壊死性

筋膜炎の1例. 第23回日本臨床救急医学会総会・学術集会; 20200827; Web. 日本臨床救急医学会雑誌. 23(3):392. 
 
長谷川有史, 菅谷一樹, 井山慶大. 2019年度韓国原子力防災訓練参加報告 我が国の原子力防災訓練との比較か

ら. 第48回日本救急医学会総会・学術集会; 20201118; 岐阜. 日本救急医学会雑誌. 31(11):1910. 
 
伊関憲, 山﨑武琉, 小澤昌子, 武藤憲哉, 小野寺誠. 医学生に対する蘇生実習でのCPRアシストの活用. 第48
回日本救急医学会総会・学術集会; 20201119; 岐阜. ミニプログラム. 72. 
 
矢野徹宏, 武藤憲哉, 菅谷一樹, 全田吏栄, 海老原研一, 大久保怜子, 反町光太郎, 鈴木剛, 塚田泰彦, 小
野寺誠, 伊関憲. COVID-19の重症呼吸不全に対しECMOと腹臥位療法を実施して救命した一例. 第48回日本

救急医学会総会・学術集会; 20201119; 岐阜. ミニプログラム. 80. 
 
武藤憲哉, 菅谷一樹, 全田吏栄, 海老原研一, 矢野徹宏, 反町光太郎, 大久保怜子, 鈴木剛, 塚田泰彦, 小
野寺誠, 伊関憲. 薬剤性低カリウム血症により致死性不整脈を来したが救命し得た1例. 第48回日本救急医学会

総会・学術集会; 20201118; 岐阜. ミニプログラム. 113. 
 
上野智史, 小澤昌子, 鈴木剛, 塚田泰彦, 小野寺誠, 伊関憲. 超高齢者の重症低体温症に対し、VA-ECMOに

より復温し救命し得た1例. 第48回日本救急医学会総会・学術集会; 20201118; 岐阜. ミニプログラム. 139. 
 
小野寺誠, 全田吏栄, 上野智史, 菅谷一樹, 武藤憲哉, 小澤昌子, 伊関憲. 新型コロナウイルス発生時期にお

ける福島市消防署管内発熱患者の救急応需状況の実態. 第48回日本救急医学会総会・学術集会; 20201118; 岐阜. 
ミニプログラム. 145. 
 



 
 

－353－ 

角田拓也, 武藤憲哉, 矢野徹宏, 反町光太郎, 鈴木剛, 全田吏栄, 塚田泰彦, 小野寺誠, 伊関憲. 心停止に至

り救命した多数胸部刺傷の一例. 第48回日本救急医学会総会・学術集会; 20201118; 岐阜. ミニプログラム. 158. 
 
反町光太郎, 畑下智, 小野寺誠, 伊藤雅之, 伊関憲. 骨盤骨折患者における転院搬送の現状. 第34回日本外傷

学会・学術集会; 20201208; Web. 日本外傷学会雑誌. 34(5):257. 
 
 
 

肺高血圧先進医療学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Watanabe K, Hotsuki Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Kaneshiro T, 
Oikawa M, Kobayashi A, Takeishi Y. Association between platelet distribution width and prognosis in patients 
with heart failure. PLOS ONE. 2020; 15(12):e0244608. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Hotsuki Y, Watanabe K, Kimishima Y, Kiko T, Kanno Y, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, 
Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Associations of 
benzodiazepine with adverse prognosis in heart failure patients with insomnia. Journal of the American Heart 
Association. 2020; 9(7):e013982. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Kimishima Y, Yokokawa T, Abe S, Shimizu T, Misaka T, Yamada S, Sato T, Kaneshiro 
T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Atrial fibrillation is associated with impaired 
exercise capacity and adverse prognosis in patients with heart failure with mid-range ejection fraction. 
European Journal of Preventive Cardiology. 2020; 27(19):2322-2325. 
 
Yamada S, Yoshihisa A, Hijioka N, Kamioka M, Kaneshiro T, Yokokawa T, Misaka T, Ishida T, Takeishi Y. 
Autonomic dysfunction in cardiac amyloidosis assessed by heart rate variability and heart rate turbulence. 
Annals of Noninvasive Electrocardiology. 2020; 25(4):e12749. 
 
Hotsuki Y, Sato Y, Yoshihisa A, Watanabe K, Kimishima Y, Kiko T, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, Sato T, 
Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Takeishi Y. B-type natriuretic peptide is associated 
with post-discharge stroke in hospitalized patients with heart failure. ESC Heart Failure. 2020; 7(5):2508-
2515. 
 
Oikawa M, Yoshihisa A, Yokokawa T, Misaka T, Yaegashi D, Miyata M, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
Cardiac troponin I predicts elevated B-type natriuretic peptide in patients treated with anthracycline-
containing chemotherapy. Oncology. 2020; 98(9):653-660. 
 



 
 

－354－ 

Kaneshiro T, Kamioka M, Hijioka N, Yamada S, Yokokawa T, Misaka T, Hikichi T, Yoshihisa A, Takeishi Y. 
Characteristics of esophageal injury in ablation of atrial fibrillation using a high-power short-duration setting. 
Circulation: Arrhythmia and Electrophysiology. 2020; 13(10):e008602. 
 
Misaka T, Niimura Y, Yoshihisa A, Wada K, Kimishima Y, Yokokawa T, Abe S, Oikawa M, Kaneshiro T, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Clinical impact of sleep-disordered breathing on very short-term 
blood pressure variability determined by pulse transit time. Journal of Hypertension. 2020; 38(9):1703-1711. 
 
Yoshihisa A, Ishibashi S, Matsuda M, Yamadera Y, Ichijo Y, Sato Y, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Clinical implications of hepatic hemodynamic evaluation by 
abdominal ultrasonographic imaging in patients with heart failure. Journal of the American Heart Association. 
2020; 9(15):e016689. 
 
Yokokawa T, Misaka T, Kimishima Y, Shimizu T, Kaneshiro T, Takeishi Y. Clinical significance of circulating 
cardiomyocyte-specific cell-free DNA in patients with heart failure: A Proof-of-Concept Study. Canadian 
Journal of Cardiology. 2020; 36(6):931-935. 
 
Yoshihisa A, Ichijo Y, Sato Y, Kanno Y, Takiguchi M, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, Sato T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Comprehensive clinical characteristics of hospitalized patients 
with mid-range left ventricular ejection fraction. European Journal of Preventive Cardiology. 2020; 
27(19):2084-2088. 
 
Kiko T, Yoshihisa A, Yokokawa T, Misaka T, Yamada S, Kaneshiro T, Nakazato K, Takeishi Y. Direct 
comparisons of left ventricular volume and function by simultaneous cardiac magnetic resonance imaging and 
gated 13N-ammonia positron emission tomography. Nuclear Medicine Communications. 2020; 41(4):383-388. 
 
Hotsuki Y, Sato Y, Yoshihisa A, Watanabe K, Kimishima Y, Kiko T, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, 
Kaneshiro T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Takeishi Y. Glasgow-blatchford score 
predicts post-discharge gastrointestinal bleeding in hospitalized patients with heart failure. Journal of Clinical 
Medicine. 2020; 9(12):4083. 
 
Yoshihisa A, Kanno Y, Ichijo Y, Sato Y, Takiguchi M, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, Sato T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Incidence and subsequent prognostic impacts of gastrointestinal 
bleeding in patients with heart failure. European Journal of Preventive Cardiolog. 2020; 27(6):664-666. 
 
Yoshihisa A, Watanabe K, Sato Y, Ishibashi S, Matsuda M, Yamadera Y, Ichijo Y, Yokokawa T, Misaka T, 
Oikawa M, Kobayashi A, Takeishi Y. Intrarenal Doppler ultrasonography reflects hemodynamics and predicts 
prognosis in patients with heart failure. Scientific Reports. 2020; 10(1):22257. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Kimishima Y, Yokokawa T, Abe S, Shimizu T, Misaka T, Yamada S, Sato T, Kaneshiro 
T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Prognostic factors in heart failure patients with 
cardiac cachexia. Journal of Geriatric Cardiology. 2020; 17(1):26-34. 
 
Yoshihisa A, Sato Y, Kanno Y, Takiguchi M, Yokokawa T, Abe S, Misaka T, Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, 



 
 

－355－ 

Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Prognostic impacts of changes in left ventricular ejection fraction in heart 
failure patients with preserved left ventricular ejection fraction. Open Heart. 2020; 7(1):e001112. 
 
Yokokawa T, Sugimoto K, Kimishima Y, Misaka T, Yoshihisa A, Morisaki H, Yamada O, Nakazato K, Ishida 
T, Takeishi Y. Pulmonary hypertension and hereditary hemorrhagic telangiectasia related to an ACVRL1 
mutation. Internal Medicine. 2020; 59(2):221-227. 
 
Abe S, Yoshihisa A, Ichijo Y, Sato Y, Kanno Y, Takiguchi M, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Recovered left ventricular ejection fraction and its prognostic 
impacts in hospitalized heart failure patients with reduced ejection fraction. International Heart Journal. 2020; 
61(2):281-288. 
 
Yaegashi D, Oikawa M, Yokokawa T, Misaka T, Kobayashi A, Kaneshiro T, Yoshihisa A, Nakazato K, Ishida 
T, Takeishi Y. Red blood cell distribution width is a predictive factor of anthracycline-induced cardiotoxicity. 
Frontiers in Cardiovascular Medicine. 2020; 7:594685. 
 
Yokokawa T, Yoshihisa A, Kiko T, Shimizu T, Misaka T, Yamaki T, Kunii H, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
Residual gensini score is associated with long-term cardiac mortality in patients with heart failure after 
percutaneous coronary intervention. Circulation Reports. 2020; 2(2):89-94. 
 
Ohara H, Yoshihisa A, Ishibashi S, Matsuda M, Yamadera Y, Sugawara Y, Ichijo Y, Hotsuki Y, Watanabe K, 
Anzai F, Sato Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, Takeishi Y. Shear 
wave dispersion predicts liver fibrosis and adverse outcomes in patients with heart failure. Journal of Clinical 
Medicine. 2020; 9(12):3953. 
 
Sugimoto K, Yoshihisa A, Nakazato K, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, 
Ishida T, Takeishi Y. Significance of pulmonary vascular resistance and diastolic pressure gradient on the new 
definition of combined post-capillary pulmonary hypertension. International Heart Journal. 2020; 61(2):301-
307. 
 
Yoshihisa A, Sato Y, Kimishima Y, Ichijo Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, 
Nakazato K, Takeishi Y. Soluble fibrin monomer complex is associated with cardio- and cerebrovascular events 
in patients with heart failure. International Journal of Cardiology Heart & Vasculature. 2020; 32:100697. 
 
Takeishi Y, Kiko T, Yokokawa T, Kunii H, Ichimura S, Takizawa S, Masuda A, Kaneshiro T, Ando T, 
Takenoshita S. Takayasu arteritis detected by PET/MRI with 18F-fluorodeoxyglucose. Journal of Nuclear 
Cardiology. 2020; 27(1):333-335. 
 
Kamioka M, Yoshihisa A, Nodera M, Misaka T, Yokokawa T, Kaneshiro T, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
The clinical implication of new-onset in-hospital atrial fibrillation in patients with acute decompensated heart 
failure. Journal of Arrhythmia. 2020; 36(5):874-882. 
 

研究発表等 



 
 

－356－ 

 
〔研究発表〕 
 
Sugimoto K, Nakazato K, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Yoshihisa A, Ishida T, Takeishi Y. 
Relationship between effects of riociguat and levels of methemoglobin in patients with chronic thromboembolic 
pulmonary hypertension. ESC Congress 2020; 20200829-0901; Web. European Heart Journal. 
41(Suppl2):2295. 
 
Yokokawa T, Misaka T, Kimishima Y, Wada K, Minakawa K, Sugimoto K, Ishida T, Ikeda K, Takeishi Y. 
Hematopoietic JAK2V617F mutation exacerbates aortic aneurysm development. The 64th Annual Scientific 
Meeting of The Korean Society of Cardiology; 20201016-18; Web. 
 
Misaka T, Yokokawa T, Kimishima Y, Shimizu T, Kaneshiro T, Takeishi Y. An increase in circulating 
cardiomyocyte-specific cell-free DNA in heart failur. American Heart Association Scientific Session 2020; 
20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13079. 
 
Hotsuki Y, Yoshihisa A, Sato Y, Ichijo Y, Watanabe K, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa 
M, Kobayashi A, Takeishi Y. Cardio-ankle vascular index predicts new onset stroke in patients with heart 
failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13303. 
 
Watanabe K, Yoshihisa A, Sato Y, Hotsuki Y, Ichijo Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa 
M, Kobayashi A, Takeishi Y. Cardio-ankle vascular index reflects impaired exercise capacity and predicts 
adverse prognosis in patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 
20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13334. 
 
Hotsuki Y, Yoshihisa A, Ichijo Y, Watanabe K, Sato Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Takeishi Y. Clinical implications of hepatic hemodynamic evaluation by abdominal 
ultrasonographic imaging in patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 
20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13301. 
 
Wada K, Misaka T, Yokokawa T, Kimishima Y, Minakawa K, Kaneshiro T, Yoshihisa A, Ikeda K, Takeishi Y. 
Clinical significance of clonal hematopoiesis with JAK2V617F in patients with cardiovascular diseases. 
American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13080. 
 
Kimishima Y, Misaka T, Yokokawa T, Wada K, Ueda K, Sugimoto K, Minakawa K, Nakazato K, Ishida T, 
Oshima M, Koide S, Shide K, Shimoda K, Iwama A, Ikeda K, Takeishi Y. Clonal hematopoiesis with 
JAK2V617F promotes pulmonary hypertension through ALK1. American Heart Association Scientific Session 
2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A12873. 
 
Yokokawa T, Misaka T, Kimishima Y, Wada K, Minakawa K, Sugimoto K, Ishida T, Ikeda K, Takeishi Y. 
Crucial role of Jak2V617f-positive myeloproliferative neoplasm in the development of aortic aneurysm. 
American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A12726. 
 



 
 

－357－ 

Oikawa M, Yaegashi D, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Kobayashi A, Yoshihisa A, Nakazato K, Ishida T, 
Takeishi Y. D-dimmer is a predictor of cancer therapeutics-related cardiac dysfunction in patients treated with 
cardiotoxic chemotherapy. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13441. 
 
Sugimoto K, Yokokawa T, Misaka T, Yokokawa S, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Endothelin-1 increases 
ACVRL-1 expression at the transcriptional and post-transcriptional levels in human pulmonary arterial 
endothelial cells via Gi, RhoA and Rho kinase pathway with involvement of Sp-1. American Heart Association 
Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13010. 
 
Sugimoto K, Yokokawa T, Misaka T, Yokokawa S, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. High fat diet delays 
reverse remodeling of pulmonary artery in hypoxia-induced pulmonary hypertension mice. American Heart 
Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A12990. 
 
Watanabe K, Yoshihisa A, Sato Y, Hotsuki Y, Ichijo Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Takeishi Y. Intrarenal doppler ultrasonography reflects hemodynamics and predicts prognosis in 
patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13330. 
 
Hotsuki Y, Yoshihisa A, Watanabe K, Sato Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Oikawa M, Kobayashi A, 
Takeishi Y. Liver dispersion predicts adverse outcomes in patients with heart failure. American Heart 
Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13304. 
 
Watanabe K, Sato Y, Yoshihisa A, Ichijo Y, Hotsuki Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa 
M, Kobayashi A, Takeishi Y. Platelet distribution width is associated with adverse prognosis in patients with 
heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. Circulation. 
142(Suppl3):A13332. 
 
Misaka T, Ichijo Y, Yoshihisa A, Hotsuki Y, Watanabe K, Sato Y, Kimishima Y, Yokokawa T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Takeishi Y. Serum hepatokine selenoprotein P is upregulated by hepatic hypoperfusion and 
predicts adverse prognosis in heart failure patients. American Heart Association Scientific Session 2020; 
20201113-17; Web. Circulation. 142(Suppl3):A13678. 
 
Kimishima Y, Yoshihisa A, Ichijo Y, Watanabe K, Hotsuki Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa M, 
Kobayashi A, Takeishi Y. Soluble fibrin monomer complex is associated with cardio- and cerebro-vascular 
events in patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; Web. 
Circulation. 142(Suppl3):A13309. 
 
Kimishima Y, Yoshihisa A, Abe S, Ichijo Y, Watanabe K, Hotsuki Y, Yokokawa T, Misaka T, Sato T, Oikawa 
M, Kobayashi A, Takeishi Y. TRACP5b, a marker of osteoporosis, is associated with adverse cardiac events in 
hospitalized patients with heart failure. American Heart Association Scientific Session 2020; 20201113-17; 
Web. Circulation. 142(Suppl3):A13324. 
 
佐藤悠, 義久精臣, 寶槻優, 渡邊孝一郎, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 



 
 

－358－ 

佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Associations of 
benzodiazepine with adverse prognosis in heart failure patients with insomnia. 第84回日本循環器学会学術集

会 ; 20200727-0802; Web. 
 
Sato Y, Yoshihisa A, Kimishima Y, Yokokawa T, Abe S, Shimizu T, Misaka T, Yamada S, Sato T, Kaneshiro 
T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, Takeishi Y. Atrial fibrillation is associated with impaired 
exercise capacity and adverse prognosis in heart failure patients with mid-range ejection fraction. 第84回日本

循環器学会学術集会 ; 20200727-0802; Web. 
 
寳槻優, 義久精臣, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. B-type natriuretic 
peptide is associated with post-discharge stroke in patients with heart failure. 第84回日本循環器学会学術集

会 ; 20200727-0802; Web. 
 
Oikawa M, Yokokawa T, Misaka T, Yoshihisa A, Yaegashi D, Tatsumi M, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. 
Cardiac troponin I increase is a predictive factor of anthracycline-induced cardiotoxicity. 第84回日本循環器学

会学術集会 ; 20200727-0802; Web. 
 
横川哲朗, 三阪智史, 君島勇輔, 義久精臣, 石田隆史, 竹石恭知. Cardiomyocyte-specific cell-free DNA 
analysis using methylation profile and digital polymerase chain reaction in patients with heart failure. 第84
回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Yokokawa T, Yoshihisa A, Kanno Y, Abe S, Misaka T, Sato T, Oikawa M, Kobayashi A, Yamaki T, Kunii H, 
Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Circulating acetoacetate is associated with poor prognosis in heart failure 
patients. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
寳槻優, 義久精臣, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Clinical implications of 
hepatic hemodynamic evaluation by ultrasonography in patients with heart failure. 第84回日本循環器学会学

術集会; 20200727-0802; Web. 
 
渡邊孝一郎, 義久精臣, 寶槻優, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Clinical implications of 
intrarenal hemodynamic evaluation by ultrasonography in patients with heart failure. 第84回日本循環器学会

学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
三阪智史, 義久精臣, 新村裕子, 君島勇輔, 菅野優紀, 横川哲朗, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 竹石恭知. 
Clinical utility of pulse-transit-time to monitor beat-to-beat blood pressure in the patients with sleep disordered 
breathing. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
杉本浩一, 横川哲朗, 三阪智史, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. High-fat diet delays pulmonary artery 
reverse remodeling in mice with hypoxia-induced pulmonary hypertension. 第84回日本循環器学会学術集会 ; 
20200727-0802; Web. 
 



 
 

－359－ 

Kimishima Y, Misaka T, Yokokawa T, Sugimoto K, Ishida T, Takeishi Y. JAK2 V617F mutation promotes 
hypoxia-induced pulmonary hypertension in mice. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
Oikawa M, Yoshihisa A, Yokokawa T, Misaka T, Yaegashi D, Nakazato K, Ishida T, Takeishi Y. Red blood 
cell distribution width is a predictive factor of anthracycline-induced cardiotoxicity. 第84回日本循環器学会学術

集会; 20200727-0802; Web. 
 
阿部諭史, 義久精臣, 君島勇輔, 佐藤悠, 菅野優紀, 横川哲朗, 三阪智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 
八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. TRACP5b is associated with high mortality in 
hospitalized patients with heart failure. 第84回日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 横川哲朗, 三阪智史, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. アントラサイクリ

ン心筋症発症予測に対するトロポニン Iの有用性. 第3回日本腫瘍循環器学会学術集会; 20200911-0912; Web. 
 
八重樫大輝, 及川雅啓, 横川哲朗, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 赤血球容

積粒度分布幅（RDW）によるがん治療関連心筋障害の予測. 第3回日本腫瘍循環器学会学術集会; 20200911-0912; 
Web. 
 
Wada K, Misaka T, Yokokawa T, Kimishima Y, Minakawa K, Kaneshiro T, Yoshihisa A, Ikeda K, Takeishi Y. 
Clinical significance of clonal hematopoiesis with JAK2V617F in patients with cardiovascular disease. 第4回

日本循環器学会基礎研究フォーラム (The 4th JCS Council Forum on Basic CardioVascular Research) ; 
20200926-0927; Web. 
 
Kimishima Y, Misaka T, Yokokawa T, Wada K, Sugimoto K, Minakawa K, Nakazato K, Ishida T, Ikeda K, 
Takeishi Y. Clonal hematopoiesis with JAK2V617F promotes pulmonary hypertension through ALK1. 第4回

日本循環器学会基礎研究フォーラム (The 4th JCS Council Forum on Basic CardioVascular Research) ; 
20200926-0927; Web. 
 
Yokokawa T, Misaka T, Kimishima Y, Wada K, Minagawa K, Sugimoto K, Ishida T, Ikeda K, Takeishi Y. 
Crucial role of hematopoietic JAK2V617F mutation in the development of aortic aneurysms. 第4回日本循環器

学会基礎研究フォーラム (The 4th JCS Council Forum on Basic CardioVascular Research) ; 20200926-0927; 
Web. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 和田健斗, 杉本浩一, 皆川敬冶, 中里和彦, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617Fクローン性造血はALK1を介して肺高血圧症を増悪させる. 第5回日本肺高血圧・肺循環学会学術集

会; 20200926-0927; Web. 
 
寳槻優, 義久精臣, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 竹石恭知. B-type natriuretic peptide is associated with post-discharge stroke in 
patients with heart failure. 第24回日本心不全学会学術集会 ; 20201015-1017; Web. 
 
寳槻優, 義久精臣, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 君島勇輔, 喜古崇豊, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 三阪智史, 
佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 竹石恭知. Clinical implications of hepatic hemodynamic evaluation by 
ultrasonography in patients with heart failure. 第24回日本心不全学会学術集会 ; 20201015-1017; Web. 



 
 

－360－ 

 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 和田健斗, 植田航希, 杉本浩一, 皆川敬治, 中里和彦, 石田隆史, 池田和

彦, 竹石恭知. Clonal hematopoiesis with JAK2V617F promotes pulmonary hypertension through ALK1. 第
24回日本心不全学会学術集会 ; 20201015-1017; Web. 
 
三阪智史, 横川哲朗, 君島勇輔, 清水竹史, 金城貴士, 義久精臣, 竹石恭知. Increases in circulating 
cardiomyocyte-specific cell-free DNA in heart failure. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
渡邊孝一郎, 佐藤悠, 義久精臣, 一條靖洋, 寳槻優, 横川哲朗, 三阪智史, 及川雅啓, 小林淳, 竹石恭知. 
Intrarenal doppler ultrasonography reflects hemodynamics and predicts prognosis in patients with heart 
failure. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
八重樫大輝, 及川雅啓, 横川哲朗, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Red 
blood cell distribution width is a predictive factor of anthracycline-induced cancer therapeutics-related cardiac 
dysfunction. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
君島勇輔, 義久精臣, 横川哲朗, 喜古崇豊, 清水竹史, 三阪智史, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆

史, 竹石恭知. Residual Gensini score is associated with long-term cardiac mortality in patients with heart 
failure after percutaneous coronary intervention. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 横川哲朗, 三阪智史, 小林淳, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Troponin 
I was not useful to predict cancer therapeutics-related cardiac dysfunction in patients with non-anthracycline 
chemotherapy. 第24回日本心不全学会学術集会; 20201015-1017; Web. 
 
喜古崇豊, 横川哲朗, 三阪智史, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 竹石恭知. Hybrid FDG PET/MRIを用い

た慢性完全閉塞病変に対する心筋viability評価. 第30回日本心臓核医学会学術大会; 20201218-19; Web. 心臓核

医学. 22(2):66. 
 
喜古崇豊, 横川哲朗, 三阪智史, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 竹石恭知. 心臓サルコイドーシス患者におけ

る 18F-FDG PET/MRI所見と予後に関する検討. 第30回日本心臓核医学会学術大会; 20201218-19; Web. 心臓核

医学. 22(2):66. 
 
赤間浄, 横川哲朗, 三阪智史, 和田健斗, 君島勇輔, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617F変異クローン性造血の循環器疾患における意義. 第170回日本循環器学会東北地方会; 20200823; 
Web. 
 
横川哲朗, 義久精臣, 三阪智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 八巻尚洋, 竹石恭知. Prognostic impacts of 
anti-mitochondrial antibodies in patients with dilated cardiomyopathy. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-
0914; Web. 
 
及川雅啓, 八重樫大輝, 横川哲朗, 三阪智史, 義久精臣, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. アントラサイクリ

ン心筋症発症予測に対するトロポニン Iの有用性. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
喜古崇豊, 横川哲朗, 三阪智史, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 竹石恭知. 心臓サルコイドーシス患者におけ



 
 

－361－ 

る 18F-FDG PET/MRI 所見と予後に関する検討. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
三阪智史, 横川哲朗, 君島勇輔, 清水竹史, 金城貴士, 義久精臣, 竹石恭知. 心不全における心筋細胞特異的

セルフリーDNAの臨床的意義. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 杉本浩一, 皆川敬冶, 中里和彦, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617Fクローン性造血はALK1を介して肺高血圧症を増悪させる. iHF seminar; 20201010; 東京/Web. 
 
横川哲朗, 三阪智史, 君島勇輔, 和田健斗, 皆川敬治, 杉本浩一, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617F変異陽性細胞が大動脈瘤形成を促進させる. 第8回Heart Science Club; 2020128 ; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
杉本浩一. 特別講演：福島県立医科大学病院における肺高血圧診療. Meet the Specialists in Fukushima; 
20201210; Web. 
 
 
 

地域産婦人科支援講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Soeda S, Watanabe T, Kamo N, Sato T, Okabe C, Ueda M, Endo Y, Manabu K, Nomura S, Furukawa S, 
Nishigori H, Takahashi T, Fujimori K. Successful Management of Platinum-resistant Ovarian Cancer by 
Weekly Nedaplatin Followed by Olaparib: Three Case Reports. Anticancer Research. 202009; 40(9):5263-5270. 
 
Kojima M, Sugimoto K, Tanaka M, Endo Y, Kato H, Honda T, Furukawa S, Nishiyama H, Watanabe T, 
Soeda S, Fujimori K, Chiba H. Prognostic Significance of Aberrant Claudin-6 Expression in Endometrial 
Cancer. Cancers. 202009; 12(10):2748. 
 
Murata T, Kyozuka H, Shiraiwa A, Isogami H, Fukuda T, Kanno A, Yamaguchi A, Fujimori K. Maternal 
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関節症に対する関節内骨切り術と関節外骨切り術の併用. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; 
Web. 
 
浅原智彦, 原田将太, 髙木基行, 加藤成隆, 竹中信之, 寺本司, 松下隆. 開放性踵骨骨折の治療. 第45回日本

足の外科学会学術集会; 20201126-1213; Web. 
 
原田将太, 髙木基行, 浅原智彦, 竹中信之, 寺本司, 松下隆. 末期内反型変形性足関節症に対する遠位脛骨斜

め骨切り術が距骨に及ぼす影響の検討. 第45回日本足の外科学会学術集会; 20201126-1213; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
Sawaguchi T. Combined Ring & Acetabular Fracture. On line Asia Pacific Orthopaedic Association Trauma 
Congress; 20201107-08; Web. 
 
竹中信之. 難治性感染性偽関節の治療は創外固定器を用いた Ilizarov法だ！ 第33回日本創外固定・骨延長学会; 
20200903-15; Web. 
 
加藤成隆, 山本智章, 重本顕史, 松下隆. FFN-J national hip fracture databaseの運用報告. 第46回日本骨折

治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 
 
澤口毅. 高齢者大腿骨近位部骨折に対する多職種連携診療と骨折リエゾンサービス. 第46回日本骨折治療学会学

術集会; 20200911-1030; Web. 
 
松下隆. 脆弱性骨折治療に関する世界の趨勢－日本の現状と目指すべき未来像－. 第22回日本骨粗鬆症学会; 
20201009-1130; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
松下隆. 内固定と創外固定を駆使した難治骨折の治療. 高知県整形外科医会学術講演会; 20200220; 高知. 
 
寺本司. 動物の進化、人間の歩行、脚、足、靴 そして関節外科の将来は？ 第34回日本靴医学会学術集会; 
20200911-1030; Web. 
 
〔その他〕 
 
Sawaguchi T. Osteotomies for avascular necrosis of the hip. Hospial de Italiano symposium(Argentina); 
20200506; Web. 
 
Sawaguchi T. Evidence for Full Weight Bearing in Hip Fracture. 2nd Asia Pacific Regional Expert Meeting on 
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Fragility Fractures; 20201024-25; Web. 
 
Sawaguchi T. Acute Fixation of Fragility Fracture To Allow Immediate Weight Bearing. The 71st Annual 
Convention of the Philippine Orthopaedic Association; 20201118-20; Web. 
 
寺本司. 固定器としての創外固定器の使い方 創外固定器はプレート固定より強固に固定できる. 第7回黒潮イリ

ザロフ法セミナー; 20200201; 高知. 
 
竹中信之. イリザロフ法の基礎（緩徐延長矯正の基礎） 疾患別フレームの組み方の心得. 第7回黒潮イリザロフ

法セミナー; 20200201; Web. 
 
澤口毅. 高齢者大腿骨近位部骨折に対する多職種連携アプローチ. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200611-
0831; Web. 
 
澤口毅. 脆弱性骨盤輪骨折update. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
澤口毅. 二次骨折予防と骨粗鬆症リエゾンサービスのあり方－整形外科的視点から－ Hip fracture治療ベストプ

ラクティス 急性期病院の可能性. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
澤口毅. 高齢者大腿骨近位部骨折に対する多職種連携アプローチ. 2020年度宮城県整形外科勤務医会学術講演会; 
20200711; Web. 
 
澤口毅. 高齢者大腿骨近位部骨折に対する多職種連携アプローチ. 第20回関西医大整形外科秋季研修会; 
20200905; Web. 
 
澤口毅. 高齢者骨盤・寛骨臼骨折. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 
 
松下隆. Chippimg－偽関節治療に骨移植は要らない－. 第46回日本骨折治療学会学術集会; 20200911-1030; Web. 
 
澤口毅. Open Wedge High Tibial Osteotomyにおける諸問題と成績. 第3回 Knee Surgical Conference; 
20201026; Web. 
 
澤口毅. 高齢者大腿骨近位部骨折に対する多職種連携アプローチ. 聖隷横浜病院OLSオンライン講演会; 
20201215; Web. 
 
加藤成隆, 髙木基行, 原田将太, 森本麻美, 浅原智彦, 竹中信之, 寺本司, 松下隆. 骨関節感染症の早期診断

への取組み－好中球上CD64とPET/CT－. 第43回日本骨・関節感染症学会; 20201225-26; Web. 
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スポーツ医学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
大歳憲一, 加藤欽志, 木島丈博. スポーツドクターの現場（第10回） 野球. 関節外科. 202010; 39(10):1142-
1148. 
 
十文字雄一, 大歳憲一, 加藤欽志, 加賀孝弘, 猪狩貴弘, 佐藤亮平, 鴫原智彦, 鈴木秀基. 高校野球選手の体

幹安定性が肩肘障害と肩甲帯機能に及ぼす影響. 日本臨床スポーツ医学会誌. 202004; 28(2):307-312. 
 
〔その他〕 
 
鴫原智彦, 紺野愼一, 大歳憲一, 今野裕樹, 遠藤和博, 森山信彰, 猪狩貴弘, 加賀孝弘, 加藤欽志, 沼崎広

法. 福島県における高校野球選手に対するサポート 第2報. 理学療法学. 2020; 47(Suppl.):J-54_2. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
猪狩貴弘, 大歳憲一, 兼子陽太, 加賀孝弘, 紺野愼一. 高校野球選手における尺骨神経脱臼の有病割合と尺骨神

経障害との関連. 第32回日本肘関節学会学術集会; 20200207-08; 奈良. 
 
加藤欽志, 大歳憲一, 矢吹省司, 大谷晃司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 野球選手

の腰痛に対する病態評価－診断的ブロックを用いた疼痛分析－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-
09; 神戸. 
 
 
 

疼痛医学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Kato K, Otoshi KI, Yabuki S, Otani K, Nikaido T, Watanabe K, Kobayashi H, Handa J, Konno S. Abdominal 
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oblique muscle injury at its junction with the thoracolumbar fascia in a high school baseball player presenting 
with unilateral low back pain. Fukushima Journal of Medical Science. 202004; 67(1):49-52. 
 
Yabuki S, Takatsuki K, Otani K, Nikaido T, Watanabe K, Kato K, Kobayashi H, Handa JI, Konno S. 
Headache in Patients with Cervical Spondylotic Myelopathy. Pain Research & Management. 202009; 
2020:8856088. 
 
本幸枝, 谷本真実, 岩﨑稔, 笠原諭, 髙橋直人, 松平浩, 丹羽真一, 矢吹省司. 慢性疼痛に対する動機づけ面

接－看護師の立場から－. ペインクリニック. 202009; 41(9):1171-1180. 
 
岩崎稔, 会田記章, 北原エリ子, 藤原俊之, 村上安壽子, 本谷亮, 青木俊太郎, 笠原諭, 髙橋直人, 松平浩, 
井関雅子, 丹羽真一, 矢吹省司. 行動科学的アプローチ統合リハビリテーションツール「E-ABA」の紹介. ペイ

ンクリニック. 202009; 41(9):1181-1192. 
 
〔総説等〕 
 
髙橋直人, 矢吹省司. 高齢者の慢性疼痛治療の現状と課題：高齢者の慢性疼痛に対する集学的治療. Progress in 
Medicine. 202008; 40(8):851-856. 
 
二階堂琢也, 矢吹省司. 脊椎・脊髄疾患の今－脊椎外科医から理学療法士に期待すること. 理学療法ジャーナル. 
202007; 54(7):746-752. 
 

著 書・訳 書 

 
髙橋直人. Ⅲ ケースカンファランス 集学的アプローチの実際：各職種のかかわり方から目標達成まで 

Chapter 3. 体幹・脊椎・腰部の慢性痛 体幹・脊椎・腰部の慢性痛⑦. In: 牛田享宏, 福井聖, 川﨑元敬 編. 痛み

にチームでアプローチ！慢性疼痛ケースカンファランス. 東京: メジカルビュー社; 202003. p.277-290. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
小林賢司, 渡邊和之, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省司, 紺野愼一. 腰椎椎間

板ヘルニアに対するコンドリアーゼの使用経験. 第30回東北脊椎外科研究会; 20200125; 仙台. 
 
小林洋, 関口美穂, 米本孝二, 角間辰之, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省

司, 紺野愼一. 福島医大における脊椎脊髄外科の臨床研究への取り組み－腰部脊柱管狭窄診断サポートツール全国

多施設研究(DISTO project)－. 第30回東北脊椎外科研究会; 20200125; 仙台. 
 
佐藤俊樹, 大谷晃司, 半田隼一, 小林洋, 加藤欽志, 渡邉和之, 二階堂琢也, 矢吹省司, 紺野愼一. 高齢で発

症したClay-shoveler's fractureの1例. 第30回東北脊椎外科研究会; 20200125; 仙台. 
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半田隼一, 大谷晃司, 小林洋, 加藤欽志, 渡邉和之, 二階堂琢也, 矢吹省司, 紺野愼一. 腰部脊柱管狭窄にお

ける神経障害形式がQOLに与える影響. 第93回日本整形外科学会学術総会; 20200521-24; 福岡. 日本整形外科学

会雑誌. 94(2):S121. 
 
大谷晃司, 菊地臣一, 矢吹省司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 腰部脊柱

管狭窄症に対する身体所見の意義 一般住民における10年経過観察. 第93回日本整形外科学会学術総会; 
20200521-24; 福岡. 日本整形外科学会雑誌. 94(3):S1128. 
 
渡邉和之, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰部脊柱

管狭窄の無症候性狭窄は症候性狭窄となるか－術後10年経過例での検討－. 第93回日本整形外科学会学術総会; 
20200611-0831; Web. 
 
大谷晃司, 菊地臣一, 矢吹省司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 下肢深部

反射に影響を与える因子の検討－南会津スタディより－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神
戸. 
 
加藤欽志, 大歳憲一, 矢吹省司, 大谷晃司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 野球選手

の腰痛に対する病態評価－診断的ブロックを用いた疼痛分析－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-
09; 神戸. 
 
小林洋, 大谷晃司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 半田隼一, 矢吹省司, 紺野愼一. 腰部脊柱管狭窄術後

における、術後経過の基準値－JOABPEQによる患者立脚型評価と足10秒テストによる定量的評価を用いた5年

フォローアップによる検討－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸. 
 
二階堂琢也, 矢吹省司, 大谷晃司, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 慢性腰痛に対するリ

エゾンアプローチ. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸. 
 
渡邉和之, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰椎変性

すべりを伴う腰部脊柱管狭窄に対する除圧術の長期成績－術後10年での検討－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術

集会; 20200907-09; 神戸. 
 
渡邉和之, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 大谷晃司, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰部脊柱

管狭窄に対する除圧術の適応限界－術後5年での検討－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神
戸. 
 
小林洋, 大谷晃司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 半田隼一, 矢吹省司, 紺野愼一. 足10秒テストを用

いた、腰仙椎部疾患における下肢運動機能の定量評価－第3報：回復不良の例－. 第28回日本腰痛学会; 
20201030-1129; Web. 
 
二階堂琢也, 矢吹省司, 大谷晃司, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 紺野愼一. 心因性（非器質性）

腰痛の診断と治療－生物心理社会モデルに基づいたリエゾンアプローチ－. 第28回日本腰痛学会; 20201030-1129; 
Web. 
 
矢吹省司, 髙橋直人, 二階堂琢也. 慢性腰痛患者における心理社会的要因の把握. 第28回日本腰痛学会; 
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20201030-1129; Web. 
 
渡邉和之, 大谷晃司, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林洋, 半田隼一, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰部脊柱

管狭窄に対する除圧範囲の選択－神経学的所見により手術範囲を縮小できるか－. 第28回日本腰痛学会; 
20201030-1129; Web. 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 運動器慢性痛患者に対する集学的痛み治療後のQOL向上に影響する要

因の探索的研究. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-29; Web(新潟). Journal of Musculoskeletal Pain 
Research. 12(4):S59. 
 
岩﨑稔, 髙橋直人, 二瓶健司, 恩田啓, 笠原諭, 矢吹省司. E-ABAを用いた認知行動療法によりQOLが向上

した慢性腰痛の1例. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-1225; Web. 
 
二瓶健司, 髙橋直人, 春山祐樹, 斉藤力, 岩崎稔, 金澤美香, 矢吹省司. 身体活動量と栄養摂取が低下した慢

性疼痛患者に対するペインマネジメントプログラム. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-1225; Web. 
 
春山祐樹, 髙橋直人, 二瓶健司, 斉藤力, 岩崎稔, 谷津田尊寛, 金澤美香, 矢吹省司. 筋量が低下した慢性腰

痛患者における栄養管理下での運動プログラムについて. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-1225; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 運動器慢性痛に対する集学的痛み治療 －現状と問題点－. 第93回日本

整形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
髙橋直人, 矢吹省司. 入院ペインマネジメントプログラムを用いた多職種連携集学的痛み治療. 第35回日本整形

外科学会基礎学術集会; 20201015-16; Web(東京). 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 就労の有無による運動器慢性疼痛患者の相違点. 第28回日本腰痛学会; 
20201030-1129; Web. 
 
本幸枝, 髙橋直人, 谷本真実, 恩田啓, 笠原諭, 矢吹省司. 慢性疼痛治療における看護師によるこころへのアプ

ローチ. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-29; Web. Journal of Musculoskeletal Pain Research. 12(4):S17. 
 
〔その他〕 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 器質的異常の有無による運動器慢性痛に対する集学的入院プログラムの

治療効果の相違. 第42回日本疼痛学会; 20201204-05; Web. 
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手外科・四肢機能再建学講座 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hakozaki M, Kawakami R, Sasaki N, Toshiki N, Kaneuchi Y, Yamada H, Konno S. Salvage Reconstruction 
with the Masquelet Technique Following Wide Resection for Chondrosarcoma of the Proximal Femoral 
Metaphysis: A Case Report. In Vivo. 202011; 34(6):3495-3501. 
 
畑下智, 伊藤雅之, 佐藤俊介, 増子遼介, 水野洋佑, 髙橋洋二郎, 新田夢鷹, 川上亮一, 紺野愼一, 江尻荘

一. 当科プロトコルで治療した下肢Gustilo分類 type III開放骨折の治療成績. 骨折. 202001; 42(1):279-285. 
 
横田武尊, 江尻荘一, 安永亨, 紺野愼一. 内側開大型高位脛骨骨切り術後に生じた感染性偽関節に対し

Masquelet法による骨再建を行った1例. 東日本整形災害外科学会雑誌. 202012; 32(4):623-629. 
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住民の肥満者における減量成功要因の探索. 第30回日本疫学会学術総会; 20200220; 京都. 
 
林史和, 大平哲也, 中野裕紀, 岡崎可奈子, 長尾匡則, 針金まゆみ, 安村誠司, 前田正治, 高橋敦史, 矢部

博興, 鈴木友里子, 神谷研二. 高齢者における東日本大震災後の骨折の頻度に関連する危険因子についての検

討；福島県県民健康調査. 第30回日本疫学会学術総会; 20200220; 京都. 
 
高橋規之, 篠原祐樹, 大村知己, 木下俊文, 坂元健太郎. 単純CTにおける深層学習によるアルツハイマー病の

自動識別. 第76回日本放射線技術学会総会学術大会; 20200415; Web. 
 
阿部良知, 真崎敬大, 太田裕樹, 小森慎也, 新井一弘, 遠藤浩光, 加藤貴弘. サイバーナイフにおける転移性

脳腫瘍に対する機械学習を用いた最適なコリメータサイズの予測法の評価. 日本放射線腫瘍学会第33回高精度放

射線外部照射部会学術大会; 20200508-18; Web. 
 
岡崎可奈子, 大平哲也, 坂井晃, 中野裕紀, 林史和, 長尾匡則, 安村誠司, 大戸斉, 神谷研二. 東日本大震災

後5年間におけるメタボリックシンドローム発症に及ぼす避難の影響（3地域比較）. 第69回東北公衆衛生学会; 
20200717; 青森. 
 
堀越裕子, 藤倉佑光, 挾間章博, 勝田新一郎, 志村浩己, 清水強, 白井厚治. ジルチアゼム投与に対する大動

脈Betaと総腸骨動脈～大腿動脈Betaの応答は相反する. 第52回日本動脈硬化学会; 20200717-31; Web. 
 
三橋佑平, 川又寛徳, 田中善信, 五百川和明. IoT機器を活用した作業療法紹介. 第30回東北作業療法学会; 
20200905-30; Web. 東北作業療法学会誌. (29):56. 
 
川又寛徳, 五百川和明, 三橋佑平, 田中善信. 作業療法における IoTの認識と活用方法. 第30回東北作業療法

学会; 20200905-30; Web. 東北作業療法学会誌. (29):93. 
 
大橋拓朗, 藤田貴昭, 山根和広, 山本優一, 五百川和明. 回復期脳卒中患者における感覚障害の重症度と上肢

機能および上肢機能改善の可能性. 第30回東北作業療法学会; 20200905-24; Web. 
 
木皿悠太, 藤田貴昭, 山根和広, 山本優一, 五百川和明. 決定木を用いた脳卒中患者トイレ自立の予測モデル

の作成. 第30回東北作業療法学会; 20200905-24; Web. 
 
田中善信, 大井直往. 放課後等デイサービスにおける支援の現状に関する文献レビュー. 第30回東北作業療法学

会; 20200905-30; Web. 
 
藤田貴昭, 山根和広, 曽根稔雅, 山本優一, 五百川和明. 脳卒中患者の上肢機能改善に対する腹筋力の影響力

の検討. 第30回東北作業療法学会; 20200905-24; Web. 
 
山根和広, 藤田貴昭, 曽根稔雅, 山本優一, 五百川和明. 回復期リハ病棟の脳卒中患者における転帰先に対す

る年齢と心身機能の交互作用の影響. 第30回東北作業療法学会; 20200905-24; Web. 
 
根本恵里, 五百川和明, 二瓶健司, 松本大典. 脳卒中急性期患者の作業療法におけるAssessment of Motor and 
Process Skills活用に関する調査. 第54回日本作業療法学会; 20200925-1025; Web. 
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鴫原和昭, 五百川和明, 長峯沙紀子, 佐藤真理, 大井直往. 脳死肝移植後に浸透圧性脱髄症候群を合併し四肢

麻痺を呈した症例に対しての作業療法. 第54回日本作業療法学会; 20200925-1025; Web. 
 
松本大典, 五百川和明, 根本恵里, 二瓶健司. 転移性脳腫瘍術後の患者に対する作業療法介入. 第54回日本作

業療法学会; 20200925-1025; Web. 
 
川又寛徳, 井口知也, 宮本礼子. 作業リテラシーにおける作業についての情報を評価する視点. 第54回日本作業

療法学会; 20200925-1025; Web. 
 
藤田貴昭, 木皿悠太, 大橋拓朗, 山本優一, 五百川和明. 回復期リハビリテーション病棟の脳卒中患者におけ

るトイレ自立可否と関連する要因の交互作用－2要因が組み合わさることでの影響. 第54回日本作業療法学会; 
20200925-1025; Web. 
 
木皿悠太, 藤田貴昭, 山根和広, 山本優一, 五百川和明. 脳卒中患者における回復期リハビリテーション病棟

退院時の入浴自立可否の予測モデル－決定木を用いた分析. 第54回日本作業療法学会; 20200925-1025; Web. 
 
廣瀬勝己, 加藤亮平, 佐藤まり子, 加藤貴弘, 青木昌彦, 畑山佳臣, 川口英夫, 藤岡一太郎, 田中円葵, 一
瀬浩司, 高井良尋. 頭頸部癌に対するホウ素中性子捕捉療法におけるガイドライン策定に向けた粘膜評価方法の

最適化に関する検討. 日本放射線腫瘍学会第33回学術大会; 20201001-03; Web. 
 
森川皓平, 山口久志, 瀬戸一郎, 富永拓也, 北畠健司, 高山香名子, 鈴木志恒, 小山翔, 山崎雄平, 加藤貴

弘, 和田仁, 菊池泰裕, 村上昌雄. 食道癌術後のオリゴ肝転移に対して陽子線治療を行い5年以上無病生存が得

られた一例. 日本放射線腫瘍学会第33回学術大会; 20201001-03; Web. 
 
岡崎可奈子, 大平哲也, 坂井晃, 中野裕紀, 林史和, 長尾匡則, 安村誠司, 神谷研二. 東日本大震災後5年間

における生活習慣病発症に及ぼす避難の影響. 第79回日本公衆衛生学会20201020-22; Web(京都). 
 
長尾匡則, 大平哲也, 中野裕紀, 林史和, 岡崎可奈子, 坂井晃, 前田正治, 矢部博興, 安村誠司, 神谷研二. 
東日本大震災後の肥満発生に対するリスク要因の探索 福島県「県民健康調査」. 第79回日本公衆衛生学会総会; 
20201020-22; Web. 
 
林史和, 大平哲也, 中野裕紀, 長尾匡則, 岡崎可奈子, 針金まゆみ, 高橋敦史, 坂井晃, 前田正治, 矢部博

興, 鈴木友理子, 安村誠司, 神谷研二. 震災後の脂質異常の発症と心理社会学的要因との関連 福島県県民健康

調査. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
舟久保徳美, 江口依里, 岡崎可奈子, 西間木ます子, 林史和, 長尾匡則, 中野裕紀, 大平哲也. 福島県の避

難区域住民における食事・社会活動とフレイルとの関連. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
堀越裕子, 勝田新一郎, 志村浩己. 降圧薬ジルチアゼム投与に対する大動脈Betaと総腸骨動脈～大腿動脈Beta
の相反的応答. 第67回日本臨床検査医学会学術集会; 20201119-22; 盛岡. 
 
勝田新一郎, 堀越裕子, 藤倉佑光, 挾間彰博, 清水強, 白井厚治. α受容体遮断薬フェントラミンとβ１受容

体遮断薬アテノロールに対するウサギ大動脈と総腸骨－大腿動脈における血管応答の比較. 東北生理談話会; 
20201121; 福島. 
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髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 運動器慢性痛患者に対する集学的痛み治療後のQOL向上に影響する要

因の探索的研究. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-29; Web(新潟). Journal of Musculoskeletal Pain 
Research. 12(4):S59. 
 
二瓶健司, 髙橋直人, 春山祐樹, 斉藤力, 岩﨑稔, 谷津田尊寛, 金澤美香, 矢吹省司. 身体活動量と栄養摂取

量が低下した慢性疼痛患者に対するペインマネジメントプログラム. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-29; 
Web(新潟). Journal of Musculoskeletal Pain Research. 12(4):S93. 
 
〔シンポジウム〕 
 
豊川真弘. アンチバイオグラム作成ガイドライン解説2：表の作成. 第31回日本臨床微生物学会学術集会; 
20200202; 金沢. 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 運動器慢性痛に対する集学的痛み治療－現状と問題点－. 第93回日本整

形外科学会学術総会; 20200611-0831; Web. 
 
髙橋直人, 矢吹省司. 入院ペインマネジメントプログラムを用いた多職種連携集学的痛み治療. 第35回日本整形

外科学会基礎学術集会; 20201015-16; Web(東京). 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 就労の有無による運動器慢性疼痛患者の相違点. 第28回日本腰痛学会; 
20201030-1129; Web. 
 
本幸枝, 髙橋直人, 谷本真実, 恩田啓, 笠原諭, 矢吹省司. 「慢性疼痛診療における心とからだケアの融合」慢

性疼痛治療における看護師による心へのアプローチ. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-29; Web(新潟）. 
Journal of Musculoskeletal Pain Research. 12(4):S17. 
 
〔その他〕 
 
豊川真弘. 認定臨床微生物検査技師として知っておくべき菌（種）. 2019年認定臨床微生物検査技師CMTCM・

ICMT合同講習会; 20200131; 金沢. 
 
豊川真弘. ランチョンセミナー 抗菌薬関連下痢症とCDIの検査. 第35回日本環境感染学会学術集会; 
20200214; 横浜. 
 
木村哲, 永田兼司, 柳沼真維, 深津真彦, 原田佳代, 遠藤麻美子, 森博隆, 高橋裕志, 大河原浩, 小川一英, 
橋本優子, 池添隆之. HIV感染に合併した赤芽球癆の1例. 第82回日本血液学会学術集会; 20201010-1108; 京
都. 
 
加藤貴弘. 粒子線治療・BNCT. 大阪大学医学物理スキルアップセミナー; 20201109; Web. 
 
加藤貴弘. 多様化する放射線治療技術の現状と将来展望. 岡山大学医学物理コース地域連携セミナー; 20201114; 
Web. 
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春山祐樹, 髙橋直人, 二瓶健司, 斉藤力, 岩﨑稔, 谷津田尊寛, 金澤美香, 矢吹省司. 筋量が低下した慢性疼

痛患者における栄養管理下での運動プログラムについて. 第13回日本運動器疼痛学会; 20201128-29; Web(新潟). 
Journal of Musculoskeletal Pain Research. 12(4):S93. 
 
髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司. 器質的異常の有無による運動器慢性痛に対する集学的入院プログラムの

治療効果の相違. 第42回日本疼痛学会; 20201204-05; Web. 
 
 
 

助産師養成課程設置準備室 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Ishii K, Goto A, Watanabe K, Tsutomi H, Sasaki M, Komiya H, Yasumura S. Characteristics and changes in 
the mental health indicators of expecting parents in a couple-based parenting support program in Japan. 
Health Care for Women International. 202003; 41(3):330-344. 
 
西郡秀和, 鈴木妙子, 森美由紀, 渡邉一代. 【産婦人科診療ガイドライン産科編2020エッセンス 助産師のケ

アはここが変わる！】シーンで活用 妊婦健診"感染症編". ペリネイタルケア. 202006; 39(6):615-621. 
 
〔総説等〕 
 
石井佳世子, 後藤あや, 太田操, 安村誠司, 藤森敬也. 福島県立医科大学県民健康管理センター妊産婦調査にお

ける電話支援活動の取り組み. 福島県保健衛生雑誌. 202003; 35:8-14. 
 
 
 

大学健康管理センター 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hikita M, Shiga T, Osakabe Y, Mori Y, Hotsumi H, Nozaki M, Hoshino H, Kanno K, Itagaki S, Matsuoka T, 
Yabe H. Estimation of frequency difference at which stream segregation precedes temporal integration as 
reflected by omission mismatch negativity. Biological Psychology. 202003; 151:107848. 
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Osakabe Y, Shiga T, Hoshino H, Kanno K, Wada T, Ochiai H, Itagaki S, Miura I, Yabe H. Do tone duration 
changes that elicit the mismatch negativity also affect the preceding middle latency responses? European 
Journal of Neuroscience. 20200; 51(11):2270-2276. 
 
Shiga T, Horikoshi S, Kanno K, Kanno-Nozaki K, Hikita M, Itagaki S, Miura I, Yabe H. Plasma levels of 
dopamine metabolite correlate with mismatch negativity in patients with schizophrenia. Psychiatry and 
Clinical Neurosciences. 202005; 74(5):289-293. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
板垣俊太郎, 佐藤亜希子, 和田知紘, 照井稔宏, 横倉俊也, 伊瀬陽子, 松本貴智, 増子博文, 矢部博興. 社
会的不適応が部分的な改善に留まっている成人期の自閉症スペクトラム障害と注意欠如多動性障害の合併例につい

て. 第61回日本児童青年精神医学会総会; 20201024-1120; Web(神戸). 
 
〔シンポジウム〕 
 
板垣俊太郎. 県民健康調査「こころの健康度・生活習慣に関する調査」における東日本大震災後の子どもたちの

こころの支援. 第116回日本精神神経学会学術総会; 20200928-30; Web(仙台). 
 
板垣俊太郎, 戸田亘, 松本純弥, 大西隆, 伊藤浩, 石井士朗, 志賀哲也, 松本貴智, 三浦至, 矢部博興. 成人

期発達障害のMismatch Negativityと脳画像解析. 第52回日本臨床神経生理学会学術大会; 20201126-28; 京都

/Web. 
 
〔招待講演〕 
 
板垣俊太郎. 自閉症スペクトラム障害のアセスメントと対応法. ASD治療を考える会; 20200214; いわき. 
 
〔その他〕 
 
板垣俊太郎. ADHDの診断から治療まで －成人例を中心に－. ADHD Web カンファレンス; 20200415; 福島. 
 
 
 

甲状腺検査室 
 
 

論  文 
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〔原 著〕 
 
Sakamoto A, Matsuzuka T, Yamaya Y, Suzuki S, Iwadate M, Suzuki S, Hashimoto Y, Suzuki O, Suzuki S, 
Yokoya S, Ohira T, Yasumura S, Ohto H, Kamiya K, Shimura H. Cytological examination of the thyroid in 
children and adolescents after the Fukushima Nuclear Power Plant accident: the Fukushima Health 
Management Survey. Endocrine Journal. 202012; 67(12):1233-1238. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
関野瑞希. 甲状腺癌におけるPD-L1発現とBRAF遺伝子変異の検討. 第21回うつくしま甲状腺フォーラム; 
20200221; 郡山. 
 
鈴木英明, 田近洋介, 小菅優子, 小林浩二, 黒崎祥史, 井本明美, 石井直仁, 青山直善, 志村浩己, 市川尊

文. ヒト血小板はヒートショックプロテイン72により凝集が促進される. 第60回日本臨床化学会年次学術集会; 
20201030; 東京. 臨床化学. 49(1):172. 
 
石井直仁, 黒崎祥史, 井本明美, 池永秀樹, 土筆智晶, 小幡進, 鈴木英明, 横場正典, 市川尊文, 竹中恒夫, 
片桐真人. 腎症発症前糖尿病ラットの腎皮質におけるミトコンドリア品質管理機構について. 第60回日本臨床化

学会年次学術集会; 20201030; 東京. 臨床化学. 49(1):180. 
 
岩舘学, 光武範吏, 松本佳子, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 山谷幸恵, 斎藤勝治, 鈴木

眞一. 甲状腺癌におけるBRAFV600E変異検出のための免疫組織学染色の有用性について. 第63回日本甲状腺学

会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
山谷幸恵. 甲状腺細胞診－さらなる発展へ向けての展望－ 甲状腺領域におけるLBC検体の有効活用. 第61回

日本臨床細胞学会総会（春期大会）; 20200620-719; Web. 
 
 
 

総合科学教育研究センター 人文社会科学系領域 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Yasuta T, Pyshkin E. Manga design and role language in the context of cross-cultural communication of 
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language learning. 202003; INTED2020 Proceedings. 1-9. 
 
Bahng EJ, Yasuta T, Shin J, Wong S. Images of Scientists Portrayed by Japanese Computer Science and 
Engineering College Students. International Journal of Social Policy and Education. 202003; 2(1):89-111. 
 
本多創史. ワイズマン遺伝学説と断種手術－海野幸徳の選択－（下）. 生物学史研究. 202006; 100(1):1-15. 
 
立柳聡. 多摩川源流域周辺の位牌分け －特色と村落構造との相関をめぐって－. 東洋大学大学院紀要 . 202003; 
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岡崎可奈子, 大平哲也, 坂井晃, 中野裕紀, 林史和, 長尾匡則, 安村誠司, 神谷研二. 東日本大震災後5年間

における生活習慣病発症に及ぼす避難の影響. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
長尾匡則, 大平哲也, 中野裕紀, 林史和, 岡崎可奈子, 坂井晃, 前田正治, 矢部博興, 安村誠司, 神谷研二. 
東日本大震災後の肥満発生に対するリスク要因の探索 福島県「県民健康調査」. 第79回日本公衆衛生学会総会; 
20201020-22; Web. 
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中野裕紀, 江口依里, 舟久保徳美, 林史和, 長尾匡則, 大平哲也. 福島県における東日本大震災の震災前後の

喫煙状況 NDBデータの解析から. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
二階堂雄平, 江口依里, 中野裕紀, 大平哲也. 東日本大震災による福島市への避難者における疾患構成の分析. 
第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
林史和, 大平哲也, 中野裕紀, 長尾匡則, 岡崎可奈子, 針金まゆみ, 高橋敦史, 坂井晃, 前田正治, 矢部博

興, 鈴木友理子, 安村誠司, 神谷研二. 震災後の脂質異常の発症と心理社会学的要因との関連 福島県県民健康

調査. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
舟久保徳美, 江口依里, 岡崎可奈子, 西間木ます子, 林史和, 長尾匡則, 中野裕紀, 大平哲也. 福島県の避

難区域住民における食事・社会活動とフレイルとの関連. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
堀越直子, 前田正治, 岩佐一, 桃井真帆, 後藤紗織, 針金まゆみ, 安村誠司. 相談先のない被災者の特徴およ

び関連要因：福島県「県民健康調査」. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web. 
 
中野裕紀, 後藤あや, 大葉隆, 吉田和樹, ケネスノレット, 村上道夫, 大平哲也, 熊谷敦史, 谷川攻一. 福
島県における帰還住民のための健康支援アプリケーション開発プロジェクト. 第40回医療情報学連合大会（第21
回医療情報学会学術大会）; 20201119-22; Web(静岡). 
 
岩舘学, 光武範吏, 松本佳子, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 山谷幸恵, 斎藤勝治, 鈴木

眞一. 甲状腺癌におけるBRAFV600E変異検出のための免疫組織学染色の有用性について. 第63回日本甲状腺学

会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
塩功貴, 松本佳子, 尾崎章彦, 鈴木聡, 岩舘学, 鈴木眞一. 乳頭癌と髄様癌を偶発的に認めた甲状腺癌の1手

術症例. 第63回日本甲状腺学会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
松本佳子, 塩功貴, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 武藤淳, 鈴木眞一. 甲状腺クリーゼを繰り返し、ドクターヘ

リにて2度搬送されたバセドウ病の2例. 第63回日本甲状腺学会学術集会; 20201119-1215; Web. 
 
水木理恵, 押川瑠依, 照井久美子, 田村渉悟, 伊藤正子, 諸田和樹. 児童養護施設におけるグループスーパー

ビジョン実施の試み. 日本子ども虐待防止学会第26回学術集会いしかわ金沢大会; 20201128-29; 金沢. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 塩功貴, 鈴木聡, 中野恵一, 鈴木眞一. Bモード、血流、硬さの指標を用いたス

コア化解析による甲状腺濾胞性腫瘍の鑑別. 日本超音波医学会第93回学術集会; 20201201-03; Web. 
 
鈴木眞一, 松本佳子, 長谷川翔, 大河内千代, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣. 甲状

腺結節の術前鑑別診断における shear wave elastographyの有用性. 日本超音波医学会第93回学術集会; 
20201201-03; Web. 
 
松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 鈴木聡, 岩舘学, 鈴木眞一. 転移性甲状腺腫瘍の2例. 日本超音波医学会第

93回学術集会; 20201201-03; Web. 
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〔シンポジウム〕 
 
Goto A. Japan’s Response to COVID-19 at the community level. Panel: Japan’s Response to COVID-19 (Edwin 
O. Reischauer Institute of Japanese Studies. U.S.-Japan Relations Seminar Series); 20201014; 
Web(Cambridge, USA). 
 
Shimura H. Diagnosis of pediatric thyroid cancer. 16th International Thyroid Congress; 20201216-20; 
Web(Xian, China). 
 
志村浩己. 小児・若年者における甲状腺がんの特徴と甲状腺結節の取り扱い 甲状腺検査における結節の取扱い. 
第2回福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター主催国際シンポジウム; 20200202-03; 福島. 
 
岩舘学, 志村浩己, 鈴木眞一. 甲状腺結節血流評価の多施設研究. 第44回日本甲状腺超音波医学会学術集会; 
20200404-05; 奈良. 
 
志村浩己. 痛みを伴う甲状腺疾患 オーバービューと甲状腺嚢胞による疼痛. 第44回日本甲状腺超音波医学会学

術集会; 20200404-05; 奈良. 
 
志村浩己. 日本乳腺甲状腺超音波医学会における甲状腺超音波ガイド下穿刺コーディネーター資格の創設. 第69
回日本医学検査学会; 20200905-06; 千葉. 
 
志村浩己. 甲状腺超音波ガイド下穿刺専門資格の概要. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-
20; Web. 乳腺甲状腺超音波医学. 9(4):80. 
 
松本佳子, 岩舘学, 鈴木聡, 中野恵一, 中村泉, 福島俊彦, 水沼廣, 伊藤祐子, 志村浩己, 鈴木眞一. CNB
の適応と実際. 第45回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会; 20200919-20; Web. 
 
志村浩己. Current status of Thyroid Ultrasound Examination program: The Fukushima Health Management 
Survey. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
志村浩己. Management of thyroid nodules in Thyroid Ultrasound Examination program: The Fukushima 
Health Survey. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; Web. 
 
〔特別講演〕 
 
Nollet KE. Tohoku Tango～国際化活動～. 第117回日本輸血・細胞治療学会東北支部例会; 20200905-30; Web. 
 
志村浩己. 福島県県民健康調査「甲状腺検査」からみえてきた小児・若年者の結節性甲状腺疾患の実像. 第12回

神奈川臨床甲状腺研究会学術講演会; 20200129; 横浜. 
 
岩舘学, 松本佳子, 長谷川翔, 塩功貴, 鈴木聡, 水沼廣, 中野恵一, 鈴木眞一. RET遺伝子変異部位からみた

MEN2手術の検討. 第32回日本内分泌外科学会総会; 20200917-18; Web/誌上. 日本内分泌外科学会雑誌. 37(増刊

1):S97. 
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志村浩己. 震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」の歩みと明らかになりつつある小児甲状腺が

んの実像. 第62回日本小児血液・がん学会学術集会; 20201120-22; Web. 
 
志村浩己. 震災後10年を迎える福島県県民健康調査「甲状腺検査」の現在と得られたエビデンス. 第25回日本生

殖内分泌学会学術集会; 20201212-25; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
志村浩己. 福島県県民健康調査「甲状腺検査」から見えてきた小児・若年者甲状腺結節性疾患の実像. 第13回静

岡東部内分泌・代謝疾患治療研究会; 20201112; Web. 
 
志村浩己. 超音波検査に基づく甲状腺腫瘍の診断. 第30回臨床内分泌代謝Update; 20201113-14; Web. 日本内分

泌学会雑誌. 96(2):487. 
 

その他の業績・作品等 

 
Nollet KE. 放射線医学県民健康管理センター「県民健康調査」検討委員会 県民健康調査実施状況・結果 英訳

公開. 20130401-継続中. Available from: http://kenko-kanri.jp/en/health-survey/document/ 
 
 
 

健康増進センター 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Ma E, Ohira T, Sakai A, Yasumura S, Takahashi A, Kazama J, Shimabukuro M, Nakano H, Okazaki K, 
Maeda M, Yabe H, Suzuki Y, Kamiya K. Associations between Dietary Patterns and Cardiometabolic Risks in 
Japan: A Cross-Sectional Study from the Fukushima Health Management Survey, 2011-2015. Nutrients. 
202001; 12(1):129. 
 
 
 

甲状腺・内分泌センター 
 
 

論  文 
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〔原 著〕 
 
Shimura H, Yokoya S, Kamiya K. An accurate picture of Fukushima's thyroid ultrasound examination 
program. Archives of Pathology and Laboratory Medicine. 202007; 144(7):797. 
 
Miyoshi Y, Yorifuji T, Shimizu C, Nagasaki K, Kawai M, Ishiguro H, Okada S, Kanno J, Takubo N, Muroya 
K, Ito J, Horikawa R, Yokoya S, Ozono K. A nationwide questionnaire survey targeting Japanese pediatric 
endocrinologists regarding transitional care in childhood, adolescent, and young adult cancer survivors. 
Clinical Pediatric Endocrinology. 202004; 29(2):55-62. 
 
Horikawa R, Tanaka T, Nishinaga H, Nishiba Y, Yokoya S. The long-term safety and effectiveness of growth 
hormone treatment in Japanese children with short stature born small for gestational age. Clinical Pediatric 
Endocrinology. 202010; 29(4):159-171. 
 
Horikawa R, Ogata T, Matsubara Y, Yokoya S, Ogawa Y, Nishijima K, Endo T, Ozono K. Long-term efficacy 
and safety of two doses of Norditropin® (somatropin) in Noonan syndrome: a 4-year randomized, double-blind, 
multicenter trial in Japanese patients. Endocrine Journal. 202008; 67(8):803-818. 
 
Sakamoto A, Matsuzuka T, Yamaya Y, Suzuki S, Iwadate M, Suzuki S, Hashimoto Y, Suzuki O, Suzuki S, 
Yokoya S, Ohira T, Yasumura S, Ohto H, Kamiya K, Shimura H. Cytological examination of the thyroid in 
children and adolescents after the Fukushima Nuclear Power Plant accident: the Fukushima Health 
Management Survey. Endocrine Journal. 202012; 67(12):1233-1238. 
 
Ohira T, Shimura H, Hayashi F, Nagao M, Yasumura S, Takahashi H, Suzuki S, Matsuzuka T, Suzuki S, 
Iwadate M, Ishikawa T, Sakai A, Suzuki S, Nollet KE, Yokoya S, Ohto H, Kamiya K; Fukushima Health 
Management Survey Group. Absorbed radiation doses in the thyroid as estimated by UNSCEAR and 
subsequent risk of childhood thyroid cancer following the Great East Japan Earthquake. Journal of Radiation 
Research. 202003; 61(2):243-248. 
 
Takahashi H, Yasumura S, Takahashi K, Ohira T, Ohtsuru A, Midorikawa S, Suzuki S, Shimura H, 
Ishikawa T, Sakai A, Suzuki S, Yokoya S, Tanigawa K, Ohto H, Kamiya K. Nested matched case control 
study for the Japan Fukushima Health Management Survey's first full-scale (second-round) thyroid 
examination. Medicine. 202007; 99(27):e20440. 
 
Ito Y, Suzuki S, Matsumoto Y, Ohkouchi C, Suzuki S, Iwadate M, Midorikawa S, Yokoya S, Suzuki S, 
Shimura H. Time-dependent changes in FT4 and FT3 levels measured using mass spectrometry after an acute 
ingestion of excess levothyroxine in a case with hypothyroidism. Thyroid Research. 202005; 13:4. 
 
横谷進. 【周産期の薬】新生児編 疾患に対する薬剤の選び方・使い方・注意点 内分泌・代謝疾患 尿崩症. 周
産期医学. 202012; 50(増刊):647-650. 
 
阪下和美, 中林洋介, 大山昇一, 奈倉道明, 石崎優子, 遠藤明史, 大野拓郎, 岡田仁, 奥村秀定, 高木英行, 
長和俊, 戸谷剛, 儘田光和, 水野美穂子, 横谷進, 楠田聡, 森伸生, 細井創, 今泉益栄, 日本小児科学会社
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会保険委員会. 小児科医の医療保険制度に関する意識調査報告. 日本小児科学会雑誌. 202009; 124(9):1458-1464. 
 
田中敏章, 曾根田瞬, 伊藤善也, 加藤則子, 佐藤亨至, 立花克彦, 横谷進, 長谷川奉延, 村田光範, 磯島豪, 
吉井啓介, 井ノ口美香子, 篠田謙一, 高井省三. 小城成長研究データに基づく日本人男子の成長（第1編） 生

物学的定義に近似した成長学的な思春期開始の基準値の作成. 日本成長学会雑誌. 202004; 26(1):16-21. 
 
曽根田瞬, 田中敏章, 伊藤善也, 加藤則子, 佐藤亨至, 立花克彦, 横谷進, 長谷川奉延, 村田光範, 磯島豪, 
吉井啓介, 井ノ口美香子, 篠田謙一, 高井省三. 小城成長研究データに基づく日本人男子の成長（第2編） 成

長学的な基準値を用いた思春期の縦断的な成長解析. 日本成長学会雑誌. 202004; 26(1):22-27. 
 
Tanaka T, Hasegawa T, Ozono K, Tanaka H, Kanzaki S, Yokoya S, Chihara K, Oura T, Ihara K, Child CJ, 
Seino Y. Effect of growth hormone(GH) treatment on adult height in patients with GH deficiency the Japanese 
cohort from the GeNeSIS observational study. 日本成長学会雑誌. 202004; 26(1):28-37. 
 
田中敏章, 曽根田瞬, 伊藤善也, 加藤則子, 佐藤亨至, 立花克彦, 横谷進, 長谷川奉延, 村田光範, 磯島豪, 
吉井啓介, 井ノ口美香子, 岸健太郎, 依藤亨, 篠田謙一, 高井省三, 日本成長学会成長研究委員会. 小城成

長研究に基づく日本人男子の成長（第3編） 思春期開始の時期が暦年齢、骨年齢に対する成長率に与える影響. 
日本成長学会雑誌. 202009; 26(2):51-57. 
 
横谷進. 【内分泌腺腫瘍（第2版）－基礎・臨床研究のアップデート－】小児内分泌腫瘍 小児診療からみたポイ

ント. 日本臨床. 202009; 78(増刊4):903-909. 
 
〔総説等〕 
 
横谷進. ヌーナン症候群の成長ホルモン治療. 成長代謝 Review. 202009; 11(1):1-4. 
 
〔研究報告書〕 
 
賀藤均, 緒方勤, 杉原茂孝, 奥山虎之, 小原明, 森尾友宏, 小牧宏文, 窪田満, 小崎健次郎, 新関寛徳, 神
崎晋, 横谷進, 黒田達夫, 守本倫子, 森臨太郎, 大竹明, 掛江直子, 盛一享徳, 堀米仁志, 岡本奈美, 與田

仁志, 鬼頭浩史, 井田博幸, 田倉智之, 落合亮太, 武井修治, 長和俊, 七野浩之, 平野大志, 荒川浩一, 肥
沼悟郎. 小児慢性特定疾病対策の推進に寄与する実践的基盤提供にむけた研究. 医療情報学. 202009; 40(1):18-19. 
 
石井智弘, 横谷進, 島津章, 松野彰, 濱崎祐子, 村上信行, 西美和, 羽二生邦彦, 堀川玲子, 依藤亨, 棚橋

祐典, 伊藤純子, 田島敏広, 高野幸路, 松井克之, 望月貴博, 高橋裕, 長谷川奉延. 「成長ホルモン療法の治

療効果に及ぼす諸因子の解析並びにアドバース・イベントの調査に関する研究」研究総括. 成長科学協会研究年報. 
202010; (44):1-2. 
 
安藏慎, 島津章, 勝又規行, 立花克彦, 肥塚直美, 堀川玲子, 横谷進, 望月貴博. 成長ホルモン及び IGF-1測

定に関する研究 日本人下垂体疾患患者における血清 IGF-1濃度の縦断的解析. 成長科学協会研究年報. 202010; 
(44):31-33. 
 

研究発表等 
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〔特別講演〕 
 
横谷進. 福島第一原子力発電所事故後の甲状腺検査の状況と将来の放射線事故への備え. 第92回日本核医学会関

東甲信越地方会; 20200125; 東京. 
 
〔招待講演〕 
 
横谷進. 診療報酬と内科系学会社会保険連合の活動. 日本耳鼻咽喉科学会 保険医療委員会全国会議; 20200125; 
東京. 
 
横谷進. 成長曲線から分かること. 奈良県医師会・奈良県教育委員会共催研修会; 20200220; 奈良. 
 
横谷進. 小児科から内科（成人科）への transitionの重要性. ラジオNIKKEI医学講座; 20200609; 福島. 
 
横谷進. 小児甲状腺疾患について. 甲状腺超音波検査の検査者育成に関する講習会; 20200830; 会津若松. 
 
〔その他〕 
 
横谷進（座長）. 小児科Transition 小児科から・内分泌代謝疾患における移行期医療 ～成人内科の立場から

～. 第30回臨床内分泌代謝Update; 20201114; 浜松. 
 
 
 

先端臨床研究センター 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Sugawara S, Ishii S, Kojima Y, Ito H, Suzuki Y, Oriuchi N. Feasibility of gamma camera-based GFR 
measurement using renal depth evaluated by lateral scan of 99mTc-DTPA renography. Annals of Nuclear 
Medicine. 202005; 34(5):349-357. 
 
Watanabe S, Nishijima KI, Okamoto S, Magota K, Hirata K, Toyonaga T, Shiga T, Kuge Y, Tamaki N. 
Biodistribution and internal radiation dosimetry of a novel probe for thymidine phosphorylase imaging, 
[123I]IIMU, in healthy volunteers. Annals of Nuclear Medicine. 202008; 34(8):595-599. 
 
Ishii S, Sugawara S, Yaginuma Y, Kobiyama H, Hiruta M, Watanabe H, Yamakuni R, Hakozaki M, Fujimaki 
H, Ito H. Causes of false negatives in technetium-99 m methoxyisobutylisonitrile scintigraphy for 
hyperparathyroidism: influence of size and cysts in parathyroid lesions. Annals of Nuclear Medicine. 202012; 



 
 

－511－ 

34(12):892-898. 
 
Kawauchi K, Furuya S, Hirata K, Katoh C, Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga T. A convolutional 
neural network-based system to classify patients using FDG PET/CT examinations. BMC Cancer. 202003; 
20(1):227. 
 
Aoki M, Zhao S, Takahashi K, Washiyama K, Ukon N, Tan C, Shimoyama S, Nishijima KI, Ogawa K. 
Preliminary Evaluation of Astatine-211-Labeled Bombesin Derivatives for Targeted Alpha Therapy. Chemical 
& Pharmaceutical Bulletin. 2020; 68(6):538-545. 
 
Ukon N, Zhao S, Washiyama K, Oriuchi N, Tan C, Shimoyama S, Aoki M, Kubo H, Takahashi K, Ito H. 
Human dosimetry of free 211At and meta-[211At]astatobenzylguanidine (211At-MABG) estimated using 
preclinical biodistribution from normal mice. EJNMMI Physics. 202009; 7(1):58. 
 
Magota K, Numata N, Shinyama D, Katahata J, Munakata Y, Maniawski PJ, Kobayashi K, Manabe O, 
Hirata K, Tateishi U, Kudo K, Shiga T. Halo artifacts of indwelling urinary catheter by inaccurate scatter 
correction in 18F-FDG PET/CT imaging: incidence, mechanism, and solutions. EJNMMI Physics. 202011; 
7(1):66. 
 
Kobayashi K, Manabe O, Hirata K, Yamaguchi S, Kobayashi H, Terasaka S, Toyonaga T, Furuya S, 
Magota K, Kuge Y, Kudo K, Shiga T, Tamaki N. Influence of the scan time point when assessing hypoxia in 
18F-fluoromisonidazole PET: 2 vs. 4 h. European Journal of Nuclear Medicine and Molecular Imaging. 202007; 
47(8):1833-1842. 
 
Kudo T, Inano A, Midorikawa S, Kubo H, Hayashi K, Nakashima S, Fukushima C, Maeda K, Oriuchi N, Irie 
S, Yamashita S, Kusuhara H. Determination of the Kinetic Parameters for 123I Uptake by the Thyroid, 
Thyroid Weights, and Thyroid Volumes in Present-day Healthy Japanese Volunteers. Health Physics. 202004; 
118(4):417-426. 
 
Sakaguchi M, Aikawa M, Saito M, Ukon N, Komori Y, Haba H. Activation cross section measurement of the 
deuteron-induced reaction on yttrium-89 for zirconium-89 production. Nuclear Instruments and Methods in 
Physics Research, Section B. 202006; 472:59-63. 
 
Takács S, Aikawa M, Haba H, Komori Y, Ditrói F, Szűcs Z, Saito M, Murata T, Sakaguchi M, Ukon N. Cross 
sections of alpha-particle induced reactions on natNi: Production of 67Cu. Nuclear Instruments and Methods in 
Physics Research, Section B. 202009; 479:125-136. 
 
Takahashi Y, Hosokawa S, Tsujiguchi T, Monzen S, Kanzaki T, Shirakawa K, Nemoto A, Ishimura H, 
Oriuchi N. Time‑related study on external exposure dose of 2‑deoxy‑2‑[F‑18]fluoro‑d‑glucose PET for workers’ 
safety. Radiological Physics and Technology. 202003; 13(1):98-103. 
 
Oriuchi N, Aoki M, Ukon N, Washiyama K, Tan C, Shimoyama S, Nishijima KI, Takahashi K, Ito H, Ikezoe 
T, Zhao S. Possibility of cancer-stem-cell-targeted radioimmunotherapy for acute myelogenous leukemia using 
211At-CXCR4 monoclonal antibody. Scientific Reports. 202004; 10(1):6810. 



 
 

－512－ 

 
Hata H, Kitao T, Sato J, Asaka T, Ohga N, Imamachi K, Hirata K, Shiga T, Yamazaki Y, Kitagawa Y. 
Monitoring indices of bone inflammatory activity of the jaw using SPECT bone scintigraphy: a study of ARONJ 
patients. Scientific Reports. 202007; 10(1):11385. 
 
Hata H, Kitao T, Sato J, Asaka T, Imamachi K, Miyakoshi M, Hirata K, Magota K, Munakata Y, Shiga T, 
Yamazaki Y, Kitagawa Y. Quantitative bone single photon emission computed tomography analysis of the 
effects of duration of bisphosphonate administration on the parietal bone. Scientific Reports. 202010; 
10(1):17461. 
 
小檜山歩那美, 蛭田まほり, 柳沼佑基, 渡邊宏剛, 箱崎元晴, 山國遼, 末永博紀, 藤巻秀樹, 菅原茂耕, 黒
岩大地, 関野啓史, 長谷川靖, 石井士朗, 伊藤浩, 赤谷憲一, 織内昇. MIBGが集積したGIST症例の検討. 
Japanese Journal of Radiology. 202002; 38(Suppl.):8. 
 
中島孝平, 杉川晃代, 安井博宣, 東川桂, 高倉栄男, 志賀哲, 久下裕司, 小川美香子. 光免疫療法による腫瘍

環境の変化に関する[18F]FDGと[18F]FMISOを用いた検討. JSMI Report. 202001; 13(1):17-22. 
 
菅原茂耕, 石井士朗, 赤谷憲一, 蛭田まほり, 柳沼佑基, 菊地歩那美, 渡邊宏剛, 山國遼, 箱崎元晴, 末永

博紀, 藤巻秀樹, 黒岩大地, 関野啓史, 長谷川靖, 橋本直人, 伊藤浩, 織内昇. 99mTc-DTPA腎動態シンチグ

ラフィによるGFR測定に用いる腎の深さ測定のための側面像の有用性の検討. 核医学. 2020; 57(1):4. 
 
森博史, 稲木杏吏, 萱野大樹, 若林大志, 細野眞, 東達也, 織内昇, 阿部光一郎, 内山眞幸, 絹谷清剛. 全国

アンケートを用いたRI内用療法（核医学治療）見送り症例の実態調査報告. 核医学. 2020; 57(1):39-46. 
 
松石彬, 岩舘学, 鈴木聡, 松本佳子, 長谷川翔, 中野恵一, 水沼廣, 菅原茂耕, 萱野大樹, 織内昇, 鈴木眞

一. 当科における甲状腺分化癌に対する放射性ヨウ素内用療法. 日本内分泌学会雑誌. 202002; 95(4):1345. 
 
菅原茂耕, 織内昇. 腫瘍核医学画像のピットフォール 核医学治療における画像診断の活用と注意点. 臨床画像. 
202001; 36(1):87-93. 
 
〔総説等〕 
 
Oriuchi N, Sugawara S, Shiga T. Positron Emission Tomography for Response Evaluation in 
Microenvironment-Targeted Anti-Cancer Therapy. Biomedicines. 202009; 8(9):371. 
 
〔症例報告〕 
 
Zhao J, Nan G, Shen G, Zhao S, Ito H. Bilateral medial medullary infarction accompanied by cerebral 
watershed infarction: A case report. Journal of Radiology Case Reports. 202004; 14(4):1-7. 
 

著 書・訳 書 

 
織内昇. 再発・難治B細胞性悪性リンパ腫のRI標識抗体療法. In: 日本核医学技術学会. 新核医学技術総論 臨床



 
 

－513－ 

編. 京都: 山代印刷; 202003. p.563-568. 
 
織内昇. 核医学治療. In: 遠藤啓吾. 図解診療放射線技術実践ガイド 第4版. 東京: 文光堂; 202001. p.656-664. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Yoshinaga K, Zhao S, Washino K, Aoki M, Nishijima K, Shimoyama S, Ukon N, Gao F, Washiyama K, Ito 
N, Yoshioka N, Tamura N, Takahashi K, Ito H, Higashi T. Effects of alpha-emitting meta-211At-astato-
benzylguanidine (211At-MABG) compared to 131I-meta-iodobenzylguanidine (131I-MIBG) on tumor growth 
suppression in a pheochromocytoma mouse model. 2020第102回米国内分泌学会議; 20200328-31; Web. 
 
Oriuchi N, Aoki M, Ukon N, Washiyama K, Shimoyama S, Nishijima K, Takahashi K, Ito H, Ikezoe K, Zhao 
S. Feasibility of cancer stem cells-targeted radioimmunotherapy for acute myelogenous leukemia with 211At-
CXCR4 monoclonal antibody. 2020米国核医学・分子イメージング学会; 20200711-14; Web. 
 
Washiyama K, Sugiyama A, Zhao S, Tatsumi T, Aoki M, Yamatsugu K, Nishijima K, Ukon N, Shimoyama 
S, Tan C, Oriuchi N, Takahashi K, Kanai M, Kodama T. Development of a low immunogenic mutated 
streptavidin pretargeting strategy with 211At labeled modified biotin for advanced cancer treatment. 2020米国

核医学・分子イメージング学会; 20200711-14; Web. 
 
Washino K, Zhao S, Yoshinaga K, Ito Y, Aoki M, Ukon N, Shimoyama S, Nishijima K, Washiyama K, Ito N, 
Yoshioka N, Tamura N, Takahashi K, Ito H, Higashi T. Differences and similarities in biodistribution, 
pharmacokinetics and metabolites of 211At-MABG versus 123I-MIBG in normal mice. 2020米国核医学・分子

イメージング学会; 20200711-14; Web. 
 
Zhao S, Yoshinaga K, Washino K, Aoki M, Nishijima K, Shimoyama S, Ukon N, Gao F, Washiyama K, Ito 
N, Yoshioka N, Tamura N, Takahashi K, Higashi T, Ito H. Effects and safety of alpha-emitting meta-211At-
astato-benzylguanidine (211At-MABG) compared with 131I-meta-iodobenzylguanidine (131I-MIBG) on tumor 
growth suppression in a pheochromocytoma mouse model. 2020米国核医学・分子イメージング学会; 20200711-
14; Web. 
 
Oriuchi N, Aoki M, Ukon N, Washiyama K, Shimoyama S, Nishijima K, Takahashi K, Ito H, Ikezoe T, Zhao 
S. Stem cells targeted radioimmunotherapy of acute myelogenous leukemia with 211At-labeled anti-CXCR4 
monoclonal antibody. SNMMI 2020; 20200711-14; Web. 
 
Ukon N, Washiyama K, Sugiyama A, Zhao S, Tatsumi T, Aoki M, Yamatsugu K, Nishijima K, Shimoyama 
S, Tan C, Joho T, Oriuchi N, Kanai M, Takahashi K, Kodama T. Biodistribution and dosimetry studies for 
optimization of pre-targeted radionuclide therapy in 211At labeled modified biotin. EANM 2020; 20201022-30; 
Web. 
 
Washiyama K, Tatsumi T, Zhao S, Sugiyama A, Aoki M, Yamatsugu K, Ukon N, Nishijima K, Shimoyama 



 
 

－514－ 

S, Tan C, Joho T, Oriuchi N, Kanai M, Takahashi K, Kodama T. Search for the optimal bis-iminobiotin for the 
pretargeting strategy using a mutated low immunogenic streptavidin. EANM 2020; 20201022-30; Web. 
 
Zhao S, Sugiyama A, Ukon N, Shimoyama S, Tatsumi T, Aoki M, Gao F, Yamatsugu K, Nishijima K, Joho 
T, Oriuchi N, Takahashi K, Kanai M, Kodama T, Washiyama K. Evaluation of therapeutic effect of the 
targeted alpha therapy using Cupid-211At-labeled Psyche-B pretargeting system in a human gastric cancer 
cell xenograft. EANM 2020; 20201022-30; Web. 
 
Tatsumi T, Yamatsugu K, Sugiyama A, Zhao S, Aoki M, Nishijima K, Ukon N, Shimoyama S, Tan C, Gao F, 
Joho T, Oriuchi N, Takahashi K, Kanai M, Kodama T, Washiyama K. Targeted delivery of 211At with low 
immunogenic mutant streptavidin–bisiminobiotin pre-targeting system. Pacifichem2020; 20201216-21; 
Honolulu, USA. 
 
Oriuchi N, Zhao S, Aoki M, Tan C, Shimoyama S, Nishijima K, Washiyama K, Takahashi K, Sugawara S, 
Ito H, Ikezoe T. Preclinical evaluation of cancer stem cell targeted therapy with 211At-labeled anti-CXCR4 
antibody. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-16; 福島. 
 
Zhao S, Ukon N, Yoshinaga K, Washino K, Aoki M, Nishijima K, Shimoyama S, Tan C, Washiyama K, 
Oriuchi N, Ito N, Yoshioka N, Tamura N, Takahashi K, Higashi T, Ito H. 正常マウスにおける211At-MABG 
と123I-MIBGの放射線線量の比較評価. 日本放射線影響学会第63回大会; 20201015-17; 福島. 
 
鷲山幸信, 粟生木美穂, 巽俊文, 山次健三, 杉山暁, 西嶋剣一, 城寶大輝, 高峰英, 趙松吉, 金井求, 児玉

龍彦, 高橋和弘. α放射体211At標識イミノビオチンの作成と安定性評価. 日本放射線影響学会第63回大会; 
20201015-17; 福島. 
 
Oriuchi N, Yamamoto R, Ichikawa A, Shiozawa S, Nishizawa N, Satoh Y, Endoh H. Prognostic significance 
of false-positive lymph node on 18F-FDG PET in lung cancer -Clinicopathological study-. 第58回日本癌治療学

会学術集会; 20201022-24; 京都. 
 
粟生木美穂, 巽俊文, 西嶋剣一, 山次健三, 城寶大輝, 趙松吉, 杉山暁, 児玉龍彦, 高橋和弘, 金井求, 鷲
山幸信. イミノビオチン誘導体の合成とアスタチン標識の検討. 第60回日本核医学会学術総会; 20201112-14; 神
戸. 
 
鷲山幸信, 巽俊文, 杉山暁, 粟生木美穂, 譚成博, 下山彩希, 山次健三, 金井求, 児玉龍彦, 趙松吉, 高橋

和弘. プレターゲティングへの応用を目指した211At標識改変イミノビオチンの体内分布測定. 第60回日本核医

学会学術総会; 20201112-14; 神戸. 
 
右近直之, 趙松吉, 鷲野弘明, 吉永恵一郎, 粟生木美穂, 西嶋剣一, 鷲山幸信, 織内昇, 高橋和弘, 東達也, 
伊藤浩. コンパニオン診断薬としての123I-MIBGから推定した211At-MABGの線量評価検討. 第60回日本核医

学会学術総会; 20201112-14; 神戸. 
 
右近直之, 鷲山幸信, 杉山暁, 巽俊文, 山次健三, 下山彩希, 織内昇, 金井求, 児玉龍彦, 高橋和弘, 趙松

吉. 211At標識イミノビオチンを用いたプリターゲティング法の最適化 投与間隔による薬物動態評価. 第60回日

本核医学会学術総会; 20201112-14; 神戸. 



 
 

－515－ 

 
趙松吉, 吉永恵一郎, 粟生木美穂, 右近直之, 下山彩希, 西嶋剣一, 鷲山幸信, 鷲野弘明, 高橋和弘, 東達

也, 伊藤浩. 正常マウスにおける211At-MABGの毒性評価. 第60回日本肺癌学会学術集会; 20201112-14; 神戸. 
 
Zhao S, Sugiyama A, Shimoyama S, Tatsumi T, Ukon N, Gao F, Aoki M, Yamatsugu K, Takahashi K, Kanai 
M, Washiyama K. ヒト胃癌細胞移植担癌モデル動物におけるドラッグデリバリーシステム（Cupid-Psycheシス

テム）を用いたアルファ線の治療効果. 第60回日本核医学会学術総会; 20201112-14; 神戸. 
 
Yoshinaga K, Zhao S, Washino K, Aoki M, Nishijima K, Shimoyama S, Ukon N, Gao F, Washiyama K, Ito 
N, Yoshioka N, Tamura N, Takahashi K, Higashi T, Ito H. 褐色細胞腫モデルにおける211At-MABGと131I-
MIBGの抗腫瘍効果および安全性の比較. 第60回日本核医学会学術総会; 20201112-14; 神戸. 
 
鷲野弘明, 趙松吉, 下山彩希, 吉岡菜穂, 伊東奈津江, 粟生木美穂, 右近直之, 吉永恵一郎, 高橋和弘, 伊
藤浩, 東達也. 正常マウスにおける211At-MABGの血液毒性の用量反応関係. 第60回日本核医学会学術総会; 
20201112-14; 神戸. 
 
 
 

医療－産業トランスレーショナルリサーチセンター 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Suzuki R, Tamura H, Honma R, Konno N, Irie H, Takagi T, Sugimoto M, Asama H, Sato Y, Yoshinori O, 
Nakamura J, Takasumi M, Kato T, Hashimoto M, Hikichi T, Imai JI, Watanabe S, Ohira H. A Blood-based 
Gene-expression Scoring System for Cancer Screening in Patients With Branch-duct Intraductal Papillary 
Mucinous Neoplasms. Anticancer Research. 202011; 40(11):6551-6561. 
 
Ozaki Y, Muto S, Takagi H, Watanabe M, Inoue T, Fukuhara M, Yamaura T, Okabe N, Matsumura Y, 
Hasegawa T, Ohsugi J, Hoshino M, Shio Y, Tanaka D, Nanamiya H, Imai JI, Isogai T, Watanabe S, Suzuki 
H. Tumor mutation burden and immunological, genomic, and clinicopathological factors as biomarkers for 
checkpoint inhibitor treatment of patients with non-small-cell lung cancer. Cancer Immunology, 
Immunotherapy. 202001; 69(1):127-134. 
 
Han Y, Nakayama J, Hayashi Y, Jeong S, Futakuchi M, Ito E, Watanabe S, Semba K. Establishment and 
characterization of highly osteolytic luminal breast cancer cell lines by intracaudal arterial injection. Genes to 
Cells. 202002; 25(2):111-123. 
 
Kaito C, Yoshikai H, Wakamatsu A, Miyashita A, Matsumoto Y, Fujiyuki T, Kato M, Ogura Y, Hayashi T, 
Isogai T, Sekimizu K. Non-pathogenic Escherichia coli acquires virulence by mutating a growth-essential LPS 



 
 

－516－ 

transporter. PLoS Pathogens. 202004; 16(4):e1008469. 
 
Watanabe T, Nanamiya H, Kojima M, Nomura S, Furukawa S, Soeda S, Tanaka D, Isogai T, Imai JI, 
Watanabe S, Fujimori K. Clinical implication of oncogenic somatic mutations in early-stage cervical cancer 
with radical hysterectomy. Scientific Reports. 202010; 10(1):18734. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
土橋悠, 小澤和典, 片平清昭, 渡辺慎哉. X-SCIDラットにおける患者由来腫瘍組織の移植成績. 第67回日本実

験動物学会総会; 20200523; 誌上. 講演要旨集. 253. 
 
土橋悠, 片平清昭, 高木基樹, 渡辺慎哉. 福島PDX®（F-PDX®）の入手から使用まで. 患者由来がんモデル講

演会; 20201029-30; Web. 
 
 
 

臨床研究イノベーションセンター 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Yoshioka T, Omae K, Kawada T, Inoue Y, Sugimoto M, Oeda T, Uehara S, Araki M, Fukuhara S. 
Preoperative Use of Alpha-1 Receptor Blockers in Male Patients Undergoing Extracorporeal Shock Wave 
Lithotripsy for a Ureteral Calculus. Acta Medica Okayama. 202008; 74(4):293-299. 
 
Ashi N, Kataoka Y, Takemura T, Shirakawa C, Okazaki K, Sakurai A, Imakita T, Ikegaki S, Matsumoto H, 
Saito E, Takata H, Kaku S, Wada N, Shinomiya M, Otoshi T, Shimada M, Nikaido J, Iki R, Hirano K, Hirai 
T, Endo K, Hirabayashi M, Naganuma T. Factors Influencing Social Isolation and Loneliness Among Lung 
Cancer Patients: A Cross-sectional Study. Anticancer Research. 202012; 40(12):7141-7145. 
 
Luo Y, Funada S, Yoshioka T, Furukawa TA. Challenges in Systematic Reviews That Include Observational 
Studies: Comment on the Article by Karmacharya et al. Arthritis & Rheumatology. 202012; 72(12):2163-2164. 
 
Yoshioka T, Yaita K, Mizuta S, Ono Y. Is the Association Between Frequent Door Openings During Cardiac 
Surgery and a Risk of Surgical Site Infection Real? Clinical Infectious Diseases. 202004; 70(9):2016. 
 
Funada S, Yoshioka T, Luo Y, Sato A, Akamatsu S, Watanabe N. Bladder training for treating overactive 



 
 

－517－ 

bladder in adults. Cochrane Database of Systematic Reviews. 202004; 2020(4):CD013571. 
 
Funada S, Yoshioka T, Luo Y. Re: Lisa Moris, Marcus G. Cumberbatch, Thomas Van den Broeck, et al. 
Benefits and Risks of Primary Treatments for High-risk Localized and Locally Advanced Prostate Cancer: An 
International Multidisciplinary Systematic Review. Eur Urol 2020;77:614-27. European Urology. 202009; 
78(3):e118-e119. 
 
Funada S, Yoshioka T, Luo Y. Re: Ashley M. Hopkins, Ganessan Kichenadasse, Christos S. Karapetis, et al. 
Concomitant Antibiotic Use and Survival in Urothelial Carcinoma Treated with Atezolizumab. Eur Urol 
2020;78:540-3. European Urology. 202012; 78(6):e225-e226. 
 
Nishimura M, Kohno A, van der Steen JT, Naganuma T, Nakayama T. Conceptualization of a good end-of-life 
experience with dementia in Japan: a qualitative study. International Psychogeriatrics. 202006; 32(2):255-265. 
 
Yoshioka T, Maeda Y. COVID-19 Stigma Induced by Local Government and Media Reporting in Japan: It's 
Time to Reconsider Risk Communication Lessons From the Fukushima Daiichi Nuclear Disaster. Journal of 
Epidemiology. 202008; 30(8):372-373. 
 
Yoshioka T, Funada S. Re: Is There an Association between Urinary Incontinence and Mortality? A 
Retrospective Cohort Study. Journal of Urology. 202008; 204(2):353-354. 
 
Yoshioka T, Ikenoue T, Hashimoto H, Otsuki H, Oeda T, Ishito N, Watanabe R, Saika T, Araki M, Fukuhara 
S, Yamamoto Y; Okayama-Ehime S.W.L. Study Group. Development and validation of a prediction model for 
failed shockwave lithotripsy of upper urinary tract calculi using computed tomography information: the 
S3HoCKwave score. World Journal of Urology. 202012; 38(12):3267-3273. 
 
Sanomachi T, Hashimoto T, Haga J, Sato Y, Kanno H, Saito J, Maruta H, Fujikura K, Fukui T, Yoshioka T. 
Patients with unresectable hormone-positive human epidermal growth factor receptor 2-negative breast cancer 
who were successfully treated with palbociclib: A case report. 米沢市立病院医学雑誌. 202003; 39(1):25-31. 
 
 
 

会津医療センター 総合内科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Kamata K, Abe T, Aoki M, Deshpande G, Saitoh D, Tokuda Y. Dynamic vital signs may predict in-hospital 
mortality in elderly trauma patients. Medicine. 202007; 99(25):e20741. 
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鵜山保典. 【“ヤブ化”を防ぐ！－外来診療 基本の（き）Part 2】コモンディジーズに対する標準的診療 失神. 
総合診療. 202012; 30(12):1464-1467. 
 
山中克郎. 【“ヤブ化”を防ぐ！－外来診療 基本の（き）Part 2】コモンディジーズに対する標準的診療 腹痛. 
総合診療. 202012; 30(12):1486-1488. 
 
山中克郎. 【コンサルトドリル 身近な症例から学ぶ、情報の的確な集め方・伝え方】コンサルテーション 基本

のき コンサルテーションの心得. レジデントノート. 202006; 22(4):642-645. 
 
林聖也. 【コンサルトドリル 身近な症例から学ぶ、情報の的確な集め方・伝え方】コンサルテーションの実際と

指導医が教えてほしいこと 運動器の痛みのコンサルテーション. レジデントノート. 202006; 22(4):694-700. 
 

著 書・訳 書 

 
山中克郎, 宗像源之, 鵜山保典, 平野雅, 三宅真理世, 斉藤有佳. In: 山中克郎 編著. ここだけおさえて！ 症
状・疾患がわかるBOOK. 東京: 照林社; 202008. 
 
鎌田一宏. 第20章 病歴取得の技法. In: 鎌田一宏 編著. 病院総合診療医学 追補版. 日本病院総合診療医学会; 
202010. p.69-72. 
 
鎌田一宏. 第21章 身体診察の技法. In: 鎌田一宏 編著. 病院総合診療医学 追補版. 日本病院総合診療医学会; 
202010. p.73-75.  
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
鵜山保典, 虻川真澄. ビタミンB3投与により，食欲不振が改善した1例. 第31回日本老年医学会東北地方会; 
20201024; Web(福島). 
 
〔その他〕 
 
徳田安春, 鎌田一宏. 症例検討会 ドクターG横浜（座長）. 第95回日本結核・非結核性抗酸菌症学会; 
20201011; Web(横浜). 
 
山中克郎, 鎌田一宏. 会津医療センター レクチャーシリーズ 攻める問診、グローカルメディシン. 第6回日

本NP学会学術集会; 20201017; Web(愛知). 
 
山中克郎. 新型コロナウィルス時代の高齢者医療. 第31回日本老年医学会東北地方会; 20201024; Web(福島). 
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会津医療センター 漢方医学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Ohki K, Wakui H, Uneda K, Azushima K, Haruhara K, Kinguchi S, Urate S, Yamada T, Yamaji T, 
Kobayashi R, Kanaoka T, Minegishi S, Ishigami T, Fujikawa T, Toya Y, Tamura K. Effects of Erythropoietin-
Stimulating Agents on Blood Pressure in Patients with Non-Dialysis CKD and Renal Anemia. Kidney 
Diseases. 202007; 6(4):299-308. 
 
Wakui H, Yamaji T, Azushima K, Uneda K, Haruhara K, Nakamura A, Ohki K, Kinguchi S, Kobayashi R, 
Urate S, Suzuki T, Kamimura D, Minegishi S, Ishigami T, Kanaoka T, Matsuo K, Miyazaki T, Fujikawa T, 
Yamashita A, Tamura K. Effects of Rikkunshito treatment on renal fibrosis/inflammation and body weight 
reduction in a unilateral ureteral obstruction model in mice. Scientific Reports. 202002; 10(1):1782. 
 
〔総説等〕 
 
小田口浩, 石毛達也, 伊藤雄一, 若杉安希乃, 関根真理子, 花輪壽彦, 並木隆雄, 村松慎一, 新井信, 三潴

忠道, 嶋田豊, 柴原直利, 折笠秀樹. 漢方診断ロジック形式知化に向けて解決すべき5つの課題と漢方診療専門

医療機関６施設の合意形成による解決案の提示. 日本東洋医学雑誌. 202007; 71(3):284-295. 
 
〔症例報告〕 
 
村橋昌樹, 鈴木雅雄, 松浦知史, 宇仁田明奈, 加用拓己, 宗像源之, 三潴忠道. Guillain-Barré Syndromeに
よる下肢痛および灼熱感に対して鍼治療と漢方治療が奏功した一症例. 全日本鍼灸学会雑誌. 202002; 70(1):47-56. 
 
小宮ひろみ, 鈴木朋子, 海老潤子, 中野裕子, 北村拓也, 安斎圭一, 三潴忠道. 精神疾患を有する患者の月経

随伴症状に対して漢方治療が長期間有効であった3例. 日本東洋医学雑誌. 202001; 71(1):41-47. 
 
〔その他〕 
 
三潴忠道. 巻頭言 漢方を生かした新たな医療体系の構築を目指して－第71回日本東洋医学会学術総会について

－. 漢方の臨床. 202004; 67(4):369-370. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
鈴木雅雄, 室繁郎, 福井基成, 石崎直人, 佐藤晋, 塩田哲広, 遠藤和夫, 鈴木朋子, 三潴忠道, 三嶋理晃, 
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平井豊博. 安定期COPD患者の栄養状態に対する鍼治療の効果. 令和元年度福島医学会表彰受賞記念講演会; 
20200123; 福島. 福島医学雑誌. 70(1):64-65. 
 
畝田一司, 石上友章, 伊藤亜希, 稲森正彦, 西巻滋. e-learningを利用した初期研修医に対する漢方医学教育の

試み. 第52回日本医学教育学会大会; 20200718-1017; Web. 医学教育. 51(Suppl.):207. 
 
宇仁田明奈, 鈴木雅雄, 加用拓己, 松浦知史. 人工呼吸器長期離脱困難症例に対する鍼灸治療. 第69回全日本

鍼灸学会学術大会; 202008; 紙上. 全日本鍼灸学会雑誌. 70(3):171. 
 
秋葉秀一郎, 三潴忠道, 小林大輔, 畝田一司, 齋藤龍史, 鈴木雅雄, 鈴木朋子, 佐橋佳郎, 挾間章博. 国内

産人参の医療用医薬品への利用に向けた検討. 第37回和漢医薬学会学術大会; 20200829-30; Web. 和漢医薬学会大

会要旨集. 37:95. 
 
本田和也, 畝田一司, 長谷川浩司, 橋本重厚, 風間順一郎. フラッシュグルコースモニタリング（FGM）を用

いたことによりグリコアルブミン（GA）偽高値が判明した2例. 第65回日本透析医学会学術集会; 20201102-08; 
Web. 日本透析医学会雑誌. 53(Suppl.1):399. 
 
〔シンポジウム〕 
 
三潴忠道, 木村容子, 中川幹子, 大塚文男, 田妻進. 次世代の漢方教員の育成. 漢方医学教育 SYMPOSIUM 
2020; 20200208; 東京. 
 
〔特別講演〕 
 
三潴忠道. 総合病院における漢方診療の意義 －生薬を用いた難症治療経験を基に－. 名古屋市立大学開学70周

年記念 漢方医学センター開設記念講演会; 20200221; 名古屋. 
 
鈴木雅雄. 鍼灸の可能性. 第36回日本東洋医学会東北支部学術総会; 20201108; Web(福島). 
 
〔その他〕 
 

鈴木雅雄. 健康とツボと痛み. 会津医療センター健康教室; 20200116; 会津若松. 
 
三潴忠道. 漢方概論解説、四診実習、症例検討. 「漢方」ワークショップ in Kagoshima; 20200125; 鹿児島. 
 
畝田一司. 福島県立医科大学会津医療センター漢方内科での診療活動報告. 神奈川県4大学医学部FDフォーラム

第16回漢方医学ユニット合同研修会; 20200125; 横浜. 
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会津医療センター 循環器内科学講座 
 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
鶴谷善夫. 循環器病対策により健康長寿地域を目指す. 第10回 JMU in TOHOKU; 20200222; 仙台. 
 
鶴谷善夫. 心血管病発症とMR関連高血圧についての検討. 会津の治療抵抗性高血圧を考える; 20200303; 会津若

松. 
 
鶴谷善夫, 虻川真澄, 玉川和亮, 星野弘尊, 渡邊孝一郎. 置換僧帽弁機能不全により重度の溶血性貧血をきた

した症例. 第221回日本内科学会東北地方会; 20200905; 秋田. 
 
鶴谷善夫. With Covid-19環境下でのカテーテルアブレーション治療連携について. 会津With Covid-19 Web 
Meeting; 20201118; 会津若松. 
 
鶴谷善夫, 星野弘尊, 玉川和亮, 渡邊孝一郎. 発作性上室性頻拍治療時に通常型心房粗動を併発した2症例. 第
170回日本循環器学会東北地方会; 20201205; 福島. 
 
星野弘尊, 渡邊孝一郎, 玉川和亮, 鶴谷善夫. 高周波アブレーションによる肺静脈隔離術3時間後に発症した冠

攣縮の1例. 第170回日本循環器学会東北地方会; 20201205; 福島. 
 
〔その他〕 
 
鶴谷善夫. 2型糖尿病治療の展望. 会津医学会 糖尿病学術講演会; 20201006; 会津若松. 
 
 
 

会津医療センター 血液内科学講座 
 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
池田翔平, 鈴木学, 助川真純, 角田三郎, 北條洋, 大田雅嗣. アレムツズマブ併用化学療法で完全寛解を達成

した超高齢T-PLL（T細胞性前リンパ球性白血病）の一例. 第130回日本血液学会東北地方会; 20200905; 秋田. 
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鈴木康平, 角田三郎, 池田翔平, 助川真澄, 大田雅嗣. Coombs陽性自己免疫性溶血性貧血と骨髄異形成症候群

が合併した1例. 第130回日本血液学会東北地方会; 20200905; 秋田. 
 
 
 

会津医療センター 消化器内科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Maki T, Irisawa A, Notohara K, Shibukawa G, Sato A, Yamabe A, Yoshida Y, Yamamoto S, Soeta N, Saito 
T. Duodenal Stenosis Due to Carcinoma of the Lower Bile Duct: A Case Report. Clinical Medicine Insights. 
Case Reports. 2020; 13:1179547620919453. 
 
Irisawa A, Shibukawa G, Hoshi K, Yamabe A, Sato A, Maki T, Yoshida Y, Yamamoto S, Obara K. 
Endoscopic ultrasound-guided coil deployment with sclerotherapy for isolated gastric varices: Case series of 
feasibility, safety, and long-term follow-up. Digestive Endoscopy. 202011; 32(7):1100-1104. 
 
Nakajima Y, Zhu X, Nemoto D, Li Q, Guo Z, Katsuki S, Hayashi Y, Utano K, Aizawa M, Takezawa T, 
Sagara Y, Shibukawa G, Yamamoto H, Lefor AK, Togashi K. Diagnostic performance of artificial intelligence 
to identify deeply invasive colorectal cancer on non-magnified plain endoscopic images. Endoscopy 
International Open. 202010; 8(10):E1341-E1348. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
Nakajima Y, Nemoto D, Zhu X, Guo, Li Q, Aizawa M, Utano K, Isohata N, Endo S, Shibukawa G, Katsuki 
S, Sagara Y, TakezawaT, Hayashi Y, Yamamoto H, Hewett GD, Togashi K. Which region does artificial 
intelligence look at to predict t1b colorectal cancer? analysis based on class activation mapping. DDW2020; 
20200502; Web. Gastrointestinal Endoscopy. 91(6):AB258. 
 
野口祐紀, 竹中一央, 山元勝悟, 舟窪彰, 吉田栄継, 牧匠, 中島勇貴, 澁川悟朗. 同一病変内で病理学的に悪

性度に差異を認めた神経内分泌腫瘍の一例. 第164回日本消化器内視鏡学会東北支部例会; 20200200; 仙台. 
 
〔招待講演〕 
 
澁川悟朗. スクリーニングスコープとしての新型極細径内視鏡. 第99回日本消化器内視鏡学会総会; 20200902; 
京都. 抄録集. 62:125. 
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会津医療センター 糖尿病・内分泌代謝・腎臓内科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hashimoto S, Nagai M, Ohira T, Fukuma S, Hosoya M, Yasumura S, Satoh H, Suzuki H, Sakai A, Ohtsuru 
A, Kawasaki Y, Takahashi A, Okazaki K, Kobashi G, Kamiya K, Yamashita S, Fukuhara SI, Ohto H; 
Fukushima Health Management Survey Group. Influence of post-disaster evacuation on incidence of 
hyperuricemia in residents of Fukushima Prefecture: the Fukushima Health Management Survey. Clinical 
and Experimental Nephrology. 202011; 24(11):1025-1032. 
 
Honda K, Shigeatsu H. Brainstem Cerebellum-type Posterior Reversible Encephalopathy Syndrome. Internal 
Medicine. 202005; 59(10):1337-1338. 
 
Takahashi A, Ohira T, Okazaki K, Yasumura S, Sakai A, Maeda M, Yabe H, Hosoya M, Ohtsuru A, 
Kawasaki Y, Shimabukuro M, Kazama J, Hashimoto S, Watanabe K, Nakano H, Hayashi F, Ohto H, 
Kamiya K, Ohira H. Effects of Psychological and Lifestyle Factors on Metabolic Syndrome Following the 
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant Accident: The Fukushima Health Management Survey(和訳中). 
Journal of Atherosclerosis and Thrombosis. 202009; 27(9):1010-1018. 
 
Fujii Y, Takeda Y, Kurihara I, Itoh H, Katabami T, Ichijo T, Wada N, Shibayama Y, Yoshimoto T, Ogawa Y, 
Kawashima J, Sone M, Inagaki N, Takahashi K, Watanabe M, Matsuda Y, Kobayashi H, Shibata H, 
Kamemura K, Otsuki M, Yamamto K, Ogo A, Yanase T, Okamura S, Miyauchi S, Fujita M, Suzuki T, 
Umakoshi H, Ogasawara T, Tsuiki M, Naruse M, Yamada M, Rakugi H, Kawamura T, Ogawa O, Tanabe A, 
Hasegawa T, Abe M, Sakamoto R, Shinbo T, Kai T, Fukuoka T, Murakami M, Hashimoto S, Tanabe M, 
Kometani M, Yoshikawa Y, Oono Y, Fukuda H, Yoneda T, Sugiyama T, Matsuda F, Yamasaki T, Kawaguchi 
T. Historical changes and between-facility differences in adrenal venous sampling for primary aldosteronism in 
Japan. Journal of Human Hypertension. 202001; 34(1):34-42. 
 
Sakai A, Nakano H, Ohira T, Maeda M, Okazaki K, Takahashi A, Kawasaki Y, Satoh H, Ohtsuru A, 
Shimabukuro M, Kazama J, Hashimoto S, Hosoya M, Yasumura S, Yabe H, Ohto H, Kamiya K; 
Fukushima Health Management Survey Group. Relationship between the prevalence of polycythemia and 
factors observed in the mental health and lifestyle survey after the Great East Japan Earthquake. Medicine. 
202001; 99(1):e18486. 
 
橋本重厚. 褐色細胞腫. 循環器内科. 202009; 88(3):338-346. 
 
中村伸理子, 有賀徹, 寳金清博, 嘉山孝正, 橋本重厚, 堤晴彦, 中島勧, 岩瀬博太郎, 米村滋人, 櫻井淳, 
三木保, 吉田謙一, 大嶽浩司, 小林弘幸, 坂本哲也, 大磯義一郎, 中島和江, 水谷渉, 全国医学部長病院長
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会議大学病院の医療事故対策委員会. 大学病院の医療事故調査制度への対応 本制度の10の課題. 日本医師会

雑誌. 202002; 148(11):2213-2218. 
 
橋本重厚. 【内分泌腺腫瘍（第2版）－基礎・臨床研究のアップデート－】副腎腫瘍 副腎腫瘍の検査・診断 

内分泌機能検査. 日本臨床. 202009; 78(増刊4):622-627. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
橋本重厚. 糖尿病治療関連. 小野薬品工業Web社内研修会; 20200602; 会津若松. 
 
橋本重厚. 原発性アルドステロン症及びMR関連高血圧Up to Date. MR関連高血圧Web Seminar; 20200929; 
会津若松. 
 
橋本重厚. 会津における糖尿病診療地域連携の取り組み. 糖尿病の地域医療を考える会 in会津; 20201027; 会津

若松. 
 
橋本重厚. 糖尿病治療におけるデバイス活用. テルモ社内講演会; 20201202; 会津若松. 
 
 
 

会津医療センター 感染症・呼吸器内科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Suzuki Y, Minemura H, Tomita H, Saito M, Watanabe N, Umeda T, Kawamata T, Rikimaru M, Morimoto J, 
Koizumi T, Togawa R, Sato Y, Hirai K, Uematsu M, Nikaido T, Fukuhara N, Fukuhara A, Sato S, Saito J, 
Kanazawa K, Tanino Y, Shibata Y. Monomorphic Epitheliotropic Intestinal T-cell Lymphoma Involving the 
Lung and Brain: A Rare Case Study. Internal Medicine. 202010; 59(20):2559-2563. 
 
齋藤美和子, 鈴木朋子, 小泉達彦, 新妻一直. 柴苓湯投与後のEpstein-Barrウイルス再活性化を伴う間質性肺

炎. 日本呼吸器学会誌. 202001; 9(1):57-60. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
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秋葉秀一郎, 三潴忠道, 小林大輔, 畝田一司, 齋藤龍史, 鈴木雅雄, 鈴木朋子, 佐橋佳郎, 挾間章博. 国内

産人参の医療用医薬品への利用に向けた検討. 第37回和漢医薬学会学術大会; 20200829-30; Web. 
 
 
 

会津医療センター 精神医学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Hikita M, Shiga T, Osakabe Y, Mori Y, Hotsumi H, Nozaki M, Hoshino H, Kanno K, Itagaki S, Matsuoka T, 
Yabe H. Estimation of frequency difference at which stream segregation precedes temporal integration as 
reflected by omission mismatch negativity. Biological Psychology. 202003; 151:107848. 
 
Hayashi H, Kobayashi R, Kawakatsu S, Morioka D, Otani K. Utility of Easy Z -Score Imaging System-
Assisted SPECT in Detecting Onset Age-Dependent Decreases in Cerebral Blood Flow in the Posterior 
Cingulate Cortex, Precuneus, and Parietal Lobe in Alzheimer's Disease with Amyloid Accumulation. Dementia 
and Geriatric Cognitive Disorders Extra. 202001; 10(2):63-68. 
 
Osakabe Y, Shiga T, Hoshino H, Kanno K, Wada T, Ochiai H, Itagaki S, Miura I, Yabe H. Do tone duration 
changes that elicit the mismatch negativity also affect the preceding middle latency responses? European 
Journal of Neuroscience. 202006; 51(11):2270-2276. 
 
Kobayashi R, Naruse H, Koyama S, Kawakatsu S, Hayashi H, Ishiura H, Mitsui J, Ohta Y, Toda T, Tsuji S, 
Otani K. Familial dementia with Lewy bodies with VPS13C mutations. Parkinsonism & Related Disorders. 
202012; 81:31-33. 
 
Shiga T, Horikoshi S, Kanno K, Kanno-Nozaki K, Hikita M, Itagaki S, Miura I, Yabe H. Plasma levels of 
dopamine metabolite correlate with mismatch negativity in patients with schizophrenia. Psychiatry and 
Clinical Neurosciences. 202005; 74(5):289-293. 
 
Kobayashi R, Hayashi H, Kawakatsu S, Nagasawa H, Koyama S, Ishizawa K, Otani K. Detection of 
reduced dopamine transporter availability by 123 I-N-omega-fluoropropyl-2-beta-carbomethoxy-3-beta (4-
iodophenyl) nortropane single-photon emission computed tomography in a patient of frontotemporal dementia 
with motor neuron disease. Psychogeriatrics. 202009; 20(5):799-801. 
 
Kobayashi R, Hayashi H, Kawakatsu S, Morioka D, Iseki C, Ishizawa K, Otani K. Phenoconversion from 
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定期学術集会; 20200815; 横浜. Web抄録集. DP-164. 
 
樋口光徳, 押部郁朗, 添田暢俊, 齋藤拓朗, 鈴木弘行. Stage IV非小細胞肺癌に対してPembrolizumabの投与

にて病理学的完全奏効が得られた2手術例. 第37回日本呼吸器外科学会学術集会; 20200929-30; Web. 
 
松井田元, 遠藤俊吾, 五十畑則之, 根本鉄太郎, 髙栁大輔, 押部郁朗, 添田暢俊, 齋藤拓朗. 一時的人工肛門

造設：ileostomy vs colostomy 一時的人工肛門：回腸stomaと結腸stomaの治療成績と問題点. 第82回日本臨

床外科学会総会; 20201029; 大阪. 日本臨床外科学会雑誌. 81(増刊):274. 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 松井田元, 根本鉄太郎, 押部郁朗, 添田暢俊, 齋藤拓朗. 治癒切除困難な大腸癌に対

する術前化学療法とConversion Surgeryの成績. 第82回日本臨床外科学会総会; 20201030; 大阪. 日本臨床外科

学会雑誌. 81(増刊):296. 
 
樋口光徳, 鈴木弘行. 肺癌検診におけるAI技術の導入. 第61回日本肺癌学会学術集会; 20201112-14; 岡山. 
 
松村勇輝, 山口光, 峯勇人, 髙木玄教, 渡部晶之, 尾崎有紀, 福原光朗, 武藤哲史, 岡部直行, 長谷川剛生, 
塩豊, 樋口光徳, 鈴木弘行. 複合免疫療法後に病理学的完全寛解をえられた非小細胞肺癌における病理学的，免

疫組織学的検討. 第61回日本肺癌学会学術集会; 20201112-14; Web(岡山). 
 
 
 

会津医療センター 整形外科・脊椎外科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Tominaga R, Yamazaki S, Fukuma S, Goto R, Sekiguchi M, Otani K, Iwabuchi M, Shirado O, Fukuhara S, 
Konno SI. Association between single limb standing test results and healthcare costs among community-
dwelling older adults. Archives of Gerontology and Geriatrics. 202009; 92:104256. 
 
Komatsu J, Iwabuchi M, Endo T, Fukuda H, Kusano K, Miura T, Sato K, Kaneko K, Shirado O. Clinical 
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outcomes of lumbar diseases specific test in patients who undergo endoscopy-assisted tubular surgery with 
lumbar herniated nucleus pulposus: an analysis using the Japanese Orthopaedic Association Back Pain 
Evaluation Questionnaire (JOABPEQ). European Journal of Orthopaedic Surgery & Traumatology. 202002; 
30(2):207-213. 
 
白土修. I 腰痛の定義・疫学・病態 ①腰痛の定義・分類：新しい診療ガイドラインから. Pharma Medic. 
202001; 1:9-12. 
 
波入雄大, 白土修, 岩渕真澄, 猪股洋平. 環椎後弓低形成を伴う環軸関節亜脱臼により頚髄症を呈した1例. 日
本脊髄障害医学会誌. 202006; 33(1):66-68. 
 
猪股洋平, 白土修, 岩渕真澄, 波入雄大. 化膿性環軸関節炎2例の経験. 日本脊髄障害医学会誌. 202006; 
33(1):74-76. 
 
〔その他〕 
 
白土修. 「腰痛診療ガイドライン」改定作業からみえてきた日本における慢性腰痛診療の課題と展望. RE-
MOVE(日本イーライリリー／塩野義製薬); 202006; 6:4-6. 
 
三浦拓也, 佐藤佳汰, 小俣純一, 遠藤達矢, 富永亮司, 岩渕真澄, 白土修, 伊藤俊一. 腰部脊柱管狭窄症患者

の歩行時における重心位置，変化量に関する一考察. 理学療法学. 2020; 47(Suppl.):A-132_2.  
 

著 書・訳 書 

 
白土修, 遠藤達矢. 腰痛症・腰椎疾患に対する生活指導とは？ In: 日本整形外科学会, 日本運動器科学会 監修. 
ロコモティブシンドローム診療ガイド2020. 東京: 文光堂; 202010. p.105-112 
 
白土修（腰痛診療ガイドライン策定委員会 委員長）. In: 日本整形外科学会, 日本腰痛学会 監修. 腰痛診療

ガイドライン2019. 東京: 南江堂; 202005. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
猪股洋平, 波入雄大, 髙橋洋二郎, 富永亮司, 岩渕真澄, 白土修. 経時的なMRI撮影により診断しえた脊髄梗

塞の一例. 第30回東北脊椎外科研究会; 20200125; 仙台. 
 
遠藤達矢, 伊藤俊一, 佐藤圭汰, 小俣純一, 富永亮司, 岩渕真澄, 白土修. 主題5：非手術療法 M5-3 成人

脊柱変形に対する運動療法の治療効果と限界. 第10回日本成人脊柱変形学会; 20200815; Web. 
 
佐藤俊樹, 白土修, 岩渕真澄, 佐久間洋太. 頚椎前方固定後の晩期深部感染により気管切開を要した一例. 第55
回日本脊髄障害医学会; 20200905; 横浜. 
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佐久間洋太, 白土修, 岩渕真澄. 成人脊柱変形に対する矯正固定術後にL5-S化膿性椎間板炎を来し，治療に難

渋した一例. 第55回日本脊髄障害医学会; 20200905; 横浜. 
 
岩渕真澄, 富永亮司, 髙橋洋二郎, 波入雄大, 猪股洋一郎. 腰部脊柱管狭窄症に対する低侵襲固定術の有用

性：従来法との比較. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907; 神戸. 
 
遠藤達矢. 成人脊柱変形患者に対する運動療法の治療効果と限界：MCID（Minimal clinically important 
difference）を用いた検討. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸. 
 
佐藤圭汰. 成人脊柱変形患者への矯正固定術は動的脊柱アライメントを改善させるか？ 第49回日本脊椎脊髄病

学会学術集会; 20200907-09; 神戸. 
 
佐藤圭汰, 伊藤俊一, 小俣純一, 遠藤達矢, 三浦拓也, 富永亮司, 岩渕真澄, 白土修. 成人脊柱変形患者の歩

行時動的姿勢変化に影響を及ぼす因子：三次元歩行解析による検討. 第49回日本脊椎脊髄病学会; 20200907-09; 
神戸. 
 
三浦拓也. 腰部脊柱菅狭窄症患者における歩行時動的脊柱アライメントとJOABPEQの関係－三次元動作解析に

よる検討－. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸. 
 
遠藤浩一, 三浦拓也, 遠藤達矢, 佐藤圭汰, 庄司亮平, 波多野麻里子, 阿部彩夏, 白土修, 伊藤俊一. 姿勢

の違いが最大呼気流速に与える影響～胸郭可動性との関係～. 第38回東北理学療法学術大会; 20201017-18; Web. 
 
佐藤圭汰, 伊藤俊一, 小俣純一, 三浦拓也, 遠藤達矢, 岩渕真澄, 白土修. 成人脊柱変形患者に対する3ヵ月

間の個別的運動療法は動的アライメント不良を改善させるか？ 第38回東北理学療法学術大会; 20201017-18; 
Web. 
 
佐久間洋太，白土修，遠藤達矢，富永亮司，岩渕真澄. 脊椎内固定器具の有効性をと問題点－KOSA system 

50例の使用経験－. 第29回日本脊椎インストゥルメンテーション学会; 20201023-24; Web. 
 
佐久間洋太, 遠藤達矢, 波入雄大, 鈴木駿介, 佐藤俊樹, 富永亮司, 田口浩子, 岩渕真澄, 白土修. 先天性腰

椎すべり症の治療経験. 第28回日本腰痛学会; 20201030-1129; 札幌. 
 
佐藤圭汰, 伊藤俊一, 小俣純一, 三浦拓也, 遠藤達矢, 岩渕真澄, 白土修. 成人脊柱変形患者の大きな歩行時

骨盤前傾変化は,歩行能力に影響する－三次元動作解析による運動学的解析－. 第28回日本腰痛学会; 20201030-
31; Web. 
 
〔招待講演〕 
 
岩渕真澄. 骨粗鬆症性骨折の予防と治療－会津地域におけるFLS多科・多職種・多施設連携の取り組み. 
Osteoporosis Live Symposium in Fukushima; 20200117; 郡山. 
 
岩渕真澄. 腰痛性疾患の診断と治療. 塩野義製薬・イーライリリー社内研修会; 20200327; 会津若松(Web). 
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岩渕真澄. 骨粗鬆症に対するanabolic agentの使い方. イベニティフカボリセミナー; 20201204; 会津若松(Web). 
 
〔その他〕 
 
白土修（座長）. 一般演題② 胸腰椎・側彎. 第30回東北脊椎外科研究会; 20200125; 仙台. 
 
岩渕真澄（座長）. 一般演題③ 頸椎・その他. 第30回東北脊椎外科研究会; 20200125; 仙台. 
 
白土修（座長）. 主題5：非手術療法. 第10回日本成人脊柱変形学会; 20200815; Web. 
 
白土修（座長）. 肩OAの治療戦略～薬物治療と手術～. 慢性疼痛治療Expert conference; 20200826; いわき. 
 
白土修（座長）. 主題3 慢性腰痛の治療戦略. 第49回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20200907-09; 神戸. 
 
白土修（座長）. 主題10 MIS脊柱再建外科2. 第29回日本脊椎インストゥルメンテーション学会; 20201023-
24; Web. 
 
 
 

会津医療センター 耳鼻咽喉科学講座 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Imaizumi M, Suzuki T, Ikeda M, Matsuzuka T, Goto A, Omori K. Implementing a flexible endoscopic 
evaluation of swallowing at elderly care facilities to reveal characteristics of elderly subjects who screened 
positive for a swallowing disorder. Auris, Nasus, Larynx. 202008; 47(4):602-608. 
 
Matsuzuka T, Uemura H, Yoshimoto S, Miura K, Shiotani A, Sugasawa M, Homma A, Yokoyama J, 
Tsukahara K, Yoshizaki T, Yatabe Y, Kobari T, Kosuda S, Murono S, Hasegawa Y. Attempting to define 
sentinel node micrometastasis in oral squamous cell carcinoma. Fukushima Journal of Medical Science. 
202012; 66(3):143-147. 
 
Kobari T, Ogawa H, Yokoyama S. A case of acute mastoiditis progressing to Bezold's abscess in an adult 
patient. Practica Oto-Rhino-Laryngologica. 202001; 113(7):415-422. 
 
Suzuki T, Nomoto M, Kawase T, Kakinouchi K, Suzuki M, Murono S. A case of primary tonsillar tuberculosis. 
Practica Oto-Rhino-Laryngologica. 202001; 113(11):713-718. 
 
小川洋. 【難聴を治す－2020年版】慢性感音難聴 先天性難聴. JOHNS. 202001; 36(1):57-60. 
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小川洋. 【耳鼻咽喉科診療Q&A】耳科領域 繰り返す外耳道炎、外耳道湿疹の治療はどうしたらいいでしょう

か？ JOHNS. 202009; 36(9):1054-1055. 
 
山内智彦, 歌野健一, 角田三郎, 横山秀二, 小川洋. 低用量ベバシズマブで鼻出血の改善が得られなかった遺伝

性出血性末梢血管拡張症の一例（Low-dose bevacizumab did not reduce epistaxis in patient with hereditary 
hemorrhagic telangiectasia: a case report）. 自治医科大学紀要. 202003; 42:19-23. 
 
小針健大, 小川洋, 横山秀二. Bezold膿瘍に進展した成人急性乳様突起炎例. 耳鼻咽喉科臨床. 202007; 
113(7):415-422. 
 
鈴木俊彦, 野本美香, 川瀬友貴, 垣野内景, 鈴木政博, 室野重之. 原発性扁桃結核例. 耳鼻咽喉科臨床. 
202011; 113(11):713-718. 
 
鈴木俊彦, 野本美香, 鈴木亮, 佐藤廣仁, 多田靖宏, 室野重之. 骨髄異形成症候群により急速に増大した上顎

洞血瘤腫例. 日本鼻科学会会誌. 202007; 59(2):146-153. 
 
〔その他〕 
 
鈴木雪恵, 小川洋, 今泉光雅, 鈴木輝久, 馬場陽子, 大槻好史, 菊地大介, 黒田令子, 山田奈保子, 原田綾. 
福島県総合療育センターにおいて新生児聴覚スクリーニングをパス後、両側難聴と診断された42例の検討. 
AUDIOLOGY JAPAN. 202009; 63(5):442. 
 

著 書・訳 書 

 
小川洋. 耳介・外耳道の先天異常（耳瘻孔を含む）. In: 福井次矢, 高木誠, 小室一成 総編集. 今日の治療指針 

2020年版. 東京: 医学書院; 2020. p.422-423. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
 
小針健大, 小川洋, 鹿野真人. 舌下腺癌に対し頸部島状皮弁を用いて舌下腺全摘出を行った1例. 第30回日本頭

頚部外科学会総会ならびに学術講演会; 20200130; 沖縄. 
 
小川洋, 小針健大. 副腎機能低下を伴った先天性外耳道閉鎖症の一例. 第30回日本頭頚部外科学会総会ならびに

学術講演会; 20200131; 沖縄. 
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会津医療センター 臨床医学部門 
 
 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Ishii S, Sugawara S, Yaginuma Y, Kobiyama H, Hiruta M, Watanabe H, Yamakuni R, Hakozaki M, Fujimaki 
H, Ito H. Causes of false negatives in technetium-99 m methoxyisobutylisonitrile scintigraphy for 
hyperparathyroidism: influence of size and cysts in parathyroid lesions. Annals of Nuclear Medicine. 202012; 
34(12):892-898. 
 
Utano K, Katsuki S, Matsuda T, Mitsuzaki K, Fujita T, Nemoto D, Nagata K, Lefor AK, Togashi K. Colon 
Capsule Endoscopy versus CT Colonography in Patients with Large Non-Polypoid Tumours: A Multicentre 
Prospective Comparative Study (4CN Study). Digestion. 2020; 101(5):615-623. 
 
Nakajima Y, Zhu X, Nemoto D, Li Q, Guo Z, Katsuki S, Hayashi Y, Utano K, Aizawa M, Takezawa T, 
Sagara Y, Shibukawa G, Yamamoto H, Lefor AK, Togashi K. Diagnostic performance of artificial intelligence 
to identify deeply invasive colorectal cancer on non-magnified plain endoscopic images. Endoscopy 
International Open. 202008; 8(10):E1341-E1348. 
 
Kato T, Nagata K, Yamamichi J, Tanaka S, Honda T, Shimizu N, Utano K, Hirayama M, Matsumoto H, 
Horita S. Preference and Experience of Colonic Examination for Participants Presenting to Hospitals with a 
Positive Fecal Immunochemical Test Result. Patient Prefer Adherence. 202008; 22(14):2017-2025. 
 
山内智彦, 歌野健一, 角田三郎, 横山秀二, 小川洋. 低用量ベバシズマブで鼻出血の改善が得られなかった遺伝

性出血性末梢血管拡張症の一例（Low-dose bevacizumab did not reduce epistaxis in patient with hereditary 
hemorrhagic telangiectasia: a case report）. 自治医科大学紀要. 202003; 42:19-23. 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 根本鉄太郎, 根本大樹, 愛澤正人, 歌野健一, 冨樫一智. 胆嚢結石症を併存した大腸

癌症例の検討. 日本大腸肛門病学会雑誌. 202005; 73(5):197-201. 
 
〔総説等〕 
 
冨樫一智, 歌野健一, 根本大樹, 愛澤正人. 【消化管症候群（第3版）IV－その他の消化管疾患を含めて－】空

腸、回腸、盲腸、結腸、直腸（下） 腫瘍 大腸腫瘍 その他の腫瘍 腸間膜嚢腫. 別冊日本臨床 領域別症候群

シリーズ. 202005; No.12:231-233. 
 

研究発表等 

 
〔研究発表〕 
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Nemoto D, Aizawa M, Nemoto T, Utano K, Isohata N, Endo S, Lefor AK, Togashi K. Outcomes of endoscopic 
resection versus laparoscopic surgery for submucosally invasive colorectal cancers: An observational study. 
DDW2020; 20200504; Web. Gastrointestinal Endoscopy. 91(6):AB448. 
 
Nemoto T, Endo S, Isohata N, Matsuida H, Takayanagi D, Nemoto D, Aizawa M, Utano K, Togashi K, 
Oshibe I, Soeta N, Saito T. Change in neutrophil/lymphoocyte ratio during chemotherapy predicts prognosis 
in patients with unresectable adavanced/metastatic colorectal cancer. 30th Biennaial Congress of ISUCRS 
2020; 20201112; Yokohama. Abstracts. 138. 
 
Aizawa M, Utano K, Nemoto D, Isohata N, Endo S, Lefor AK, Togashi K. Hematologic indices as surrogate 
markers for 6-thioguanine nucleotides in inflammatory bowel disease. 30th Biennial Congress of ISUCRS 
2020; 20201112; Yokohama. Abstracts. 229. 
 
根本大樹, 歌野健一, 勝木伸一, 満崎克彦, 愛澤正人, 中島勇貴, 根本鉄太郎, 五十畑則之, 星信大, 遠藤

俊吾, 冨樫一智. 2cm以上のLSTに対する大腸CT検査の精度検証：post hoc解析. 第92回大腸癌研究会; 
20200124; 広島. 抄録集. 28. 
 
根本鉄太郎, 遠藤俊吾, 五十畑則之, 星信大, 根本大樹, 愛澤正人, 歌野健一, 冨樫一智. 大腸癌根治度A
切除後のサーベイランスの問題点. 第92回大腸癌研究会; 20200124; 広島. 抄録集. 73. 
 
五十畑則之, 遠藤俊吾, 永田浩一, 歌野健一, 木島茂喜, 野崎良一, 野津聡, 平山眞章, 馬崎健一郎, 加藤

貴司, 松本啓司, 龍泰治. 大腸CTを用いた大腸憩室の頻度，分布に関する研究. 第16回日本消化管学会総会学

術集会; 20200208; 姫路. 日本消化管学会雑誌. 4(Suppl.):198. 
 
根本大樹, 愛澤正人, 根本鉄太郎, 歌野健一, 五十畑則之, 遠藤俊吾, 冨樫一智. 短期治療成績からみた高齢
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Ⅱ 受賞学術賞一覧 

  



 

 

 



生
化

学
講

座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

福
島

医
学
会

令
和
元
年
度
福
島
医
学
会
学
術
奨
励
賞

細
胞
接
着
分
子
に
よ
る
癌
悪
性
化
機
構
の
解

明
苅

谷
慶

喜

免
疫

学
講

座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

泌
尿
器
科
学
会

第
1
4
回
一
般
社
団
法
人
日
本
泌
尿
器
科
学
会
ヤ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
グ
ラ
ン
ト

C
R
S
P
R
/
C
a
s
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
補
体
B
因
子

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

ラ
ッ
ト
を
用
い
た
前
立
腺
肥
大
症
の
免
疫
学

的
増

殖
機

構
の
解
明

秦
淳

也
,
 
小

島
祥

敬
,
 
関

根
英

治
,
 
町

田
豪

基
礎

病
理

学
講

座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

福
島

県
医
師
会

医
学
奨
励
賞

C
e
l
l
 
a
d
h
e
s
i
o
n
 
s
i
g
n
a
l
s
 
r
e
g
u
l
a
t
e
 
t
h
e
 
n
u
c
l
e
a
r

r
e
c
e
p
t
o
r
 
a
c
t
i
v
i
t
y
（
細
胞
接
着
シ
グ
ナ
ル

は
核

内
受

容
体
の
活
性
を
制
御
す
る
）

杉
本

幸
太

郎

公
衆

衛
生

学
講

座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

公
衆
衛
生
学
会

日
本
公
衆
衛
生
雑
誌
編
集
委
員
会
 
ベ
ス
ト
レ
ビ
ュ

ワ
ー
賞

大
類

真
嗣

－543－



疫
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

一
般

社
団

法
人
日
本
ア
ー
ユ

ル
ヴ

ェ
ー

ダ
学
会

第
4
2
回
日
本
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
学
会
大
阪
研
究
総
会

大
阪
大
会
賞

秋
田
県
の
住
民
に
お
け
る
腸
内
細
菌
、
食
習

慣
や

疲
労

感
と
排
便
の
臭
い
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
ア
ー

ユ
ル

ヴ
ェ

ー
ダ
的
検
討

舟
久

保
徳

美
,
 
長

尾
匡

則
,
 
閆

芳
域

,
 
江

口
依

里
,
 
朴

鐘
旭

,
村

上
晴

香
,
 
細

見
晃

司
,
 
水

口
賢

司
,
 
國

澤
純

,
 
磯

博
康

,
 
大

平
哲

也

健
康

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
講

座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

一
般

社
団

法
人
日
本
野
球
機

構
N
P
B
特
別
賞

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
連
絡
会
議
」

参
加

専
門

家
村

上
道

夫
,
 
他

全
1
1
名

2
0
2
0

公
益

社
団

法
人
日
本
プ
ロ

サ
ッ

カ
ー

リ
ー
グ

チ
ェ
ア
マ
ン
特
別
賞

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
連
絡
会
議
」

参
加

専
門

家
村

上
道

夫
,
 
他

全
1
1
名
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循
環

器
内

科
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

C
i
r
c
u
l
a
t
i
o
n
 
J
o
u
r
n
a
l

C
i
r
c
u
l
a
t
i
o
n
 
J
o
u
r
n
a
l
 
B
e
s
t
 
R
e
v
i
e
w
e
r
s
 
A
w
a
r
d

f
o
r
 
2
0
1
9

義
久

精
臣

2
0
2
0

福
島

医
学
会

令
和
元
年
度
　
福
島
医
学
会
学
術
奨
励
賞

心
不
全
に
お
け
る
細
胞
内
品
質
管
理
；
心
筋

細
胞

老
化

か
ら
多
臓
器
連
関
ま
で

三
阪

智
史

2
0
2
0

第
1
7
0
回

日
本
循
環
器
学
会

東
北

地
方

会
Y
o
u
n
g
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r
'
s
 
A
w
a
r
d
 
(
Y
I
A
)
研
究
発
表
部

門
　
最
優
秀
賞

J
A
K
2
V
6
1
7
F
 
変
異
ク
ロ
ー
ン
性
造
血
の
循

環
器

疾
患

に
お

け
る
意
義

赤
間

浄

2
0
2
0

第
1
7
1
回

日
本
循
環
器
学
会

東
北

地
方

会
Y
o
u
n
g
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r
'
s
 
A
w
a
r
d
 
(
Y
I
A
)
研
究
発
表
部

門
　
最
優
秀
賞

経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
を
施
行
し
た
患
者
の

出
血

イ
ベ

ン
ト
に
対
す
る
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
影
響
に

つ
い

て
の

検
討

黒
沢

雄
太

2
0
2
0

第
1
7
1
回

日
本
循
環
器
学
会

東
北

地
方

会
Y
o
u
n
g
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
o
r
'
s
 
A
w
a
r
d
 
(
Y
I
A
)
症
例
発
表
部

門
　
最
優
秀
賞

糸
球
体
腎
炎
を
併
発
し
た
B
a
r
t
n
e
l
l
a
 
h
e
n
s
e
l
a
e
 
に

よ
る
血
液
培
養
陰
性
の
感
染
性
心
内
膜
炎
の
一

例
武

藤
雄

紀

2
0
2
0

第
6
回

日
本
心
筋
症
研
究
会

一
般
演
題
優
秀
演
題

心
臓
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
患
者
に
お
け
る

1
8
F
-
F
D
G

P
E
T
/
M
R
I
所
見
と
予
後
に
関
す
る
検
討

喜
古

崇
豊

2
0
2
0

第
5
回

日
本
肺
高
血
圧
・
肺

循
環

学
会

学
術
集
会

Y
I
A
セ
ッ
シ
ョ
ン
（

基
礎
）
 
優
秀
賞

J
A
K
2
V
6
1
7
F
ク
ロ
ー
ン
性
造
血
は
A
L
K
1
を
介
し

て
肺

高
血

圧
症
を
増
悪
さ
せ
る

君
島

勇
輔

2
0
2
0

第
3
回

日
本
腫
瘍
循
環
器
学

会
学

術
集

会
一
般
演
題
　
優
秀
賞

赤
血
球
容
積
粒
度
分
布
幅
(
R
D
W
)
に
よ
る
が
ん

治
療

関
連

心
筋
障
害
の
予
測

八
重

樫
大

輝

2
0
2
0

第
8
回

H
e
a
r
t
 
S
c
i
e
n
c
e

C
l
u
b

優
秀
賞

J
A
K
2
V
6
1
7
F
変
異
陽
性
細
胞
が
大
動
脈
瘤
形
成

を
促

進
さ

せ
る

横
川

哲
朗

－545－



リ
ウ

マ
チ

膠
原

病
内

科
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

福
島

県
立

医
科
大
学
第
二
内

科
同

門
会

福
島
県
立
医
科
大
学
第
二
内
科
同
門
会
奨
励
賞

E
l
e
v
a
t
e
d
 
s
e
r
u
m
 
l
e
v
e
l
s
 
o
f
 
c
h
e
c
k
p
o
i
n
t

m
o
l
e
c
u
l
e
s
 
i
n
 
p
a
t
i
e
n
t
s
 
w
i
t
h
 
a
d
u
l
t
 
S
t
i
l
l
'
s

d
i
s
e
a
s
e

藤
田

雄
也

2
0
2
0

福
島

県
立

医
科
大
学
第
二
内

科
同

門
会

福
島
県
立
医
科
大
学
第
二
内
科
同
門
会
奨
励
賞

E
f
f
e
c
t
 
o
f
 
a
 
m
u
l
t
i
t
a
r
g
e
t
 
t
h
e
r
a
p
y
 
w
i
t
h

p
r
e
d
n
i
s
o
l
o
n
e
,
 
m
y
c
o
p
h
e
n
o
l
a
t
e
 
m
o
f
e
t
i
l
,
 
a
n
d

t
a
c
r
o
l
i
m
u
s
 
i
n
 
a
 
p
a
t
i
e
n
t
 
w
i
t
h
 
t
y
p
e
 
B
 
i
n
s
u
l
i
n

r
e
s
i
s
t
a
n
c
e
 
s
y
n
d
r
o
m
e
 
c
o
m
p
l
i
c
a
t
e
d
 
b
y
 
l
u
p
u
s

n
e
p
h
r
i
t
i
s

天
目

純
平

消
化

管
外

科
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

癌
治
療
学
会

第
5
8
回
日
本
癌
治
療
学
会
学
術
集
会
　
優
秀
演
題

d
M
M
R
/
M
S
I
-
H
大
腸
癌
に
お
け
る
T
G
F
-
β
活

性
型

腫
瘍

微
小

環
境
の
同
定

遠
藤

英
成

肝
胆

膵
・

移
植

外
科

学
講

座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

第
1
8
回

日
本
消
化
器
外
科
学

会
大

会
若
手
奨
励
賞

M
R
 
E
l
a
s
t
o
g
r
a
p
h
y
を
用
い
た
肝
線
維
化
診

断
に

お
け

る
肝
内
炎
症
が
与
え
る
影
響
に
関
す
る
検
討

西
間

木
淳

,
 
佐

藤
直

哉
,
 
鈴

志
野

聖
子

,
 
武

藤
亮

,
 
小

船
戸

康
英

,
 
石

亀
輝

英
,
 
岡

田
良

,
 
木

村
隆

,
 
見

城
明

,
 
志

村
龍

男
,

丸
橋

繁
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小
児

科
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

第
5
2
回

日
本
小
児
感
染
症
学

会
総

会
・

学
術
集
会

Y
o
u
n
g
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
e
r
 
A
w
a
r
d
 
(
Y
I
A
)
・
ポ
ス
タ
ー
賞

母
児
ペ
ア
血
清
検
体
を
用
い
た
R
S
ウ
イ
ル

ス
に

対
す

る
中

和
抗
体
と
中
和
エ
ピ
ト
ー
ブ
特
異
抗
体
の
測

定

増
山

郁
,
 
橋

本
浩

一
,
 
久

米
庸

平
,
 
前

田
亮

,
 
佐

藤
真

紀
,
 
佐

久
間

弘
子

,
 
細

矢
光

亮

泌
尿

器
科

学
講

座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

泌
尿
器
科
学
会

第
1
4
回
一
般
社
団
法
人
日
本
泌
尿
器
科
学
会
ヤ
ン
グ
リ

サ
ー
チ
グ
ラ
ン
ト

C
R
S
P
R
/
C
a
s
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
補
体
B
因
子

ノ
ッ

ク
ア

ウ
ト

ラ
ッ
ト
を
用
い
た
前
立
腺
肥
大
症
の
免
疫
学

的
増

殖
機

構
の
解
明

秦
淳

也
,
 
小

島
祥

敬
,
 
関

根
英

治
,
 
町

田
豪

2
0
2
0

日
本

泌
尿
器
科
学
会

第
1
0
8
回
日
本
泌
尿

器
科
学
会
総
会
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

S
e
s
s
i
o
n
 
A
w
a
r
d

S
N
P
 
a
n
a
l
y
s
i
s
 
i
n
 
t
h
e
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
h
y
p
o
s
p
a
d
i
a
s

c
o
h
o
r
t
 
i
d
e
n
t
i
f
i
e
d
 
r
i
s
k
-
r
e
l
a
t
e
d
 
g
e
n
e
s
 
t
h
a
t

m
i
g
h
t
 
a
f
f
e
c
t
 
t
h
e
 
e
x
t
e
r
n
a
l
 
g
e
n
i
t
a
l
i
a

f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
d
u
r
i
n
g
 
f
e
t
a
l
 
s
t
a
g
e

K
o
g
u
c
h
i
 
T
o
m
o
y
u
k
i
,
 
O
n
a
g
i

A
k
i
f
u
m
i
,
 
T
a
n
j
i
 
R
y
o
,

H
o
s
h
i
 
S
e
i
j
i
,
 
H
a
t
a
 
J
u
n
y
a
,

S
a
t
o
 
Y
u
i
c
h
i
,
 
A
k
a
i
h
a
t
a

H
i
d
e
n
o
r
i
,
 
K
a
t
a
o
k
a
 
M
a
s
a
o
,

O
g
a
w
a
 
S
o
i
c
h
i
r
o
,
 
H
a
g
a

N
o
b
u
h
i
r
o
,
 
Y
a
n
a
g
i
d
a

T
o
m
o
h
i
k
o
,
 
M
u
r
a
k
a
m
i

F
u
s
a
o
,
 
K
o
j
i
m
a
 
Y
o
s
h
i
y
u
k
i

2
0
2
0

日
本

泌
尿

器
科
学
会
東
北
地

方
会

第
2
6
1
回
日
本
泌
尿

器
科
学
会
東
北
地
方
会
優
秀
演
題

賞
自
己
免
疫
性
G
F
A
P
ア
ス
ト
ロ
サ
イ
ト
パ
チ
ー

治
療

後
に

残
存
し
た
下
部
尿
路
機
能
障
害
の
1
例

松
岡

香
菜

子
,
 
赤

井
畑

秀
則

,
遠

藤
侑

,
 
針

金
佑

樹
,
 
今

井
仁

美
,
 
吉

田
祐

樹
,
 
松

岡
優

太
,

目
黒

了
,
 
本

田
瑠

璃
子

,
 
星

誠
二

,
 
秦

淳
也

,
 
佐

藤
雄

一
,
 
小

川
総

一
郎

,
 
 
片

岡
政

雄
,
 
小

島
祥

敬

2
0
2
0

福
島

県
立

医
科
大
学
医
学
部

泌
尿

器
科

学
講
座
一
杉
会

第
1
0
回
福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
講
座

一
杉
会
賞

T
h
e
 
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
 
b
e
t
w
e
e
n
 
l
o
c
a
l

a
t
h
e
r
o
s
c
l
e
r
o
s
i
s
 
o
f
 
t
h
e
 
p
r
o
s
t
a
t
i
c
 
a
r
t
e
r
y
 
a
n
d

b
e
n
i
g
n
 
p
r
o
s
t
a
t
i
c
 
e
n
l
a
r
g
e
m
e
n
t
 
i
n
 
h
u
m
a
n
s
:

P
u
t
a
t
i
v
e
 
m
e
c
h
a
n
i
s
m
 
o
f
 
c
h
r
o
n
i
c
 
i
s
c
h
e
m
i
a
 
f
o
r

p
r
o
s
t
a
t
i
c
 
e
n
l
a
r
g
e
m
e
n
t

羽
賀

宣
博
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神
経

精
神

医
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

臨
床
神
経
生
理
学
会

島
薗
賞

統
合
失
調
症
に
関
す
る
認
知
精
神
生
理
学

的
研

究
矢

部
博

興

2
0
2
0

日
本

生
物
学
的
精
神
医
学
会

若
手
研
究
者
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
奨
励
賞

統
合
失
調
症
の
b
i
o
t
y
p
e
で
あ
る
認
知
機
能
障

害
と

大
脳

白
質
統
合
性
の
関
連

松
本

純
弥

,
 
三

浦
健

一
郎

,
 
坂

元
竜

馬
,
 
福

永
雅

喜
,
 
越

山
太

輔
,
 
根

本
清

貴
,
 
岡

田
直

大
,

森
田

健
太

郎
,
 
大

井
一

高
,
 
長

谷
川

尚
美

,
 
藤

本
美

智
子

,
 
山

森
英

長
,
 
安

田
由

華
,
 
笠

井
清

登
,
 
渡

邉
嘉

之
,
 
橋

本
亮

太

麻
酔

科
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

臨
床

麻
酔
学
会
第
4
0
回

大
会

若
手
奨
励
賞

新
し
い
酸
素
化
予
備
能
の
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ

る
O
x
y
g
e
n

R
e
s
e
r
v
e
 
I
n
d
e
x
（
O
R
i
T
M
）
を
ど
の
よ
う

に
利

用
し

て
い

く
か

吉
田

圭
佑

,
 
五

十
洲

剛
,
 
野

地
善

恵
,
 
江

花
英

朗
,
 
本

田
潤

,
三

部
徳

恵
,
 
小

原
伸

樹
,
 
村

川
雅

洋

輸
血

・
移

植
免

疫
学

講
座

／
輸

血
・

移
植

免
疫

部

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

I
S
E
H
 
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

S
o
c
i
e
t
y
 
f
o
r

E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
l

H
e
m
a
t
o
l
o
g
y
)

2
0
2
0
 
I
S
E
H
 
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
S
o
c
i
e
t
y
 
f
o
r

E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
a
l
 
H
e
m
a
t
o
l
o
g
y
)
 
v
i
r
t
u
a
l

s
c
i
e
n
t
i
f
i
c
 
m
e
e
t
i
n
g
,
 
P
o
s
t
d
o
c
 
A
w
a
r
d

U
e
d
a
 
K
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放
射

線
健

康
管

理
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

安
藤

忠
雄
文
化
財
団

第
6
回
安
藤
忠
雄
文

化
財
団
賞

坪
倉

正
治

災
害

こ
こ

ろ
の

医
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

公
益

社
団

法
人
日
本
心
理
学

会
日
本
心
理
学
会
第
8
4
回
大
会
　
学
術
大
会
優
秀
発
表
賞

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
気
分
下
で
の
注
意
の
範
囲
が
反

す
う

に
及

ぼ
す
影
響

佐
藤

秀
樹

,
 
鈴

木
伸

一

2
0
2
0

福
島

県
精
神
医
学
会

第
3
1
回
福
島
県
精
神
医
学
会
学
術
大
会
 
熊
代
賞
 
最
優

秀
賞
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
部
門
）

組
織
風
土
と
個
人
要
因
が
抑
う
つ
と
ワ
ー
ク

・
エ

ン
ゲ

イ
ジ
メ
ン
ト
を
媒
介
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ

ズ
ム

に
及

ぼ
す
影
響

佐
藤

秀
樹

,
 
鈴

木
伸

一
,
 
前

田
正

治

腫
瘍

内
科

学
講

座

過
年

業
績

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
1
9

日
本

が
ん

登
録
協
議
会
第
2
8

回
学

術
集

会
最
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

福
島
県
に
お
け
る
ス
テ
ー
ジ
I
V
期
大
腸
癌

の
実

態
調

査
院
内
が
ん
登
録
と
診
療
録
の
統
合
デ
ー
タ
の

利
用

河
村

英
恭

,
 
本

多
通

孝
,
 
神

賀
貴

大
,
 
滝

口
光

一
,
 
岩

尾
年

康
,
 
山

崎
繁

,
 
武

藤
淳

,
 
山

下
直

行
,
 
白

相
悟

,
 
河

野
浩

二
,

佐
治

重
衡

.

自
然

科
学

講
座

　
先

端
化

学
分

野

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

福
島

県
立
医
科
大
学

2
0
1
9
年
度
福
島
県
立
医
科
大
学
優
秀
教
員
表
彰

谷
口

暢
一
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心
臓

病
先

進
治

療
学

講
座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

C
i
r
c
u
l
a
t
i
o
n
 
J
o
u
r
n
a
l

C
i
r
c
u
l
a
t
i
o
n
 
J
o
u
r
n
a
l
 
B
e
s
t
 
R
e
v
i
e
w
e
r
s
 
A
w
a
r
d

f
o
r
 
2
0
1
9

義
久

精
臣

2
0
2
0

福
島

医
学
会

令
和
元
年
度
　
福
島
医
学
会
学
術
奨
励
賞

心
不
全
に
お
け
る
細
胞
内
品
質
管
理
；
心
筋

細
胞

老
化

か
ら
多
臓
器
連
関
ま
で

三
阪

智
史

肺
高

血
圧

先
進

医
療

学
講

座

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

第
8
回

H
e
a
r
t
 
S
c
i
e
n
c
e

C
l
u
b

優
秀
賞

J
A
K
2
V
6
1
7
F
変
異
陽
性
細
胞
が
大
動
脈
瘤
形
成

を
促

進
さ

せ
る

横
川

哲
朗

医
療

情
報

部

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

壬
辰

会
第
8
回
阿
部
特
別
賞

門
馬

智
之

検
査

部

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

福
島

県
臨
床
検
査
技
師
会

学
術
奨
励
賞

河
合

裕
美
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手
術

部

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

臨
床

麻
酔
学
会
第
4
0
回

大
会

若
手
奨
励
賞

新
し
い
酸
素
化
予
備
能
の
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ

る
O
x
y
g
e
n

R
e
s
e
r
v
e
 
I
n
d
e
x
（
O
R
i
T
M
）
を
ど
の
よ
う

に
利

用
し

て
い

く
か

吉
田

圭
佑

,
 
五

十
洲

剛
,
 
野

地
善

恵
,
 
江

花
英

朗
,
 
本

田
潤

,
三

部
徳

恵
,
 
小

原
伸

樹
,
 
村

川
雅

洋

集
中

治
療

部

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

臨
床

麻
酔
学
会
第
4
0
回

大
会

若
手
奨
励
賞

新
し
い
酸
素
化
予
備
能
の
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ

る
O
x
y
g
e
n

R
e
s
e
r
v
e
 
I
n
d
e
x
（
O
R
i
T
M
）
を
ど
の
よ
う

に
利

用
し

て
い

く
か

吉
田

圭
佑

,
 
五

十
洲

剛
,
 
野

地
善

恵
,
 
江

花
英

朗
,
 
本

田
潤

,
三

部
徳

恵
,
 
小

原
伸

樹
,
 
村

川
雅

洋

総
合

周
産

期
母

子
医

療
セ

ン
タ

ー

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

第
5
2
回

日
本
小
児
感
染
症
学

会
総

会
・

学
術
集
会

Y
o
u
n
g
 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
e
r
 
A
w
a
r
d
 
(
Y
I
A
)
・
ポ
ス
タ
ー
賞

母
児
ペ
ア
血
清
検
体
を
用
い
た
R
S
ウ
イ
ル

ス
に

対
す

る
中

和
抗
体
と
中
和
エ
ピ
ト
ー
ブ
特
異
抗
体
の
測

定

増
山

郁
,
 
橋

本
浩

一
,
 
久

米
庸

平
,
 
前

田
亮

,
 
佐

藤
真

紀
,
 
佐

久
間

弘
子

,
 
細

矢
光

亮

内
視

鏡
診

療
部

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

消
化
器
内
視
鏡
学
会

B
e
s
t
 
r
e
v
i
e
w
e
r
s
 
a
w
a
r
d
 
f
o
r
 
D
i
g
e
s
t
i
v
e

E
n
d
o
s
c
o
p
y
 
2
0
1
9

引
地

拓
人

－551－



新
医

療
系

学
部

設
置

準
備

室

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

T
h
e
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f

P
h
y
s
i
c
a
l
 
T
h
e
r
a
p
y

S
c
i
e
n
c
e

2
0
1
9
 
E
n
c
o
u
r
a
g
e
m
e
n
t
 
P
a
p
e
r
 
A
w
a
r
d

U
s
e
 
o
f
 
a
 
m
u
l
t
i
l
a
y
e
r
 
p
e
r
c
e
p
t
r
o
n
 
t
o
 
c
r
e
a
t
e
 
a

p
r
e
d
i
c
t
i
o
n
 
m
o
d
e
l
 
f
o
r
 
d
r
e
s
s
i
n
g
 
i
n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e

i
n
 
a
 
s
m
a
l
l
 
s
a
m
p
l
e
 
a
t
 
a
 
s
i
n
g
l
e
 
f
a
c
i
l
i
t
y

F
u
j
i
t
a
 
T
,
 
S
a
t
o
 
A
,
 
N
a
r
i
t
a

A
,
 
S
o
n
e
 
T
,
 
I
o
k
a
w
a
 
K
,

T
s
u
c
h
i
y
a
 
K
,
 
Y
a
m
a
n
e
 
K
,

Y
a
m
a
m
o
t
o
 
Y
,
 
O
h
i
r
a
 
Y
,

O
t
s
u
k
i
 
K

2
0
2
0

医
用

画
像
情
報
学
会

医
用
画
像
情
報
学
会
　
内
田
論
文
賞

ウ
ェ
ー
ブ
レ
ッ
ト
係
数
を
用
い
た
C
N
N
に
よ

る
肺

C
T
画

像
の
疾
患
自
動
分
類

松
山

江
里

,
 
高

橋
規

之
,
 
他

総
合

科
学

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

　
自

然
科

学
系

領
域

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

福
島

県
立
医
科
大
学

2
0
1
9
年
度
福
島
県
立
医
科
大
学
優
秀
教
員
表
彰

谷
口

暢
一

看
護

師
特

定
行

為
研

修
セ

ン
タ

ー

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

消
化
器
外
科
学
会

第
1
8
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
大
会
　
若
手
奨
励
賞

M
R
 
E
l
a
s
t
o
g
r
a
p
h
y
を
用
い
た
肝
線
維
化
診

断
に

お
け

る
肝
内
炎
症
が
与
え
る
影
響
に
関
す
る
検
討

西
間

木
淳

,
 
佐

藤
直

哉
,
 
鈴

志
野

聖
子

,
 
武

藤
亮

,
 
小

船
戸

康
英

,
 
石

亀
輝

英
,
 
岡

田
良

,
 
木

村
隆

,
 
見

城
明

,
 
志

村
龍

男
,

丸
橋

繁
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放
射

線
医

学
県

民
健

康
管

理
セ

ン
タ

ー

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

日
本

公
衆
衛
生
学
会

第
7
9
回
日
本
公
衆
衛
生
学
会
総
会
　
ポ
ス
タ
ー
賞

相
談
先
の
な
い
被
災
者
の
特
徴
お
よ
び
関
連

要
因

：
福

島
県
「
県
民
健
康
調
査
」

堀
越

直
子

,
 
前

田
正

治
,
 
岩

佐
一

,
 
桃

井
真

帆
,
 
後

藤
紗

織
,

針
金

ま
ゆ

み
,
 
安

村
誠

司

2
0
2
0

日
本

輸
血

細
胞
治
療
学
会
東

北
支

部
第
2
1
回
日
本
輸
血
細
胞
治
療
学
会
東
北
支
部
輸
血
医
学

賞
ノ

レ
ッ

ト
ケ

ネ
ス

先
端

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

受
賞

年
授
与
機
関
名

受
賞
学
術
賞
名

受
賞
対
象

受
賞

者
名

2
0
2
0

米
国

核
医

学
・
分
子
イ
メ
ー

ジ
ン

グ
学

会
2
0
2
0
米
国
核
医
学
・
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
学
会
ポ
ス

タ
ー
賞
 
(
B
a
s
i
c
,
 
O
n
c
o
l
o
g
y
部
門
)
・
金
賞

E
f
f
e
c
t
s
 
a
n
d
 
s
a
f
e
t
y
 
o
f
 
a
l
p
h
a
-
e
m
i
t
t
i
n
g
 
m
e
t
a
-

2
1
1
A
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授
与
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関
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受
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名

受
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対
象
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者
名
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0
2
0

日
本

精
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会

第
1
1
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回
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精
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総
会
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秀
発
表

賞
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象
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連
電
位
を
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睡
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よ
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認
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機

能
低

下
の
予
測

志
賀

哲
也
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令和 2 年度受託・共同研究・補助等実績一覧 
 

医学部 

神経解剖・発生学講座.......................................... 557 

解剖・組織学講座 ................................................. 558 

細胞統合生理学講座 ............................................. 558 

システム神経科学講座.......................................... 559 

生化学講座 ............................................................. 560 

免疫学講座 ............................................................. 560 

病態制御薬理医学講座.......................................... 561 

微生物学講座 ......................................................... 561 

基礎病理学講座 ..................................................... 563 

衛生学・予防医学講座.......................................... 564 

公衆衛生学講座 ..................................................... 566 

法医学講座 ............................................................. 568 

放射線生命科学講座 ............................................. 569 

疫学講座 ................................................................. 570 

放射線物理化学講座 ............................................. 573 

健康リスクコミュニケーション学講座 ............... 574 

循環器内科学講座 ................................................. 575 

血液内科学講座 ..................................................... 578 

消化器内科学講座 ................................................. 580 

リウマチ膠原病内科学講座 .................................. 581 

腎臓高血圧内科学講座.......................................... 582 

糖尿病内分泌代謝内科学講座 .............................. 582 

脳神経内科学講座 ................................................. 582 

呼吸器内科学講座 ................................................. 583 

消化管外科学講座 ................................................. 585 

肝胆膵・移植外科学講座 ...................................... 589 

呼吸器外科学講座 ................................................. 590 

乳腺外科学講座 ..................................................... 592 

心臓血管外科学講座 ............................................. 592 

外科研修支援担当 ................................................. 593 

脳神経外科学講座 ................................................. 594 

整形外科学講座 ..................................................... 595 

形成外科学講座 ..................................................... 596 

産科婦人科学講座 ................................................. 597 

小児科学講座 ......................................................... 598 

眼科学講座 ............................................................. 600 

泌尿器科学講座 ..................................................... 601 

耳鼻咽喉科学講座 ................................................. 602 

神経精神医学講座 ................................................. 603 

放射線医学講座 ..................................................... 605 

麻酔科学講座 ......................................................... 606 

救急医療学講座 ..................................................... 606 

病理病態診断学講座 ............................................. 607 

臨床検査医学講座 ................................................. 607 

感染制御学講座 ..................................................... 608 

輸血・移植免疫学講座／輸血・移植免疫部 .............. 608 

地域・家庭医療学講座 ......................................... 609 

放射線健康管理学講座 ......................................... 610 

甲状腺内分泌学講座 ............................................. 612 

災害こころの医学講座 ....................................... 612 

放射線腫瘍学講座 ................................................. 613 

腫瘍内科学講座 ..................................................... 614 

放射線災害医療学講座 ......................................... 615 

人間科学講座 生命倫理学分野 .......................... 615 

自然科学講座 先端化学分野 .............................. 615 

自然科学講座 数理物質科学分野 ...................... 616 

附属生体情報伝達研究所 生体物質研究部門 ... 616 

附属生体情報伝達研究所 細胞科学研究部門 ... 617 

附属生体情報伝達研究所 生体機能研究部門 ... 617 

放射性同位元素研究施設 ...................................... 619 

実験動物研究施設 ................................................. 619 

災害公衆衛生看護学講座 ...................................... 620 
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国際被ばく公衆衛生看護学講座 ........................ 620 

生体機能イメージング講座 .................................. 620 

多発性硬化症治療学講座 ...................................... 621 

医療エレクトロニクス研究講座 .......................... 621 

心臓病先進治療学講座.......................................... 622 

災害医療支援講座 ................................................. 622 

低侵襲腫瘍制御学講座.......................................... 622 

肺高血圧先進医療学講座 ...................................... 623 

生活習慣病・慢性腎臓病(CKD)病態治療学講座 ........ 623 

心臓調律制御医学講座.......................................... 623 

肥満・体内炎症解析研究講座 .............................. 624 

周産期・小児地域医療支援講座 .......................... 624 

白河総合診療アカデミー ...................................... 624 

疼痛医学講座 ......................................................... 625 

ヒト神経生理学講座 ............................................. 625 

 

看護学部 

総合科学部門 言語学分野 .................................. 626 

総合科学部門 行動科学分野（心理学） ........... 626 

総合科学部門 行動科学分野（社会学） ........... 626 

総合科学部門 保健情報学・疫学分野 ............... 627 

生命科学部門 ......................................................... 628 

基礎看護学部門 ..................................................... 629 

成人・老年看護学部門.......................................... 629 

小児・精神看護学部門.......................................... 630 

地域・公衆衛生看護学部門 .................................. 631 

母性看護・助産学部門.......................................... 632 

 

附属病院, 他 

附属病院長 ............................................................. 633 

医療情報部 ............................................................. 634 

ふたば救急総合医療支援センター ...................... 634 

総合内科 ................................................................. 634 

小児外科................................................................. 634 

小児腫瘍内科 ......................................................... 635 

検査部 .................................................................... 636 

集中治療部 ............................................................. 636 

総合周産期母子医療センター .............................. 636 

痛み緩和医療センター ......................................... 638 

人工関節センター ................................................. 638 

脳疾患センター ..................................................... 639 

臨床研究教育推進部 ............................................. 639 

新医療系学部設置準備室 ...................................... 640 

助産師養成課程設置準備室 .................................. 642 

大学健康管理センター ......................................... 643 

総合科学教育研究センター 人文社会科学系領域 ..... 643 

総合科学教育研究センター 自然科学系領域............ 644 

医療人育成・支援センター .................................. 646 

看護師特定行為研修センター .............................. 647 

医療研究推進センター ......................................... 647 

ふくしま子ども・女性医療支援センター ........... 648 

放射線医学県民健康管理センター ...................... 649 

健康増進センター ................................................. 650 

先端臨床研究センター ......................................... 651 

臨床研究イノベーションセンター ...................... 653 
 

会津医療センター 

漢方医学講座 ......................................................... 654 

糖尿病・内分泌代謝・腎臓内科学講座 ............... 654 

感染症・呼吸器内科学講座 .................................. 654 

精神医学講座 ......................................................... 655 

小腸・大腸・肛門科学講座 .................................. 655 

外科学講座 ............................................................. 655 

整形外科・脊椎外科学講座 .................................. 656 

耳鼻咽喉科学講座 ................................................. 656 

臨床医学部門 ......................................................... 656 
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研
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一

鈴
木
喜
明

令
和

2
補

助
・

助
成

社
会

的
環

境
下

で
の

自
信

に
関
す

る
神

経
基

盤
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
藤

原
寿
理

令
和

2
補

助
・

助
成

記
憶

の
記

銘
と

想
起

を
司

る
ラ
ッ

ト
海

馬
の

神
経

メ
カ

ニ
ズ

ム
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

中
園

智
晶

令
和

2
補

助
・

助
成

統
合

失
調

症
に

関
わ

る
神

経
サ
ー

キ
ッ

ト
の

光
操

作
技

術
に

よ
る

解
明

若
手

研
究

者
助

成
金

公
益

財
団

法
人

先
進

医
薬

研
究

振
興

財
団

中
園

智
晶

浄
土
英
一
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生
化
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ゴ
ル

ジ
体

微
小

管
の

構
築

制
御
に

基
づ

く
癌

細
胞

の
集

団
的

浸
潤

機
構

の
解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
西

田
満

令
和

2
国

内
共

同
研

究
集

団
的

が
ん

細
胞

浸
潤

を
司

る
リ

ー
ダ

ー
細

胞
の

特
性

解
明

東
京

医
科

歯
科

大
学

難
治

疾
患

共
同

研
究

拠
点

共
同

研
究

東
京

医
科

歯
科

大
学

難
治

疾
患

研
究

所
西

田
満

免
疫
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

滲
出

型
加

齢
黄

斑
変

性
の

病
態
形

成
に

補
体

レ
ク

チ
ン

経
路

が
関

与
す

る
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

森
智
子

石
龍
鉄
樹
,
 
関
根
英
治

令
和

2
補

助
・

助
成

第
二

経
路

の
補

体
因

子
M
A
S
P
-
3
の

活
性

化
機

構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

根
英
治

町
田
豪
,
 
林
学

令
和

2
補

助
・

助
成

S
L
E
の

自
己

抗
体

産
生

に
お

け
る

脾
臓

M
a
r
g
i
n
a
l
 
z
o
n
e
-
B
細

胞
の

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
町

田
豪

令
和

2
補

助
・

助
成

前
立

腺
肥

大
症

に
お

け
る

自
己
免

疫
応

答
と

微
生

物
感

染
に

よ
る

イ
ン

フ
ラ
マ

ソ
ー

ム
制

御
機

構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

島
祥
敬

秦
淳
也
,
 
錫
谷
達
夫
,
 
関
根
英
治
,

羽
賀
宣
博
,
 
赤
井
畑
秀
則
,
 
石
橋
啓
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病
態
制
御
薬
理
医
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

P
I
P
2
に

よ
る

K
A
T
P
チ

ャ
ネ

ル
・
イ

ン
ス

リ
ン

分
泌

制
御

な
ら

び
に

糖
尿

病
治
療

へ
の

応
用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
下

村
健
寿

令
和

2
補

助
・

助
成

渦
鞭

毛
藻

の
S
T
X
中

間
体

輸
送

と
生

合
成

の
微

細
機

構
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
長

由
扶
子

日
出
間
志
寿
,
 
小
池
一
彦

令
和

2
補

助
・

助
成

オ
キ

シ
ト

シ
ン

分
泌

能
回

復
に
よ

る
抗

肥
満

作
用

の
検

討
と

肥
満

治
療

応
用
基

盤
の

確
立

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
前

島
裕
子

下
村
健
寿

令
和

2
補

助
・

助
成

薬
物

分
解

エ
ス

テ
ラ

ー
ゼ

P
O
N
3
の

遺
伝

子
多

型
と

薬
物

動
態

に
関

す
る

臨
床
薬

理
学

的
検

討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

邉
裕
司

三
坂
眞
元

令
和

2
補

助
・

助
成

食
事

性
フ

ラ
ボ

ノ
イ

ド
に

よ
る
消

化
管

吸
収

制
御

を
介

し
た

薬
物

相
互

作
用
の

臨
床

的
意

義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
三

坂
眞
元

微
生
物
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ネ
オ

・
セ

ル
フ

と
し

て
の

ミ
ス
フ

ォ
ー

ル
ド

蛋
白

質
解

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
新

学
術

領
域

研
究

(
研

究
領

域
提

案
型

)
日

本
学

術
振

興
会

横
須

賀
忠

末
永
忠
広

令
和

2
補

助
・

助
成

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

と
宿

主
間
攻

防
に

よ
る

ウ
イ

ル
ス

ト
ロ

ピ
ズ

ム
の

解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
末

永
忠
広

荒
瀬
尚

令
和

2
補

助
・

助
成

胎
内

環
境

下
に

お
け

る
サ

イ
ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

の
新

た
な

垂
直

感
染

機
構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
生

田
和
史

石
岡
賢
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

の
感
染

細
胞

指
向

性
を

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ッ

ク
に
型

判
別

す
る

方
法

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

岡
賢

生
田
和
史

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

要
因

と
し

て
の

先
天

性
C
M
V
感

染
に

よ
る

精
子

形
成

障
害

の
機

序
解

明
と
予

防
的

治
療

へ
の

応
用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

川
総
一
郎

佐
藤
雄
一
,
 
秦
淳
也
,
 
錫
谷
達
夫
,

胡
口
智
之
,
 
小
島
祥
敬
,
 
赤
井
畑
秀

則

令
和

2
補

助
・

助
成

機
能

性
食

品
に

よ
る

抗
酸

化
、
免

疫
賦

活
化

作
用

を
介

し
た

聴
覚

障
害

予
防
の

試
み

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

川
洋

錫
谷
達
夫

令
和

2
補

助
・

助
成

前
立

腺
肥

大
症

に
お

け
る

自
己
免

疫
応

答
と

微
生

物
感

染
に

よ
る

イ
ン

フ
ラ
マ

ソ
ー

ム
制

御
機

構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

島
祥
敬

秦
淳
也
,
 
錫
谷
達
夫
,
 
関
根
英
治
,

羽
賀
宣
博
,
 
赤
井
畑
秀
則
,
 
石
橋
啓

令
和

2
補

助
・

助
成

乳
癌

に
影

響
す

る
新

規
要

因
と
し

て
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
と

免
疫

や
ホ
ル

モ
ン

の
相

互
作

用
の

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
祐
子

令
和

2
補

助
・

助
成

母
子

感
染

に
よ

る
リ

ス
ク

評
価
や

予
防

法
を

含
む

母
子

保
健

体
制

構
築

と
技
術

開
発

研
究

成
育

疾
患

克
服

等
総

合
研

究
事

業
―

B
I
R
T
H
D
A
Y

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

藤
井

知
行

錫
谷
達
夫

令
和

2
補

助
・

助
成

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

タ
ン

パ
ク
質

と
免

疫
細

胞
分

子
の

相
互

作
用

の
解

析
新

興
・

再
興

感
染

症
研

究
基

盤
創

生
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
(
A
M
E
D
)

有
井

潤
末
永
忠
広
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基
礎
病
理
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

タ
イ

ト
結

合
分

子
に

よ
る

腸
上
皮

幹
細

胞
の

新
規

運
命

決
定

機
構

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
田

中
瑞
子

千
葉
英
樹
,
 
東
智
仁

令
和

2
補

助
・

助
成

カ
エ

ル
初

期
胚

上
皮

細
胞

を
用
い

た
収

縮
環

と
細

胞
間

接
着

の
ア

ク
チ

ン
細
胞

骨
格

制
御

機
構

の
解

明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
東

智
仁

令
和

2
補

助
・

助
成

幹
細

胞
ニ

ッ
チ

シ
グ

ナ
ル

を
利
用

し
た

組
織

再
生

新
戦

略
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
挑

戦
的

研
究

(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
千

葉
英
樹

杉
本
幸
太
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

子
宮

内
膜

癌
に

お
け

る
C
L
D
N
9
発

現
の

生
物

学
的

・
臨

床
病

理
学

的
意

義
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

小
島

学

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

の
シ

グ
ナ

ル
伝

達
経

路
に
よ

る
乳

癌
お

よ
び

婦
人

科
癌

の
悪

性
形

質
制
御

機
構

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
杉

本
幸
太
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

悪
性

形
質

を
左

右
す

る
エ
ス

ト
ロ

ゲ
ン

受
容

体
新

規
リ

ン
酸

化
部

位
に
着

目
し

た
予

後
予

測
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
開
発

令
和

2
年

度
橋

渡
し

研
究

（
シ

ー
ズ

A
）

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

千
葉

英
樹

杉
本
幸
太
郎
,
 
小
林
信

令
和

2
補

助
・

助
成

細
胞

接
着

シ
グ

ナ
ル

を
活

用
し
た

皮
膚

組
織

再
生

技
術

の
開

発
令

和
2
年

度
橋

渡
し

研
究

（
シ

ー
ズ

A
）

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

千
葉

英
樹

杉
本
幸
太
郎
,
 
小
山
明
彦
,
 
北
村
成

紀

令
和

2
補

助
・

助
成

細
胞

接
着

-
核

内
受

容
体

経
路

に
よ

る
乳

癌
の

悪
性

形
質

増
強

機
構

医
学

系
研

究
助

成
公

益
財

団
法

人
武

田
科

学
振

興
財

団
杉

本
幸
太
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

フ
ォ

ル
ミ

ン
分

子
に

よ
る

上
皮
細

胞
の

細
胞

間
接

着
と

収
縮

環
の

制
御

機
構

医
学

系
研

究
助

成
公

益
財

団
法

人
武

田
科

学
振

興
財

団
東

智
仁
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

細
胞

に
お

け
る

レ
チ

ノ
イ
ン

酸
シ

グ
ナ

ル
調

節
因

子
の

網
羅

的
同

定
基

礎
医

学
医

療
研

究
助

成
金

公
益

財
団

法
人

金
原

一
郎

記
念

医
学

医
療

振
興

財
団

杉
本

幸
太
郎

杉
本
幸
太
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

細
胞

接
着

分
子

C
L
M
P
を

指
標

と
し

た
尿

管
蠕

動
運

動
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
2
0
2
0
年

度
G
S
K
ジ

ャ
パ

ン
研

究
助

成
G
S
K
ジ

ャ
パ

ン
東

智
仁

令
和

2
補

助
・

助
成

亜
鉛

イ
ン

ジ
ケ

ー
タ

ー
を

用
い
た

細
胞

間
接

着
破

綻
部

位
の

検
出

手
法

の
確
立

奨
励

研
究

助
成

中
谷

医
工

計
測

技
術

振
興

財
団

東
智

仁

衛
生
学
・
予
防
医
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

原
発

事
故

被
災

者
の

移
住

・
帰
還

・
避

難
継

続
に

お
け

る
新

た
な

居
住

福
祉
に

関
す

る
人

間
科

学
的

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
辻

内
琢
也

根
ケ
山
光
一
,
 
扇
原
淳
,
 
桂
川
泰

典
,
 
多
賀
努
,
 
増
田
和
高
,
 
日
髙
友

郎
,
 
小
島
隆
矢
,
 
金
智
慧
,
 
岩
垣
穂

大
,
 
平
田
修
三

令
和

2
補

助
・

助
成

日
米

共
通

の
基

準
を

用
い

た
、
病

院
の

経
営

危
機

予
測

モ
デ

ル
の

開
発

と
国
際

比
較

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
坪

井
聡

令
和

2
補

助
・

助
成

天
災

・
人

災
複

合
に

よ
る

故
郷
喪

失
者

へ
の

心
理

支
援

モ
デ

ル
開

発
：

縦
断
的

混
合

研
究

法
ア

プ
ロ

ー
チ

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
日

髙
友
郎

鈴
木
祐
子

令
和

2
補

助
・

助
成

ウ
ェ

イ
ト

バ
イ

ア
ス

尺
度

の
日
本

語
版

の
作

成
と

そ
れ

を
用

い
た

効
果

的
な
減

量
指

導
法

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
遠

藤
翔
太

令
和

2
補

助
・

助
成

親
の

期
待

に
対

す
る

子
の

意
味
づ

け
と

適
応

の
変

容
プ

ロ
セ

ス
：

混
合

研
究
法

を
用

い
た

国
際

比
較

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
春

日
秀
朗
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

介
護

未
経

験
の

中
途

介
護

施
設
入

職
者

の
孤

立
化

予
防

と
職

場
適

応
の

た
め
の

個
別

支
援

モ
デ

ル
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
勢

令
和

2
補

助
・

助
成

眠
り

を
見

守
る

睡
眠

負
債

評
価

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
増

石
有
佑

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

県
の

吃
音

問
題

の
解

決
に
向

け
た

ア
ク

シ
ョ

ン
リ

サ
ー

チ
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

森
弥

生

令
和

2
補

助
・

助
成

喫
煙

、
飲

酒
等

生
活

習
慣

の
実
態

把
握

及
び

生
活

習
慣

の
改

善
に

向
け

た
研
究

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

 
疾

病
・

障
害

対
策

研
究

分
野

 
循

環
器

疾
患

・
糖

尿
病

等
生

活
習

慣
病

対
策

総
合

研
究

事
業

厚
生

労
働

省
尾

崎
米
厚

兼
板
佳
孝
,
 
神
田
秀
幸
,
 
樋
口
進
,

井
谷
修
,
 
地
家
真
紀
,
 
大
塚
雄
一

郎
,
 
吉
本
尚
,
 
金
城
文
,
 
真
栄
里

仁
,
 
美
濃
部
る
り
子
,
 
桑
原
祐
樹
,

春
日
秀
朗
,
 
伊
藤
央
奈

令
和

2
補

助
・

助
成

患
者

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
ス

テ
レ
オ

タ
イ

プ
的

認
識

が
医

師
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

評
価

に
与

え
る

影
響

令
和

2
年

度
研

究
支

援
事

業
（

育
成

研
究

）
福

島
県

立
医

科
大

学
菅

原
亜
紀
子

令
和

2
補

助
・

助
成

葛
尾

村
に

お
け

る
エ

ゴ
マ

産
業
の

拡
大

と
地

域
活

性
化

2
0
2
0
年

度
学

術
研

究
活

動
支

援
事

業
（

大
学

等
の

「
復

興
知

」
を

活
用

し
た

福
島

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

コ
ー

ス
ト

構
想

促
進

事
業

）

福
島

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・

コ
ー

ス
ト

構
想

推
進

機
構

西
山

慶
治

岡
部
聡
子
,
 
郡
司
尚
子
,
 
伊
藤
央

奈
,
 
黒
澤
廣
子
,
 
亀
田
明
美
,
 
星
千

歳
,
 
善
方
美
千
子
,
 
栁
沼
和
子
,
 
根

本
絢
香
,
 
本
間
杏
菜
,
 
吉
田
朱
里

令
和

2
補

助
・

助
成

食
と

健
康

に
関

す
る

地
域

連
携

鏡
石

町
補

助
金

福
島

県
鏡

石
町

岡
部

聡
子

岡
部
聡
子
,
 
伊
藤
央
奈
,
 
黒
澤
廣

子
,
 
亀
田
明
美
,
 
星
千
歳
,
 
善
方
美

千
子
,
 
栁
沼
和
子
,
 
根
本
絢
香
,
 
本

間
杏
菜
,
 
吉
田
朱
里

－565－



公
衆
衛
生
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

線
に

よ
る

健
康

影
響

に
関
す

る
情

報
が

も
た

ら
す

健
康

不
安

の
実

態
と
そ

の
介

入
方

策
の

評
価

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
安

村
誠
司

中
山
千
尋
,
 
坪
倉
正
治
,
 
大
類
真

嗣
,
 
中
山
健
夫
,
 
渡
邊
清
高

令
和

2
補

助
・

助
成

高
齢

者
に

お
け

る
認

知
機

能
低
下

抑
制

を
目

指
し

た
多

面
的

な
「

認
知

の
予
備

力
」

測
定

尺
度

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岩

佐
一

吉
田
祐
子

令
和

2
補

助
・

助
成

複
合

災
害

被
害

避
難

・
帰

還
者
の

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

獲
得

：
多

層
的

多
面

的
解
析

に
よ

る
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

戸
斉

安
村
誠
司
,
 
前
田
正
治
,
 
桃
井
真

帆
,
 
瀬
藤
乃
理
子
,
 
竹
林
唯
,
 
堀
越

直
子
,
 
佐
藤
秀
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

東
日

本
大

震
災

被
災

地
に

お
け
る

肥
満

者
増

加
の

要
因

－
中

食
利

用
行

動
を
中

心
と

し
た

検
証

－

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

野
道
子

石
川
み
ど
り
,
 
安
村
誠
司

令
和

2
補

助
・

助
成

高
齢

者
に

お
け

る
抑

う
つ

と
炎
症

の
関

連
に

及
ぼ

す
運

動
、

身
体

機
能

の
影
響

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
吉

田
祐
子

岩
佐
一

令
和

2
補

助
・

助
成

災
害

避
難

高
齢

者
の

身
体

活
動
を

変
え

る
「

知
覚

さ
れ

た
環

境
」

と
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
応

用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
森

山
信
彰

令
和

2
補

助
・

助
成

原
発

事
故

後
の

福
島

の
科

学
的
事

実
に

関
す

る
「

誤
解

」
の

実
態

と
人

々
の
価

値
観

と
の

関
連

の
検

証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

研
究

活
動

ス
タ

ー
ト

支
援

日
本

学
術

振
興

会
中

山
千
尋

令
和

2
補

助
・

助
成

災
害

後
避

難
を

経
験

し
た

高
齢
者

の
I
A
D
L

と
、

よ
り

高
次

な
生

活
機

能
維
持

の
た

め
の

方
策

の
検

討

2
0
2
0
年

度
　

理
学

療
法

に
か

か
わ

る
研

究
助

成
　

一
般

研
究

日
本

理
学

療
法

士
学

会
森

山
信
彰
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

男
性

の
育

児
参

加
の

推
進

に
関
す

る
研

究
～

父
親

の
育

児
参

加
を

阻
む

心
理
的

障
壁

の
解

明
と

支
援

策
の

構
築

2
0
1
9
年

度
前

川
ヒ

ト
づ

く
り

財
団

研
究

助
成

公
益

財
団

法
人

前
川

ヒ
ト

づ
く

り
財

団
岩

佐
一

令
和

2
国

内
共

同
研

究
放

射
線

災
害

に
関

す
る

メ
デ

ィ
ア

情
報

に
よ

る
福

島
県

民
の

健
康

影
響

不
安
の

実
態

と
放

射
線

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

令
和

2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
安

村
誠
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
福

島
原

発
事

故
に

よ
る

高
齢

者
へ

の
健

康
影

響
評

価
－

長
崎

原
爆

被
爆

の
高
齢

者
と

の
比

較
－

令
和

2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
安

村
誠
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
リ

ス
ク

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

観
点

か
ら

見
た

放
射

線
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

の
あ

り
方

に
関

す
る

研
究

令
和

2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

青
柳

み
ど
り

安
村
誠
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
放

射
線

被
爆

と
背

景
因

子
が

血
液

凝
固

に
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

の
検

討
令

和
2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

今
田

恒
夫

安
村
誠
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
福

島
に

お
け

る
放

射
線

と
県

民
健

康
調

査
に

対
す

る
意

識
調

査
令

和
2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

岡
﨑

龍
史

安
村
誠
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
放

射
線

災
害

後
の

健
康

被
害

測
定

指
標

の
提

言
に

関
す

る
研

究
令

和
2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

越
智

小
枝

安
村
誠
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
福

島
県

内
の

妊
娠

の
動

向
資

料
を

利
用

し
た

東
日

本
大

震
災

が
妊

娠
・

出
産
に

及
ぼ

し
た

影
響

に
関

す
る

検
討

令
和

2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

祖
父

江
友
孝

安
村
誠
司
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
事

故
後

の
避

難
・

帰
還

の
意

思
決

定
と

健
康

情
報
と

の
関

連
令

和
2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

西
川

佳
孝

安
村
誠
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
福

島
原

子
力

発
電

所
事

故
後

の
一

般
住

民
に

お
け

る
メ

デ
ィ

ア
の

利
用

と
放
射

線
不

安
令

和
2
年

度
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

深
澤

舞
子

安
村
誠
司

令
和

2
出

資
金

に
よ

る
受

託
研

究
子

ど
も

の
健

康
と

環
境

に
関

す
る

全
国

調
査

（
エ

コ
チ

ル
調

査
）

子
ど

も
の

健
康

と
環

境
に

関
す

る
全

国
調

査
　

福
島

ユ
ニ

ッ
ト

セ
ン

タ
ー

環
境

省
橋

本
浩
一

安
村
誠
司

法
医
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

死
体

血
H
b
A
1
c
値

測
定

に
お

け
る

P
O
C
T
（

臨
床

現
場

即
時

検
査

）
機

器
の

誤
差
要

因
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
加

藤
菜
穂

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
脊

髄
液

減
少

症
の

病
態

生
理
と

診
断

法
の

開
発

障
害

者
対

策
総

合
研

究
開

発
事

業
神

経
・

筋
疾

患
分

野
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
(
A
M
E
D
)

荒
木

信
夫

橋
本
康
弘

令
和

2
そ

の
他

膵
が

ん
関

連
疾

患
の

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ

方
法

の
開

発
共

同
研

究
費

ア
ル

プ
ス

ア
ル

パ
イ

ン
株

式
会

社
大

平
弘
正

橋
本
康
弘

令
和

2
そ

の
他

グ
リ

オ
ー

マ
の

体
外

診
断

薬
の

開
発

共
同

研
究

費
東

洋
紡

株
式

会
社

藤
井

正
純

橋
本
康
弘
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放
射
線
生
命
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

α
線

核
種

に
よ

る
が

ん
治

療
の
線

量
評

価
に

基
づ

く
正

常
細

胞
障

害
の

解
明
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
織

内
昇

阿
部
悠
,
 
趙
松
吉
,
 
右
近
直
之
,
 
西

嶋
剣
一
,
 
長
谷
川
有
史
,
 
伊
藤
浩

令
和

2
補

助
・

助
成

多
発

性
骨

髄
腫

細
胞

の
起

源
と
な

る
異

常
B
リ

ン
パ

球
は

ど
の

よ
う

な
機

序
で
生

じ
る

か
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
坂

井
晃

阿
部
悠
,
 
津
山
尚
宏

令
和

2
補

助
・

助
成

デ
ザ

イ
ン

さ
れ

た
誘

発
D
i
c
に

よ
る

微
小

核
／

ク
ロ

モ
ト

リ
プ

シ
ス

形
成

過
程
の

解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
津

山
尚
宏

阿
部
悠
,
 
柳
亜
希
,
 
坂
井
晃

令
和

2
補

助
・

助
成

特
定

部
位

へ
の

D
S
B
誘

導
系

を
用

い
た

染
色

体
転

座
優

先
機

構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
阿

部
悠

令
和

2
補

助
・

助
成

乳
腺

オ
ル

ガ
ノ

イ
ド

で
ヒ

ト
と
実

験
動

物
の

放
射

線
影

響
研

究
を

つ
な

ぐ
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

工
藤

健
一
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疫
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
卒

中
発

症
に

及
ぼ

す
身

体
心
理

社
会

的
因

子
の

寄
与

率
の

時
代

変
遷

に
つ
い

て
の

疫
学

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
大

平
哲
也

木
山
昌
彦
,
 
山
岸
良
匡
,
 
岡
田
武

夫
,
 
今
野
弘
規

令
和

2
補

助
・

助
成

越
境

性
大

気
中

P
M
2
.
5
結

合
ヒ

ト
ア

ル
ブ

ミ
ン

の
生

体
影

響
と

そ
の

予
防

法
の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
荻

野
景
規

尾
長
谷
靖
,
 
菅
沼
成
文
,
 
栄
徳
勝

光
,
 
荻
野
学
芳
,
 
荻
野
志
穂
奈
,
 
市

村
宏
,
 
長
岡
憲
次
郎
,
 
高
柴
正
悟
,

伊
藤
達
男
,
 
早
川
和
一
,
 
中
村
裕

之
,
 
上
原
孝
,
 
浜
田
博
喜
,
 
岡
野
光

博
,
 
江
口
依
里
,
 
竹
本
圭

令
和

2
補

助
・

助
成

悪
性

中
皮

腫
リ

ス
ク

バ
イ

オ
マ
ー

カ
ー

と
し

て
 
が

ん
抑

制
因

子
B
A
P
1
活

性
検

査
の

実
用

化
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
伊

藤
達
男

長
岡
憲
次
郎
,
 
江
口
依
里
,
 
荻
野
景

規
,
 
大
内
田
守

令
和

2
補

助
・

助
成

東
日

本
大

震
災

前
後

の
認

知
症
発

症
と

リ
ス

ク
要

因
の

動
向

及
び

予
防

的
介
入

に
関

す
る

疫
学

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
江

口
依
里

中
野
裕
紀
,
 
大
平
哲
也

令
和

2
補

助
・

助
成

東
日

本
大

震
災

後
の

避
難

生
活
に

よ
る

フ
レ

イ
ル

発
生

に
影

響
す

る
要

因
の
検

討
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岡

崎
可
奈
子

大
平
哲
也
,
 
林
史
和

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

県
の

脳
卒

中
医

療
に

お
け
る

地
域

格
差

と
予

後
に

関
す

る
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

久
間
潤

大
平
哲
也
,
 
中
野
裕
紀
,
 
弓
屋
結
,

小
島
隆
生

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
ー

腸
ー

脂
肪

連
関

に
お

け
る
腸

内
細

菌
叢

の
測

定
意

義
に

つ
い

て
の

疫
学
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
挑

戦
的

研
究

(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
大

平
哲
也

木
山
昌
彦
,
 
今
野
弘
規

令
和

2
補

助
・

助
成

中
国

医
学

の
観

点
を

取
り

入
れ
た

食
事

調
査

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
長

尾
匡
則
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
卒

中
発

症
リ

ス
ク

要
因

と
し
て

の
長

期
避

難
生

活
が

及
ぼ

す
影

響
に

関
す
る

疫
学

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
中

野
裕
紀

令
和

2
補

助
・

助
成

東
日

本
大

震
災

後
の

生
活

習
慣
病

予
防

を
目

的
と

し
た

潜
在

性
脂

肪
肝

ス
ク
リ

ー
ニ

ン
グ

指
標

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
林

史
和

令
和

2
補

助
・

助
成

笑
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

フ
レ

イ
ル
対

策
・

予
防

に
及

ぼ
す

効
果

に
つ

い
て

の
前
向

き
コ

ホ
ー

ト
・

介
入

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
舟

久
保
徳
美

令
和

2
補

助
・

助
成

大
規

模
災

害
後

の
ポ

ジ
テ

ィ
ブ
な

心
理

的
因

子
と

生
活

習
慣

病
と

の
関

連
に
関

す
る

疫
学

及
び

介
入

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

研
究

活
動

ス
タ

ー
ト

支
援

日
本

学
術

振
興

会
江

口
依
里

令
和

2
補

助
・

助
成

大
規

模
災

害
後

の
重

度
ス

ト
レ
ス

に
対

す
る

笑
い

の
生

活
習

慣
病

へ
の

効
果
に

関
す

る
疫

学
及

び
介

入
研

究

パ
ブ

リ
ッ

ク
ヘ

ル
ス

科
学

研
究

助
成

金
　

ス
ト

レ
ス

科
学

分
野

公
益

財
団

法
人

パ
ブ

リ
ッ

ク
ヘ

ル
ス

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

江
口

依
里

令
和

2
補

助
・

助
成

ス
ト

レ
ス

関
連

疾
患

を
予

測
・
評

価
す

る
客

観
的

指
標

に
つ

い
て

の
研

究
日

本
フ

ル
ハ

ッ
プ

調
査

研
究

助
成

公
益

財
団

法
人

日
本

中
小

企
業

福
祉

事
業

財
団

大
平

哲
也

江
口
依
里
,
 
舟
久
保
徳
美
,
 
岡
田
武

夫

令
和

2
国

内
共

同
研

究
東

日
本

大
震

災
後

4
年

間
の

肥
満

の
推

移
と

生
活

習
慣

と
の

関
連

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
上

村
真
由

大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
放

射
線

災
害

後
の

笑
い

等
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

因
子

と
生

活
習

慣
病

発
症

と
の
関

連
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

江
口

依
里

大
平
哲
也

－571－



年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究
放

射
線

災
害

後
の

生
活

習
慣

や
心

理
社

会
的

因
子

と
そ

の
後

の
循

環
器

疾
患
発

症
と

の
関

連

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
佐

能
俊
紀

大
平
哲
也
,
 
江
口
依
里

令
和

2
国

内
共

同
研

究
放

射
線

災
害

が
福

島
県

小
児

の
肥

満
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
の

要
因

分
析

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
菖

蒲
川
由
郷

大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
東

日
本

大
震

災
後

の
避

難
及

び
帰

還
住

民
の

疾
患

発
症

・
死

亡
と

そ
の

分
布
状

況
に

関
す

る
研

究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
孫

智
超

大
平
哲
也
,
 
江
口
依
里

令
和

2
国

内
共

同
研

究
震

災
遺

族
に

お
け

る
放

射
線

災
害

の
心

身
の

健
康

状
態

へ
の

影
響

に
関

す
る
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

田
中

英
三
郎

大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
小

学
児

童
に

お
け

る
睡

眠
状

態
と

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

の
関

連
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

共
同

利
用

・
共

同
研

究
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

谷
川

武
大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
健

康
行

動
に

影
響

す
る

身
体

・
心

理
・

社
会

的
健

康
リ

ス
ク

要
因

変
化

の
評
価

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
田

淵
貴
大

大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
放

射
線

災
害

に
お

け
る

歯
科

領
域

へ
の

健
康

影
響

お
よ

び
将

来
の

生
活

習
慣
病

と
の

関
連

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
坪

井
綾
香

大
平
哲
也
,
 
江
口
依
里

令
和

2
国

内
共

同
研

究
福

島
県

内
の

避
難

区
域

住
民

に
お

け
る

ト
ラ

ウ
マ

反
応

及
び

精
神

的
不

調
と
循

環
器

疾
患

と
の

関
連

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
手

塚
一
秀

大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
体

格
と

P
T
S
D
症

状
お

よ
び

う
つ
症

状
と

の
関

連
：

県
民

健
康

調
査

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
永

井
雅
人

大
平
哲
也
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究
震

災
後

の
こ

こ
ろ

の
健

康
に

影
響

を
及

ぼ
す

地
域

の
つ

な
が

り
に

関
す

る
マ
ル

チ
レ

ベ
ル

分
析

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
長

澤
真
衣
子

大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
震

災
前

後
に

お
け

る
生

活
・

経
済

状
況

の
変

化
と

循
環

器
疾

患
と

の
関

連
：
福

島
県

県
民

健
康

調
査

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
野

田
愛

大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
出

産
経

験
と

震
災

後
の

ス
ト

レ
ス

耐
性

と
の

関
連

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
安

川
純
代

大
平
哲
也
,
 
江
口
依
里

令
和

2
国

内
共

同
研

究
震

災
後

の
生

活
習

慣
が

健
診

所
見

と
そ

の
後

の
変

化
に

及
ぼ

す
影

響
：

小
児
～

青
年

期
に

お
け

る
検

討

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
山

岸
良
匡

大
平
哲
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
放

射
線

災
害

後
の

食
事

パ
タ

ー
ン

と
心

理
的

ス
ト

レ
ス

と
の

関
連

に
つ

い
て

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
吉

田
純
子

大
平
哲
也
,
 
江
口
依
里

令
和

2
国

内
共

同
研

究
大

動
脈

瘤
に

対
す

る
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
内

挿
術

お
よ

び
人

工
血

管
置

換
術
が

心
血

機
能

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

フ
ク

ダ
電

子
南

東
北

販
売

（
株

）
横

山
斉

髙
野
真
澄

放
射
線
物
理
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

大
気

ラ
ド

ン
は

地
震

を
と

ら
え
て

い
る

の
か

？
：

大
気

と
地

中
の

同
時

測
定

に
よ

る
検

証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
大

森
康
孝

令
和

2
補

助
・

助
成

通
気

式
ラ

ド
ン

・
ト

ロ
ン

測
定
器

の
ト

ロ
ン

に
対

す
る

応
答

へ
お

よ
ぼ

す
風
速

の
影

響
出

版
助

成
公

益
財

団
法

人
中

部
電

気
利

用
基

礎
研

究
振

興
財

団
大

森
康
孝

－573－



健
康
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

大
規

模
環

境
汚

染
に

対
す

る
合
理

性
・

持
続

可
能

性
を

包
括

し
た

環
境

修
復
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
構

築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
A
)

日
本

学
術

振
興

会
保

高
徹
生

田
上
恵
子
,
 
林
誠
二
,
 
駒
井
武
,
 
上

野
雄
史
,
 
村
上
道
夫
,
 
勝
見
武
,
 
長

野
宇
規
,
 
岩
崎
雄
一
,
 
竹
田
宜
人
,

羽
島
有
紀

令
和

2
補

助
・

助
成

病
院

排
水

に
由

来
す

る
多

剤
薬
剤

耐
性

菌
の

不
活

化
技

術
の

開
発

と
有

効
性
評

価
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
東

剛
志

臼
井
優
,
 
村
上
道
夫

令
和

2
補

助
・

助
成

遷
延

性
悲

嘆
障

害
の

多
層

的
治
療

技
法

の
開

発
と

効
果

検
証

お
よ

び
生

物
学
的

基
盤

の
解

明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
中

島
聡
美

白
井
明
美
,
 
竹
林
由
武
,
 
伊
藤
正

哉
,
 
小
西
聖
子
,
 
吉
池
卓
也
,
 
須
賀

楓
介

令
和

2
補

助
・

助
成

幸
福

余
命

の
算

出
と

環
境

及
び
災

害
関

連
健

康
リ

ス
ク

評
価

へ
の

適
用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
村

上
道
夫

竹
林
由
武
,
 
野
村
周
平
,
 
坪
倉
正

治
,
 
小
野
恭
子

令
和

2
補

助
・

助
成

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

ス
キ

ル
の
次

世
代

へ
の

伝
達

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

可
視

化
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
後

藤
あ
や

熊
谷
敦
史
,
 
村
上
道
夫
,
 
植
田
紀
美

子

令
和

2
補

助
・

助
成

強
迫

症
に

対
す

る
予

後
改

善
パ
ッ

ケ
ー

ジ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
と

効
果

検
証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

林
由
季

竹
林
由
武
,
 
堀
越
勝

令
和

2
補

助
・

助
成

小
規

模
な

臨
床

試
験

に
適

用
可
能

な
患

者
報

告
式

ア
ウ

ト
カ

ム
の

反
応

シ
フ
ト

の
検

出
手

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
竹

林
由
武

令
和

2
補

助
・

助
成

災
害

多
発

ア
ジ

ア
3
カ

国
に

お
け

る
学

童
の

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

向
上

：
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
介

入

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

国
際

共
同

研
究

加
速

基
金

(
国

際
共

同
研

究
強

化
(
B
)
)

日
本

学
術

振
興

会
後

藤
あ
や

岡
部
聡
子
,
 
郡
山
千
早
,
 
村
上
道

夫
,
 
弓
屋
結

令
和

2
国

内
共

同
研

究
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

効
果

評
価

指
標

の
体

系
化

と
効

果
検
証

の
実

践

環
境

省
放

射
線

健
康

管
理

・
健

康
不

安
対

策
事

業
（

放
射

線
の

健
康

影
響

に
係

る
研

究
調

査
事

業
）

環
境

省
村

上
道
夫
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究
福

島
第

一
原

発
事

故
後

の
相

双
地

域
に

お
け

る
健

康
弱

者
の

緊
急

避
難

時
お
よ

び
そ

の
後

の
健

康
影

響
と

課
題

調
査

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点

及
川

友
好
（
受
入

研
究

代
表
者
：
村

上
道

夫
）

令
和

2
国

内
共

同
研

究
福

島
第

一
原

発
事

故
後

の
相

馬
地

方
に

お
け

る
長

期
的

な
が

ん
検

診
受

診
率
と

そ
の

関
連

因
子

の
検

討

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
共

同
利

用
・

共
同

研
究

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点

尾
崎

章
彦
（
受
入

研
究

代
表
者
：
村

上
道

夫
）

循
環
器
内
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

大
動

脈
弁

狭
窄

症
の

発
症

メ
カ
ニ

ズ
ム

に
お

け
る

D
N
A
損

傷
・

細
胞

老
化

の
役

割
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

田
隆
史

令
和

2
補

助
・

助
成

心
不

全
病

態
に

お
け

る
が

ん
進
行

機
序

の
解

明
 
-
脳

・
心

・
腫

瘍
連

関
へ

の
治

療
介

入
-

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
及

川
雅
啓

令
和

2
補

助
・

助
成

肺
高

血
圧

症
の

重
症

度
お

よ
び
治

療
反

応
性

の
差

異
に

関
す

る
検

討
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
中

里
和
彦

令
和

2
補

助
・

助
成

心
不

全
に

お
け

る
腹

部
臓

器
血
流

と
腸

内
細

菌
叢

に
関

す
る

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
義

久
精
臣

令
和

2
補

助
・

助
成

ク
ロ

ー
ン

性
造

血
に

着
目

し
た
心

不
全

に
対

す
る

新
し

い
治

療
戦

略
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
竹

石
恭
知

令
和

2
補

助
・

助
成

肺
高

血
圧

症
と

脂
質

代
謝

異
常
の

接
点

-
治

療
標

的
・

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
と

し
て

の
M
T
1
-
M
M
P

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
杉

本
浩
一
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

骨
サ

イ
ト

カ
イ

ン
が

心
不

全
予
後

に
及

ぼ
す

影
響

　
骨

心
連

関
の

可
能

性
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

阿
部

諭
史

令
和

2
補

助
・

助
成

心
不

全
患

者
に

お
け

る
腹

部
臓
器

う
っ

血
と

低
灌

流
の

意
義

：
ヘ

パ
ト

カ
イ
ン

と
の

関
連

性

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
一

條
靖
洋

令
和

2
補

助
・

助
成

急
性

心
不

全
診

療
に

お
け

る
栄
養

評
価

・
管

理
の

確
立

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
崇
匡

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

が
ん

サ
バ

イ
バ

ー
に

お
け
る

心
血

管
病

変
と

D
N
A
損

傷
と

の
関

連
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

八
重

樫
大
輝

令
和

2
補

助
・

助
成

心
不

全
に

お
け

る
心

臓
-
骨

髄
連

関
の

意
義

：
心

臓
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

の
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ク
ス

制
御

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
和

田
健
斗

令
和

2
補

助
・

助
成

1
3
N
-
a
m
m
o
n
i
a
 
P
E
T
/
M
R
I
に

よ
る
T
A
V
I
前

後
で

の
心

筋
血

流
評

価
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

喜
古

崇
豊

令
和

2
補

助
・

助
成

髄
外

造
血

に
注

目
し

た
J
A
K
2
V
6
1
7
F
変

異
に

伴
う

肺
高

血
圧

症
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
君

島
勇
輔

令
和

2
補

助
・

助
成

免
疫

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

阻
害
剤

に
よ

る
心

不
全

発
症

機
序

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

清
水

竹
史

令
和

2
補

助
・

助
成

D
N
A
損

傷
と

炎
症

か
ら

見
た

心
血

管
画

像
診

断
・

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
に
よ

る
放

射
線

被
曝

の
影

響

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
肱

岡
奈
保
子
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

選
択

的
小

胞
体

分
解

（
E
R
フ

ァ
ジ

ー
）

に
着

目
し

た
心

不
全

に
お

け
る

細
胞
内

品
質

管
理

の
意

義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
三

阪
智
史

令
和

2
補

助
・

助
成

C
a
l
r
e
t
i
c
u
l
i
n
（

C
A
L
R
）

変
異
に

よ
る

骨
髄

増
殖

性
疾

患
に

合
併

し
た

肺
高
血

圧
症

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
横

川
哲
朗

令
和

2
補

助
・

助
成

細
胞

内
品

質
管

理
に

着
目

し
た
心

不
全

の
新

規
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
：

N
-
ミ
リ

ス
ト

イ
ル

化
の

意
義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

研
究

活
動

ス
タ

ー
ト

支
援

日
本

学
術

振
興

会
安

齋
文
弥

令
和

2
補

助
・

助
成

特
発

性
心

筋
症

に
関

す
る

調
査

研
究

厚
生

労
働

省
難

治
性

疾
患

克
服

研
究

事
業

厚
生

労
働

省
竹

石
恭
知

令
和

2
補

助
・

助
成

慢
性

心
筋

炎
の

診
断

基
準

策
定
の

た
め

の
実

態
調

査
難

治
性

疾
患

実
用

化
研

究
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（

A
M
E
D
）

竹
石

恭
知

令
和

2
補

助
・

助
成

拡
張

相
肥

大
型

心
筋

症
を

対
象
と

し
た

多
施

設
登

録
観

察
研

究
難

治
性

疾
患

実
用

化
研

究
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
（

A
M
E
D
）

竹
石

恭
知

令
和

2
補

助
・

助
成

緊
急

被
ば

く
に

対
す

る
再

生
医
療

体
制

の
確

立

広
島

大
学

・
長

崎
大

学
・

福
島

県
立

医
科

大
学

共
同

　
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

　
ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

広
島

大
学

・
長

崎
大

学
・

福
島

県
立

医
科

大
学

共
同

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点

石
田

隆
史
,
 
竹
石

恭
知

令
和

2
補

助
・

助
成

医
療

放
射

線
被

ば
く

の
人

体
影

響
評

価

広
島

大
学

・
長

崎
大

学
・

福
島

県
立

医
科

大
学

共
同

　
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

　
ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

広
島

大
学

・
長

崎
大

学
・

福
島

県
立

医
科

大
学

共
同

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点

竹
石

恭
知
,
 
石
田

隆
史
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

高
出

力
・

短
時

間
焼

灼
で

の
心
房

細
動

ア
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
食

道
障
害

機
序

の
解

明

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

　
令

和
2
年

度
研

究
支

援
事

業
（

育
成

研
究

）

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

金
城

貴
士

令
和

2
補

助
・

助
成

高
齢

心
不

全
の

心
房

細
動

発
症
に

対
す

る
星

状
神

経
節

ブ
ロ

ッ
ク

の
有

用
性

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

　
令

和
2
年

度
研

究
支

援
事

業
（

育
成

研
究

）

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

山
田

慎
哉

令
和

2
補

助
・

助
成

肺
高

血
圧

症
の

右
心

不
全

非
代
償

化
に

お
け

る
H
1
9
の

意
義

海
外

留
学

助
成

金
リ

サ
ー

チ
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

公
益

財
団

法
人

上
原

記
念

生
命

科
学

財
団

横
川

哲
朗

令
和

2
国

内
共

同
研

究
洞

不
全

症
候

群
・

心
房

細
動

の
関

連
遺

伝
子

単
離

と
機

能
解

析
：

J
-
P
R
E
S
3

J
-
P
R
E
S
3
（

洞
不

全
症

候
群

の
プ

レ
シ

ジ
ョ

ン
医

療
実

現
化

に
向

け
た

A
l
l
-
J
a
p
a
n
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

国
立

研
究

開
発

法
人

　
国

立
循

環
器

病
研

究
セ

ン
タ

ー
竹

石
恭
知

血
液
内
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

T
M
変

異
体

に
よ

る
新

規
血

管
内
皮

保
護

薬
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
池

添
隆
之

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

幹
細

胞
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と
し

た
α

線
放

出
核

種
を

用
い

た
革

新
的

な
白
血

病
治

療
法

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
趙

松
吉

池
添
隆
之
,
 
鷲
山
幸
信
,
 
西
嶋
剣

一
,
 
粟
生
木
美
穂
,
 
杉
山
暁
,
 
右
近

直
之
,
 
織
内
昇

令
和

2
補

助
・

助
成

骨
髄

増
殖

性
腫

瘍
の

病
態

進
展
に

お
け

る
ド

ラ
イ

バ
ー

変
異

と
ヒ

ス
ト

ン
修
飾

因
子

異
常

の
相

互
的

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
池

田
和
彦

大
河
原
浩
,
 
橋
本
優
子

令
和

2
補

助
・

助
成

ト
ロ

ン
ボ

モ
ジ

ュ
リ

ン
由

来
ペ
プ

チ
ド

に
よ

る
特

発
性

肺
線

維
症

の
新

規
治
療

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
王

新
涛

池
添
隆
之
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

造
血

幹
細

胞
移

植
後

の
免

疫
シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

G
a
s
6
の

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

河
原
浩

小
川
一
英
,
 
池
添
隆
之
,
 
池
田
和
彦

令
和

2
補

助
・

助
成

同
種

移
植

関
連

微
小

血
管

障
害
症

の
病

態
解

明
：

G
a
s
6
-
T
A
M
シ

グ
ナ

ル
の

意
義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

川
一
英

大
河
原
浩
,
 
池
添
隆
之

令
和

2
補

助
・

助
成

骨
髄

異
形

成
症

候
群

に
お

け
る
無

効
造

血
環

境
形

成
の

血
球

動
態

に
基

づ
く
基

礎
的

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
色

摩
弥
生

橋
本
優
子
,
 
池
添
隆
之

令
和

2
補

助
・

助
成

ヒ
ス

ト
ン

を
標

的
と

す
る

移
植
後

合
併

症
の

早
期

診
断

マ
ー

カ
ー

と
治

療
法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
原

田
佳
代

池
添
隆
之

令
和

2
補

助
・

助
成

急
性

放
射

線
障

害
に

対
す

る
ト
ロ

ン
ボ

モ
ジ

ュ
リ

ン
分

子
の

臨
床

応
用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

挑
戦

的
研

究
(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
池

添
隆
之

令
和

2
補

助
・

助
成

造
血

細
胞

移
植

時
の

生
着

に
及
ぼ

す
G
a
s
6
-

M
e
r
の

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
深

津
真
彦

令
和

2
補

助
・

助
成

造
血

器
腫

瘍
治

療
に

お
け

る
敗
血

症
性

A
R
D
S
/
A
L
I
の

新
た

な
治

療
戦

略
と

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
古

川
未
希

－579－



消
化
器
内
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ヒ
ト

体
外

複
合

臓
器

モ
デ

ル
に
よ

る
生

体
維

持
機

構
解

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
A
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

辺
守

油
井
史
郎
,
 
柿
沼
晴
,
 
鬼
澤
道
夫
,

土
屋
輝
一
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

口
腔

・
腸

内
細

菌
と

濾
胞

性
ヘ
ル

パ
ー

T
細

胞
を

標
的

と
し

た
自

己
免

疫
性

肝
炎

の
病

態
解

明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
阿

部
和
道

高
橋
敦
史
,
 
林
学
,
 
大
平
弘
正

令
和

2
補

助
・

助
成

自
己

免
疫

性
肝

炎
に

お
け

る
エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

の
網

羅
的

解
析

と
病

態
へ

の
関
与

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

平
弘
正

令
和

2
補

助
・

助
成

炎
症

性
腸

疾
患

発
症

に
お

け
る
ミ

オ
シ

ン
軽

鎖
キ

ナ
ー

ゼ
の

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
齊

藤
詠
子

渡
辺
守
,
 
鬼
澤
道
夫
,
 
永
石
宇
司

令
和

2
補

助
・

助
成

F
l
i
-
1
に

よ
る

ケ
モ

カ
イ

ン
を

介
し

た
S
L
E
の

病
態

解
明

と
新

規
治

療
法

の
開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
秀
三

鬼
澤
道
夫
,
 
渡
辺
浩
志
,
 
右
田
清
志

令
和

2
補

助
・

助
成

第
二

経
路

の
補

体
因

子
M
A
S
P
－
３

の
活

性
化

機
構

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

根
英
治

町
田
豪
,
 
林
学

令
和

2
補

助
・

助
成

エ
ク

オ
ー

ル
は

非
ア

ル
コ

ー
ル
性

脂
肪

性
肝

疾
患

の
発

症
・

治
療

の
鍵

と
な
る

の
か

？
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
高

橋
敦
史

藤
田
将
史

令
和

2
補

助
・

助
成

タ
イ

ト
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

制
御
に

よ
る

大
腸

腫
瘍

予
防

戦
略

の
構

築
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
福

田
将
義

渡
辺
守
,
 
鬼
澤
道
夫
,
 
永
石
宇
司

令
和

2
補

助
・

助
成

M
I
C
-
1
は

胆
管

癌
診

療
を

変
え

る
か

？
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

杉
本

充

－580－



年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

膵
癌

に
お

け
る

抗
体

医
薬

耐
性
機

序
の

解
明

―
補

体
制

御
蛋

白
に

着
目

し
て
ー

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
玲

令
和

2
補

助
・

助
成

炎
症

性
腸

疾
患

に
お

け
る

補
体
の

影
響

の
解

明
と

新
規

抗
補

体
薬

の
有

効
性

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
髙

住
美
香

令
和

2
補

助
・

助
成

非
ア

ル
コ

ー
ル

性
脂

肪
肝

疾
患
の

病
態

に
お

け
る

レ
ク

チ
ン

経
路

、
第

二
経
路

の
影

響
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
林

学

リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科

学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

自
己

炎
症

疾
患

の
発

作
の

周
期
性

や
炎

症
の

多
様

性
を

規
定

す
る

責
任

分
子
調

節
分

子
群

の
包

括
的

同
定

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
増

本
純
也

吉
浦
孝
一
郎
,
 
竹
田
浩
之
,
 
澤
崎
達

也
,
 
右
田
清
志
,
 
川
上
純
,
 
古
賀
智

裕

令
和

2
補

助
・

助
成

家
族

性
地

中
海

熱
の

「
早

期
診
断

」
と

「
精

密
医

療
の

実
現

」
に

向
け

た
バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
古

賀
智
裕

吉
浦
孝
一
郎
,
 
右
田
清
志
,
 
浦
野

健
,
 
田
中
義
正
,
 
川
上
純

令
和

2
補

助
・

助
成

F
l
i
-
1
に

よ
る

ケ
モ

カ
イ

ン
を

介
し

た
S
L
E
の

病
態

解
明

と
新

規
治

療
法

の
開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
秀
三

鬼
澤
道
夫
,
 
渡
辺
浩
志
,
 
右
田
清
志

令
和

2
補

助
・

助
成

パ
イ

リ
ン

イ
ン

フ
ラ

マ
ソ

ー
ム
活

性
化

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

と
そ

の
制

御
法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
右

田
清
志

浦
野
健
,
 
古
賀
智
裕

－581－



腎
臓
高
血
圧
内
科
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

傷
害

特
異

的
糖

鎖
修

飾
に

着
目
し

た
新

規
糸

球
体

傷
害

マ
ー

カ
ー

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

岩
崎

剛
史

令
和

2
補

助
・

助
成

尿
細

管
傷

害
に

着
目

し
た

ネ
フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
の

非
侵

襲
的

診
断

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
中

島
彩

糖
尿
病
内
分
泌
代
謝
内

科
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

空
腹

時
低

血
糖

カ
テ

ゴ
リ

ー
に
お

け
る

新
規

糖
尿

病
発

症
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
尾

形
絵
美

島
袋
充
生
,
 
旭
浩
一

令
和

2
補

助
・

助
成

食
行

動
と

糖
尿

病
：

脳
腸

相
関

機
序

の
解

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
工

藤
明
宏

島
袋
充
生
,
 
旭
浩
一

脳
神
経
内
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ス
モ

ン
に

関
す

る
調

査
研

究
厚

生
労

働
省

科
学

研
究

費
補

助
金

難
治

性
疾

患
政

策
研

究
事

業
厚

生
労

働
省

久
留

聡
松
田
希
,
 
他

－582－



呼
吸
器
内
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

C
O
P
D
ペ

プ
チ

ド
薬

の
開

発
を

実
現

す
る

S
C
G
B
3
A
2
作

用
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
黒

谷
玲
子

阿
部
宏
之
,
 
柴
田
陽
光

令
和

2
補

助
・

助
成

呼
気

硫
化

水
素

を
用

い
た

気
管
支

喘
息

の
難

治
化

お
よ

び
増

悪
予

測
の

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
齋

藤
純
平

令
和

2
補

助
・

助
成

喘
息

に
お

け
る

n
e
u
r
t
u
r
i
n
の

臨
床

的
役

割
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
俊

鈴
木
康
仁

令
和

2
補

助
・

助
成

ホ
モ

シ
ス

テ
イ

ン
誘

導
小

胞
体
ス

ト
レ

ス
は

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

の
病

態
に
関

与
し

て
い

る
か

？

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
柴

田
陽
光

黒
谷
玲
子
,
 
井
上
純
人

令
和

2
補

助
・

助
成

薬
剤

性
及

び
放

射
線

肺
障

害
の
新

規
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

探
索

に
よ

る
肺

が
ん
個

別
化

治
療

の
確

立

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
谷

野
功
典

海
老
名
雅
仁
,
 
二
階
堂
雄
文
,
 
柴
田

陽
光

令
和

2
補

助
・

助
成

咳
の

自
動

監
視

・
計

測
・

サ
ー
ビ

ス
シ

ス
テ

ム
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
M
A
R
K
O
V
 
K

松
井
知
子
,
 
齋
藤
純
平

令
和

2
補

助
・

助
成

胸
部

X
線

動
態

撮
影

に
よ

る
特

発
性

間
質

性
肺

炎
患

者
の

肺
局

所
換

気
血

流
の
評

価
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

二
階

堂
雄
文

令
和

2
補

助
・

助
成

呼
気

一
酸

化
窒

素
日

内
変

動
測
定

の
喘

息
増

悪
抑

制
に

お
け

る
有

用
性

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
植

松
学

令
和

2
国

際
共

同
研

究
N
O
V
E
L
T
Y
試

験
ア

ス
ト

ラ
ゼ

ネ
カ

齋
藤

純
平

－583－



年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究

「
特

発
性

間
質

性
肺

炎
に

対
す
る

多
施

設
共

同
前

向
き

観
察

研
究

(
N
E
J
0
3
0
)
」

集
積

症
例

を
対

象
と

し
た

遺
伝

素
因

に
関
す

る
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
研

究
(
N
E
J
0
3
6
A
)

N
o
r
t
h
 
E
a
s
t

J
a
p
a
n
 
S
t
u
d
y

G
r
o
u
p

谷
野

功
典

二
階
堂
雄
文
,
 
佐
藤
佑
樹
,
 
東
川
隆

一
,
 
柴
田
陽
光

令
和

2
国

内
共

同
研

究
再

生
誘

導
医

薬
に

関
す

る
呼

吸
器

疾
患

に
対

す
る

評
価

株
式

会
社

ス
テ

ム
リ

ム
谷

野
功
典

二
階
堂
雄
文
,
 
佐
藤
佑
樹
,
 
東
川
隆

一
,
 
河
俣
貴
也
,
 
王
新
涛
,
 
菊
地
正

美
,
 
柴
田
陽
光

令
和

2
国

内
共

同
研

究
結

核
治

療
中

に
伴

う
薬

疹
の

実
態

調
査

結
核

予
防

会
結

核
研

究
所

谷
野

功
典

令
和

2
国

内
共

同
研

究
特

発
性

肺
線

維
症

に
対

す
る

ニ
ン

テ
ダ

ニ
ブ

効
果

予
測

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の
前

向
き

解
析

久
留

米
大

学
,
 
他

星
野

友
昭

令
和

2
補

助
・

助
成

特
発

性
間

質
性

肺
炎

の
前

向
き
レ

ジ
ス

ト
リ

の
構

築
と

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ
M
D
D
診

断
シ

ス
テ

ム
を

用
い

た
診

断
標

準
化

に
基

づ
く

疫
学

デ
ー

タ
の

創
出

－
人

工
知

能
（
A
I
）

診
断

シ
ス

テ
ム

と
新

規
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
開

発
－

ゲ
ノ

ム
・

デ
ー

タ
基

盤
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
／

難
治

性
疾

患
実

用
化

研
究

事
業

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

須
田

隆
文

令
和

2
国

内
共

同
研

究
C
O
V
I
D
-
1
9
後

遺
症

に
関

す
る

実
態

調
査

厚
生

労
働

行
政

推
進

調
査

事
業

費
補

助
金

日
本

呼
吸

器
学

会
横

山
彰
仁

令
和

2
国

内
共

同
研

究
シ

ェ
ー

グ
レ

ン
症

候
群

に
お

け
る

嚢
胞

性
肺

病
変

の
成

立
機

序
に

関
す

る
研
究

旭
中

央
病

院
蛇

澤
晶

谷
野
功
典
,
 
河
俣
貴
也

令
和

2
国

内
共

同
研

究
多

分
野

合
議

に
よ

る
間

質
性

肺
炎

診
断

に
対

す
る

多
施

設
共

同
前

向
き

観
察
研

究
名

古
屋

大
学

橋
本

直
純

－584－



年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

遺
伝

学
的

知
見

に
基

づ
い

た
C
O
V
I
D
1
9
ワ

ク
チ

ン
開

発
と

評
価

系
の

構
築

慶
應

大
学

福
永

興
壱

令
和

2
学

内
共

同
研

究
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
(
C
O
V
I
D
-
1
9
)

の
臨

床
的

特
徴

の
検

討
多

施
設

共
同

研
究

柴
田

陽
光

谷
野
功
典
,
 
峯
村
浩
之

令
和

2
学

内
共

同
研

究
様

々
な

基
礎

疾
患

に
合

併
す

る
D
I
C
患

者
に

お
け

る
凝

固
線

溶
マ

ー
カ

ー
の

動
態

研
究

血
液

内
科

学
講

座
池

添
隆
之

令
和

2
学

内
共

同
研

究
疾

患
肺

に
お

け
る

肺
胞

内
細

菌
叢

お
よ

び
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
の

潜
伏
感

染
の

検
討

微
生

物
学

講
座

柴
田

陽
光

谷
野
功
典
,
 
河
俣
貴
也

消
化
管
外
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

大
腸

癌
間

質
ト

ラ
ン

ス
ク

リ
プ
ト

ミ
ク

ス
を

応
用

し
た

個
別

的
微

小
環

境
戦
略

の
確

立
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

木
進
司

岡
山
洋
和
,
 
遠
藤
英
成

令
和

2
補

助
・

助
成

W
n
t
/
β

-
c
a
t
e
n
i
n
シ

グ
ナ

ル
を
標

的
と

し
た

ト
リ

プ
ル

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
乳

癌
の
化

学
予

防
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

竹
徹

岡
山
洋
和
,
 
立
花
和
之
進
,
 
齋
藤
元

伸

令
和

2
補

助
・

助
成

大
腸

癌
の

ゲ
ノ

ム
・

エ
ピ

ゲ
ノ
ム

異
常

に
よ

る
短

縮
型

癌
関

連
糖

鎖
誘

導
と
免

疫
抑

制
機

構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岡

山
洋
和

令
和

2
補

助
・

助
成

消
化

管
癌

に
対

す
る

A
N
X
A
1
を

用
い

た
抗

が
ん

剤
耐

性
出

現
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

野
澤
寿
志

齋
藤
元
伸

－585－



年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

拡
張

現
実

（
A
R
）

技
術

を
応

用
し

た
手

術
訓

練
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
木

村
隆

佐
瀬
善
一
郎
,
 
齋
藤
拓
朗
,
 
丸
橋

繁
,
 
見
城
明

令
和

2
補

助
・

助
成

食
道

扁
平

上
皮

癌
に

対
す

る
放
射

線
照

射
＋

N
i
v
o
l
u
m
a
b
併

用
療

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
河

野
浩
二

三
村
耕
作

令
和

2
補

助
・

助
成

I
L
-
6
/
S
T
A
T
3
シ

グ
ナ

ル
を

介
す
る

C
D
X
2
の

胃
癌

発
生

へ
の

関
与

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
齋

藤
元
伸

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

癌
治

療
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し
て

の
ベ

ー
タ

ア
レ

ス
チ

ン
経

路
の

可
能

性
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
坂

本
渉

岡
山
洋
和

令
和

2
補

助
・

助
成

A
R
I
D
1
A
変

異
胃

癌
に

対
す

る
標
的

治
療

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

瀬
善
一
郎

齋
藤
元
伸

令
和

2
補

助
・

助
成

再
発

胃
癌

患
者

に
対

す
る

放
射
線

治
療

と
抗

P
D
-
1
抗

体
併

用
療

法
の

腫
瘍

免
疫

学
的

解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
義
行

田
巻
倫
明
,
 
河
野
浩
二
,
 
三
村
耕
作

令
和

2
補

助
・

助
成

ミ
ス

マ
ッ

チ
修

復
欠

損
・

Ｂ
Ｒ
Ａ

Ｆ
変

異
型

大
腸

癌
に

お
け

る
フ

コ
ー

ス
転
移

酵
素

発
現

異
常

の
意

義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
野

田
勝

岡
山
洋
和
,
 
門
馬
智
之
,
 
坂
本
渉

令
和

2
補

助
・

助
成

M
S
S
/
C
I
N
大

腸
癌

に
お

け
る

染
色

体
不

安
定

性
（

C
I
N
）

制
御

機
構

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
早

瀬
傑

岡
山
洋
和
,
 
坂
本
渉

令
和

2
補

助
・

助
成

染
色

体
不

安
定

性
に

よ
り

生
じ
る

免
疫

制
御

遺
伝

子
の

不
活

化
と

免
疫

逃
避
機

構
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
藤

田
正
太
郎

岡
山
洋
和
,
 
芦
澤
舞

－586－



年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

胃
癌

腫
瘍

微
小

環
境

に
お

け
る
免

疫
抑

制
機

構
の

解
明

と
そ

の
臨

床
応

用
に
つ

い
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
三

村
耕
作

花
山
寛
之
,
 
河
野
浩
二

令
和

2
補

助
・

助
成

大
腸

癌
に

お
け

る
抗

癌
剤

耐
性
に

関
与

す
る

薬
剤

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

の
役
割

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
門

馬
智
之

齋
藤
元
伸

令
和

2
補

助
・

助
成

食
道

癌
間

質
に

お
け

る
癌

関
連
線

維
芽

細
胞

由
来

分
子

に
よ

る
転

移
・

浸
潤
促

進
機

構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
菅

家
康
之

令
和

2
補

助
・

助
成

乳
癌

に
お

け
る

抗
P
D
-
1
/
抗

P
D
-
L
1
抗

体
の

治
療

適
応

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
中

山
裕
子

令
和

2
補

助
・

助
成

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

が
ん
免

疫
療

法
の

評
価

と
P
u
b
l
i
c
i
t
y

厚
生

労
働

省
科

学
研

究
費

補
助

金
が

ん
対

策
推

進
総

合
研

究
事

業
厚

生
労

働
省

河
野

浩
二

藤
原
俊
義
,
 
硲
彰
一
,
 
有
賀
淳
,
 
玉

田
耕
治
,
 
山
口
佳
之
,
 
奥
村
晃
子

令
和

2
補

助
・

助
成

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
が

ん
情
報

の
迅

速
な

作
成

と
提

供
の

た
め

の
体

制
整
備

の
あ

り
方

に
関

す
る

研
究

厚
生

労
働

省
科

学
研

究
費

補
助

金
が

ん
対

策
推

進
総

合
研

究
事

業
厚

生
労

働
省

若
尾

文
彦

河
野
浩
二
,
 
下
井
辰
徳
,
 
中
島
信

久
,
 
田
村
和
夫
,
 
藤
也
寸
志
,
 
中
山

健
夫
,
 
奥
村
晃
子
,
 
早
川
雅
代
,
 
大

西
丈
二
,
 
高
山
智
子
,
 
花
出
正
美

令
和

2
補

助
・

助
成

全
国

が
ん

登
録

の
利

活
用

に
向
け

た
学

会
研

究
体

制
の

整
備

と
そ

の
試

行
、
臨

床
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

基
づ

く
臨

床
研

究
の
推

進
、

及
び

国
民

へ
の

研
究

情
報

提
供

の
在
り

方
に

関
す

る
研

究

厚
生

労
働

省
科

学
研

究
費

補
助

金
が

ん
政

策
研

究
事

業
厚

生
労

働
省

平
田

公
一

井
本
滋
,
 
上
本
伸
二
,
 
海
野
倫
明
,

大
家
基
嗣
,
 
岡
本
高
宏
,
 
掛
地
吉

弘
,
 
加
藤
則
人
,
 
川
井
章
,
 
木
下
義

晶
,
 
弦
間
昭
彦
,
 
河
野
浩
二
,
 
小
寺

泰
弘
,
 
小
林
宏
寿
,
 
佐
治
重
衡
,
 
柴

田
亜
希
子
,
 
神
野
浩
光
,
 
杉
山
一

彦
,
 
竹
政
伊
知
朗
,
 
千
田
雅
之
,
 
藤

也
寸
志
,
 
永
瀬
智
,
 
西
田
俊
朗
,
 
西

山
博
之
,
 
野
々
村
祝
夫
,
 
袴
田
健

一
,
 
長
谷
川
潔
,
 
堀
口
明
彦
,
 
水
島

恒
和
,
 
吉
野
一
郎
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

S
t
a
g
e
 
Ⅱ

大
腸

癌
術

後
診

療
の
個

別
化

を
目

指
し

た
再

発
リ

ス
ク

判
定

マ
ー
カ

ー
の

確
立

育
成

研
究

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

氏
家

大
輔

岡
山
洋
和

令
和

2
補

助
・

助
成

大
腸

癌
の

腫
瘍

免
疫

抑
制

細
胞
群

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

に
よ

る
免

疫
療

法
の

応
用

育
成

研
究

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

遠
藤

英
成

令
和

2
補

助
・

助
成

進
行

結
腸

・
直

腸
癌

に
お

け
る
抗

 
V
E
G
F
R
2

抗
体

を
用

い
た

免
疫

療
法

の
開
発

育
成

研
究

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

遠
藤

久
仁

河
野
浩
二
,
 
三
村
耕
作

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

標
準

治
療

不
応

の
切

除
不

能
な
進

行
・

再
発

胃
が

ん
に

対
す

る
局

所
放

射
線
療

法
と

N
i
v
o
l
u
m
a
b
（

抗
 
P
D
-
1
抗

体
）
併

用
療

法
の

第
Ⅰ

／
Ⅱ

相
臨

床
試

験

小
野

薬
品

工
業

株
式

会
社

河
野

浩
二

河
野
浩
二
,
 
三
村
耕
作
,
 
佐
瀬
善
一

郎
,
 
早
瀬
傑
,
 
小
野
澤
寿
志
,
 
花
山

寛
之
,
 
渡
辺
洋
平
,
 
鈴
木
義
行
,
 
田

巻
倫
明
,
 
佐
藤
久
志
,
 
吉
本
由
哉
,

他
1
6
名

過
年
業
績

平
成

3
0

補
助

・
助

成
マ

ル
チ

オ
ミ

ク
ス

解
析

を
用

い
た

大
腸

が
ん

の
p
r
e
c
i
s
i
o
n
 
i
m
m
u
n
o
t
h
r
a
p
y

2
0
1
8
年

度
（

第
4
7
回

）
研

究
助

成
公

益
財

団
法

人
か

な
え

医
薬

振
興

財
団

岡
山

洋
和

岡
山
洋
和
,
 
遠
藤
英
成
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肝
胆
膵
・
移
植
外
科
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

拡
張

現
実

（
A
R
）

技
術

を
応

用
し

た
手

術
訓

練
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
木

村
隆

佐
瀬
善
一
郎
,
 
斎
藤
拓
朗
,
 
丸
橋

繁
,
 
見
城
明

令
和

2
補

助
・

助
成

医
療

の
質

に
及

ぼ
す

が
ん

診
療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

実
施

状
況

と
診

療
環

境
の
検

討
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
後

藤
満
一

丸
橋
繁
,
 
宮
田
裕
章

令
和

2
補

助
・

助
成

肝
組

織
由

来
ス

フ
ェ

ロ
イ

ド
（
L
T
O
S
s
）

を
用

い
た

複
合

型
肝

細
胞

シ
ー

ト
の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
丸

橋
繁

武
藤
亮
,
 
鈴
志
野
聖
子
,
 
石
亀
輝

英
,
 
清
水
裕
史
,
 
佐
藤
直
哉

令
和

2
補

助
・

助
成

脂
肪

由
来

間
葉

系
幹

細
胞

と
肝
細

胞
に

よ
る

積
層

化
シ

ー
ト

の
作

製
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

鈴
志

野
聖
子

令
和

2
補

助
・

助
成

脂
肪

由
来

幹
細

胞
（

A
D
S
C
）

に
積

層
化

し
た

膵
島

細
胞

シ
ー

ト
移

植
技

術
の
確

立
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

楡
井

東

令
和

2
補

助
・

助
成

膵
癌

に
お

け
る

ク
ラ

ス
リ

ン
ア
ダ

プ
タ

ー
の

発
現

解
析

と
新

規
治

療
法

の
開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
武

藤
亮

令
和

2
学

内
共

同
研

究
膵

・
胆

道
悪

性
腫

瘍
の

個
別

化
に

役
立

つ
新

規
分

子
マ

ー
カ

ー
の

検
索

と
そ
の

機
能

的
意

義
の

解
明

研
究

支
援

事
業

（
育

成
研

究
）

福
島

県
立

医
科

大
学

小
船

戸
康
英

－589－



呼
吸
器
外
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

患
者

由
来

腫
瘍

組
織

移
植

モ
デ
ル

と
腫

瘍
浸

潤
リ

ン
パ

球
を

用
い

た
テ

ー
ラ
ー

メ
イ

ド
が

ん
免

疫
療

法

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
松

村
勇
輝

令
和

2
補

助
・

助
成

タ
イ

ト
結

合
分

子
に

着
目

し
た
悪

性
中

皮
腫

の
新

規
診

断
・

治
療

標
的

の
同
定

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
渡

部
晶
之

令
和

2
補

助
・

助
成

小
細

胞
肺

癌
に

対
す

る
N
O
T
C
H
シ

グ
ナ

リ
ン

グ
を

標
的

と
し

た
新

規
免

疫
放

射
線

療
法

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
髙

木
玄
教

令
和

2
補

助
・

助
成

非
小

細
胞

肺
癌

に
お

け
る

免
疫
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
阻

害
薬

耐
性

メ
カ

ニ
ズ
ム

の
解

明
と

そ
の

克
服

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
武

藤
哲
史

令
和

2
補

助
・

助
成

非
小

細
胞

肺
が

ん
に

対
す

る
N
e
o
-
a
n
t
i
g
e
n
を

標
的

と
し

た
新

た
な

複
合

免
疫
療

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
弘
行

令
和

2
補

助
・

助
成

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
ア

シ
ス

ト
を
利

用
し

た
、

肺
癌

リ
ン

パ
節

転
移

の
新

た
な
画

像
評

価
法

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
星

野
実
加

鈴
木
弘
行
,
 
塩
豊

令
和

2
補

助
・

助
成

セ
ン

シ
ン

グ
デ

バ
イ

ス
に

よ
る
画

期
的

な
肺

野
微

小
病

変
同

定
法

の
新

規
開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
長

谷
川
剛
生

井
上
卓
哉
,
 
鈴
木
弘
行
,
 
塩
豊
,
 
武

藤
哲
史

令
和

2
補

助
・

助
成

免
疫

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

阻
害
薬

の
効

果
予

測
因

子
と

し
て

の
腸

内
フ

ロ
ー
ラ

の
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
尾

崎
(
大

和
田
)
有

紀

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

免
疫

療
法

に
お

け
る

効
果
予

測
モ

デ
ル

の
確

立
と

サ
ー

キ
ッ

ト
ト

ラ
ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

の
探

索
一

般
研

究
助

成
一

般
財

団
法

人
横

山
臨

床
薬

理
研

究
助

成
基

金
武

藤
哲
史

松
村
勇
輝
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

肺
癌

に
お

け
る

新
規

診
断

・
予
後

マ
ー

カ
ー

の
開

発
戦

略
的

学
内

研
究

推
進

事
業

福
島

県
立

医
科

大
学

鈴
木

弘
行

下
村
健
寿
,
 
前
島
裕
子
,
 
岡
部
直
行

令
和

2
国

内
共

同
研

究
樹

状
細

胞
ワ

ク
チ

ン
療

法
の

有
効

性
及

び
安

全
性

の
評

価
手

法
の

研
究

テ
ラ

株
式

会
社

鈴
木

弘
行

令
和

2
国

内
共

同
研

究

E
G
F
R
遺

伝
子

変
異

陽
性

術
後

再
発

非
小

細
胞

肺
が

ん
患

者
に

対
す

る
ア

フ
ァ
チ

ニ
ブ

の
治

療
効

果
と

末
梢

血
循

環
お

よ
び
腫

瘍
内

浸
潤

C
D
4
+
 
C
D
6
2
L
l
o
w
エ

フ
ェ

ク
タ

ー
メ

モ
リ

ー
T

細
胞

の
評

価
を

行
う

前
向

き
観
察

研
究

日
本

ベ
ー

リ
ン

ガ
ー

イ
ン

ゲ
ル

ハ
イ

ム
株

式
会

社
鈴

木
弘
行

武
藤
哲
史
,
 
他

令
和

2
国

内
共

同
研

究
肺

癌
検

診
に

お
け

る
A
I
実

用
化
に

向
け

た
研

究
み

ず
ほ

情
報

総
研

株
式

会
社

鈴
木

弘
行

樋
口
光
徳
,
 
他

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

切
除

不
能

な
進

行
・

再
発

非
小
細

胞
肺

癌
患

者
に

対
す

る
ア

テ
ゾ

リ
ズ

マ
ブ
の

多
施

設
共

同
前

向
き

観
察

研
究

（
J
-
T
A
I
L
）

メ
ビ

ッ
ク

ス
株

式
会

社
塩

豊

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

切
除

不
能

な
進

行
・

再
発

非
小
細

胞
肺

癌
患

者
に

対
す

る
ア

テ
ゾ

リ
ズ

マ
ブ
の

多
施

設
共

同
前

向
き

観
察

研
究

（
J
-
T
A
I
L
）

に
お

け
る

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
探

索
研

究

メ
ビ

ッ
ク

ス
株

式
会

社
岡

部
直
行

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

切
除

不
能

な
進

行
・

再
発

の
非
小

細
胞

肺
癌

（
N
S
C
L
C
）

ま
た

は
進

展
型

小
細

胞
肺

癌
（

E
D
-
S
C
L
C
）

患
者

に
対

す
る

ア
テ

ゾ
リ

ズ
マ

ブ
併

用
療

法
の

多
施

設
共

同
前
向

き
観

察
研

究
（

J
-
T
A
I
L
-
2
）

E
P
ク

ル
ー

ズ
株

式
会

社
塩

豊

令
和

2
そ

の
他

E
G
F
R
チ

ロ
シ

ン
キ

ナ
ー

ゼ
阻

害
薬

未
投

与
非

小
細

胞
肺

癌
症

例
に

お
け

る
C
7
9
7
S
遺

伝
子

変
異

の
探

索

ア
ス

ト
ラ

ゼ
ネ

カ
株

式
会

社
鈴

木
弘
行
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乳
腺
外
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ミ
ス

マ
ッ

チ
修

復
欠

損
・

B
R
A
F
変

異
型

大
腸

癌
に

お
け

る
フ

コ
ー

ス
転

移
酵
素

発
現

異
常

の
意

義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
野

田
勝

岡
山
洋
和
,
 
門
馬
智
之
,
 
坂
本
渉

令
和

2
補

助
・

助
成

W
n
t
/
β

-
c
a
t
e
n
i
n
シ

グ
ナ

ル
を
標

的
と

し
た

ト
リ

プ
ル

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
乳

癌
の
化

学
予

防
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

竹
徹

岡
山
洋
和
,
 
立
花
和
之
進
,
 
齋
藤
元

伸

令
和

2
国

内
共

同
研

究

エ
ス

ト
ロ

ゲ
ン

受
容

体
陽

性
、
上

皮
成

長
因

子
受

容
体

2
型

(
H
E
R
2
)
陰

性
乳

癌
に

対
す

る
テ

ガ
フ

ー
ル

・
ギ

メ
ラ

シ
ル

・
オ
テ

ラ
シ

ル
カ

リ
ウ

ム
(
S
-
1
)
術

後
療

法
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

第
Ⅲ

相
試

験

委
託

研
究

費

公
益

財
団

法
人

パ
ブ

リ
ッ

ク
ヘ

ル
ス

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

大
竹

徹

令
和

2
国

内
共

同
研

究
遺

伝
子

発
現

解
析

技
術

を
活

用
し

た
個

別
が

ん
医

療
の

実
現

と
抗

が
ん

剤
開
発

の
加

速
（

第
二

期
）

福
島

医
薬

品
関

連
産

業
支

援
拠

点
化

事
業

福
島

県
大

竹
徹

令
和

2
国

内
共

同
研

究
遺

伝
子

発
現

解
析

技
術

を
活

用
し

た
個

別
が

ん
医

療
の

実
現

と
抗

が
ん

剤
開
発

の
加

速
（

第
三

期
）

福
島

医
薬

品
関

連
産

業
支

援
拠

点
化

事
業

福
島

県
大

竹
徹

心
臓
血
管
外
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

様
々

な
大

規
模

デ
ー

タ
を

用
い
た

高
齢

者
心

臓
手

術
の

現
状

と
リ

ス
ク

の
可
視

化
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
挑

戦
的

研
究

(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
齋

木
佳
克

本
村
昇
,
 
高
本
真
一
,
 
宮
田
裕
章
,

横
山
斉
,
 
山
本
博
之

令
和

2
補

助
・

助
成

横
隔

膜
機

能
か

ら
み

た
f
r
a
i
l
t
y
評

価
の

確
立

と
新

た
な

心
臓

手
術

リ
ス

ク
モ
デ

ル
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
藤

宮
剛

令
和

2
国

内
共

同
研

究
大

動
脈

瘤
に

対
す

る
ス

テ
ン

ト
グ

ラ
フ

ト
内

挿
術

お
よ

び
人

工
血

管
置

換
術
が

心
血

機
能

に
及

ぼ
す

影
響

に
関

す
る

研
究

フ
ク

ダ
電

子
南

東
北

販
売

株
式

会
社

横
山

斉
髙
野
真
澄
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外
科
研
修
支
援
担
当

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

横
隔

膜
機

能
か

ら
み

た
f
r
a
i
l
t
y
評

価
の

確
立

と
新

た
な

心
臓

手
術

リ
ス

ク
モ
デ

ル
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
藤

宮
剛

令
和

2
補

助
・

助
成

M
S
S
/
C
I
N
大

腸
癌

に
お

け
る

染
色

体
不

安
定

性
（

C
I
N
）

制
御

機
構

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
早

瀬
傑

岡
山
洋
和
,
 
坂
本
渉

令
和

2
補

助
・

助
成

染
色

体
不

安
定

性
に

よ
り

生
じ
る

免
疫

制
御

遺
伝

子
の

不
活

化
と

免
疫

逃
避
機

構
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
藤

田
正
太
郎

岡
山
洋
和
,
 
芦
澤
舞

令
和

2
補

助
・

助
成

大
腸

癌
間

質
ト

ラ
ン

ス
ク

リ
プ
ト

ミ
ク

ス
を

応
用

し
た

個
別

的
微

小
環

境
戦
略

の
確

立
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

木
進
司

岡
山
洋
和
,
 
遠
藤
英
成

令
和

2
補

助
・

助
成

大
腸

癌
の

ゲ
ノ

ム
・

エ
ピ

ゲ
ノ
ム

異
常

に
よ

る
短

縮
型

癌
関

連
糖

鎖
誘

導
と
免

疫
抑

制
機

構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岡

山
洋
和

令
和

2
補

助
・

助
成

拡
張

現
実

（
A
R
）

技
術

を
応

用
し

た
手

術
訓

練
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
木

村
隆

佐
瀬
善
一
郎
,
 
斎
藤
拓
朗
,
 
丸
橋

繁
,
 
見
城
明

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

癌
治

療
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し
て

の
ベ

ー
タ

ア
レ

ス
チ

ン
経

路
の

可
能

性
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
坂

本
渉

岡
山
洋
和

令
和

2
補

助
・

助
成

ミ
ス

マ
ッ

チ
修

復
欠

損
・

Ｂ
Ｒ
Ａ

Ｆ
変

異
型

大
腸

癌
に

お
け

る
フ

コ
ー

ス
転
移

酵
素

発
現

異
常

の
意

義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
野

田
勝

岡
山
洋
和
,
 
門
馬
智
之
,
 
坂
本
渉

令
和

2
補

助
・

助
成

W
n
t
/
β

-
c
a
t
e
n
i
n
シ

グ
ナ

ル
を
標

的
と

し
た

ト
リ

プ
ル

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
乳

癌
の
化

学
予

防
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

竹
徹

岡
山
洋
和
,
 
立
花
和
之
進
,
 
齋
藤
元

伸
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過
年
業
績

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

平
成

3
0

補
助

・
助

成
マ

ル
チ

オ
ミ

ク
ス

解
析

を
用

い
た

大
腸

が
ん

の
p
r
e
c
i
s
i
o
n
 
i
m
m
u
n
o
t
h
r
a
p
y

2
0
1
8
年

度
（

第
4
7
回

）
研

究
助

成
公

益
財

団
法

人
か

な
え

医
薬

振
興

財
団

岡
山

洋
和

遠
藤
英
成

脳
神
経
外
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

手
指

動
作

に
お

け
る

時
空

間
ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

の
特

徴
抽

出
と

臨
床

応
用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
小

林
俊
輔

津
田
一
郎
,
 
藤
井
正
純
,
 
寺
尾
安

生
,
 
行
木
孝
夫
,
 
愼
重
弼

令
和

2
補

助
・

助
成

レ
ー

ザ
ー

光
源

に
よ

る
手

術
顕
微

鏡
の

新
し

い
機

能
開

発
：

脳
血

流
量

2
次

元
表

示
と

絶
対

値
の

測
定

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
齋

藤
清

佐
藤
拓
,
 
佐
久
間
潤

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

県
の

脳
卒

中
医

療
に

お
け
る

地
域

格
差

と
予

後
に

関
す

る
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

久
間
潤

大
平
哲
也
,
 
中
野
裕
紀
,
 
弓
屋
結
,

小
島
隆
生

令
和

2
補

助
・

助
成

超
高

速
定

量
画

像
M
R
F
を

用
い

た
非

侵
襲

的
脳

腫
瘍

診
断

シ
ス

テ
ム

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
拓

藤
井
正
純
,
 
岩
楯
兼
尚

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
腫

瘍
の

神
経

伝
導

と
硬

さ
因
子

の
解

明
：

機
能

温
存

と
安

全
性

の
高

い
手
術

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
岩

楯
兼
尚

令
和

2
補

助
・

助
成

神
経

皮
膚

症
候

群
に

お
け

る
ア
ン

メ
ッ

ト
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

多
診

療
科

連
携

診
療

体
制

の
確

立

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

／
疾

病
・

障
害

対
策

研
究

分
野

／
難

治
性

疾
患

政
策

研
究

厚
生

労
働

省
錦

織
千
佳
子

藤
井
正
純
,
 
他

令
和

2
補

助
・

助
成

血
栓

化
脳

動
脈

瘤
の

病
態

解
明
と

治
療

法
の

開
発

日
本

神
経

放
射

線
学

会
研

究
助

成
金

制
度

日
本

神
経

放
射

線
学

会
佐

藤
拓
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整
形
外
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ラ
ッ

ト
腰

椎
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア
モ

デ
ル

へ
の

社
会

的
敗

北
ス

ト
レ

ス
負

荷
が
及

ぼ
す

影
響

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
紺

野
愼
一

関
口
美
穂

令
和

2
補

助
・

助
成

認
知

機
能

低
下

や
自

己
効

力
と
運

動
器

の
疼

痛
や

機
能

障
害

と
の

関
係

を
明
ら

か
に

す
る

探
索

的
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

谷
晃
司

関
口
美
穂
,
 
小
野
玲
,
 
紺
野
愼
一

令
和

2
補

助
・

助
成

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム
に

お
け

る
要

介
護

の
予

測
因

子
の

解
明

(
L
O
H
A
S
研

究
）

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

口
美
穂

竹
上
未
紗
,
 
大
谷
晃
司
,
 
小
野
玲
,

紺
野
愼
一
,
 
福
原
俊
一

令
和

2
補

助
・

助
成

軽
度

認
知

機
能

障
害

は
腰

椎
手
術

の
成

績
不

良
因

子
と

な
る

か
－

探
索

的
研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

邉
和
之

大
谷
晃
司
,
 
紺
野
愼
一

令
和

2
補

助
・

助
成

P
E
T
に

よ
る

脳
脊

髄
ミ

ク
ロ

グ
リ

ア
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

よ
っ

て
慢

性
痛

を
可

視
化

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

挑
戦

的
研

究
(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
小

幡
英
章

宿
里
充
穗
,
 
織
内
昇
,
 
紺
野
愼
一
,

加
藤
孝
一

令
和

2
補

助
・

助
成

腱
細

胞
・

腱
組

織
に

お
け

る
T
R
P
チ

ャ
ネ

ル
を

介
し

た
慢

性
炎

症
の

機
序

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
亀

田
拓
哉

令
和

2
補

助
・

助
成

地
域

在
住

高
齢

者
の

身
体

機
能
低

下
か

ら
中

長
期

の
健

康
ア

ウ
ト

カ
ム

を
予
測

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
富

永
亮
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
人

工
股

関
節

の
安

定
性

向
上

の
手

技
の

開
発

青
田

恵
郎

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

人
工

股
関

節
全

置
換

術
の

従
来
法

（
後

方
ア

プ
ロ

ー
チ

又
は

E
R
P
法

）
と

D
i
r
e
c
t

S
u
p
e
r
i
o
r
 
A
p
p
r
o
a
c
h
(
D
S
A
)
の
手

術
情

報
、

術
後

画
像

評
価

及
び

臨
床

転
帰
の

比
較

日
本

ス
ト

ラ
イ

カ
ー

青
田

恵
郎

山
岸
栄
紀
,
 
大
橋
寛
憲
,
 
荒
文
博
,

佐
藤
法
義
,
 
高
野
純
一
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

腰
部

脊
柱

管
狭

窄
症

に
よ

る
末
梢

性
神

経
障

害
性

疼
痛

を
有

す
る

患
者

を
 
対

象
と

し
た

N
S
A
I
D
s
内

服
中

の
患

者
に

ミ
ロ
ガ

バ
リ

ン
ベ

シ
ル

酸
塩

を
 
追

加
併

用
処

方
し

た
際

の
有

効
性

と
安

全
性

の
検

討
 
－

多
施

設
共

同
、

無
作

為
化

、
非

盲
検

、
並

行
群

間
、
介

入
研

究
－

共
同

研
究

事
業

費
第

一
三

共
株

式
会

社
二

階
堂
琢
也

形
成
外
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

内
臓

脂
肪

の
潜

在
能

力
：

循
環
と

免
疫

賦
活

に
お

け
る

h
y
p
e
r
 
2
-
w
a
y
 
p
l
a
y
e
r

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
山

本
有
平

林
利
彦
,
 
舟
山
恵
美
,
 
石
川
耕
資
,

前
田
拓
,
 
小
山
明
彦
,
 
古
川
洋
志

令
和

2
補

助
・

助
成

乳
房

再
建

へ
の

現
実

的
な

応
用
を

見
据

え
た

脂
肪

由
来

幹
細

胞
の

安
定

し
た
増

殖
法

の
確

立

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
北

村
成
紀

小
山
明
彦
,
 
千
葉
茂
樹
,
 
冨
川
直

樹
,
 
杉
本
幸
太
郎
,
 
穂
積
あ
ゆ
み
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産
科
婦
人
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

卵
細

胞
質

内
精

子
注

入
法

に
特
化

し
た

精
子

選
択

法
・

精
子

評
価

法
の

確
立
と

治
療

前
診

断
へ

の
応

用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
菅

沼
亮
太

髙
橋
俊
文

令
和

2
補

助
・

助
成

化
学

療
法

に
よ

る
腫

瘍
微

小
環
境

変
化

を
標

的
と

し
た

卵
巣

癌
治

療
開

発
の
基

礎
的

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
添

田
周

阿
久
津
英
憲

令
和

2
補

助
・

助
成

R
S
V
感

染
症

克
服

の
た

め
の

出
生

時
母

児
血

に
よ

る
R
S
V
各

中
和

エ
ピ

ト
ー

プ
抗

体
価

の
質

的
検

討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
橋

本
浩
一

川
崎
幸
彦
,
 
細
矢
光
亮
,
 
藤
森
敬
也

令
和

2
補

助
・

助
成

多
嚢

胞
性

卵
巣

症
候

群
に

お
け
る

メ
ト

ホ
ル

ミ
ン

の
子

宮
内

膜
に

対
す

る
直
接

作
用

機
序

の
解

明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
大

原
美
希

令
和

2
補

助
・

助
成

メ
タ

ボ
ロ

ー
ム

解
析

を
用

い
た
妊

娠
高

血
圧

症
候

群
の

発
症

予
測

の
検

討
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
経

塚
標

令
和

2
補

助
・

助
成

接
着

分
子

C
L
D
N
1
2
は

子
宮

頸
癌
と

子
宮

体
癌

の
診

断
マ

ー
カ

ー
・

新
規

治
療
標

的
と

な
り

う
る

か

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
遠

藤
雄
大
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小
児
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

親
子

関
係

が
子

ど
も

の
情

動
調
整

発
達

に
与

え
る

影
響

の
縦

断
的

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
尾

形
優
香

橋
本
浩
一

令
和

2
補

助
・

助
成

急
性

・
慢

性
腎

障
害

後
の

腎
線
維

化
に

対
す

る
M
i
c
r
o
R
N
A
-
2
1
を

用
い

た
新

規
治

療
薬

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
川

崎
幸
彦

郷
勇
人
,
 
陶
山
和
秀
,
 
長
岡
由
修
,

石
井
玲

令
和

2
補

助
・

助
成

体
液

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

を
用

い
た
新

生
児

慢
性

肺
疾

患
の

発
症

予
測

と
m
i
R
-
2
1
制

御
の

治
療

効
果

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
郷

勇
人

橋
本
浩
一

令
和

2
補

助
・

助
成

子
ど

も
は

い
か

に
出

生
コ

ホ
ー
ト

調
査

参
加

意
識

を
形

成
し

イ
ン

フ
ォ

ー
ム
ド

・
ア

セ
ン

ト
に

至
る

の
か

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
晶
子

橋
本
浩
一
,
 
本
田
純
久

令
和

2
補

助
・

助
成

人
工

呼
吸

器
関

連
肺

障
害

新
生
仔

マ
ウ

ス
を

用
い

た
新

生
児

慢
性

肺
疾

患
の
病

態
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
真
紀

郷
勇
人
,
 
桃
井
伸
緒
,
 
橋
本
浩
一
,

吉
野
大
輔

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

に
お

け
る

抗
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
薬

低
感

受
性

ウ
イ

ル
ス

出
現

の
監

視
と
制

御
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
晶
論

橋
本
浩
一
,
 
細
矢
光
亮

令
和

2
補

助
・

助
成

R
S
V
感

染
症

克
服

の
た

め
の

出
生

時
母

児
血

に
よ

る
R
S
V
各

中
和

エ
ピ

ト
ー

プ
抗

体
価

の
質

的
検

討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
橋

本
浩
一

川
崎
幸
彦
,
 
細
矢
光
亮
,
 
藤
森
敬
也

令
和

2
補

助
・

助
成

血
液

脳
関

門
組

織
培

養
モ

デ
ル
に

よ
る

ウ
イ

ル
ス

関
連

急
性

脳
症

病
態

解
明
と

治
療

法
開

発
の

基
礎

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
細

矢
光
亮

橋
本
浩
一
,
 
佐
藤
晶
論

令
和

2
補

助
・

助
成

妊
娠

初
期

胎
児

の
子

宮
内

低
酸
素

と
m
i
c
r
o
R
N
A
の

関
連

に
つ

い
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
桃

井
伸
緒

郷
勇
人
,
 
青
柳
良
倫
,
 
金
井
祐
二
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

溶
血

性
尿

毒
症

症
候

群
発

症
後
の

硬
化

性
腎

病
変

進
展

へ
の

危
険

因
子

と
そ
の

制
御

シ
ス

テ
ム

解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
久

米
庸
平

令
和

2
補

助
・

助
成

m
i
c
r
o
R
N
A
/
H
M
G
B
1
シ

グ
ナ

リ
ン
グ

に
着

目
し

た
溶

血
性

尿
毒

症
症

候
群

の
治
療

法
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

前
田

亮

令
和

2
補

助
・

助
成

新
生

児
慢

性
肺

疾
患

患
児

の
R
S
V
感

染
重

症
化

機
構

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

宮
崎

恭
平

令
和

2
補

助
・

助
成

A
b
 
I
n
i
t
i
o
遺

伝
子

軌
道

法
を

用
い

た
新

生
児

疾
患

関
連

遺
伝

子
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
同

定
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

柳
沼

和
史

令
和

2
補

助
・

助
成

巣
状

糸
球

体
硬

化
症

に
お

け
る
m
i
R
-
2
1
の

役
割

と
そ

の
制

御
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

山
根

景
志
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眼
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

滲
出

型
加

齢
黄

斑
変

性
の

病
態
形

成
に

補
体

レ
ク

チ
ン

経
路

が
関

与
す

る
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

森
智
子

石
龍
鉄
樹
,
 
関
根
英
治

令
和

2
補

助
・

助
成

5
7
7
n
m
閾

値
下

レ
ー

ザ
ー

至
適

凝
固

条
件

設
定

の
た

め
の

探
索

的
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

笠
井

暁
仁

令
和

2
補

助
・

助
成

加
齢

黄
斑

変
性

に
お

け
る

酸
化
ス

ト
レ

ス
に

よ
る

眼
内

補
体

因
子

活
性

化
機
構

の
解

明
研

究
支

援
事

業
(
育

成
研

究
)

福
島

県
立

医
科

大
学

石
龍

鉄
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

血
管

新
生

加
齢

黄
斑

変
性

発
症
に

か
か

わ
る

補
体

因
子

機
構

の
検

討
研

究
助

成
バ

イ
エ

ル
薬

品
株

式
会

社
石

龍
鉄
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

加
齢

黄
斑

変
性

に
お

け
る

感
受
性

遺
伝

子
の

頻
度

と
臨

床
像

の
検

討
研

究
助

成
日

本
ア

ル
コ

ン
株

式
会

社
石

龍
鉄
樹
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泌
尿
器
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

尿
中

マ
イ

ク
ロ

バ
イ

オ
ー

ム
解
析

に
よ

る
下

部
尿

路
症

状
の

病
態

解
明

と
治
療

タ
ー

ゲ
ッ

ト
の

探
索

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
相

川
健

小
島
祥
敬
,
 
石
橋
啓
,
 
秦
淳
也

令
和

2
補

助
・

助
成

N
O
S
 
u
n
c
o
u
p
l
i
n
g
を

標
的

と
し
た

新
規

過
活

動
膀

胱
治

療
薬

開
発

に
む

け
た
基

礎
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
赤

井
畑
秀
則

小
島
祥
敬
,
 
秦
淳
也
,
 
石
橋
啓

令
和

2
補

助
・

助
成

腎
癌

に
よ

る
免

疫
代

謝
改

変
の
制

御
を

利
用

し
た

新
た

な
治

療
戦

略
に

向
け
た

基
礎

的
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

橋
啓

小
島
祥
敬
,
 
羽
賀
宣
博
,
 
小
川
総
一

郎
,
 
片
岡
政
雄

令
和

2
補

助
・

助
成

尺
度

開
発

に
基

づ
く

低
活

動
膀
胱

の
新

た
な

診
断

法
の

確
立

と
地

域
へ

の
応
用

：
予

防
介

入
を

目
指

し
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

前
憲
史

福
原
俊
一
,
 
小
島
祥
敬
,
 
脇
田
貴

文
,
 
栗
田
宜
明

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

要
因

と
し

て
の

先
天

性
C
M
V
感

染
に

よ
る

精
子

形
成

障
害

の
機

序
解

明
と
予

防
的

治
療

へ
の

応
用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

川
総
一
郎

佐
藤
雄
一
,
 
秦
淳
也
,
 
錫
谷
達
夫
,

胡
口
智
之
,
 
小
島
祥
敬
,
 
赤
井
畑
秀

則

令
和

2
補

助
・

助
成

前
立

腺
肥

大
症

に
お

け
る

自
己
免

疫
応

答
と

微
生

物
感

染
に

よ
る

イ
ン

フ
ラ
マ

ソ
ー

ム
制

御
機

構
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

島
祥
敬

秦
淳
也
,
 
錫
谷
達
夫
,
 
関
根
英
治
,

羽
賀
宣
博
,
 
赤
井
畑
秀
則
,
 
石
橋
啓

令
和

2
補

助
・

助
成

リ
ゾ

リ
ン

脂
質

に
着

目
し

た
膀
胱

癌
再

発
・

進
展

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

と
新
規

治
療

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
片

岡
政
雄

令
和

2
補

助
・

助
成

細
胞

内
ミ

オ
イ

ノ
シ

ト
ー

ル
代
謝

を
標

的
と

し
た

新
規

腎
癌

薬
物

療
法

の
開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
胡

口
智
之

令
和

2
補

助
・

助
成

補
体

B
因

子
ノ

ッ
ク

ア
ウ

ト
ラ

ッ
ト

を
用

い
た

自
己

免
疫

反
応

に
よ

る
前

立
腺
肥

大
症

増
殖

機
構

の
解

明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
秦

淳
也
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

S
G
L
T
2
糖

輸
送

経
路

に
着

目
し

た
A
R
抑

制
に

よ
る

前
立

腺
癌

増
殖

抑
制

機
構

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

星
誠

二

令
和

2
補

助
・

助
成

次
世

代
シ

ー
ク

エ
ン

サ
ー

を
用
い

た
病

原
体

侵
入

に
起

因
す

る
前

立
腺

肥
大
症

発
症

機
序

の
解

明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
滝

浪
（
本
田
）
瑠

璃
子

令
和

2
補

助
・

助
成

排
尿

中
枢

制
御

に
着

目
し

た
利
尿

適
応

性
の

機
序

解
明

と
新

規
治

療
開

発
に
向

け
た

基
礎

的
研

究
研

究
支

援
事

業
（

育
成

研
究

）
福

島
県

立
医

科
大

学
松

岡
香
菜
子

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

日
本

の
高

リ
ス

ク
転

移
性

ホ
ル
モ

ン
療

法
感

受
性

前
立

腺
癌

患
者

の
臨

床
転
帰

を
観

察
す

る
レ

ジ
ス

ト
リ

試
験

受
託

研
究

ヤ
ン

セ
ン

フ
ァ

ー
マ

株
式

会
社

小
島

祥
敬

星
誠
二

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

日
本

に
お

け
る

局
所

進
行

性
又
は

転
移

性
尿

路
上

皮
癌

(
l
a
/
m
U
C
)
患

者
の

治
療

パ
タ

ー
ン

及
び

疾
患

の
臨

床
的

/
経

済
的

負
担

に
関

す
る

チ
ャ

ー
ト

レ
ビ

ュ
ー

研
究

受
託

研
究

シ
ミ

ッ
ク

ヘ
ル

ス
ケ

ア
・

イ
ン

ス
テ

ィ
テ

ュ
ー

ト
株

式
会

社

小
島

祥
敬
,
 
小
川

総
一

郎

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

先
天

性
お

よ
び

若
年

性
の

視
覚
聴

覚
二

重
障

害
の

原
因

と
な

る
難

病
の

診
療
向

上
に

向
け

た
、

疾
患

横
断

的
な

全
国

多
施
設

レ
ジ

ス
ト

リ
研

究

令
和

2
年

度
難

治
性

疾
患

実
用

化
研

究
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
(
A
M
E
D
)

松
永

達
雄

今
泉
光
雅

令
和

2
補

助
・

助
成

H
P
V
関

連
中

咽
頭

癌
の

高
転

移
性

を
H
P
V
 
E
5
シ

グ
ナ

ル
伝

達
か

ら
解

明
す

る
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
室

野
重
之

令
和

2
補

助
・

助
成

予
後

不
良

H
P
V
関

連
中

咽
頭

癌
の

浸
潤

・
転

移
機

構
を

解
明

し
新

た
な

治
療

標
的

と
す

る
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
室

野
重
之
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

分
子

生
物

学
的

手
法

を
用

い
た
悪

性
唾

液
腺

腫
瘍

へ
の

新
た

な
診

断
法

の
開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
政
博

令
和

2
補

助
・

助
成

上
咽

頭
癌

発
癌

を
E
B
ウ

イ
ル

ス
癌

蛋
白

L
M
P
1

発
現

細
胞

の
細

胞
競

合
か

ら
解
明

す
る

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
池

田
雅
一

令
和

2
補

助
・

助
成

宿
主

リ
ン

酸
化

酵
素

阻
害

に
よ
る

喉
頭

乳
頭

腫
の

新
規

治
療

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

川
瀬

友
貴

神
経
精
神
医
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

死
後

脳
マ

ル
チ

オ
ミ

ク
ス

・
プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

に
基

づ
く

統
合

失
調

症
病

態
の
構

成
的

理
解

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

新
学

術
領

域
研

究
（

研
究

領
域

提
案

型
）

日
本

学
術

振
興

会
國

井
泰
人

令
和

2
補

助
・

助
成

コ
ホ

ー
ト

・
生

体
試

料
支

援
プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

新
学

術
領

域
研

究
（

研
究

領
域

提
案

型
）

日
本

学
術

振
興

会
村

上
善
則

矢
部
博
興

令
和

2
補

助
・

助
成

辺
縁

系
優

位
型

加
齢

性
T
D
P
-
4
3
脳

症
（

L
A
T
E
)

の
臨

床
画

像
病

理
学

的
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
川

勝
忍

林
博
史
,
 
國
井
泰
人
,
 
小
林
良
太

令
和

2
補

助
・

助
成

統
合

失
調

症
死

後
脳

に
お

け
る
 
P
r
o
 
t
o
 
G
l
u

経
路

の
分

子
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
國

井
泰
人

日
野
瑞
城

令
和

2
補

助
・

助
成

レ
ビ

ー
小

体
病

の
病

態
修

飾
に
関

与
す

る
遺

伝
子

の
同

定
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

林
良
太

小
山
信
吾
,
 
川
勝
忍
,
 
林
博
史

令
和

2
補

助
・

助
成

簡
易

客
観

的
精

神
機

能
検

査
に
よ

る
「

う
つ

病
エ

ピ
ソ

ー
ド

」
の

型
分

類
は
治

療
計

画
立

案
に

有
用

か
？

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
丹

羽
真
一
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

オ
キ

シ
ト

シ
ン

が
統

合
失

調
症
の

臨
床

症
状

・
社

会
行

動
障

害
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
の

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
三

浦
至

矢
部
博
興

令
和

2
補

助
・

助
成

慢
性

疼
痛

患
者

の
リ

ハ
ビ

リ
効
果

を
向

上
さ

せ
る

認
知

行
動

療
法

に
基

づ
く
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
効

果
検

証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
本

谷
亮

丹
羽
真
一
,
 
笠
原
諭

令
和

2
補

助
・

助
成

ベ
ン

ゾ
ジ

ア
ゼ

ピ
ン

系
薬

剤
減
量

に
よ

る
M
M
N

の
変

化
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

落
合

晴
香

令
和

2
補

助
・

助
成

心
因

性
疼

痛
の

治
療

と
認

知
機
能

障
害

の
関

連
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

松
本

純
弥

令
和

2
補

助
・

助
成

統
合

失
調

症
死

後
脳

に
お

け
る
プ

ロ
リ

ン
代

謝
経

路
内

分
子

の
発

現
解

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
研

究
活

動
ス

タ
ー

ト
支

援
日

本
学

術
振

興
会

長
岡

敦
子

令
和

2
補

助
・

助
成

認
知

症
者

に
お

け
る

抑
う

つ
・
無

気
力

に
対

す
る

治
療

法
に

関
す

る
エ

ビ
デ
ン

ス
構

築
を

目
指

し
た

研
究

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

／
疾

病
・

障
害

対
策

研
究

分
野

／
認

知
症

政
策

研
究

厚
生

労
働

省
井

原
一
成

川
勝
忍

令
和

2
補

助
・

助
成

日
本

ブ
レ

イ
ン

バ
ン

ク
ネ

ッ
ト

の
構

築

脳
科

学
研

究
戦

略
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

／
臨

床
と

基
礎

研
究

の
連

携
強

化
に

よ
る

精
神

・
神

経
疾

患
の

克
服

（
融

合
脳

）
／

リ
ソ

ー
ス

の
整

備
・

普
及

の
た

め
の

研
究

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

齋
藤

祐
子

矢
部
博
興

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

地
区

の
精

神
疾

患
拠

点
の

構
築

脳
科

学
研

究
戦

略
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

／
臨

床
と

基
礎

研
究

の
連

携
強

化
に

よ
る

精
神

・
神

経
疾

患
の

克
服

（
融

合
脳

）
／

リ
ソ

ー
ス

の
整

備
・

普
及

の
た

め
の

研
究

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

矢
部

博
興
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

先
進

的
M
R
I
技

術
に

基
づ

く
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

大
規

模
コ

ホ
ー

ト
デ

ー
タ
の

凍
結

に
よ

る
高

齢
者

神
経

変
性

疾
患

の
責
任

神
経

回
路

の
解

明

戦
略

的
国

際
脳

科
学

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

／
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

（
発

達
期

・
成

人
期

・
高

齢
期

）
に

応
じ

た
健

常
か

ら
疾

患
に

至
る

脳
画

像
等

の
総

合
的

解
析

研
究

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

花
川

隆
矢
部
博
興

令
和

2
補

助
・

助
成

精
神

疾
患

を
持

つ
人

が
社

会
生
活

目
標

達
成

を
図

る
た

め
の

W
H
O
の

I
C
F
モ

デ
ル

に
準

拠
し

当
事

者
と

評
価

者
の

共
同

を
重
視

し
た

強
み

と
弱

点
の

評
価

尺
度

開
発

研
究

障
害

者
対

策
総

合
研

究
開

発
事

業
／

精
神

障
害

分
野

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

丹
羽

真
一

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
ゲ

ノ
ム

情
報

解
析

に
よ

る
精
神

疾
患

関
連

神
経

回
路

の
同

定
と

機
能

解
明

革
新

的
技

術
に

よ
る

脳
機

能
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

全
容

解
明

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

／
ヒ

ト
疾

患
研

究

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

岩
本

和
也

國
井
泰
人

令
和

2
学

内
共

同
研

究
成

人
期

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
の

診
断

用
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
開

発
：

マ
ル
チ

モ
ー

ダ
ル

ア
プ

ロ
ー

チ
特

定
研

究
助

成
福

島
県

立
医

科
大

学
矢

部
博
興

板
垣
俊
太
郎

放
射
線
医
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

α
線

核
種

に
よ

る
が

ん
治

療
の
線

量
評

価
に

基
づ

く
正

常
細

胞
障

害
の

解
明
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
織

内
昇

阿
部
悠
,
 
趙
松
吉
,
 
右
近
直
之
,
 
西

嶋
剣
一
,
 
長
谷
川
有
史
,
 
伊
藤
浩

令
和

2
補

助
・

助
成

同
時

収
集

型
P
E
T
/
M
R
I
装

置
に

よ
る

閉
塞

性
脳

血
管

障
害

の
統

合
的

病
態

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
伊

藤
浩

小
島
隆
生
,
 
久
保
均
,
 
高
橋
和
弘
,

石
井
士
朗

令
和

2
補

助
・

助
成

P
E
T
/
M
R
を

用
い

た
ヒ

ト
運

動
時
の

四
肢

骨
格

筋
お

よ
び

脳
の

代
謝

融
合

イ
メ
ー

ジ
ン

グ
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

挑
戦

的
研

究
(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
田

代
学

藤
本
敏
彦
,
 
久
保
均
,
 
伊
藤
浩
,
 
渡

部
浩
司
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麻
酔
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

全
身

麻
酔

薬
が

抗
が

ん
剤

に
よ
る

免
疫

抑
制

に
与

え
る

影
響

と
そ

の
機

序
の
解

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
黒

澤
伸

令
和

2
補

助
・

助
成

術
後

せ
ん

妄
と

脳
内

神
経

伝
達
物

質
受

容
体

発
現

に
関

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
村

川
雅
洋

令
和

2
補

助
・

助
成

急
性

呼
吸

窮
迫

症
候

群
（

A
R
D
S
)
に

お
け

る
酸

素
ナ

ノ
バ

ブ
ル

経
静

脈
投

与
の
有

効
性

の
検

討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
吉

田
圭
佑

令
和

2
補

助
・

助
成

局
所

麻
酔

薬
の

複
数

同
時

使
用
時

の
中

毒
閾

値
に

関
す

る
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

野
地

善
恵

令
和

2
補

助
・

助
成

内
因

性
鎮

痛
の

減
弱

と
脳

・
脊
髄

ミ
ク

ロ
グ

リ
ア

の
活

性
化

は
遷

延
性

術
後
痛

の
指

標
と

な
る

か
？

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
中

野
裕
子

救
急
医
療
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

中
毒

お
よ

び
外

傷
に

起
因

す
る
生

体
侵

襲
の

基
礎

的
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
伊

関
憲

後
藤
薫

令
和

2
補

助
・

助
成

長
鎖

非
コ

ー
ド

R
N
A
(
l
n
c
R
N
A
)
の

機
能

制
御

に
よ

る
新

た
な

炎
症

制
御

法
の

創
成

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

亦
正
幸

関
亦
明
子
,
 
伊
関
憲

令
和

2
補

助
・

助
成

発
達

期
の

脳
の

臨
界

期
と

G
A
B
A
調

節
因

子
の

役
割

：
麻

酔
薬

の
鎮

静
と

毒
性
作

用
の

解
明

に
向

け
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
西

川
光
一
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病
理
病
態
診
断
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

骨
髄

異
形

成
症

候
群

に
お

け
る
無

効
造

血
環

境
形

成
の

血
球

動
態

に
基

づ
く
基

礎
的

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
色

摩
弥
生

橋
本
優
子
,
 
池
添
隆
之

令
和

2
補

助
・

助
成

骨
髄

増
殖

性
腫

瘍
の

病
態

進
展
に

お
け

る
ド

ラ
イ

バ
ー

変
異

と
ヒ

ス
ト

ン
修
飾

因
子

異
常

の
相

互
的

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
池

田
和
彦

大
河
原
浩
,
 
橋
本
優
子

令
和

2
補

助
・

助
成

悪
性

リ
ン

パ
腫

に
お

け
る

糖
鎖
と

イ
ム

ノ
グ

ロ
ブ

リ
ン

シ
グ

ナ
ル

伝
達

と
の
関

連
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
理

臨
床
検
査
医
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

甲
状

腺
癌

の
低

侵
襲

術
前

遺
伝
子

検
査

法
の

開
発

と
甲

状
腺

癌
リ

ス
ク

評
価
法

の
確

立
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
志

村
浩
己

岩
舘
学
,
 
松
本
佳
子
,
 
鈴
木
聡
,
 
伊

藤
祐
子
,
 
鈴
木
眞
一

令
和

2
補

助
・

助
成

妊
婦

か
ら

の
B
群

溶
血

性
レ

ン
サ

球
菌

（
G
B
S
）

の
検

出
－

全
自

動
遺

伝
子

解
析

装
置

へ
の

応
用

－

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
三

浦
里
織

豊
川
真
弘
,
 
志
村
浩
己

令
和

2
補

助
・

助
成

R
G
S
5
遺

伝
子

の
甲

状
腺

癌
抑

制
効

果
解

明
に

よ
る

新
規

癌
リ

ス
ク

評
価

検
査
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
伊

藤
祐
子

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

G
B
S
増

菌
培

地
の

有
用

性
評

価
及

び
検

査
の

簡
略

化
・

効
率

化
の

検
討

受
託

研
究

極
東

製
薬

工
業

株
式

会
社

志
村

浩
己
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感
染
制
御
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

原
発

避
難

区
域

を
含

む
福

島
県
内

全
域

の
ダ

ニ
媒

介
性

感
染

症
の

調
査

と
新
た

な
診

断
手

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
金

光
敬
二

門
馬
直
太
,
 
仲
村
究
,
 
壁
谷
昌
彦

令
和

2
補

助
・

助
成

プ
ロ

バ
イ

オ
テ

ィ
ク

ス
を

用
い
た

放
射

線
性

腸
管

粘
膜

障
害

の
改

善
と

敗
血
症

発
症

抑
制

効
果

の
検

討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
仲

村
究

金
光
敬
二

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

C
.
D
i
f
f
i
c
i
l
e
遺

伝
子

検
出

試
薬

の
臨

床
性

能
評

価
株

式
会

社
ミ

ズ
ホ

メ
デ

ィ
ー

輸
血
・
移
植
免
疫
学
講

座
／

輸
血

・
移

植
免

疫
部

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

骨
髄

増
殖

性
腫

瘍
の

病
態

進
展
に

お
け

る
ド

ラ
イ

バ
ー

変
異

と
ヒ

ス
ト

ン
修
飾

因
子

異
常

の
相

互
的

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
池

田
和
彦

大
河
原
浩
,
 
橋
本
優
子

令
和

2
補

助
・

助
成

造
血

幹
細

胞
移

植
後

の
免

疫
シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

G
a
s
6
の

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

河
原
浩

小
川
一
英
,
 
池
添
隆
之
,
 
池
田
和
彦

令
和

2
補

助
・

助
成

食
道

扁
平

上
皮

癌
に

対
す

る
放
射

線
照

射
＋

N
i
v
o
l
u
m
a
b
併

用
療

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
河

野
浩
二

三
村
耕
作

令
和

2
補

助
・

助
成

再
発

胃
癌

患
者

に
対

す
る

放
射
線

治
療

と
抗

P
D
-
1
抗

体
併

用
療

法
の

腫
瘍

免
疫

学
的

解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
義
行

田
巻
倫
明
,
 
河
野
浩
二
,
 
三
村
耕
作

令
和

2
補

助
・

助
成

ク
ロ

ー
ン

性
造

血
に

着
目

し
た
心

不
全

に
対

す
る

新
し

い
治

療
戦

略
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
竹

石
恭
知

三
阪
智
史
,
 
横
川
哲
朗
,
 
池
田
和
彦
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

線
治

療
が

行
わ

れ
た

扁
平
上

皮
癌

患
者

に
お

け
る

腫
瘍

免
疫

学
的

解
析
と

治
療

効
果

と
の

相
関

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
田

巻
倫
明

鈴
木
義
行
,
 
三
村
耕
作
,
 
小
此
木
範

之

令
和

2
補

助
・

助
成

胃
癌

腫
瘍

微
小

環
境

に
お

け
る
免

疫
抑

制
機

構
の

解
明

と
そ

の
臨

床
応

用
に
つ

い
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
三

村
耕
作

花
山
寛
之
,
 
河
野
浩
二

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

線
治

療
時

の
抗

腫
瘍

免
疫
感

受
性

を
決

定
す

る
遺

伝
子

変
異

同
定

と
リ
キ

ッ
ド

バ
イ

オ
プ

シ
ー

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
吉

本
由
哉

尾
池
貴
洋
,
 
田
巻
倫
明
,
 
鈴
木
義

行
,
 
三
村
耕
作

令
和

2
補

助
・

助
成

輸
血

医
療

の
安

全
性

向
上

の
た
め

の
デ

ー
タ

構
築

研
究

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

 
健

康
安

全
確

保
総

合
研

究
分

野
 
医

薬
品

・
医

療
機

器
等

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

政
策

研
究

厚
生

労
働

省
浜

口
功

北
澤
淳
一
（
研
究
分
担
者
）

令
和

2
補

助
・

助
成

骨
髄

増
殖

性
腫

瘍
 
(
M
P
N
)
 
の

病
態

に
髄

外
の

造
血

細
胞

が
果

た
す

役
割

の
解
明

2
0
2
0
年

度
日

本
血

液
学

会
研

究
助

成
事

業
一

般
社

団
法

人
日

本
血

液
学

会
池

田
和
彦

地
域
・
家
庭
医
療
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補
助

・
助

成
不

確
実

性
下

の
医

療
：

情
報

と
合

理
的

意
思

決
定

の
分

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
井

伊
雅
子

葛
西
龍
樹
,
 
原
千
秋

令
和

2
補
助

・
助

成
家

庭
医

・
総

合
診

療
専

門
医

の
ケ

ア
は

何
が

ど
う

違
う

の
か

？
：

質
評

価
の

た
め

の
指

標
探

索
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
葛

西
龍
樹

菅
家
智
史
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放
射
線
健
康
管
理
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

漂
流

す
る

信
念

に
心

の
レ

ジ
リ
エ

ン
ス

を
も

た
ら

す
情

報
の

生
成

・
提

供
技
術

の
実

現
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
A
)

日
本

学
術

振
興

会
大

澤
幸
生

坪
倉
正
治

令
和

2
補

助
・

助
成

金
属

メ
ッ

キ
糸

の
織

布
を

利
用
し

た
次

世
代

型
2
次

元
個

人
線

量
計

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

大
葉

隆

令
和

2
補

助
・

助
成

幸
福

余
命

の
算

出
と

環
境

及
び
災

害
関

連
健

康
リ

ス
ク

評
価

へ
の

適
用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
村

上
道
夫

竹
林
由
武
,
 
野
村
周
平
,
 
坪
倉
正

治
,
 
小
野
恭
子

令
和

2
補

助
・

助
成

原
子

力
災

害
時

の
汚

染
傷

病
者
受

入
れ

の
放

射
線

管
理

に
関

す
る

指
針

の
提
案

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
長

谷
川
有
史

大
葉
隆
,
 
佐
藤
久
志
,
 
佐
藤
健
一
,

保
田
浩
志
,
 
井
山
慶
大

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

線
に

よ
る

健
康

影
響

に
関
す

る
情

報
が

も
た

ら
す

健
康

不
安

の
実

態
と
そ

の
介

入
方

策
の

評
価

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
安

村
誠
司

中
山
千
尋
,
 
坪
倉
正
治
,
 
大
類
真

嗣
,
 
中
山
健
夫
,
 
渡
邊
清
高

令
和

2
補

助
・

助
成

被
災

1
2
市

町
村

に
お

け
る

居
住
者

等
の

個
人

被
ば

く
線

量
調

査
内

閣
府

受
託

研
究

費
内

閣
府

坪
倉

正
治

村
上
道
夫

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

原
発

事
故

の
経

験
に

基
づ
く

防
護

措
置

に
伴

う
社

会
弱

者
の

健
康

影
響
と

放
射

線
リ

ス
ク

の
比

較
検

討
に

関
す

る
研
究

放
射

線
対

策
委

託
費

（
放

射
線

安
全

規
制

研
究

戦
略

的
推

進
事

業
費

）
原

子
力

規
制

庁
坪

倉
正
治

令
和

2
補

助
・

助
成

原
発

事
故

後
1
0
年

間
に

お
け

る
地

域
住

民
の

二
次

的
健

康
影

響
の

総
括

、
お
よ

び
今

後
の

医
療

・
介

護
ニ

ー
ズ

の
推

定
に
関

す
る

研
究

放
射

線
健

康
管

理
・

健
康

不
安

対
策

事
業

　
放

射
線

の
健

康
影

響
に

係
る

研
究

調
査

事
業

環
境

省
坪

倉
正
治

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

県
内

の
ホ

ー
ル

ボ
デ

ィ
カ
ウ

ン
タ

ー
装

置
の

経
年

変
化

（
劣

化
）

に
お
け

る
6
年

間
の

多
施

設
連

携
調

査
と

そ
の

精
度
管

理
法

の
提

案

令
和

2
年

度
拠

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
費

ふ
く

し
ま

国
際

医
療

科
学

セ
ン

タ
ー

大
葉

隆
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

救
急

救
命

士
を

目
指

す
学

生
に
お

け
る

原
子

力
災

害
対

応
へ

の
意

識
と

そ
の
要

因
の

解
明

令
和

2
年

度
拠

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
費

ふ
く

し
ま

国
際

医
療

科
学

セ
ン

タ
ー

長
谷

川
有
史

大
葉
隆

令
和

2
国

際
共

同
研

究

N
u
c
l
e
a
r
 
e
m
e
r
g
e
n
c
y
 
s
i
t
u
a
t
i
o
n
s
-

I
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
 
o
f
 
m
e
d
i
c
a
l
 
a
n
d

s
u
r
v
e
i
l
l
a
n
c
e
-
 
S
t
a
k
e
h
o
l
d
e
r

I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t
 
G
e
n
e
r
a
t
i
n
g
 
S
c
i
e
n
c
e
s

a
f
t
e
r
 
n
u
c
l
e
a
r
 
e
m
e
r
g
e
n
c
i
e
s

E
u
r
a
t
o
m
 
C
O
N
C
E
R
T
 
N
o
.
6
6
2
2
8
7

E
u
r
o
p
e
a
n

C
o
n
c
e
r
t
e
d

P
r
o
g
r
a
m
m
e
 
o
n

R
a
d
i
a
t
i
o
n

P
r
o
t
e
c
t
i
o
n

R
e
s
e
a
r
c
h

C
a
r
d
i
s
 
E

O
h
b
a
 
T

令
和

2
国

際
共

同
研

究
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 
o
n
 
L
o
w
-
D
o
s
e
 
R
a
d
i
a
t
i
o
n

–
 
t
h
e
 
R
o
l
e
 
o
f
 
S
c
i
e
n
c
e
,
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

a
n
d
 
S
o
c
i
e
t
y

I
A
E
A
 
P
r
o
j
e
c
t
 
N
A
3
9

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

A
t
o
m
i
c
 
E
n
e
r
g
y

A
g
e
n
c
y

A
b
d
e
l
-
W
a
h
a
b
 
M

O
h
b
a
 
T

令
和

2
国

内
共

同
研

究
帰

還
住

民
を

持
続

的
に

支
援

可
能

な
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

放
射

線
の

健
康

影
響

に
係

る
研

究
調

査
環

境
省

後
藤

あ
や

大
葉
隆

令
和

2
国

内
共

同
研

究
大

気
拡

散
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

時
間

空
間

放
射

能
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を
用

い
た

避
難

行
動

パ
タ

ー
ン

毎
の

初
期

線
量
評

価

放
射

線
の

健
康

影
響

に
係

る
研

究
調

査
環

境
省

鈴
木

元
大
葉
隆

令
和

2
国

内
共

同
研

究
実

現
可

能
な

テ
イ

ラ
ー

メ
イ

ド
放

射
線

健
康

不
安

対
策

の
提

案
放

射
線

の
健

康
影

響
に

係
る

研
究

調
査

環
境

省
長

谷
川
有
史

大
葉
隆

令
和

2
国

内
共

同
研

究
災

害
対

応
者

の
業

務
姿

勢
に

影
響

を
与

え
る

因
子

の
検

討
-
 
多

様
な

職
種

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

タ
ー

の
育

成
を

目
指

し
て

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
長

谷
川
有
史

大
葉
隆

令
和

2
国

内
共

同
研

究
河

川
環

境
汚

染
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
し

た
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の
試

み
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

ト
ラ

イ
ア

ン
グ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
放

射
線

災
害

・
医

科
学

研
究

拠
点

仲
井

邦
彦

大
葉
隆
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甲
状
腺
内
分
泌
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

遺
伝

子
発

現
解

析
を

用
い

た
術
前

甲
状

腺
濾

胞
癌

診
断

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岩

舘
学

松
本
佳
子
,
 
鈴
木
眞
一

令
和

2
補

助
・

助
成

甲
状

腺
癌

の
低

侵
襲

術
前

遺
伝
子

検
査

法
の

開
発

と
甲

状
腺

癌
リ

ス
ク

評
価
法

の
確

立
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
志

村
浩
己

岩
舘
学
,
 
松
本
佳
子
,
 
鈴
木
聡
,
 
伊

藤
祐
子
,
 
鈴
木
眞
一

令
和

2
補

助
・

助
成

i
P
S
細

胞
か

ら
の

新
規

甲
状

腺
、

副
甲

状
腺

モ
デ

ル
細

胞
の

樹
立

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
悟

横
内
裕
二
,
 
中
村
泉
,
 
大
河
内
千
代

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

・
若

年
者

甲
状

腺
癌

の
長
期

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
古

橋
知
子

菊
田
敦
,
 
鈴
木
眞
一
,
 
鈴
木
悟

令
和

2
補

助
・

助
成

事
故

後
に

発
見

さ
れ

た
小

児
若
年

者
甲

状
腺

疾
患

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
関

す
る
研

究

放
射

線
健

康
管

理
・

健
康

不
安

対
策

事
業

　
放

射
線

の
健

康
影

響
に

係
る

研
究

調
査

事
業

環
境

省
鈴

木
眞
一

岩
舘
学
,
 
鈴
木
聡
,
 
松
本
佳
子
,
 
志

村
浩
己
,
 
鈴
木
悟
,
 
松
塚
崇
,
 
山
下

俊
一
,
 
光
武
範
吏
,
 
石
川
徹
夫
,
 
大

平
哲
也
,
 
山
谷
幸
恵
,
 
関
野
瑞
希

災
害
こ
こ
ろ
の
医
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

複
合

災
害

被
害

避
難

・
帰

還
者
の

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

獲
得

：
多

層
的

多
面

的
解
析

に
よ

る
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

戸
斉

安
村
誠
司
,
 
前
田
正
治
,
 
桃
井
真

帆
,
 
瀬
藤
乃
理
子
,
 
竹
林
唯
,
 
堀
越

直
子
,
 
佐
藤
秀
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

原
発

事
故

影
響

下
で

支
援

者
と
し

て
働

く
人

た
ち

の
複

合
的

な
あ

い
ま

い
な
喪

失
体

験
と

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
瀬

藤
乃
理
子

前
田
正
治
,
 
佐
藤
秀
樹
,
 
小
林
智

之
,
 
松
井
豊

令
和

2
補

助
・

助
成

認
知

症
家

族
・

離
婚

家
族

の
も
つ

あ
い

ま
い

な
喪

失
に

お
け

る
家

族
支

援
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
黒

川
雅
代
子

瀬
藤
乃
理
子
,
 
青
木
聡
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

注
意

の
範

囲
に

基
づ

く
反

す
う
の

持
続

過
程

の
検

討
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
研

究
活

動
ス

タ
ー

ト
支

援
日

本
学

術
振

興
会

佐
藤

秀
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

地
域

文
化

摩
擦

発
生

状
況

に
お
け

る
協

働
的

ま
ち

づ
く

り
：

集
団

相
互

依
存
観

に
よ

る
バ

ッ
フ

ァ
ー

効
果

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

特
別

研
究

員
奨

励
費

日
本

学
術

振
興

会
小

林
智
之
（
特
別

研
究

員
）

放
射
線
腫
瘍
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

原
子

力
災

害
時

の
汚

染
傷

病
者
受

入
れ

の
放

射
線

管
理

に
関

す
る

指
針

の
提
案

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
長

谷
川
有
史

大
葉
隆
,
 
佐
藤
久
志
,
 
佐
藤
健
一
,

保
田
浩
志
,
 
井
山
慶
大

令
和

2
補

助
・

助
成

再
発

胃
癌

患
者

に
対

す
る

放
射
線

治
療

と
抗

P
D
-
1
抗

体
併

用
療

法
の

腫
瘍

免
疫

学
的

解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
義
行

田
巻
倫
明
,
 
河
野
浩
二
,
 
三
村
耕
作

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

線
治

療
が

行
わ

れ
た

扁
平
上

皮
癌

患
者

に
お

け
る

腫
瘍

免
疫

学
的

解
析
と

治
療

効
果

と
の

相
関

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
田

巻
倫
明

鈴
木
義
行
,
 
三
村
耕
作
,
 
小
此
木
範

之

令
和

2
補

助
・

助
成

マ
ル

チ
モ

ダ
リ

テ
ィ

画
像

誘
導
小

線
源

治
療

に
よ

る
巨

大
子

宮
頸

癌
治

療
戦
略

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
野

田
真
永

加
藤
真
吾
,
 
熊
崎
祐
,
 
中
野
隆
史
,

鈴
木
義
行
,
 
平
井
隆
太
,
 
猪
狩
光

紳
,
 
田
巻
倫
明

令
和

2
補

助
・

助
成

P
D
-
L
1
抗

体
を

用
い

た
免

疫
放

射
線

療
法

確
立

の
た

め
の

基
礎

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
原

孝
光

鈴
木
義
行
,
 
中
神
佳
宏
,
 
吉
本
由

哉
,
 
佐
藤
浩
央
,
 
川
村
拓

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

線
治

療
に

お
け

る
免

疫
応
答

性
に

関
わ

る
体

細
胞

変
異

の
ト

ラ
ン

ス
レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
村

田
和
俊

尾
池
貴
洋
,
 
吉
本
由
哉
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

線
治

療
時

の
抗

腫
瘍

免
疫
感

受
性

を
決

定
す

る
遺

伝
子

変
異

同
定

と
リ
キ

ッ
ド

バ
イ

オ
プ

シ
ー

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
吉

本
由
哉

尾
池
貴
洋
,
 
田
巻
倫
明
,
 
鈴
木
義

行
,
 
三
村
耕
作

腫
瘍
内
科
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ホ
ル

モ
ン

受
容

体
陽

性
乳

癌
に
お

け
る

H
E
R
3

の
分

解
制

御
因

子
の

解
明

と
治
療

効
果

と
の

相
関

性

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

治
重
衡

令
和

2
補

助
・

助
成

i
P
S
細

胞
か

ら
の

造
血

分
化

誘
導

系
へ

の
照

射
実

験
に

よ
る

治
療

関
連

M
D
S
発

症
機

序
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
阿

左
見
祐
介

令
和

2
補

助
・

助
成

高
齢

者
H
E
R
2
陽

性
進

行
乳

癌
に
対

す
る

T
-
D
M
1

療
法

と
ペ

ル
ツ

ズ
マ

ブ
＋

ト
ラ
ス

ツ
ズ

マ
ブ

＋
ド

セ
タ

キ
セ

ル
療

法
の

ラ
ン
ダ

ム
化

比
較

第
I
I
I
相

試
験

革
新

的
が

ん
医

療
実

用
化

研
究

事
業

　
領

域
6
-
3
　

高
齢

者
の

が
ん

に
関

す
る

臨
床

研
究

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

田
村

研
治

佐
治
重
衡

令
和

2
補

助
・

助
成

低
酸

素
下

乳
が

ん
に

お
け

る
E
R
B
B
制

御
と

放
射

線
応

答
ト

ラ
イ

ア
ン

グ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

放
射

線
災

害
・

医
科

学
研

究
拠

点
谷

本
圭
司

佐
治
重
衡

－614－



放
射
線
災
害
医
療
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

原
子

力
災

害
時

の
汚

染
傷

病
者
受

入
れ

の
放

射
線

管
理

に
関

す
る

指
針

の
提
案

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
長

谷
川
有
史

大
葉
隆
,
 
佐
藤
久
志
,
 
佐
藤
健
一
,

保
田
浩
志
,
 
井
山
慶
大

令
和

2
補

助
・

助
成

α
線

核
種

に
よ

る
が

ん
治

療
の
線

量
評

価
に

基
づ

く
正

常
細

胞
障

害
の

解
明
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
織

内
昇

阿
部
悠
,
 
趙
松
吉
,
 
右
近
直
之
,
 
西

嶋
剣
一
,
 
長
谷
川
有
史
,
 
伊
藤
浩

令
和

2
補

助
・

助
成

新
開

発
シ

ャ
ツ

型
心

電
計

の
生
理

学
的

指
標

変
動

に
よ

る
原

子
力

災
害

対
応
者

の
精

神
的

負
荷

要
因

調
査

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
井

山
慶
大

人
間
科
学
講
座
　
生
命

倫
理

学
分

野

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

植
民

地
・

占
領

地
の

環
境

適
応
と

生
活

科
学

－
京

都
帝

国
大

学
戸

田
衛

生
学
教

室
を

中
心

に
－

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
末

永
恵
子

自
然
科
学
講
座
　
先
端

化
学

分
野

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

有
機

イ
オ

ウ
化

合
物

に
関

す
る

研
究

奨
学

寄
附

金
株

式
会

社
ダ

イ
セ

ル
谷

口
暢
一

令
和

2
補

助
・

助
成

金
属

触
媒

の
π

酸
性

を
利

用
し
た

不
飽

和
炭

素
－

炭
素

結
合

へ
の

位
置

選
択
的

硫
黄

置
換

基
の

導
入

研
究

助
成

公
益

財
団

法
人

日
本

化
学

研
究

会
谷

口
暢
一
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自
然
科
学
講
座
　
数
理

物
質

科
学

分
野

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

2
バ

ン
ド

系
1
次

元
伝

導
体

に
お
け

る
バ

ン
ド

間
相

互
作

用
に

よ
る

特
異

な
電
子

相
の

系
統

的
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
開

康
一

松
浦
弘
泰
,
 
石
井
康
之

令
和

2
補

助
・

助
成

d
電

子
と

π
電

子
が

共
存

す
る

擬
二

次
元

有
機

伝
導

体
の

磁
性

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

井
康
之

開
康
一

附
属
生
体
情
報
伝
達
研

究
所

　
生

体
物

質
研

究
部

門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

代
謝

性
活

性
酸

素
種

に
よ

る
黒
質

ア
ス

ト
ロ

グ
リ

ア
細

胞
活

性
化

機
構

の
解
明

と
そ

の
制

御
物

質
の

同
定

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

椋
正
人

令
和

2
補

助
・

助
成

腹
部

大
動

脈
瘤

の
発

症
機

構
の
解

明
と

予
防

・
治

療
法

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
田

中
照
佳

令
和

2
補

助
・

助
成

ミ
ト

コ
ン

ド
リ

ア
に

内
在

す
る
長

鎖
非

コ
ー

ド
R
N
A
の

同
定

と
機

能
解

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
本

間
好

令
和

2
補

助
・

助
成

C
a
s
e
i
n
 
k
i
n
a
s
e
 
2
 
(
C
K
2
)
 
細
胞

内
局

在
に

着
目

し
た

癌
の

予
後

予
測

マ
ー
カ

ー
令

和
2
年

度
　

橋
渡

し
研

究
戦

略
的

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
事

業

国
立

研
究

開
発

法
人

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

本
間

美
和
子
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附
属
生
体
情
報
伝
達
研

究
所

　
細

胞
科

学
研

究
部

門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

受
精

の
配

偶
子

融
合

マ
シ

ナ
リ
ー

の
包

括
的

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
井

上
直
和

令
和

2
補

助
・

助
成

I
Z
U
M
O
1
-
J
U
N
O
で

制
御

さ
れ

る
配

偶
子

間
膜

融
合

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
齋

藤
貴
子

令
和

2
補

助
・

助
成

細
胞

質
内

分
子

流
動

に
関

わ
る
内

膜
微

小
揺

動
の

発
生

機
序

と
そ

の
生

理
作
用

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
和

田
郁
夫

附
属
生
体
情
報
伝
達
研

究
所

　
生

体
機

能
研

究
部

門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
モ

デ
ル

に
お
け

る
学

習
障

害
回

復
の

基
盤

と
な

る
神

経
回
路

再
編

成
メ

カ
ニ

ズ
ム

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

新
学

術
領

域
研

究
(
研

究
領

域
提

案
型

)
日

本
学

術
振

興
会

小
林

和
人

令
和

2
補

助
・

助
成

刺
激

弁
別

の
学

習
フ

ェ
ー

ズ
に
お

け
る

線
条

体
細

胞
タ

イ
プ

特
異

的
な

神
経
活

動
の

可
視

化

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

新
学

術
領

域
研

究
(
研

究
領

域
提

案
型

)
日

本
学

術
振

興
会

小
林

和
人

令
和

2
補

助
・

助
成

領
野

・
入

力
特

異
的

な
皮

質
線
条

体
経

路
を

介
す

る
行

動
制

御
の

神
経

回
路
メ

カ
ニ

ズ
ム

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
小

林
和
人

西
澤
佳
代
,
 
瀬
戸
川
将
,
 
加
藤
成
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

腹
側

被
蓋

野
ド

ー
パ

ミ
ン

ニ
ュ
ー

ロ
ン

の
活

動
と

目
標

指
向

行
動

の
動

機
づ
け

の
因

果
的

関
係

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
井

口
善
生

令
和

2
補

助
・

助
成

視
床

線
条

体
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
構

造
・

機
能

マ
ッ

ピ
ン

グ
と

認
知

行
動

機
能
に

お
け

る
役

割
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
加

藤
成
樹
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

両
手

間
転

移
か

ら
ニ

ュ
ー

ロ
リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
新

た
な

ア
プ

ロ
ー
チ

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
深

掘
良
二

令
和

2
補

助
・

助
成

視
床

下
部

室
傍

核
の

摂
食

抑
制
C
R
F
ニ

ュ
ー

ロ
ン

の
同

定
と

そ
の

機
能

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
堀

尾
修
平

加
藤
成
樹
,
 
山
形
聡

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

化
学

遺
伝

学
ツ

ー
ル

に
よ
る

脳
機

能
回

復
戦

略
の

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

挑
戦

的
研

究
(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
小

林
和
人

令
和

2
補

助
・

助
成

知
覚

運
動

学
習

中
に

線
条

体
の
局

所
領

域
間

で
生

じ
る

機
能

変
化

と
情

報
表
現

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

瀬
戸

川
将

令
和

2
補

助
・

助
成

環
境

に
依

存
し

て
行

動
を

制
御
す

る
線

条
体

直
接

路
・

間
接

路
の

機
能

の
解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
西

澤
佳
代

令
和

2
補

助
・

助
成

熟
達

し
た

運
動

パ
フ

ォ
ー

マ
ン
ス

の
基

盤
と

な
る

神
経

機
構

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
特

別
研

究
員

奨
励

費
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究
員
　
瀬

戸
川

将

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

香
気

お
よ

び
味

覚
に

よ
る

嗜
好
性

の
認

知
と

好
き

嫌
い

を
生

む
神

経
基

盤
の
解

明
公

益
財

団
法

人
ロ

ッ
テ

財
団

奨
励

研
究

助
成

(
A
)

公
益

財
団

法
人

ロ
ッ

テ
財

団
加

藤
成
樹

－618－



放
射
性
同
位
元
素
研
究

施
設

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

長
鎖

非
コ

ー
ド

R
N
A
（

l
n
c
R
N
A
）

の
機

能
制

御
に

よ
る

新
た

な
炎

症
制

御
法

の
創

成
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

亦
正
幸

関
亦
明
子
,
 
伊
関
憲

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

支
持

療
法

創
出

を
目

指
し
た

可
視

化
・

数
値

化
可

能
な

光
る

耳
下

腺
培
養

細
胞

系
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

亦
明
子

関
亦
正
幸

実
験
動
物
研
究
施
設

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

認
知

機
能

低
下

や
自

己
効

力
と
運

動
器

の
疼

痛
や

機
能

障
害

と
の

関
係

を
明
ら

か
に

す
る

探
索

的
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

谷
晃
司

関
口
美
穂
,
 
小
野
玲
,
 
紺
野
愼
一

令
和

2
補

助
・

助
成

腸
内

マ
イ

ク
ロ

バ
イ

オ
ー

ム
に
よ

る
T
f
h
細

胞
サ

ブ
セ

ッ
ト

の
挙

動
変

化
と

免
疫

老
化

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
川

田
耕
司

令
和

2
補

助
・

助
成

ラ
ッ

ト
腰

椎
椎

間
板

ヘ
ル

ニ
ア
モ

デ
ル

へ
の

社
会

的
敗

北
ス

ト
レ

ス
負

荷
が
及

ぼ
す

影
響

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
紺

野
愼
一

関
口
美
穂

令
和

2
補

助
・

助
成

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム
に

お
け

る
要

介
護

の
予

測
因

子
の

解
明

(
L
O
H
A
S
研

究
）

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

口
美
穂

竹
上
未
紗
,
 
大
谷
晃
司
,
 
小
野
玲
,

紺
野
愼
一
,
 
福
原
俊
一
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災
害
公
衆
衛
生
看
護
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

避
難

指
示

が
解

除
さ

れ
た

被
災
地

保
健

師
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
と

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
再

生
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
末

永
カ
ツ
子

堀
内
輝
子
,
 
木
下
美
佐
子
,
 
高
橋
香

子
,
 
片
桐
和
子
,
 
山
田
智
惠
里

令
和

2
補

助
・

助
成

専
門

知
と

モ
ノ

作
り

実
践

知
を
融

合
し

た
集

落
復

興
支

援
構

築
：

放
射

線
測
定

調
査

の
社

会
的

応
用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

特
別

研
究

員
奨

励
費

日
本

学
術

振
興

会
特

別
研
究
員
　
林

剛
平

国
際
被
ば
く
公
衆
衛
生

看
護

学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

避
難

指
示

が
解

除
さ

れ
た

被
災
地

保
健

師
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
と

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
再

生
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
末

永
カ
ツ
子

堀
内
輝
子
,
 
木
下
美
佐
子
,
 
高
橋
香

子
,
 
片
桐
和
子
,
 
山
田
智
惠
里

令
和

2
補

助
・

助
成

国
際

看
護

学
担

当
教

員
が

必
要
に

応
じ

て
活

用
で

き
る

講
義

補
完

シ
ス

テ
ム
の

開
発

と
検

証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
長

嶺
め
ぐ
み

山
田
智
惠
里
,
 
大
植
崇
,
 
森
淑
江

生
体
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

サ
ク

セ
シ

フ
ル

B
N
C
T
・

陽
子

線
治

療
へ

の
P
E
T

診
断

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
石

渡
喜
一

鷺
野
谷
利
幸
,
 
佐
藤
ま
り
子
,
 
高
井

良
尋
,
 
村
上
昌
雄
,
 
廣
瀬
勝
己
,
 
神

谷
伸
彦
,
 
一
瀬
浩
司
,
 
平
塚
純
一
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多
発
性
硬
化
症
治
療
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

神
経

免
疫

疾
患

の
エ

ビ
デ

ン
ス
に

よ
る

診
断

基
準

・
重

症
度

分
類

・
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

の
妥

当
性

と
患

者
Q
O
L
の

検
証

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

難
治

性
疾

患
等

政
策

研
究

事
業

厚
生

労
働

省
桑

原
聡

桑
原
聡
,
 
和
泉
唯
信
,
 
荻
野
美
恵

子
,
 
河
内
泉
,
 
神
田
隆
,
 
吉
良
潤

一
,
 
楠
進
,
 
小
池
春
樹
,
 
佐
藤
泰

憲
,
 
清
水
優
子
,
 
園
生
雅
弘
,
 
田
原

将
行
,
 
中
島
一
郎
,
 
中
辻
裕
司
,
 
中

原
仁
,
 
新
野
正
明
,
 
松
井
真
,
 
三
澤

園
子
,
 
村
井
弘
之
,
 
本
村
政
勝
,
 
山

村
隆
,
 
横
田
隆
徳
,
 
吉
川
弘
明

過
年
業
績

平
成

3
1
・

令
和

元
補

助
・

助
成

神
経

免
疫

疾
患

の
エ

ビ
デ

ン
ス

に
よ

る
診

断
基

準
・

重
症

度
分

類
・

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
妥

当
性

と
患

者
Q
O
L
の

検
証

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

難
治

性
疾

患
等

政
策

研
究

事
業

厚
生

労
働

省
松

井
真

荻
野
美
恵
子
,
 
梶
龍
兒
,
 
河
内
泉
,

神
田
隆
,
 
吉
良
潤
一
,
 
楠
進
,
 
栗
山

長
門
,
 
桑
原
聡
,
 
酒
井
康
成
,
 
清
水

潤
,
 
清
水
優
子
,
 
 
園
生
雅
弘
,
 
祖

父
江
元
,
 
田
原
将
行
,
 
中
辻
裕
司
,

中
原
仁
,
 
中
村
幸
志
,
 
中
村
好
一
,

新
野
正
明
,
 
野
村
恭
一
,
 
藤
原
一

男
,
 
松
尾
秀
徳
,
 
村
井
弘
之
,
 
本
村

政
勝
,
 
 
山
村
隆
,
 
横
田
隆
徳
,
 
吉

川
弘
明
,
 
渡
邊
修

医
療
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
研

究
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

妊
娠

期
の

母
親

の
栄

養
・

遺
伝
子

多
型

と
ワ

ン
カ

ー
ボ

ン
代

謝
と

の
関

連
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
川

端
輝
江

加
藤
久
美
子
,
 
福
岡
秀
興
,
 
櫻
井
健

一
,
 
森
千
里
,
 
西
川
正
純

令
和

2
補

助
・

助
成

妊
娠

可
能

年
齢

女
性

へ
の

葉
酸
サ

プ
リ

メ
ン

ト
投

与
に

よ
る

ワ
ン

カ
ー

ボ
ン
代

謝
動

態
の

総
合

的
評

価

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
加

藤
久
美
子

福
岡
秀
興
,
 
川
端
輝
江

令
和

2
補

助
・

助
成

食
道

癌
に

お
け

る
腫

瘍
随

伴
マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
に

着
目

し
た

免
疫

放
射

線
療
法

の
新

規
作

用
機

序
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
中

嶋
正
太
郎
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心
臓
病
先
進
治
療
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

心
不

全
に

お
け

る
腹

部
臓

器
血
流

と
腸

内
細

菌
叢

に
関

す
る

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
義

久
精
臣

令
和

2
補

助
・

助
成

選
択

的
小

胞
体

分
解

（
E
R
フ

ァ
ジ

ー
）

に
着

目
し

た
心

不
全

に
お

け
る

細
胞
内

品
質

管
理

の
意

義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
三

阪
智
史

災
害
医
療
支
援
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

発
達

期
の

脳
の

臨
界

期
と

G
A
B
A
調

節
因

子
の

役
割

：
麻

酔
薬

の
鎮

静
と

毒
性
作

用
の

解
明

に
向

け
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
西

川
光
一

低
侵
襲
腫
瘍
制
御
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

消
化

器
癌

手
術

後
の

合
併

症
発
生

に
関

連
す

る
術

者
の

手
技

要
因

を
同

定
す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
本

多
通
孝

令
和

2
補

助
・

助
成

直
腸

癌
術

後
の

予
防

的
骨

盤
内
ド

レ
ー

ン
と

P
e
l
v
i
c
 
s
e
p
s
i
s
の

関
連

調
査

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
河

村
英
恭

令
和

2
補

助
・

助
成

消
化

器
癌

罹
患

後
の

就
労

阻
害

因
子

の
検

討
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

中
山

祐
次
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

救
急

救
命

士
に

よ
る

病
院

前
ブ
ド

ウ
糖

投
与

の
現

状
記

述
と

時
系

列
／

横
断
的

分
析

に
よ

る
制

度
評

価

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
橋

本
克
彦
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肺
高
血
圧
先
進
医
療
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

肺
高

血
圧

症
と

脂
質

代
謝

異
常
の

接
点

-
治

療
標

的
・

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
と

し
て

の
M
T
1
-
M
M
P

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
杉

本
浩
一

令
和

2
補

助
・

助
成

C
a
l
r
e
t
i
c
u
l
i
n
（

C
A
L
R
）

変
異
に

よ
る

骨
髄

増
殖

性
疾

患
に

合
併

し
た

肺
高
血

圧
症

の
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
横

川
哲
朗

令
和

2
補

助
・

助
成

肺
高

血
圧

症
の

右
心

不
全

非
代
償

化
に

お
け

る
H
1
9
の

意
義

海
外

留
学

助
成

金
リ

サ
ー

チ
フ

ェ
ロ

ー
シ

ッ
プ

公
益

財
団

法
人

上
原

記
念

生
命

科
学

財
団

横
川

哲
朗

生
活
習
慣
病
・
慢
性
腎

臓
病

（
C
K
D
）

病
態

治
療

学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

空
腹

時
低

血
糖

カ
テ

ゴ
リ

ー
に
お

け
る

新
規

糖
尿

病
発

症
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
尾

形
絵
美

島
袋
充
生
,
 
旭
浩
一

令
和

2
補

助
・

助
成

食
行

動
と

糖
尿

病
：

脳
腸

相
関

機
序

の
解

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
工

藤
明
宏

島
袋
充
生
,
 
旭
浩
一

心
臓
調
律
制
御
医
学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

高
出

力
・

短
時

間
焼

灼
で

の
心
房

細
動

ア
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
食

道
障
害

機
序

の
解

明

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

　
令

和
2
年

度
研

究
支

援
事

業
（

育
成

研
究

）

公
立

大
学

法
人

福
島

県
立

医
科

大
学

金
城

貴
士
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肥
満
・
体
内
炎
症
解
析

研
究

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

複
合

災
害

被
害

避
難

・
帰

還
者
の

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

獲
得

：
多

層
的

多
面

的
解
析

に
よ

る
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

戸
斉

安
村
誠
司
,
 
前
田
正
治
,
 
桃
井
真

帆
,
 
瀬
藤
乃
理
子
,
 
竹
林
唯
,
 
堀
越

直
子
,
 
佐
藤
秀
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

オ
キ

シ
ト

シ
ン

分
泌

能
回

復
に
よ

る
抗

肥
満

作
用

の
検

討
と

肥
満

治
療

応
用
基

盤
の

確
立

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
前

島
裕
子

下
村
健
寿

周
産
期
・
小
児
地
域
医

療
支

援
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

妊
娠

初
期

胎
児

の
子

宮
内

低
酸
素

と
m
i
c
r
o
R
N
A
の

関
連

に
つ

い
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
桃

井
伸
緒

郷
勇
人
,
 
青
柳
良
倫
,
 
金
井
祐
二

令
和

2
補

助
・

助
成

人
工

呼
吸

器
関

連
肺

障
害

新
生
仔

マ
ウ

ス
を

用
い

た
新

生
児

慢
性

肺
疾

患
の
病

態
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
真
紀

郷
勇
人
,
 
桃
井
伸
緒
,
 
橋
本
浩
一
,

吉
野
大
輔

白
河
総
合
診
療
ア
カ
デ

ミ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

新
た

な
高

齢
者

向
け

包
括

的
症
状

測
定

ツ
ー

ル
S
y
m
T
r
a
k
－

健
康

指
標

と
し

て
の

意
義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
竹

島
太
郎

濱
口
杉
大

令
和

2
補

助
・

助
成

日
本

の
高

齢
者

の
「

人
生

の
最
終

段
階

を
見

据
え

た
話

し
合

い
」

促
進

プ
ロ
グ

ラ
ム

開
発

と
検

証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
宮

下
淳

福
原
俊
一
,
 
山
本
洋
介
,
 
清
水
さ
や

か
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疼
痛
医
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

慢
性

疼
痛

患
者

の
リ

ハ
ビ

リ
効
果

を
向

上
さ

せ
る

認
知

行
動

療
法

に
基

づ
く
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
効

果
検

証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
本

谷
亮

丹
羽
真
一
,
 
笠
原
諭

令
和

2
国

内
共

同
研

究
慢

性
疼

痛
診

療
シ

ス
テ

ム
の

均
て

ん
化

と
痛

み
セ

ン
タ

ー
診

療
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

の
活

用
に

よ
る

医
療

向
上

を
目

指
す

研
究

令
和

元
年

度
厚

生
労

働
行

政
推

進
調

査
事

業
（

慢
性

の
痛

み
政

策
研

究
事

業
）

厚
生

労
働

省
矢

吹
省
司

ヒ
ト
神
経
生
理
学
講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

非
侵

襲
的

脳
刺

激
が

拓
く
ネ

オ
・

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

そ
の

シ
ス
テ

ム
脳

科
学

的
解

明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
A
)

日
本

学
術

振
興

会
美

馬
達
哉

小
野
弓
絵
,
 
野
嶌
一
平
,
 
桐
本
光
,

松
橋
眞
生
,
 
植
木
美
乃
,
 
小
金
丸
聡

子
,
 
宇
川
義
一
,
 
福
田
敦
夫
,
 
大
須

理
英
子
,
 
北
城
圭
一

令
和

2
補

助
・

助
成

神
経

可
塑

性
を

用
い

た
神

経
変
性

疾
患

の
臨

床
的

指
標

の
確

立
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
花

島
律
子

宇
川
義
一
,
 
清
水
崇
宏

令
和

2
国

際
共

同
研

究
C
e
n
t
e
r
 
t
o
 
C
e
n
t
e
r
 
P
i
l
o
t
 
S
t
u
d
y

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

M
o
v
e
m
e
n
t

D
i
s
o
r
d
e
r
s
 
a
n
d

P
a
r
k
i
n
s
o
n
’

s
D
i
s
e
a
s
e
 
S
o
c
i
e
t
y

宇
川

義
一

小
林
俊
輔
,
 
A
m
a
n
d
a
 
T
i
k
s
n
a
d
i
,

W
i
n
n
u
g
r
o
h
o
 
W
i
r
a
t
m
a
n

令
和

2
国

内
共

同
研

究
人

工
神

経
接

続
を

用
い

た
非

侵
襲

的
脊

髄
磁

気
刺

激
に

よ
る

脊
髄

損
傷

者
の
歩

行
再

建
東

京
都

医
学

総
合

研
究

所
西

村
幸
男

宇
川
義
一
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看
護
学
部

総
合
科
学
部
門
　
言
語

学
分

野

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

英
語

の
関

係
詞

節
の

発
話

解
釈
に

関
す

る
意

味
的

・
語

用
論

的
原

理
の

記
述
的

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
中

山
仁

総
合
科
学
部
門
　
行
動

科
学

分
野

（
心

理
学

）

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

地
域

に
お

け
る

精
神

障
害

者
家
族

に
対

す
る

リ
フ

レ
ク

テ
ィ

ン
グ

を
用

い
た
実

践
的

介
入

モ
デ

ル
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
大

川
貴
子

安
保
寛
明
,
 
三
澤
文
紀
,
 
矢
原
隆
行

令
和

2
補

助
・

助
成

看
護

学
生

が
日

常
的

に
個

人
利
用

可
能

な
心

理
学

的
ス

ト
レ

ス
低

減
方

法
に
関

す
る

基
礎

的
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
三

澤
文
紀

総
合
科
学
部
門
　
行
動

科
学

分
野

（
社

会
学

）

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

子
ど

も
・

若
者

支
援

に
お

け
る
専

門
性

の
構

築
－

「
社

会
教

育
的

支
援

」
の
比

較
研

究
を

踏
ま

え
て

－

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
生

田
周
二

井
上
大
樹
,
 
宮
崎
隆
志
,
 
上
野
景

三
,
 
石
井
山
竜
平
,
 
帆
足
哲
哉
,
 
立

柳
聡
,
 
深
作
拓
郎
,
 
中
田
周
作
,
 
津

富
宏
,
 
川
野
麻
衣
子
,
 
大
串
隆
吉
,

南
出
吉
祥
,
 
大
村
恵
,
 
藤
田
美
佳

令
和

2
そ

の
他

八
丈

島
の

民
俗

と
社

会
構

造
に

関
す

る
研

究
開

拓
的

島
嶼

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

研
究

支
援

島
嶼

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

学
会

立
柳

聡
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総
合
科
学
部
門
　
保
健

情
報

学
・

疫
学

分
野

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

災
害

多
発

ア
ジ

ア
3
カ

国
に

お
け

る
学

童
の

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

向
上

：
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
介

入

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

国
際

共
同

研
究

加
速

基
金

(
国

際
共

同
研

究
強

化
(
B
)
)

日
本

学
術

振
興

会
後

藤
あ
や

岡
部
聡
子
,
 
郡
山
千
早
,
 
村
上
道

夫
,
 
弓
屋
結

令
和

2
補

助
・

助
成

育
児

支
援

団
体

の
特

性
に

応
じ
て

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

可
能

な
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

井
佳
世
子

後
藤
あ
や
,
 
平
山
操
,
 
柴
田
俊
一
,

津
富
宏
,
 
佐
々
木
美
恵
,
 
渡
邉
一
代

令
和

2
補

助
・

助
成

精
神

科
患

者
の

生
活

習
慣

病
予
防

・
改

善
を

目
的

と
し

た
タ

イ
プ

別
食

生
活
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岡

部
聡
子

後
藤
あ
や
,
 
本
間
杏
菜
,
 
根
本
絢

香
,
 
伊
藤
慎
也
,
 
高
橋
徹

令
和

2
補

助
・

助
成

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

ス
キ

ル
の
次

世
代

へ
の

伝
達

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

可
視

化
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
後

藤
あ
や

熊
谷
敦
史
,
 
村
上
道
夫
,
 
植
田
紀
美

子

令
和

2
補

助
・

助
成

保
護

者
用

乳
幼

児
ス

キ
ン

ケ
ア
評

価
尺

度
と

尺
度

を
用

い
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
博
子

後
藤
あ
や

令
和

2
補

助
・

助
成

ベ
ト

ナ
ム

人
糖

尿
病

患
者

の
血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

と
ヘ

ル
ス

リ
テ

ラ
シ

ー
の

関
連

に
関

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
横

川
博
英

後
藤
あ
や
,
 
郡
山
千
早
,
 
湯
浅
資
之

令
和

2
補

助
・

助
成

高
校

生
対

象
の

共
感

性
を

高
め
る

次
世

代
育

成
教

室
の

作
成

と
効

果
検

証
：
ク

ロ
ス

オ
ー

バ
ー

デ
ザ

イ
ン

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

邉
一
代

後
藤
あ
や
,
 
石
井
佳
世
子

令
和

2
国

内
共

同
研

究
帰

還
住

民
を

持
続

的
に

支
援

可
能

な
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

環
境

省
放

射
線

健
康

管
理

・
健

康
不

安
対

策
事

業
環

境
省

後
藤

あ
や

令
和

2
国

際
共

同
研

究
P
h
a
s
e
 
I
I
I
:
 
南

部
に

お
け

る
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

患
者

中
心

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
向

上
：

大
学

と
医

師
会

の
連

携
イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

J
I
C
A
草

の
根

技
術

協
力

事
業

（
地

域
活

性
化

特
別

枠
）

国
際

協
力

機
構

(
J
I
C
A
)

後
藤

あ
や
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生
命
科
学
部
門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

重
度

・
慢

性
精

神
障

害
者

の
セ
ル

フ
ケ

ア
能

力
の

評
価

方
法

と
看

護
介

入
モ
デ

ル
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
中

山
洋
子

加
藤
郁
子
,
 
大
川
貴
子
,
 
宇
佐
美
し

お
り
,
 
田
井
雅
子
,
 
塩
見
理
香
,
 
畦

地
博
子
,
 
井
上
さ
や
子

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

緩
和

ケ
ア

の
対

象
と

な
る
子

ど
も

の
Q
O
L

向
上

に
向

け
た

看
護

師
教

育
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
松

岡
真
里

川
合
弘
恭
,
 
古
橋
知
子
,
 
田
村
恵

子
,
 
奈
良
間
美
保
,
 
岡
崎
伸
,
 
笹
月

桃
子
,
 
有
田
直
子
,
 
名
古
屋
祐
子
,

竹
之
内
直
子

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

併
発

の
精

神
疾

患
患

者
ケ
ア

に
関

す
る

精
神

看
護

が
ん

看
護

協
働

コ
ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

の
効

果

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
加

藤
郁
子

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

・
若

年
者

甲
状

腺
癌

の
長
期

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
古

橋
知
子

菊
田
敦
,
 
鈴
木
眞
一
,
 
鈴
木
悟

令
和

2
補

助
・

助
成

A
b
 
i
n
i
t
i
o
法

を
活

用
し

た
造

血
系

腫
瘍

に
お

け
る

l
n
c
R
N
A
の

統
合

的
機

能
解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
森

努
合
山
進
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基
礎
看
護
学
部
門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

保
護

者
用

乳
幼

児
ス

キ
ン

ケ
ア
評

価
尺

度
と

尺
度

を
用

い
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
博
子

後
藤
あ
や

令
和

2
補

助
・

助
成

転
倒

転
落

防
止

に
向

け
た

医
療
従

事
者

の
ノ

ン
テ

ク
ニ

カ
ル

ス
キ

ル
に

関
す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
木

下
美
佐
子

堀
内
輝
子
,
 
阿
部
夏
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

避
難

指
示

が
解

除
さ

れ
た

被
災
地

保
健

師
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
と

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
再

生
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
末

永
カ
ツ
子

堀
内
輝
子
,
 
木
下
美
佐
子
,
 
高
橋
香

子
,
 
片
桐
和
子
,
 
山
田
智
惠
里

令
和

2
補

助
・

助
成

2
型

糖
尿

病
患

者
を

抱
え

る
家

族
へ

の
看

護
実

践
力

向
上

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
林

紋
美

成
人
・
老
年
看
護
学
部

門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

薬
物

療
法

に
お

け
る

災
害
看

護
実

践
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
教

育
プ

ロ
グ
ラ

ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
菅

野
久
美

今
津
陽
子

令
和

2
補

助
・

助
成

高
齢

糖
尿

病
患

者
へ

の
外

来
看
護

実
践

に
関

す
る

質
指

標
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
齋

藤
史
子

結
城
美
智
子
,
 
鄭
佳
紅
,
 
坂
本
祐
子

令
和

2
補

助
・

助
成

高
齢

心
不

全
患

者
と

家
族

の
A
g
i
n
g
 
i
n

P
l
a
c
e
を

支
え

る
心

不
全

緩
和

ケ
ア

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
坂

本
祐
子

山
手
美
和
,
 
大
崎
瑞
恵

令
和

2
補

助
・

助
成

膵
癌

細
胞

に
発

現
し

た
C
R
H
系

ペ
プ

チ
ド

は
癌

の
進

行
と

情
動

に
介

在
す

る
か

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
菜
保
子

鈴
木
貴
,
 
元
井
冬
彦
,
 
佐
藤
冨
美

子
,
 
千
葉
詩
織
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

避
難

指
示

が
解

除
さ

れ
た

被
災
地

保
健

師
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
と

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
再

生
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
末

永
カ
ツ
子

堀
内
輝
子
,
 
木
下
美
佐
子
,
 
高
橋
香

子
,
 
片
桐
和
子
,
 
山
田
智
惠
里

令
和

2
補

助
・

助
成

在
宅

看
護

に
お

け
る

死
後

の
処
置

の
実

態
と

ケ
ア

の
見

直
し

に
向

け
た

取
り
組

み
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
郁
美

令
和

2
補

助
・

助
成

薬
局

で
看

護
活

動
を

す
る

フ
ァ
ー

マ
シ

ー
・

ナ
ー

ス
の

役
割

と
有

用
性

の
検
証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
杉

本
幸
子

小
児
・
精
神
看
護
学
部

門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

地
域

に
お

け
る

精
神

障
害

者
家
族

に
対

す
る

リ
フ

レ
ク

テ
ィ

ン
グ

を
用

い
た
実

践
的

介
入

モ
デ

ル
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
大

川
貴
子

安
保
寛
明
,
 
三
澤
文
紀
,
 
矢
原
隆
行

令
和

2
補

助
・

助
成

重
度

・
慢

性
精

神
障

害
者

の
セ
ル

フ
ケ

ア
能

力
の

評
価

方
法

と
看

護
介

入
モ
デ

ル
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
中

山
洋
子

加
藤
郁
子
,
 
大
川
貴
子
,
 
宇
佐
美
し

お
り
,
 
田
井
雅
子
,
 
塩
見
理
香
,
 
畦

地
博
子
,
 
井
上
さ
や
子

令
和

2
補

助
・

助
成

脆
弱

性
を

抱
え

た
家

族
の

レ
ジ
リ

エ
ン

ス
を

促
進

す
る

ケ
ア

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
と

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
野

嶋
佐
由
美

瓜
生
浩
子
,
 
畠
山
卓
也
,
 
大
川
貴

子
,
 
池
添
志
乃
,
 
森
下
幸
子
,
 
田
井

雅
子
,
 
中
山
洋
子
,
 
中
村
由
美
子
,

中
平
洋
子
,
 
中
野
綾
美
,
 
坂
元
綾
,

藤
代
知
美
,
 
井
上
さ
や
子
,
 
永
井
真

寿
美
,
 
竹
崎
久
美
子

令
和

2
補

助
・

助
成

教
育

現
場

に
お

け
る

遺
児

支
援
の

構
築

に
向

け
た

介
入

ツ
ー

ル
の

開
発

と
検
証

に
関

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
利
憲

令
和

2
補

助
・

助
成

子
ど

も
の

グ
リ

ー
フ

サ
ポ

ー
ト
の

実
践

　
～

死
因

と
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
に

焦
点
を

当
て

た
検

証
～

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
高

橋
聡
美

佐
藤
利
憲
,
 
小
室
葉
月
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

精
神

科
病

棟
看

護
師

の
リ

カ
バ
リ

ー
志

向
を

高
め

る
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
効
果

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
田

村
達
弥

令
和

2
補

助
・

助
成

精
神

障
が

い
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー
と

専
門

職
者

が
共

同
創

造
す

る
地

域
移

行
支
援

モ
デ

ル
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
田

村
達
弥

地
域
・
公
衆
衛
生
看
護

学
部

門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

環
太

平
洋

島
嶼

国
に

お
け

る
地
域

の
文

化
に

即
し

た
全

人
的

災
害

時
保

健
活
動

モ
デ

ル
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
丸

谷
美
紀

高
瀬
佳
苗
,
 
奥
田
博
子
,
 
原
田
奈
穂

子
,
 
安
齋
由
貴
子
,
 
上
林
美
保
子
,

塩
満
芳
子

令
和

2
補

助
・

助
成

避
難

指
示

が
解

除
さ

れ
た

被
災
地

保
健

師
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
と

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
再

生
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
末

永
カ
ツ
子

堀
内
輝
子
,
 
木
下
美
佐
子
,
 
高
橋
香

子
,
 
片
桐
和
子
,
 
山
田
智
惠
里

令
和

2
補

助
・

助
成

幼
児

の
「

健
康

を
つ

く
る

力
」
の

看
護

師
と

保
育

士
の

連
携

・
協

同
育

成
モ
デ

ル
の

提
示

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
世

良
喜
子

西
山
里
利
,
 
高
瀬
佳
苗
,
 
野
呂
千
鶴

子
,
 
畦
上
恭
彦
,
 
下
泉
秀
夫
,
 
飯
島

典
生

令
和

2
国

内
共

同
研

究
文

化
に

即
し

た
外

国
人

介
護

職
の

健
康

支
援

に
関

す
る

研
究

第
2
8
回

 
2
0
1
9
年

度
国

内
共

同
研

究
フ

ァ
イ

ザ
ー

ヘ
ル

ス
リ

サ
ー

チ
振

興
財

団
丸

谷
美
紀

高
瀬
佳
苗
,
 
大
島
隆
代
,
 
石
川
志

麻
,
 
小
尾
栄
子
,
 
二
見
茜
,
 
上
里
彰

仁

令
和

2
そ

の
他

一
般

病
棟

の
看

護
師

が
人

生
の
最

終
段

階
に

あ
る

が
ん

患
者

の
死

を
静

観
で
き

な
い

様
相

に
関

す
る

研
究

講
座

研
究

費
坪

井
病

院
高

瀬
佳
苗

田
中
啓
子
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母
性
看
護
・
助
産
学
部

門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

育
児

支
援

団
体

の
特

性
に

応
じ
て

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

可
能

な
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

井
佳
世
子

後
藤
あ
や
,
 
平
山
操
,
 
柴
田
俊
一
,

津
富
宏
,
 
佐
々
木
美
恵
,
 
渡
邉
一
代

令
和

2
補

助
・

助
成

高
校

生
対

象
の

共
感

性
を

高
め
る

次
世

代
育

成
教

室
の

作
成

と
効

果
検

証
：
ク

ロ
ス

オ
ー

バ
ー

デ
ザ

イ
ン

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

邉
一
代

後
藤
あ
や
,
 
石
井
佳
世
子

令
和

2
国

内
共

同
研

究
母

乳
育

児
継

続
へ

つ
な

が
る

母
親

の
持

つ
力

に
関

す
る

研
究

令
和

2
年

度
看

護
学

部
共

同
研

究
事

業
福

島
県

立
医

科
大

学
森

美
由
紀

太
田
操
,
 
高
橋
幸
恵
,
 
紺
野
愛
,
 
草

野
祐
香
利

－632－



附
属
病
院
長

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

非
小

細
胞

肺
が

ん
に

対
す

る
N
e
o
-
a
n
t
i
g
e
n
を

標
的

と
し

た
新

た
な

複
合

免
疫
療

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
弘
行

令
和

2
補

助
・

助
成

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
ア

シ
ス

ト
を
利

用
し

た
、

肺
癌

リ
ン

パ
節

転
移

の
新

た
な
画

像
評

価
法

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
星

野
実
加

鈴
木
弘
行
,
 
塩
豊

令
和

2
補

助
・

助
成

セ
ン

シ
ン

グ
デ

バ
イ

ス
に

よ
る
画

期
的

な
肺

野
微

小
病

変
同

定
法

の
新

規
開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
長

谷
川
剛
生

井
上
卓
哉
,
 
鈴
木
弘
行
,
 
塩
豊
,
 
武

藤
哲
史

令
和

2
補

助
・

助
成

肺
癌

に
お

け
る

新
規

診
断

・
予
後

マ
ー

カ
ー

の
開

発
戦

略
的

学
内

研
究

推
進

事
業

福
島

県
立

医
科

大
学

鈴
木

弘
行

下
村
健
寿
,
 
前
島
裕
子
,
 
岡
部
直
行

令
和

2
国

内
共

同
研

究
樹

状
細

胞
ワ

ク
チ

ン
療

法
の

有
効

性
及

び
安

全
性

の
評

価
手

法
の

研
究

テ
ラ

株
式

会
社

鈴
木

弘
行

令
和

2
国

内
共

同
研

究

E
G
F
R
遺

伝
子

変
異

陽
性

術
後

再
発

非
小

細
胞

肺
が

ん
患

者
に

対
す

る
ア

フ
ァ
チ

ニ
ブ

の
治

療
効

果
と

末
梢

血
循

環
お

よ
び
腫

瘍
内

浸
潤

C
D
4
+
 
C
D
6
2
L
l
o
w
エ

フ
ェ

ク
タ

ー
メ

モ
リ

ー
T

細
胞

の
評

価
を

行
う

前
向

き
観
察

研
究

日
本

ベ
ー

リ
ン

ガ
ー

イ
ン

ゲ
ル

ハ
イ

ム
株

式
会

社
鈴

木
弘
行

武
藤
哲
史
,
 
他

令
和

2
国

内
共

同
研

究
肺

癌
検

診
に

お
け

る
A
I
実

用
化
に

向
け

た
研

究
み

ず
ほ

情
報

総
研

株
式

会
社

鈴
木

弘
行

樋
口
光
徳
,
 
他

令
和

2
そ

の
他

E
G
F
R
チ

ロ
シ

ン
キ

ナ
ー

ゼ
阻

害
薬

未
投

与
非

小
細

胞
肺

癌
症

例
に

お
け

る
C
7
9
7
S
遺

伝
子

変
異

の
探

索

ア
ス

ト
ラ

ゼ
ネ

カ
株

式
会

社
鈴

木
弘
行
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医
療
情
報
部

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

大
腸

癌
に

お
け

る
抗

癌
剤

耐
性
に

関
与

す
る

薬
剤

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

の
役
割

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
門

馬
智
之

齋
藤
元
伸

令
和

2
補

助
・

助
成

ミ
ス

マ
ッ

チ
修

復
欠

損
・

Ｂ
Ｒ
Ａ

Ｆ
変

異
型

大
腸

癌
に

お
け

る
フ

コ
ー

ス
転
移

酵
素

発
現

異
常

の
意

義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
野

田
勝

岡
山
洋
和
,
 
門
馬
智
之
,
 
坂
本
渉

ふ
た
ば
救
急
総
合
医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

軽
度

認
知

機
能

障
害

は
腰

椎
手
術

の
成

績
不

良
因

子
と

な
る

か
－

探
索

的
研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

邉
和
之

大
谷
晃
司
,
 
紺
野
愼
一

総
合
内
科

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

新
た

な
高

齢
者

向
け

包
括

的
症
状

測
定

ツ
ー

ル
S
y
m
T
r
a
k
－

健
康

指
標

と
し

て
の

意
義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
竹

島
太
郎

濱
口
杉
大

小
児
外
科

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

肝
組

織
由

来
ス

フ
ェ

ロ
イ

ド
（
L
T
O
S
s
）

を
用

い
た

複
合

型
肝

細
胞

シ
ー

ト
の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
丸

橋
繁

武
藤
亮
,
 
鈴
志
野
聖
子
,
 
石
亀
輝

英
,
 
清
水
裕
史
,
 
佐
藤
直
哉

令
和

2
補

助
・

助
成

組
織

工
学

を
用

い
て

免
疫

寛
容
を

目
指

し
た

新
世

代
型

膵
島

移
植

の
開

発
研

究
支

援
事

業
（

育
成

研
究

）
福

島
県

立
医

科
大

学
清

水
裕
史
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小
児
腫
瘍
内
科

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

癌
免

疫
微

小
環

境
に

お
け

る
腫
瘍

特
異

的
細

胞
傷

害
性

T
細

胞
誘

導
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
望

月
一
弘

菊
田
敦
,
 
佐
野
秀
樹
,
 
小
林
正
悟
,

高
橋
信
久
,
 
郷
勇
人

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

・
若

年
者

甲
状

腺
癌

の
長
期

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
古

橋
知
子

菊
田
敦
,
 
鈴
木
眞
一
,
 
鈴
木
悟

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

が
ん

レ
ジ

ス
ト

リ
ー

を
用
い

た
転

移
性

肝
芽

腫
に

対
す

る
薬

剤
開

発
戦
略

と
し

て
の

国
際

共
同

臨
床

試
験

臨
床

研
究

・
治

験
推

進
研

究
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
(
A
M
E
D
)

檜
山

英
三

菊
田
敦
,
 
 
他

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

に
対

す
る

同
種

反
応

性
活
性

化
同

種
C
D
4

陽
性

T
細

胞
(
A
A
A
-
C
D
4
+
T
細

胞
)
療

法
の

臨
床

応
用

基
盤

の
確

立

橋
渡

し
研

究
戦

略
的

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
(
シ

ー
ズ

A
)
　

受
託

研
究

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)

望
月

一
弘

令
和

2
補

助
・

助
成

限
局

性
ユ

ー
イ

ン
グ

肉
腫

フ
ァ
ミ

リ
ー

腫
瘍

に
対

す
る

G
-
C
S
F
併

用
治

療
期

間
短

縮
V
D
C
-
I
E

療
法

を
用

い
た

集
学

的
治

療
の
 
第

Ⅱ
相

臨
床

試
験

 
J
E
S
S
1
4

公
益

財
団

法
人

が
ん

の
子

ど
も

を
守

る
会

治
療

研
究

助
成

公
益

財
団

法
人

が
ん

の
子

ど
も

を
守

る
会

佐
野

秀
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

血
管

内
皮

障
害

関
連

因
子

を
バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
と

し
た

小
児

及
び

A
Y
A
世

代
の

移
植

後
急

性
G
V
H
D
の

発
症

お
よ

び
重

症
化
予

測
法

の
確

立

ゴ
ー

ル
ド

リ
ボ

ン
研

究
助

成
金

認
定

N
P
O
法

人
ゴ

ー
ル

ド
リ

ボ
ン

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
高

橋
信
久

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

国
内

の
小

児
血

友
病

A
患

者
を

対
象

と
し

た
遺

伝
子

組
換

え
血

液
凝

固
第

V
I
I
I
因

子
F
c
融

合
タ

ン
パ

ク
質

（
r
F
V
I
I
I
F
c
）

製
剤

の
有

用
性

を
検

討
す

る
多

施
設

観
察

研
究
（

F
c

A
d
o
l
e
s
c
e
n
t
 
a
n
d
 
C
h
i
l
d
r
e
n
 
T
r
e
a
t
m
e
n
t

s
t
u
d
y
 
（

F
A
C
T
s
）

）

サ
ノ

フ
ィ

株
式

会
社

菊
田
敦
,
 
他
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検
査
部

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

が
ん

サ
バ

イ
バ

ー
に

お
け
る

心
血

管
病

変
と

D
N
A
損

傷
と

の
関

連
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

八
重

樫
大
輝

集
中
治
療
部

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

プ
ロ

ポ
フ

ォ
ー

ル
の

鎮
静

作
用
に

対
す

る
耐

性
形

成
へ

の
カ

ン
ナ

ビ
ノ

イ
ド
受

容
体

の
影

響

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
細

野
敦
之

令
和

2
補

助
・

助
成

褐
色

脂
肪

細
胞

及
び

ベ
ー

ジ
ュ
脂

肪
細

胞
の

個
体

差
が

周
術

期
体

温
に

及
ぼ
す

影
響

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
井

石
雄
三

令
和

2
補

助
・

助
成

中
脳

辺
縁

系
ド

パ
ミ

ン
神

経
系
の

減
弱

は
慢

性
痛

お
よ

び
注

意
欠

陥
多

動
性
障

害
と

関
連

が
あ

る
か

？

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
本

田
潤

総
合
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン

タ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

急
性

・
慢

性
腎

障
害

後
の

腎
線
維

化
に

対
す

る
M
i
c
r
o
R
N
A
-
2
1
を

用
い

た
新

規
治

療
薬

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
川

崎
幸
彦

郷
勇
人
,
 
陶
山
和
秀
,
 
長
岡
由
修
,

石
井
玲

令
和

2
補

助
・

助
成

体
液

エ
ク

ソ
ソ

ー
ム

を
用

い
た
新

生
児

慢
性

肺
疾

患
の

発
症

予
測

と
m
i
R
-
2
1
制

御
の

治
療

効
果

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
郷

勇
人

橋
本
浩
一

令
和

2
補

助
・

助
成

人
工

呼
吸

器
関

連
肺

障
害

新
生
仔

マ
ウ

ス
を

用
い

た
新

生
児

慢
性

肺
疾

患
の
病

態
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
真
紀

郷
勇
人
,
 
桃
井
伸
緒
,
 
橋
本
浩
一
,

吉
野
大
輔
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

癌
免

疫
微

小
環

境
に

お
け

る
腫
瘍

特
異

的
細

胞
傷

害
性

T
細

胞
誘

導
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
望

月
一
弘

菊
田
敦
,
 
佐
野
秀
樹
,
 
小
林
正
悟
,

高
橋
信
久
,
 
郷
勇
人

令
和

2
補

助
・

助
成

妊
娠

初
期

胎
児

の
子

宮
内

低
酸
素

と
m
i
c
r
o
R
N
A
の

関
連

に
つ

い
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
桃

井
伸
緒

郷
勇
人
,
 
青
柳
良
倫
,
 
金
井
祐
二

令
和

2
補

助
・

助
成

メ
カ

ニ
カ

ル
ス

ト
レ

ス
が

胎
児
マ

ウ
ス

肺
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
の

分
子
生

物
学

的
検

討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
柏

原
祥
曜

令
和

2
補

助
・

助
成

新
生

児
慢

性
肺

疾
患

に
お

け
る
m
i
c
r
o
R
N
A
・

オ
ー

ト
フ

ァ
ジ

ー
の

関
与

解
明
と

治
療

標
的

探
索

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
賢
一

令
和

2
補

助
・

助
成

グ
ル

コ
コ

ル
チ

コ
イ

ド
の

血
管
透

過
性

調
整

に
関

わ
る

機
序

の
解

明
と

臨
床
応

用
へ

の
検

討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
知

識
美
奈
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痛
み
緩
和
医
療
セ
ン
タ

ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

社
会

心
理

的
ス

ト
レ

ス
が

内
因
性

鎮
痛

系
の

機
能

不
全

を
引

き
起

こ
す

機
序
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
小

幡
英
章

山
中
章
弘
,
 
林
田
健
一
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

神
経

障
害

性
疼

痛
に

お
け

る
青
斑

核
の

機
能

変
化

と
鎮

痛
薬

の
作

用
、

副
作
用

の
関

連
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
須

藤
貴
史

小
幡
英
章
,
 
林
田
健
一
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

社
会

的
心

理
ス

ト
レ

ス
に

よ
る
神

経
障

害
性

疼
痛

治
療

薬
の

鎮
痛

効
果

減
弱
機

序
に

つ
い

て
の

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
林

田
健
一
郎

小
幡
英
章

令
和

2
補

助
・

助
成

内
因

性
鎮

痛
に

か
か

わ
る

脳
内
神

経
核

の
経

時
的

反
応

性
の

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
星

野
一

令
和

2
補

助
・

助
成

P
E
T
に

よ
る

脳
脊

髄
ミ

ク
ロ

グ
リ

ア
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

よ
っ

て
慢

性
痛

を
可

視
化

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

挑
戦

的
研

究
(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
小

幡
英
章

宿
里
充
穗
,
 
織
内
昇
,
 
紺
野
愼
一
,

加
藤
孝
一

令
和

2
そ

の
他

神
経

障
害

性
疼

痛
治

療
薬

の
臨
床

評
価

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
に

関
す

る
研
究

医
薬

品
等

規
制

調
和

・
評

価
研

究
事

業

日
本

医
療

研
究

開
発

機
構

(
A
M
E
D
)
,

自
治

医
科

大
学

竹
下

克
志

小
幡
英
章

人
工
関
節
セ
ン
タ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究
人

工
股

関
節

の
安

定
性

向
上

の
手

技
の

開
発

青
田

恵
郎

令
和

2
企

業
か

ら
の

受
託

研
究

人
工

股
関

節
全

置
換

術
の

従
来
法

（
後

方
ア

プ
ロ

ー
チ

又
は

E
R
P
法

）
と

D
i
r
e
c
t

S
u
p
e
r
i
o
r
 
A
p
p
r
o
a
c
h
(
D
S
A
)
の
手

術
情

報
、

術
後

画
像

評
価

及
び

臨
床

転
帰
の

比
較

日
本

ス
ト

ラ
イ

カ
ー

青
田

恵
郎

山
岸
栄
紀
,
 
大
橋
寛
憲
,
 
荒
文
博
,

佐
藤
法
義
,
 
高
野
純
一
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脳
疾
患
セ
ン
タ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ヒ
ト

脳
・

脊
髄

 
間

接
運

動
経

路
の

活
性

化
を

最
大

化
す

る
脳

刺
激

法
の

決
定

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

新
学

術
領

域
研

究
(
研

究
領

域
提

案
型

)
日

本
学

術
振

興
会

阿
部

十
也

令
和

2
補

助
・

助
成

記
憶

の
痕

跡
を

可
視

化
す

る
可
塑

性
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
技

術
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
阿

部
十
也

令
和

2
補

助
・

助
成

同
時

収
集

型
P
E
T
/
M
R
I
装

置
に

よ
る

閉
塞

性
脳

血
管

障
害

の
統

合
的

病
態

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
伊

藤
浩

小
島
隆
生
,
 
久
保
均
,
 
高
橋
和
弘
,

石
井
士
朗

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

県
の

脳
卒

中
医

療
に

お
け
る

地
域

格
差

と
予

後
に

関
す

る
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

久
間
潤

大
平
哲
也
,
 
中
野
裕
紀
,
 
弓
屋
結
,

小
島
隆
生

臨
床
研
究
教
育
推
進
部

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

I
T
社

会
の

医
療

情
報

が
医

療
ト
ラ

ス
ト

に
与

え
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

:
若

年
膠

原
病

を
対

象
と

し
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
栗

田
宜
明

脇
田
貴
文
,
 
矢
嶋
宣
幸

令
和

2
補

助
・

助
成

尺
度

開
発

に
基

づ
く

低
活

動
膀
胱

の
新

た
な

診
断

法
の

確
立

と
地

域
へ

の
応
用

：
予

防
介

入
を

目
指

し
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

前
憲
史

福
原
俊
一
,
 
小
島
祥
敬
,
 
脇
田
貴

文
,
 
栗
田
宜
明

令
和

2
補

助
・

助
成

慢
性

疾
患

で
の

受
容

段
階

ス
ケ
ー

ル
の

開
発

と
実

用
化

：
受

容
－

ホ
ー

プ
－
セ

ル
フ

ケ
ア

の
機

序
解

明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
栗

田
宜
明

令
和

2
補

助
・

助
成

腎
部

分
切

除
術

に
お

け
る

遠
隔
虚

血
プ

レ
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

を
用

い
た
術

後
腎

機
能

低
下

予
防

の
検

討

若
手

医
療

者
に

よ
る

臨
床

研
究

助
成

認
定

N
P
O
法

人
健

康
医

療
評

価
研

究
機

構
大

前
憲
史
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

機
械

学
習

に
よ

る
経

時
的

な
Q
O
L
変

化
、

及
び

質
調

整
生

存
年

(
Q
A
L
Y
)
の

予
測
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
山

本
洋
介

大
前
憲
史
,
 
後
藤
匡
啓

新
医
療
系
学
部
設
置
準

備
室

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

頭
頸

部
癌

に
対

す
る

B
N
C
T
投

与
線

量
適

正
化

の
た

め
の

第
一

相
線

量
増

加
臨
床

試
験

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
高

井
良
尋

廣
瀬
勝
己
,
 
加
藤
貴
弘
,
 
佐
藤
ま
り

子

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
卒

中
者

の
I
A
D
L
支

援
を

推
進
す

る
革

新
的

予
後

予
測

モ
デ

ル
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
五

百
川
和
明

藤
田
貴
昭
,
 
曽
根
稔
雅

令
和

2
補

助
・

助
成

同
時

収
集

型
P
E
T
/
M
R
I
装

置
に

よ
る

閉
塞

性
脳

血
管

障
害

の
統

合
的

病
態

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
伊

藤
浩

小
島
隆
生
,
 
久
保
均
,
 
高
橋
和
弘
,

石
井
士
朗

令
和

2
補

助
・

助
成

造
血

幹
細

胞
移

植
後

の
免

疫
シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

G
a
s
6
の

役
割

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

河
原
浩

小
川
一
英
,
 
池
添
隆
之
,
 
池
田
和
彦

令
和

2
補

助
・

助
成

東
日

本
大

震
災

後
の

避
難

生
活
に

よ
る

フ
レ

イ
ル

発
生

に
影

響
す

る
要

因
の
検

討
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岡

崎
可
奈
子

大
平
哲
也
,
 
林
史
和

令
和

2
補

助
・

助
成

同
種

移
植

関
連

微
小

血
管

障
害
症

の
病

態
解

明
：

G
a
s
6
-
T
A
M
シ

グ
ナ

ル
の

意
義

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

川
一
英

大
河
原
浩
,
 
池
添
隆
之

令
和

2
補

助
・

助
成

加
速

器
B
N
C
T
シ

ス
テ

ム
の

包
括
的

か
つ

実
用

的
な

Q
A
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
確

立
に
向

け
た

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
加

藤
貴
弘

高
井
良
尋
,
 
廣
瀬
勝
己

令
和

2
補

助
・

助
成

C
T
検

査
に

お
け

る
特

発
性

正
常
圧

水
頭

症
の

診
断

支
援

シ
ス

テ
ム

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
高

橋
規
之

木
下
俊
文
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

C
T
撮

影
に

お
け

る
多

段
階

線
量
評

価
法

の
開

発
と

評
価

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
松

原
孝
祐

福
田
篤
志

令
和

2
補

助
・

助
成

妊
婦

か
ら

の
B
群

溶
血

性
レ

ン
サ

球
菌

（
G
B
S
）

の
検

出
－

全
自

動
遺

伝
子

解
析

装
置

へ
の

応
用

－

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
三

浦
里
織

豊
川
真
弘
,
 
志
村
浩
己

令
和

2
補

助
・

助
成

地
域

在
住

高
齢

者
の

転
倒

要
因
と

な
る

足
部

形
態

に
よ

る
運

動
機

能
の

分
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
横

塚
美
恵
子

令
和

2
補

助
・

助
成

P
E
T
/
M
R
を

用
い

た
ヒ

ト
運

動
時
の

四
肢

骨
格

筋
お

よ
び

脳
の

代
謝

融
合

イ
メ
ー

ジ
ン

グ
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

挑
戦

的
研

究
(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
田

代
学

藤
本
敏
彦
,
 
久
保
均
,
 
伊
藤
浩
,
 
渡

部
浩
司

令
和

2
補

助
・

助
成

地
域

高
齢

者
の

作
業

に
関

す
る
ヘ

ル
ス

リ
テ

ラ
シ

ー
尺

度
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
川

又
寛
徳

令
和

2
補

助
・

助
成

X
線

C
T
装

置
に

お
け

る
ビ

ー
ム

幅
に

影
響

し
な

い
出

力
測

定
法

の
開

発
と

評
価

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
福

田
篤
志

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
卒

中
A
D
L
リ

ハ
の

標
準

化
－

介
入

す
べ

き
機

能
と

目
標

値
を

個
別

に
導

き
出
す

客
観

的
指

標
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
藤

田
貴
昭

令
和

2
補

助
・

助
成

労
働

者
の

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー
と

作
業

参
加

の
関

係
2
0
1
9
年

度
　

産
業

医
学

・
産

業
保

健
調

査
研

究
助

成
制

度

公
益

財
団

法
人

福
島

県
労

働
保

健
セ

ン
タ

ー
川

又
寛
徳

令
和

2
補

助
・

助
成

認
知

症
の

増
悪

に
関

わ
る

脳
ア
ミ

ロ
イ

ド
ア

ン
ギ

オ
パ

チ
ー

：
モ

デ
ル

動
物
を

駆
使

し
た

糖
鎖

標
的

の
創

薬
意

義
の

解
明

次
世

代
治

療
・

診
断

実
現

の
た

め
の

創
薬

基
盤

技
術

開
発

　
糖

鎖
利

用
に

よ
る

革
新

的
創

薬
技

術
開

発
事

業
　

技
術

開
発

提
案

A

A
M
E
D
(
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
)

北
爪

し
の
ぶ

川
崎
ナ
ナ
,
 
佐
原
尚
彦
,
 
富
本
秀
和
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

化
学

療
法

を
受

け
る

造
血

器
腫
瘍

患
者

の
呼

吸
機

能
変

化
と

運
動

機
能

お
よ
び

Q
O
L
と

の
関

係
2
0
2
0
年

度
（

第
3
1
回

）
研

究
助

成

公
益

財
団

法
人

フ
ラ

ン
ス

ベ
ッ

ド
・

メ
デ

ィ
カ

ル
ホ

ー
ム

ケ
ア

研
究

・
助

成
財

団

神
保

良
平

藤
田
貴
昭
,
 
他

令
和

2
補

助
・

助
成

I
n
 
V
i
t
r
o
 
a
c
t
i
v
i
t
y
 
o
f
 
t
e
d
i
z
o
l
i
d

a
g
a
i
n
s
t
 
N
o
c
a
r
d
i
a
 
s
p
p
.
 
i
s
o
l
a
t
e
d
 
i
n

J
a
p
a
n

2
0
2
0
年

度
　

研
究

者
主

導
研

究
支

援
制

度
M
S
D
株

式
会

社
豊

川
真
弘

令
和

2
国

内
共

同
研

究
慢

性
疼

痛
診

療
シ

ス
テ

ム
の

均
て

ん
化

と
痛

み
セ

ン
タ

ー
診

療
デ

ー
タ

ベ
ー
ス

の
活

用
に

よ
る

医
療

向
上

を
目

指
す

研
究

令
和

元
年

度
厚

生
労

働
行

政
推

進
調

査
事

業
（

慢
性

の
痛

み
政

策
研

究
事

業
）

厚
生

労
働

省
矢

吹
省
司

令
和

2
国

内
共

同
研

究
バ

ー
チ

ャ
ル

を
介

し
た

社
会

生
活

と
脳

活
動

の
関

係
－

H
y
p
e
r
s
c
a
n
n
i
n
g
 
を
用

い
た

社
会

脳
研

究

2
0
2
0
年

度
　

第
1
8
回

花
王

健
康

科
学

研
究

助
成

花
王

健
康

科
学

研
究

会
土

屋
謙
仕

藤
田
貴
昭
,
 
他

令
和

2
国

内
共

同
研

究
心

臓
血

管
撮

影
時

の
術

者
被

曝
防

護
を

目
的

と
し

た
防

護
具

の
開

発
株

式
会

社
保

科
製

 
作

所
福

田
篤

志

助
産
師
養
成
課
程
設
置

準
備

室

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

育
児

支
援

団
体

の
特

性
に

応
じ
て

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

可
能

な
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

井
佳
世
子

後
藤
あ
や
,
 
太
田
操
,
 
柴
田
俊
一
,

津
富
宏
,
 
佐
々
木
美
恵
,
 
渡
邉
一
代

令
和

2
国

内
共

同
研

究
助

産
師

が
捉

え
る

母
乳

育
児

継
続

へ
つ

な
が

る
母

親
の

持
つ

力
看

護
学

部
共

同
研

究
費

森
美

由
紀

紺
野
愛
,
 
髙
橋
幸
恵
,
 
草
野
祐
香

利
,
 
太
田
操

令
和

2
国

内
共

同
研

究
母

乳
育

児
継

続
へ

つ
な

が
る

母
親

の
持

つ
力

に
関

す
る

研
究

－
助

産
師

の
視
点

か
ら

－
看

護
学

部
共

同
研

究
費

森
美

由
紀

紺
野
愛
,
 
太
田
操
,
 
髙
橋
幸
恵
,
 
草

野
裕
香
利
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大
学
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究
成

人
期

注
意

欠
如

多
動

性
障

害
の

診
断

用
バ

イ
オ

マ
ー

カ
ー

の
開

発
:
 
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル

ア
プ

ロ
ー

チ
研

究
助

成
ヤ

ン
セ

ン
フ

ァ
ー

マ
株

式
会

社

矢
部

博
興
（
研
究

責
任

者
）
,
 
板
垣

俊
太

郎
（
主
任
研

究
者

）

総
合
科
学
教
育
研
究
セ

ン
タ

ー
　

人
文

社
会

学
系

領
域

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

子
ど

も
・

若
者

支
援

に
お

け
る
専

門
性

の
構

築
－

「
社

会
教

育
的

支
援

」
の
比

較
研

究
を

踏
ま

え
て

－

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
生

田
周
二

井
上
大
樹
,
 
宮
崎
隆
志
,
 
上
野
景

三
,
 
石
井
山
竜
平
,
 
帆
足
哲
哉
,
 
立

柳
聡
,
 
深
作
拓
郎
,
 
中
田
周
作
,
 
津

富
宏
,
 
川
野
麻
衣
子
,
 
大
串
隆
吉
,

南
出
吉
祥
,
 
大
村
恵
,
 
藤
田
美
佳

令
和

2
補

助
・

助
成

地
域

に
お

け
る

精
神

障
害

者
家
族

に
対

す
る

リ
フ

レ
ク

テ
ィ

ン
グ

を
用

い
た
実

践
的

介
入

モ
デ

ル
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
大

川
貴
子

安
保
寛
明
,
 
三
澤
文
紀
,
 
矢
原
隆
行

令
和

2
補

助
・

助
成

欧
米

優
生

学
説

の
成

立
の

背
景
と

日
本

社
会

へ
の

輸
入

の
際

の
取

捨
選

択
に
関

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
本

多
創
史

令
和

2
補

助
・

助
成

看
護

学
生

が
日

常
的

に
個

人
利
用

可
能

な
心

理
学

的
ス

ト
レ

ス
低

減
方

法
に
関

す
る

基
礎

的
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
三

澤
文
紀

令
和

2
補

助
・

助
成

役
割

語
分

析
で

英
語

の
ア

カ
デ
ミ

ッ
ク

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
向

上
を

目
指
す

地
域

貢
献

型
P
B
L

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
安

田
尚
子

B
L
A
K
E
 
J
o
h
n
,
 
P
y
s
h
k
i
n
 
E
v
g
e
n
y

令
和

2
そ

の
他

八
丈

島
の

民
俗

と
社

会
構

造
に

関
す

る
研

究
開

拓
的

島
嶼

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

研
究

支
援

島
嶼

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

学
会

立
柳

聡
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総
合
科
学
教
育
研
究
セ

ン
タ

ー
　

自
然

科
学

系
領

域

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

県
浪

江
町

に
生

息
す

る
プ
ラ

ナ
リ

ア
を

用
い

た
低

線
量

放
射

線
の

影
響
調

査
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
有

吉
健
太
郎

中
野
学
,
 
三
浦
富
智
,
 
葛
西
宏
介
,

田
副
博
文

令
和

2
補

助
・

助
成

育
児

支
援

団
体

の
特

性
に

応
じ
て

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

可
能

な
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

井
佳
世
子

後
藤
あ
や
,
 
平
山
操
,
 
柴
田
俊
一
,

津
富
宏
,
 
佐
々
木
美
恵
,
 
渡
邉
一
代

令
和

2
補

助
・

助
成

d
電

子
と

π
電

子
が

共
存

す
る

擬
二

次
元

有
機

伝
導

体
の

磁
性

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

井
康
之

開
康
一

令
和

2
補

助
・

助
成

精
神

科
患

者
の

生
活

習
慣

病
予
防

・
改

善
を

目
的

と
し

た
タ

イ
プ

別
食

生
活
指

導
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
構

築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岡

部
聡
子

後
藤
あ
や
,
 
本
間
杏
菜
,
 
根
本
絢

香
,
 
伊
藤
慎
也
,
 
高
橋
徹

令
和

2
補

助
・

助
成

森
林

バ
イ

オ
エ

ア
ロ

ゾ
ル

放
出
動

態
解

明
と

福
島

事
故

に
よ

る
放

射
性

セ
シ
ウ

ム
飛

散
の

定
量

的
推

定

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
北

和
之

保
坂
健
太
郎
,
 
石
塚
正
秀
,
 
森
野

悠
,
 
反
町
篤
行
,
 
牧
輝
弥
,
 
渡
辺
幸

一
,
 
五
十
嵐
康
人

令
和

2
補

助
・

助
成

現
存

被
ば

く
状

況
に

お
け

る
住
民

参
加

型
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
モ

デ
ル
構

築
と

社
会

実
装

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
黒

田
佑
次
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

ス
キ

ル
の
次

世
代

へ
の

伝
達

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

可
視

化
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
後

藤
あ
や

熊
谷
敦
史
,
 
村
上
道
夫
,
 
植
田
紀
美

子

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

県
の

脳
卒

中
医

療
に

お
け
る

地
域

格
差

と
予

後
に

関
す

る
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

久
間
潤

大
平
哲
也
,
 
中
野
裕
紀
,
 
弓
屋
結
,

小
島
隆
生

令
和

2
補

助
・

助
成

保
護

者
用

乳
幼

児
ス

キ
ン

ケ
ア
評

価
尺

度
と

尺
度

を
用

い
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

藤
博
子

後
藤
あ
や
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

性
ガ

ス
を

用
い

た
大

気
－
土

壌
間

に
お

け
る

反
応

性
窒

素
の

放
出

・
拡
散

・
沈

着
過

程
の

解
析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
反

町
篤
行

松
田
和
秀
,
 
和
田
龍
一

令
和

2
補

助
・

助
成

2
バ

ン
ド

系
1
次

元
伝

導
体

に
お
け

る
バ

ン
ド

間
相

互
作

用
に

よ
る

特
異

な
電
子

相
の

系
統

的
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
開

康
一

松
浦
弘
泰
,
 
石
井
康
之

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

線
被

ば
く

と
糖

尿
病

の
二
重

ス
ト

レ
ス

の
生

体
影

響
解

析
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
三

浦
富
智

葛
西
宏
介
,
 
有
吉
健
太
郎
,
 
山
城
秀

昭

令
和

2
補

助
・

助
成

ベ
ト

ナ
ム

人
糖

尿
病

患
者

の
血
糖

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

と
ヘ

ル
ス

リ
テ

ラ
シ

ー
の

関
連

に
関

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
横

川
博
英

後
藤
あ
や
,
 
郡
山
千
早
,
 
湯
浅
資
之

令
和

2
補

助
・

助
成

高
校

生
対

象
の

共
感

性
を

高
め
る

次
世

代
育

成
教

室
の

作
成

と
効

果
検

証
：
ク

ロ
ス

オ
ー

バ
ー

デ
ザ

イ
ン

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

邉
一
代

後
藤
あ
や
,
 
石
井
佳
世
子

令
和

2
補

助
・

助
成

災
害

多
発

ア
ジ

ア
3
カ

国
に

お
け

る
学

童
の

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

向
上

：
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
介

入

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

国
際

共
同

研
究

加
速

基
金

(
国

際
共

同
研

究
強

化
(
B
)
)

日
本

学
術

振
興

会
後

藤
あ
や

岡
部
聡
子
,
 
郡
山
千
早
,
 
村
上
道

夫
,
 
弓
屋
結

令
和

2
補

助
・

助
成

有
機

イ
オ

ウ
化

合
物

に
関

す
る

研
究

奨
学

寄
附

金
株

式
会

社
ダ

イ
セ

ル
谷

口
暢
一

令
和

2
補

助
・

助
成

金
属

触
媒

の
π

酸
性

を
利

用
し
た

不
飽

和
炭

素
－

炭
素

結
合

へ
の

位
置

選
択
的

硫
黄

置
換

基
の

導
入

研
究

助
成

公
益

財
団

法
人

日
本

化
学

研
究

会
谷

口
暢
一

令
和

2
国

内
共

同
研

究
帰

還
住

民
を

持
続

的
に

支
援

可
能

な
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

環
境

省
放

射
線

健
康

管
理

・
健

康
不

安
対

策
事

業
環

境
省

後
藤

あ
や

－645－



年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

際
共

同
研

究
P
h
a
s
e
 
I
I
I
:
 
南

部
に

お
け

る
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く

患
者

中
心

の
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
向

上
：

大
学

と
医

師
会

の
連

携
イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

J
I
C
A
草

の
根

技
術

協
力

事
業

（
地

域
活

性
化

特
別

枠
）

国
際

協
力

機
構

(
J
I
C
A
)

後
藤

あ
や

令
和

2
国

際
共

同
研

究
チ

ェ
ル

ノ
ブ

イ
リ

災
害

後
の

環
境

管
理

支
援

技
術

の
確

立
地

球
規

模
課

題
対

応
国

際
科

学
技

術
協

力
プ

ロ
グ

ラ
ム

(
S
A
T
R
E
P
S
)

科
学

技
術

振
興

機
構

(
J
S
T
)

難
波

謙
二

反
町
篤
行
,
 
他
1
9
名

医
療
人
育
成
・
支
援
セ

ン
タ

ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

認
知

機
能

低
下

や
自

己
効

力
と
運

動
器

の
疼

痛
や

機
能

障
害

と
の

関
係

を
明
ら

か
に

す
る

探
索

的
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

谷
晃
司

関
口
美
穂
,
 
小
野
玲
,
 
紺
野
愼
一

令
和

2
補

助
・

助
成

骨
髄

異
形

成
症

候
群

に
お

け
る
無

効
造

血
環

境
形

成
の

血
球

動
態

に
基

づ
く
基

礎
的

検
討

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
色

摩
弥
生

橋
本
優
子
,
 
池
添
隆
之

令
和

2
補

助
・

助
成

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム
に

お
け

る
要

介
護

の
予

測
因

子
の

解
明

(
L
O
H
A
S
研

究
）

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

口
美
穂

竹
上
未
紗
,
 
大
谷
晃
司
,
 
小
野
玲
,

紺
野
愼
一
,
 
福
原
俊
一

令
和

2
補

助
・

助
成

医
学

生
・

医
療

人
の

た
め

の
ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
利

用
に

関
す

る
教

育
プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
諸

井
陽
子

石
川
和
信
,
 
小
林
元

令
和

2
補

助
・

助
成

集
団

的
ア

プ
ロ

ー
チ

に
も

と
づ
く

漫
画

動
画

を
利

用
し

た
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

介
入

の
評

価
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
堀

内
聡

岡
村
尚
昌
,
 
岩
野
卓
,
 
瀧
井
美
緒
,

青
木
俊
太
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

軽
度

認
知

機
能

障
害

は
腰

椎
手
術

の
成

績
不

良
因

子
と

な
る

か
－

探
索

的
研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

邉
和
之

大
谷
晃
司
,
 
紺
野
愼
一
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

医
師

に
求

め
ら

れ
る

プ
ロ

フ
ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

を
醸

成
す

る
地

域
体

験
実
習

の
構

築
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
挑

戦
的

研
究

(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
安

田
恵

色
摩
弥
生
,
 
大
谷
晃
司
,
 
坂
本
信
雄

令
和

2
補

助
・

助
成

疼
痛

性
障

害
に

対
す

る
行

動
活
性

化
療

法
の

脳
画

像
評

価
と

治
療

効
果

予
測
因

子
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
青

木
俊
太
郎

令
和

2
補

助
・

助
成

ロ
コ

モ
デ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム
と

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

、
認

知
症

、
ペ

リ
オ

ス
チ

ン
の

相
互

関
係

に
つ

い
て
の

探
索

的
検

討

日
本

整
形

外
科

学
会

学
術

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

日
本

整
形

外
科

学
会

森
本

忠
嗣

馬
渡
正
明
,
 
大
谷
晃
司
,
 
出
原
賢

治
,
 
紺
野
愼
一
,
 
島
ノ
江
千
里
,
 
吉

原
智
仁
,
 
戸
田
雄
,
 
小
林
孝
巨

令
和

2
補

助
・

助
成

南
会

津
地

域
に

お
け

る
ロ

コ
モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

と
要

介
護

認
定

と
の
関

係
の

探
索

的
研

究
福

島
県

立
病

院
研

究
費

福
島

県
佐

竹
秀
一

大
谷
晃
司

令
和

2
補

助
・

助
成

患
者

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

・
ス

テ
レ
オ

タ
イ

プ
的

認
識

が
医

師
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

評
価

に
与

え
る

影
響

福
島

県
立

医
科

大
学

令
和

2
年

度
研

究
支

援
事

業
／

育
成

研
究

福
島

県
立

医
科

大
学

菅
原

亜
紀
子

看
護
師
特
定
行
為
研
修

セ
ン

タ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

拡
張

現
実

（
A
R
）

技
術

を
応

用
し

た
手

術
訓

練
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
木

村
隆

佐
瀬
善
一
郎
,
 
斎
藤
拓
朗
,
 
丸
橋

繁
,
 
見
城
明

医
療
研
究
推
進
セ
ン
タ

ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

ア
ル

フ
ァ

線
放

出
核

種
内

用
療
法

に
よ

る
難

治
が

ん
治

療
薬

の
開

発
革

新
的

が
ん

医
療

実
用

化
研

究
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
(
A
M
E
D
)

鷲
山

幸
信

織
内
昇
,
 
髙
橋
和
弘
,
 
趙
松
吉
,
 
稲

野
彰
洋
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ふ
く
し
ま
子
ど
も
・
女

性
医

療
支

援
セ

ン
タ

ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

災
害

時
の

産
科

医
療

教
育

プ
ロ
グ

ラ
ム

と
妊

産
婦

行
動

支
援

の
た

め
の

情
報
ツ

ー
ル

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
神

保
正
利

髙
橋
俊
文
,
 
太
田
邦
明

令
和

2
補

助
・

助
成

卵
細

胞
質

内
精

子
注

入
法

に
特
化

し
た

精
子

選
択

法
・

精
子

評
価

法
の

確
立
と

治
療

前
診

断
へ

の
応

用

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
菅

沼
亮
太

髙
橋
俊
文

令
和

2
補

助
・

助
成

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

解
析

を
用

い
た
不

妊
患

者
に

お
け

る
臨

床
決

断
支

援
シ

ス
テ
ム

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
大
輔

髙
橋
俊
文

令
和

2
補

助
・

助
成

産
婦

人
科

診
療

に
お

け
る

地
域
格

差
の

定
量

的
検

討
－

医
療

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ
と

G
I
S
を

用
い

た
解

析

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
髙

橋
俊
文

太
田
邦
明

令
和

2
補

助
・

助
成

妊
婦

の
医

薬
品

使
用

と
児

の
先
天

奇
形

発
症

に
関

連
す

る
環

境
・

遺
伝

要
因
の

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
西

郡
秀
和

小
原
拓
,
 
栗
山
進
一

令
和

2
補

助
・

助
成

発
達

障
害

や
虐

待
に

よ
る

行
動
異

常
の

悪
化

を
予

防
す

る
、

切
れ

目
の

な
い
支

援
を

支
え

る
手

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
横

山
浩
之

小
林
淳
子
,
 
富
澤
弥
生
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放
射
線
医
学
県
民
健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

育
児

支
援

団
体

の
特

性
に

応
じ
て

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

可
能

な
介

入
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
石

井
佳
世
子

後
藤
あ
や
,
 
平
山
操
,
 
柴
田
俊
一
,

津
富
宏
,
 
佐
々
木
美
恵
,
 
渡
邉
一
代

令
和

2
補

助
・

助
成

東
日

本
大

震
災

前
後

の
認

知
症
発

症
と

リ
ス

ク
要

因
の

動
向

及
び

予
防

的
介
入

に
関

す
る

疫
学

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
江

口
依
里

中
野
裕
紀
,
 
大
平
哲
也

令
和

2
補

助
・

助
成

複
合

災
害

被
害

避
難

・
帰

還
者
の

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

獲
得

：
多

層
的

多
面

的
解
析

に
よ

る
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

戸
斉

安
村
誠
司
,
 
前
田
正
治
,
 
桃
井
真

帆
,
 
瀬
藤
乃
理
子
,
 
竹
林
唯
,
 
堀
越

直
子
,
 
佐
藤
秀
樹

令
和

2
補

助
・

助
成

東
日

本
大

震
災

後
の

避
難

生
活
に

よ
る

フ
レ

イ
ル

発
生

に
影

響
す

る
要

因
の
検

討
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
岡

崎
可
奈
子

大
平
哲
也
,
 
林
史
和

令
和

2
補

助
・

助
成

福
島

県
の

脳
卒

中
医

療
に

お
け
る

地
域

格
差

と
予

後
に

関
す

る
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
佐

久
間
潤

大
平
哲
也
,
 
中
野
裕
紀
,
 
弓
屋
結
,

小
島
隆
生

令
和

2
補

助
・

助
成

甲
状

腺
癌

の
低

侵
襲

術
前

遺
伝
子

検
査

法
の

開
発

と
甲

状
腺

癌
リ

ス
ク

評
価
法

の
確

立
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
志

村
浩
己

岩
舘
学
,
 
松
本
佳
子
,
 
鈴
木
聡
,
 
伊

藤
祐
子
,
 
鈴
木
眞
一

令
和

2
補

助
・

助
成

i
P
S
細

胞
か

ら
の

新
規

甲
状

腺
、

副
甲

状
腺

モ
デ

ル
細

胞
の

樹
立

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
悟

横
内
裕
二
,
 
中
村
泉
,
 
大
河
内
千
代

令
和

2
補

助
・

助
成

小
児

・
若

年
者

甲
状

腺
癌

の
長
期

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
古

橋
知
子

菊
田
敦
,
 
鈴
木
眞
一
,
 
鈴
木
悟

令
和

2
補

助
・

助
成

高
校

生
対

象
の

共
感

性
を

高
め
る

次
世

代
育

成
教

室
の

作
成

と
効

果
検

証
：
ク

ロ
ス

オ
ー

バ
ー

デ
ザ

イ
ン

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
渡

邉
一
代

後
藤
あ
や
,
 
石
井
佳
世
子
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

中
国

医
学

の
観

点
を

取
り

入
れ
た

食
事

調
査

法
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
長

尾
匡
則

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
卒

中
発

症
リ

ス
ク

要
因

と
し
て

の
長

期
避

難
生

活
が

及
ぼ

す
影

響
に

関
す
る

疫
学

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
中

野
裕
紀

令
和

2
補

助
・

助
成

東
日

本
大

震
災

後
の

生
活

習
慣
病

予
防

を
目

的
と

し
た

潜
在

性
脂

肪
肝

ス
ク
リ

ー
ニ

ン
グ

指
標

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
林

史
和

令
和

2
補

助
・

助
成

受
援

力
向

上
と

減
災

：
災

害
時
に

誰
か

に
助

け
て

も
ら

う
た

め
の

ツ
ー

ル
「
D
A
R
E
C
A
」

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
針

金
ま
ゆ
み

令
和

2
補

助
・

助
成

災
害

多
発

ア
ジ

ア
3
カ

国
に

お
け

る
学

童
の

ヘ
ル

ス
リ

テ
ラ

シ
ー

向
上

：
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
介

入

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

国
際

共
同

研
究

加
速

基
金

(
国

際
共

同
研

究
強

化
(
B
)
)

日
本

学
術

振
興

会
後

藤
あ
や

岡
部
聡
子
,
 
郡
山
千
早
,
 
村
上
道

夫
,
 
弓
屋
結

令
和

2
国

内
共

同
研

究
帰

還
住

民
を

持
続

的
に

支
援

可
能

な
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

環
境

省
放

射
線

健
康

管
理

・
健

康
不

安
対

策
事

業
環

境
省

後
藤

あ
や

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

統
合

失
調

症
へ

の
ス

テ
ィ

グ
マ
と

医
学

教
育

や
心

理
社

会
的

因
子

と
の

関
連
に

関
す

る
疫

学
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

研
究

活
動

ス
タ

ー
ト

支
援

日
本

学
術

振
興

会
片

岡
茉
莉
子
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先
端
臨
床
研
究
セ
ン
タ

ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

1
8
F
標

識
プ

ロ
ー

ブ
の

高
効

率
マ

イ
ク

ロ
ス

ケ
ー

ル
自

動
合

成
プ

ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
岩

田
錬

高
橋
和
弘
,
 
原
田
龍
一

令
和

2
補

助
・

助
成

腎
放

射
活

性
を

低
減

す
る

r
a
d
i
o
t
h
e
r
a
n
o
s
t
i
c
薬

剤
の

新
規

設
計

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
上

原
知
也

高
橋
和
弘
,
 
田
中
浩
士

令
和

2
補

助
・

助
成

α
線

核
種

に
よ

る
が

ん
治

療
の
線

量
評

価
に

基
づ

く
正

常
細

胞
障

害
の

解
明
に

関
す

る
研

究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
織

内
昇

阿
部
悠
,
 
趙
松
吉
,
 
右
近
直
之
,
 
西

嶋
剣
一
,
 
長
谷
川
有
史
,
 
伊
藤
浩

令
和

2
補

助
・

助
成

低
酸

素
分

子
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に
基

づ
く

新
し

い
口

腔
癌

治
療

戦
略

の
構

築
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
北

川
善
政

竹
内
康
人
,
 
大
賀
則
孝
,
 
佐
藤
淳
,

犬
伏
正
幸
,
 
趙
松
吉
,
 
志
賀
哲

令
和

2
補

助
・

助
成

低
酸

素
腫

瘍
に

対
す

る
新

た
な
治

療
戦

略
の

構
築

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
志

賀
哲

安
井
博
宣
,
 
竹
内
啓
,
 
久
下
裕
司
,

趙
松
吉

令
和

2
補

助
・

助
成

が
ん

幹
細

胞
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と
し

た
α

線
放

出
核

種
を

用
い

た
革

新
的

な
白
血

病
治

療
法

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
趙

松
吉

池
添
隆
之
,
 
鷲
山
幸
信
,
 
西
嶋
剣

一
,
 
粟
生
木
美
穂
,
 
杉
山
暁
,
 
右
近

直
之
,
 
織
内
昇

令
和

2
補

助
・

助
成

高
分

解
能

P
E
T
装

置
を

用
い

た
冠

動
脈

プ
ラ

ー
ク

炎
症

病
変

の
可

視
化

と
心

筋
梗

塞
発

症
の

機
序

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
納

谷
昌
直

孫
田
惠
一
,
 
平
田
健
司
,
 
真
鍋
治
,

真
鍋
徳
子
,
 
志
賀
哲
,
 
石
田
雄
介
,

長
内
俊
也

令
和

2
補

助
・

助
成

体
内

動
態

を
制

御
し

た
A
t
－

2
1
1
標

識
ア

ミ
ノ

酸
に

よ
る

汎
用

的
α

線
治

療
法
の

創
出

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
花

岡
宏
史

鈴
木
博
元
,
 
渡
辺
茂
樹
,
 
織
内
昇
,

渡
部
直
史

令
和

2
補

助
・

助
成

標
的

ア
ル

フ
ァ

線
治

療
に

お
け
る

プ
レ

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
法

の
最

適
化

と
複
数

が
ん

種
へ

の
適

応

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
鷲

山
幸
信

山
下
雄
史
,
 
杉
山
暁
,
 
巽
俊
文
,
 
高

橋
和
弘
,
 
粟
生
木
美
穂
,
 
趙
松
吉
,

右
近
直
之
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

短
寿

命
α

線
医

薬
品

製
造

工
程
に

お
け

る
被

ば
く

を
抑

制
す

る
ロ

ボ
テ

ィ
ッ
ク

精
製

・
標

識
技

術
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
和

田
洋
一
郎

小
泉
憲
裕
,
 
小
木
曽
公
尚
,
 
織
内

昇
,
 
杉
山
暁
,
 
羽
場
宏
光
,
 
久
下
裕

司

令
和

2
補

助
・

助
成

個
別

化
医

療
を

志
向

し
た

が
ん
に

選
択

的
な

チ
ミ

ジ
ン

ホ
ス

ホ
リ

ラ
ー

ゼ
イ
メ

ー
ジ

ン
グ

技
術

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
秋

澤
宏
行

宿
里
充
穗
,
 
久
下
裕
司
,
 
趙
松
吉
,

尾
江
悟
,
 
水
野
雄
貴

令
和

2
補

助
・

助
成

同
時

収
集

型
P
E
T
/
M
R
I
装

置
に

よ
る

閉
塞

性
脳

血
管

障
害

の
統

合
的

病
態

解
明

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
伊

藤
浩

小
島
隆
生
,
 
久
保
均
,
 
高
橋
和
弘
,

石
井
士
朗

令
和

2
補

助
・

助
成

放
射

性
ハ

ロ
ゲ

ン
を

用
い

た
包
括

的
癌

診
断

・
治

療
法

（
ラ

ジ
オ

セ
ラ

ノ
ス

テ
ィ

ク
ス

）
の

確
立

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

川
数
馬

粟
生
木
美
穂
,
 
三
代
憲
司

令
和

2
補

助
・

助
成

P
E
T
で

の
網

内
系

・
セ

ン
チ

ネ
ル

リ
ン

パ
節

描
出

の
た

め
の

G
a
-
6
8
 
c
o
l
l
o
i
d
の

開
発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
高

橋
和
弘

松
坂
陽
至

令
和

2
補

助
・

助
成

血
管

新
生

因
子

P
D
-
E
C
G
F
を

標
的

と
し

た
新

規
A
t
-
2
1
1
標

識
治

療
用

放
射

性
薬
剤

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
西

嶋
剣
一

東
川
桂
,
 
粟
生
木
美
穂
,
 
久
下
裕

司
,
 
趙
松
吉

令
和

2
補

助
・

助
成

核
医

学
用

G
e
/
G
a
ジ

ェ
ネ

レ
ー

タ
ー

の
科

学
教

育
へ

の
新

展
開

-
高

校
・

大
学

教
養

・
市

民
教

育
へ

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
薬

袋
佳
孝

永
津
弘
太
郎
,
 
鷲
山
幸
信

令
和

2
補

助
・

助
成

P
E
T
に

よ
る

脳
脊

髄
ミ

ク
ロ

グ
リ

ア
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

よ
っ

て
慢

性
痛

を
可

視
化

す
る

研
究

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

挑
戦

的
研

究
(
萌

芽
)

日
本

学
術

振
興

会
小

幡
英
章

宿
里
充
穗
,
 
織
内
昇
,
 
紺
野
愼
一
,

加
藤
孝
一

令
和

2
補

助
・

助
成

分
子

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

と
モ

ン
テ
カ

ル
ロ

計
算

を
用

い
た

2
1
1
A
t
標

識
化

合
物

の
組

織
吸

収
線

量
評

価

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

若
手

研
究

日
本

学
術

振
興

会
右

近
直
之
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年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

新
規

P
S
M
A
標

的
放

射
性

薬
剤

の
開

発
-
1
8
F
と

2
1
1
A
t
と

の
生

物
学

的
同

等
性

の
攻

略
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
若

手
研

究
日

本
学

術
振

興
会

城
寳

大
輝

令
和

2
補

助
・

助
成

ア
ル

フ
ァ

線
放

出
核

種
内

用
療
法

に
よ

る
難

治
が

ん
治

療
薬

の
開

発
革

新
的

が
ん

医
療

実
用

化
研

究
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
(
A
M
E
D
)

鷲
山

幸
信

織
内
昇
,
 
髙
橋
和
弘
,
 
趙
松
吉
,
 
稲

野
彰
洋

令
和

2
補

助
・

助
成

膵
臓

が
ん

に
対

す
る

高
L
E
T
ア

ル
フ

ァ
線

核
医

学
治

療
の

最
適

化
に

資
す

る
研
究

次
世

代
が

ん
医

療
創

生
研

究
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
(
A
M
E
D
)

吉
本

光
喜

藤
井
博
史
,
 
小
嶋
基
寛
,
 
鷲
山
幸

信
,
 
吉
井
幸
恵

令
和

2
補

助
・

助
成

前
立

腺
癌

の
治

療
戦

略
を

革
新
す

る
P
S
M
A

P
E
T
診

断
薬

・
治

療
薬

自
動

合
成

装
置

の
開

発
医

療
機

器
開

発
推

進
研

究
事

業
日

本
医

療
研

究
開

発
機

構
(
A
M
E
D
)

志
賀

哲

小
島
祥
敬
,
 
髙
橋
和
弘
,
 
伊
藤
浩
,

趙
松
吉
,
 
小
早
川
雅
男
,
 
右
近
直

之
,
 
星
誠
二
,
 
鷲
山
幸
信
,
 
西
嶋
剣

一
,
 
城
寶
大
輝
,
 
菅
原
茂
耕
,
 
石
井

士
朗
,
 
菅
野
範
子
,
 
近
藤
芳
行

臨
床
研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

尺
度

開
発

に
基

づ
く

低
活

動
膀
胱

の
新

た
な

診
断

法
の

確
立

と
地

域
へ

の
応
用

：
予

防
介

入
を

目
指

し
て

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
大

前
憲
史

福
原
俊
一
,
 
小
島
祥
敬
,
 
脇
田
貴

文
,
 
栗
田
宜
明

令
和

2
補

助
・

助
成

ロ
コ

モ
テ

ィ
ブ

シ
ン

ド
ロ

ー
ム
に

お
け

る
要

介
護

の
予

測
因

子
の

解
明

（
L
O
H
A
S
研

究
）

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
関

口
美
穂

竹
上
未
紗
,
 
大
谷
晃
司
,
 
小
野
玲
,

紺
野
愼
一
,
 
福
原
俊
一

令
和

2
補

助
・

助
成

日
本

の
高

齢
者

の
「

人
生

の
最
終

段
階

を
見

据
え

た
話

し
合

い
」

促
進

プ
ロ
グ

ラ
ム

開
発

と
検

証

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
宮

下
淳

福
原
俊
一
,
 
山
本
洋
介
,
 
清
水
さ
や

か
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会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

漢
方

医
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
国

内
共

同
研

究
薬

用
作

物
の

国
内

生
産

拡
大

に
向

け
た

技
術

の
開

発
　

オ
タ

ネ
ニ

ン
ジ

ン
の
生

産
拡

大
の

た
め

の
技

術
開

発

農
林

水
産

省
委

託
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究

千
葉

大
学

,
 
農

研
機

構
東

北
農

研
,

農
研

機
構

中
央

農
研

三
潴

忠
道

挾
間
章
博
,
 
畝
田
一
司
,
 
齋
藤
龍

史
,
 
秋
葉
秀
一
郎
,
 
小
林
大
輔
,
 
佐

橋
佳
郎

令
和

2
国

内
共

同
研

究
漢

方
医

学
的

所
見

と
漢

方
処

方
の

関
連

を
検

証
す

る
前

向
き

観
察

研
究

学
校

法
人

北
里

研
究

所
小

田
口
浩

村
松
慎
一
,
 
並
木
隆
雄
,
 
新
井
信
,

嶋
田
豊
,
 
柴
原
直
利
,
 
三
潴
忠
道

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

糖
尿

病
・

内
分

泌
代

謝
・

腎
臓

内
科

学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

高
齢

者
生

活
・

健
康

情
報

の
自
動

収
集

・
分

析
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
効

果
：
社

会
・

人
間

特
性

複
合

評
価

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
B
)

日
本

学
術

振
興

会
伊

藤
謙
治

顧
秀
珠
,
 
橋
本
重
厚

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

感
染

症
・

呼
吸

器
内

科
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

唾
液

に
よ

る
不

顕
性

誤
嚥

と
I
P
F
急

性
増

悪
と

の
関

連
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
鈴

木
朋
子

新
妻
一
直
,
 
齋
藤
美
和
子
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会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

精
神

医
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

脳
画

像
解

析
に

よ
る

非
ア

ル
ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
の

B
P
S
D
発

症
機

序
の

解
明

と
対

応
法

の
開

発

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

研
究

活
動

ス
タ

ー
ト

支
援

日
本

学
術

振
興

会
坂

本
和
貴

令
和

2
補

助
・

助
成

辺
縁

系
優

位
型

加
齢

性
T
D
P
-
4
3
脳

症
（

L
A
T
E
)

の
臨

床
画

像
病

理
学

的
研

究
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
川

勝
忍

林
博
史
,
 
國
井
泰
人
,
 
小
林
良
太

令
和

2
補

助
・

助
成

レ
ビ

ー
小

体
病

の
病

態
修

飾
に
関

与
す

る
遺

伝
子

の
同

定
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

林
良
太

小
山
信
吾
,
 
川
勝
忍
,
 
林
博
史

令
和

2
国

内
共

同
研

究
認

知
症

者
に

お
け

る
抑

う
つ

・
無

気
力

に
対

す
る

治
療

法
に

関
す

る
エ

ビ
デ
ン

ス
構

築
を

目
指

し
た

研
究

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

 
疾

病
・

障
害

対
策

研
究

分
野

 
認

知
症

政
策

研
究

厚
生

労
働

省
井

原
一
成

川
勝
忍
,
 
他

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

小
腸

・
大

腸
・

肛
門

科
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

深
層

学
習

に
よ

る
大

腸
鋸

歯
状
病

変
の

自
動

検
出

解
析

装
置

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
冨

樫
一
智

歌
野
健
一
,
 
朱
欣

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

外
科

学
講

座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

拡
張

現
実

（
A
R
）

技
術

を
応

用
し

た
手

術
訓

練
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
木

村
隆

佐
瀬
善
一
郎
,
 
齋
藤
拓
朗
,
 
丸
橋

繁
,
 
見
城
明
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会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

整
形

外
科

・
脊

椎
外

科
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
学

内
共

同
研

究
ロ

コ
モ

テ
ィ

ブ
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
の

発
生

お
よ

び
増

悪
因

子
に

関
す

る
探

索
的
研

究
白

土
修

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

耳
鼻

咽
喉

科
学

講
座

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

機
能

性
食

品
に

よ
る

抗
酸

化
、
免

疫
賦

活
化

作
用

を
介

し
た

聴
覚

障
害

予
防
の

試
み

科
学

研
究

費
助

成
事

業
／

基
盤

研
究

(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
小

川
洋

錫
谷
達
夫

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
　

臨
床

医
学

部
門

年
度

実
施

形
態

研
究

テ
ー

マ
補

助
金

・
資

金
制

度
名

／
種

別
相

手
機

関
名

代
表
研
究
者

共
同
研
究
者
一
覧

令
和

2
補

助
・

助
成

深
層

学
習

に
よ

る
大

腸
鋸

歯
状
病

変
の

自
動

検
出

解
析

装
置

の
開

発
科

学
研

究
費

助
成

事
業

／
基

盤
研

究
(
C
)

日
本

学
術

振
興

会
冨

樫
一
智

歌
野
健
一
,
 
朱
欣
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Ⅳ 知的財産権の設定の登録一覧 

  



 

 

 
 



細胞統合生理学講座

種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 公開年月

特許
公立大学法人福島県
立医科大学, 太陽誘
電株式会社

勝田新一郎, 石黒
隆

脈波伝播速度測定装
置及びその方法

WO/2020/071480 2020年4月

微生物学講座

種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 公開年月

特許
大阪ガスケミカル株
式会社, 公立大学法
人福島県立医科大学

大北正信, 南聡史,
貴傳名甲, 呉楠, 草
刈剛, 錫谷達夫, 西
山恭子

抗ウイルス剤及びウ
イルスの除去方法

WO2020/162485 2020年8月

血液内科学講座

種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 公開年月

特許
公立大学法人福島県
立医科大学

大河原浩, 池添隆之
急性呼吸窮迫症候群
の治療及び／又は予
防剤

特開2020-
186187(P2020-
186187A)

2020年11月

呼吸器外科学講座／看護学部　生命科学部門／附属病院長

種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 公開年月

特許
公立大学法人福島県
立医科大学

鈴木弘行, 森努, 武
藤哲史, 山浦匠

肺癌の予後バイオ
マーカー

WO/2020/022361 2020年1月

看護学部　生命科学部門

種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 公開年月

特許
公立大学法人福島県
立医科大学

森努, 河村隆
相互依存性の特定方
法

WO/2018/181988
再表2018/181988

2018年10月
2020年4月

人工関節センター

種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 公開年月

特許
公立大学法人福島県
立医科大学

青田恵郎 手術用器具
特開2020-
10743(P2020-
10743A)

2020年1月

医療－産業トランスレーショナルリサーチセンター

種別 出願人一覧 発明者一覧 名称 番号 公開年月

商標
公立大学法人福島県
立医科大学

母の恵み 商願2020-148942 2020年12月
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